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本書について

「DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード」ガイドでは、アップグレード・プロセ
スおよび DB2® 環境の各コンポーネントの概念について説明します。このコンポー
ネントには、DB2 サーバー、クライアント、データベース・アプリケーション、お
よびルーチンが含まれます。

本書の対象読者

本書は、DB2 サーバーおよびクライアントのアップグレードを行う必要があるデー
タベース管理者、システム管理者、およびシステム・オペレーターを対象としてい
ます。また、データベース・アプリケーションおよびルーチンをアップグレードす
る必要のあるプログラマーやそれ以外のユーザーも対象としています。

本書の構成

本書には、アップグレード・プランの作成方法や DB2 環境の各コンポーネントを
アップグレードする方法に関する情報が含まれています。

v 1ページの『第 1 部 DB2 環境のアップグレード』

v 13ページの『第 2 部 DB2 サーバーのアップグレード』

v 145ページの『第 3 部 クライアントのアップグレード』

v 175ページの『第 4 部 アプリケーションとルーチンのアップグレード』
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第 1 部 DB2 環境のアップグレード

本書のこの部分は、次の章で構成されています。

v 3ページの『第 1 章 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード』

v 5ページの『第 2 章 DB2 環境のアップグレードの計画』
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2 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



第 1 章 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード

新規リリースの DB2 データベース製品にアップグレードすると、新規リリースで
も実行する DB2 環境コンポーネントについて、アップグレードが必要になること
があります。

DB2 環境には、DB2 サーバー、DB2 クライアント、データベース・アプリケーシ
ョン、およびルーチンといったさまざまなコンポーネントが含まれます。これらの
コンポーネントのアップグレードには、DB2 データベース製品とそのアップグレー
ドの概念に関する理解が必要です。例えば、既存の DB2 環境に DB2 バージョン
9.5、DB2 バージョン 9.1、または DB2 UDB バージョン 8 のコピーがあり、これ
を DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする場合は、DB2 環境をアップグレード
する必要があります。

アップグレード・プロセスには、DB2 環境を新しいリリースで正常に稼働させるた
めに実行する必要があるすべてのタスクが含まれます。DB2 環境の中に含まれてい
る各コンポーネントをアップグレードするには、以下のようなさまざまなタスクを
実行する必要があります。

v DB2 サーバーのアップグレードには、既存のインスタンスやデータベースをアッ
プグレードして、新しいリリースで実行できるようにすることが含まれます。

v クライアントのアップグレードには、既存のクライアントの構成を維持するため
にクライアント・インスタンスをアップグレードする作業が含まれます。

v データベース・アプリケーションおよびルーチンのアップグレードには、新しい
リリースでそれらのアプリケーションやルーチンをテストし、この新しいリリー
スでの変更点をサポートする必要がある場合にのみそれらに変更を加えることが
含まれます。

DB2 バージョン 9.7 のアップグレード・プロセスの説明として、以下の情報が用意
されています。

v アップグレードの概要では、アップグレードに関するさまざまな概念を定義し、
コンポーネントのアップグレード・プロセスについて説明します。

v アップグレードの重要事項では、アップグレード計画を策定するために知ってお
く必要があるアップグレード・サポートの詳細、制約事項、ベスト・プラクティ
スを取り上げます。

v アップグレード前タスクでは、アップグレード前に実行する必要があるすべての
準備タスクについて説明します。

v アップグレード・タスクでは、コンポーネントの基本的なアップグレード・プロ
セスを段階的に説明し、特別な特性を持った DB2 環境コンポーネントをアップ
グレードする方法についても解説します。

v アップグレード後タスクでは、DB2 サーバーを最適なレベルで実行するために、
アップグレード後に実行しなければならないすべてのタスクについて説明しま
す。

© Copyright IBM Corp. 2006, 2009 3



アップグレード・タスクで、バージョン 9.7 より前の DB2 リリース という語は、
DB2 バージョン 9.5、DB2 バージョン 9.1、および DB2 UDB バージョン 8 のリ
リースを表します。

4 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



第 2 章 DB2 環境のアップグレードの計画

環境には、DB2 サーバー、DB2 クライアント、データベース・アプリケーション、
スクリプト、ルーチン、ツールといったさまざまなコンポーネントが含まれます。
アップグレードを計画するには、環境に含まれる各コンポーネントのアップグレー
ド・プロセスを十分に理解しておく必要があります。

まず、環境のアップグレードについてどのようなアプローチをとるか、計画を立て
ます。各コンポーネントのアップグレード順序を決定する必要があります。環境の
特性、アップグレードに関する重要事項に記載された情報、特にベスト・プラクテ
ィスと制約事項は、計画を決定するのに役立ちます。

以下は、的確なアップグレード計画 の例です。ここでは、データベース・アプリケ
ーションおよびルーチンをテストし、それらを DB2 バージョン 9.7 で正常に実行
できるかどうかを判別しています。

1. DB2 バージョン 9.7 テスト・サーバーをセットアップし、テスト・データベー
スを作成する。

2. DB2 バージョン 9.7 テスト・データベースでデータベース・アプリケーション
およびルーチンをテストして、それらを正常に実行できるかどうかを判別する。
アプリケーションにクライアントが必要な場合は、バージョン 9.7 のクライアン
トを使用してください。

3. DB2 サーバーおよびクライアントをテスト環境でアップグレードする。何が問
題かを判別し、その解決方法を判断します。この情報を基に、アップグレード計
画を調整します。

4. 実稼働環境で、 DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする。
それが期待どおりに機能することを確認します。

5. 実稼働環境で、クライアントを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする。ク
ライアントが期待どおりに機能することを確認します。

6. アップグレードした DB2 バージョン 9.7 環境でデータベース・アプリケーショ
ンおよびルーチンをテストして、それらを期待どおりに実行できるかどうかを判
別する。

7. アップグレードした環境をユーザーが使用できるようにする。

8. 最終的には廃止される非推奨の機能、およびアプリケーションとルーチンの機能
とパフォーマンスを向上させる新しい機能について、その使用を確認する。アプ
リケーションとルーチンをどのように変更するかを計画します。

9. 計画どおりにデータベース・アプリケーションおよびルーチンを変更する。それ
らを DB2 バージョン 9.7 で正常に実行できることを確認します。

アップグレード計画の概要を示す計画を立てたら、環境に含まれる各コンポーネン
トのアップグレード計画の詳細を定義します。各コンポーネントのアップグレード
計画には、次の要素を含める必要があります。

v アップグレードの前提条件

v アップグレード前タスク

v アップグレードのタスク
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v アップグレード後タスク

以前のアップグレード計画がある場合は、内容を確認して、DB2 バージョン 9.7 の
アップグレード計画と比較してください。組織内での、アクセス、ソフトウェア・
インストール、または、他のシステム・サービスを要求するための内部手続きに関
連したステップを、新しい計画に組み込みます。

DB2 アップグレード・ポータル (以前の名称は DB2 マイグレーション・ポータル)

も確認してください (http://www.ibm.com/software/data/db2/upgrade/portal)。追加リソ
ースおよびアップグレード・プロセスに関する最新情報が入手可能になったとき
は、ここからアクセスできます。これらのリソースには、教育資料、ホワイト・ペ
ーパー、およびアップグレード用の Web キャストが含まれます。

最後に、非推奨の機能の使用の除去と、DB2 バージョン 9.7 の新しい機能の組み込
みを計画します。必須なのは廃止された機能の使用の除去のみですが、アップグレ
ード後に非推奨の機能の使用を除去することも計画してください。非推奨の機能
は、将来のリリースでサポートされなくなります。また、機能拡張とパフォーマン
ス向上のために、データベース製品、アプリケーション、ルーチン用の新しい機能
を利用するようにしてください。

DB2 サーバーのアップグレードの計画
DB2 サーバーのアップグレードを計画する際には、該当するすべてのアップグレー
ドの前提条件、アップグレード前タスク、アップグレード・タスク、およびアップ
グレード後タスクを確認する必要があります。

手順

DB2 サーバーのアップグレード・プランを作成するには、以下のようにします。

1. ご使用の環境に適用されるすべての詳細情報を使用して、DB2 サーバーのアッ
プグレード・プランを作成します。

表 1. DB2 サーバーのアップグレード・プランに関する詳細情報

アップグレード・
プラン 詳細情報

前提条件 以下の点を確認します。

v 「DB2 サーバー機能 インストール」で説明されている DB2 デ
ータベース製品のインストール要件を満たしていること。

v DB2 サーバーのアップグレードに関する重要事項に説明されてい
るサポート上の問題をすべて解決していること。

v アップグレード・タスクとサブタスクに関するすべての前提条件
を満たしていること。特に、root またはローカル管理者アクセス
権と必須の DB2 許可を入手していること。
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表 1. DB2 サーバーのアップグレード・プランに関する詳細情報 (続き)

アップグレード・
プラン 詳細情報

アップグレード前タス
ク

以下のタスクが含まれます。

v テスト環境で DB2 サーバーをアップグレードして、アップグレ
ードに関する問題点を検出する

v データベースが DB2 アップグレードの準備ができていることの
確認を行う

v データベースのバックアップを行う

v 構成情報のバックアップを行う

v 表スペースとログ・ファイルのサイズを大きくする

v diaglevel データベース・マネージャー構成パラメーターが 2 以
下に設定されている場合は、このパラメーターを 3 以上に設定す
る。

v DB2 のアップグレードのために DB2 サーバーをオフラインにす
る。

さらに、 アップグレード前タスクのリストをチェックして、 テス
ト環境での DB2 サーバーのアップグレードなど、ご使用の環境用
に実行できるオプション・タスクを確認します。

アップグレード・タス
ク

以下のステップを含めなければなりません。

v DB2 バージョン 9.7 をインストールする

v インスタンスをアップグレードする

v DAS をアップグレードする

v データベースをアップグレードする

以下のアップグレード・タスクを確認して、ご使用の環境のアップ
グレードに必要な追加のステップを判別します。

v DB2 サーバーのアップグレード (Windows®)

v DB2 サーバーのアップグレード (Linux® および UNIX®)

v 固有の特性を持つ環境のアップグレード

ご使用のデータベースのアップグレードに必要な時間をメモしま
す。
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表 1. DB2 サーバーのアップグレード・プランに関する詳細情報 (続き)

アップグレード・
プラン 詳細情報

アップグレード後タス
ク

以下のタスクが含まれます。

v diaglevel データベース・マネージャー構成パラメーターを、アッ
プグレード前に設定されていた値にリセットする

v ログ・スペース・サイズを調整

v アップグレード後にデータベースをアクティブにする

v DB2 サーバーの動作に関する変更点を処理する

v アップグレードしたデータベースのパッケージを再バインドする

v DB2 Explain 表をアップグレードする

v システム・カタログ表の統計を更新する

v DB2 サーバーのアップグレードが成功したかどうか検証する

v アップグレードの完了後に、データベースをバックアップする

さらに、アップグレード後タスクのリストをチェックして、ご使用
の環境用に実行できるオプション・タスクを確認します。以下のタ
スクをアップグレード・プランに追加することを考慮します。

v アップグレードの完了後に DB2 サーバーを調整する「問題判別
およびデータベース・パフォーマンスのチューニング」の『デー
タベース・パフォーマンスのチューニング』を参照してくださ
い。

v DB2 バージョン 9.7 で非推奨になった機能の使用中止

v 適切な場合には、DB2 サーバー・レベルでパフォーマンスを改善
するためにアップグレードされたデータベースで新機能を採用す
る。「DB2 バージョン 9.7 の新機能」で、管理の容易性、パフ
ォーマンス、およびスケーラビリティーがどのように強化される
のかを確認して、ご使用の環境に適用する新機能を決めてくださ
い。

2. 逆アップグレードができるようにしておく必要がある場合は、 DB2 サーバーの
逆アップグレードに必要なタスクについて、詳細な情報をプランに追加します。
これらの詳細情報には、逆アップグレードできるようにするアップグレード・タ
スクに必要なステップが含まれます。

3. クライアント、データベース・アプリケーション、およびルーチンなどの他のコ
ンポーネントに関するアップグレード・プランと結合して、ご使用の DB2 環境
のための全体のアップグレード・プランを作成します。

クライアントのアップグレードの計画
クライアントのアップグレードを計画する際には、該当するすべてのアップグレー
ドの前提条件、アップグレード前タスク、アップグレード・タスク、およびアップ
グレード後タスクを確認する必要があります。

手順

ご使用のクライアントのためのアップグレード・プランを作成するには、次のよう
にします。
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1. ご使用の環境に適用されるすべての詳細情報を使用して、クライアントのアップ
グレード・プランを作成します。

表 2. クライアントのアップグレード・プランに関する詳細情報

アップグレード・
プラン 詳細情報

前提条件 以下の点を確認します。

v 「DB2 サーバー機能 インストール」で説明されている DB2 デ
ータベース製品のインストール要件を満たしていること。

v クライアントとサーバーの接続も含め、クライアントのアップグ
レードに関する重要事項に説明されているサポート上の問題をす
べて解決していること。

v アップグレード・タスクとサブタスクに関するすべての前提条件
を満たしていること。特に、root またはローカル管理者アクセス
権と必須の DB2 許可を入手していること。

アップグレード前タス
ク

以下のタスクが含まれます。

v DB2 サーバーをアップグレードする

v クライアント構成情報をバックアップする

さらに、アップグレード前タスクのリストをチェックして、 テスト
環境でのクライアントのアップグレードなど、ご使用の環境用に実
行できるオプション・タスクを確認します。

アップグレード・タス
ク

以下のステップを含めなければなりません。

v バージョン 9.7 クライアントをインストールする

v クライアント・インスタンスをアップグレードする

以下のアップグレード・タスクを確認して、ご使用の環境のアップ
グレードに必要な追加のステップを判別します。

v Data Server Clientへのアップグレード (Windows)

v Data Server Runtime Clientへのアップグレード (Windows)

v クライアントのアップグレード (Linux および UNIX)

アップグレード後タス
ク

以下のタスクが含まれます。

v NetBIOS プロトコルと SNA プロトコルを使用したノードとデー
タベースを再カタログする

v DB2 サーバーの動作に関する変更点を確認する

v クライアントのアップグレードが成功したかどうか検証する

2. DB2 サーバー、データベース・アプリケーション、およびルーチンなどの他の
コンポーネントに関するアップグレード・プランと結合して、ご使用の DB2 環
境のための全体のアップグレード・プランを作成します。

データベース・アプリケーションおよびルーチンのアップグレードの計画
データベース・アプリケーションおよびルーチンのアップグレードを計画する際に
は、該当するすべてのアップグレード前タスク、アップグレードの前提条件、アッ
プグレード・タスク、およびアップグレード後タスクを確認する必要があります。

手順
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データベース・アプリケーションおよびルーチンのアップグレード・プランを作成
するには、以下のようにします。

1. ご使用の環境に適用されるすべての詳細情報を使用して、データベース・アプリ
ケーションのアップグレード・プランを作成します。

表 3. データベース・アプリケーションのアップグレード・プランに関する詳細情報

アップグレード・
プラン 詳細情報

前提条件 以下の点を確認します。

v 「DB2 サーバー機能 インストール」で説明されている DB2 デ
ータベース製品のインストール要件を満たしていること。

v 開発ソフトウェアの要件を満たしていること。「データベース・
アプリケーション開発の基礎」の『データベース・アプリケーシ
ョン開発環境のエレメントのサポート』を参照してください。

v アップグレード中に、データベース・アプリケーションのアップ
グレードに関する重要事項にあるサポート上の問題をすべて解決
していること。

v アップグレード・タスクとサブタスクに関するすべての前提条件
を満たしていること。特に、必須の DB2 許可を入手しているこ
と。

アップグレード前タス
ク

以下のタスクが含まれます。

v クライアントのアップグレード、またはバージョン 9.7 アプリケ
ーション・ドライバーのインストール

v DB2 バージョン 9.7 テスト環境でのデータベース・アプリケー
ションのテスト。アプリケーションが正常に実行する場合は、残
りのアップグレード・ステップは必要ありません。

さらに、アップグレード前タスクのリストをチェックして、ご使用
の環境用に実行できるオプション・タスクを確認します。現在のオ
ペレーティング・システムと開発ソフトウェアがサポートされてい
る場合でも、以下のタスクを含めてアプリケーションのパフォーマ
ンスを改善することを考慮します。

v ご使用のオペレーティング・システムの、サポートされている最
新レベルへのアップグレード

v ご使用の開発ソフトウェアの、サポートされている最新レベルへ
のアップグレード
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表 3. データベース・アプリケーションのアップグレード・プランに関する詳細情報 (続き)

アップグレード・
プラン 詳細情報

アップグレード・タス
ク

以下のステップを含めなければなりません。

v DB2 バージョン 9.7 での変更点をサポートし、DB2 バージョン
9.7 で廃止された機能の使用を中止するための、アプリケーショ
ン・コードの変更

v 開発環境に固有の変更をサポートするための、アプリケーション
の変更

v 変更完了後のすべてのデータベース・アプリケーションの再ビル
ド

v DB2 バージョン 9.7 を使用したデータベース・アプリケーショ
ンのテスト

以下のアップグレード・タスクを確認して、開発環境でデータベー
ス・アプリケーションのアップグレードに必要な追加のステップを
判別します。

v 224ページの『組み込み SQL アプリケーションのアップグレー
ド』

v 226ページの『CLI アプリケーションのアップグレード』

v 227ページの『IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使
用する Java アプリケーションのアップグレード』

v 230ページの『DB2 JDBC Type 2 ドライバーを使用する Java

アプリケーションのアップグレード』

v 231ページの『ADO.NET アプリケーションのアップグレード』

v 232ページの『スクリプトのアップグレード』

v 233ページの『32 ビット・データベース・アプリケーションを
64 ビット・インスタンスで実行するようにアップグレードする』

アップグレード後タス
ク

推奨されているデータベース・アプリケーションに関するアップグ
レード後タスクを実行します。特に、以下のタスクを実行します。

v データベース・アプリケーションのパフォーマンスの調整

v DB2 バージョン 9.7 で非推奨になった機能の使用中止

v 適切な場合には、アプリケーション開発のための DB2 バージョ
ン 9.7 の新機能の採用

2. ご使用の環境に適用されるすべての詳細情報を使用して、ルーチンのアップグレ
ード・プランを作成します。
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表 4. ルーチンのアップグレード・プランに関する詳細情報

アップグレード・
プラン 詳細情報

前提条件 以下の点を確認します。

v 開発ソフトウェアの要件を満たしていること。「データベース・
アプリケーション開発の基礎」の『データベース・アプリケーシ
ョン開発環境のエレメントのサポート』を参照してください。

v アップグレード中に、ルーチンのアップグレードに関する重要事
項にあるサポート上の問題をすべて解決していること。

v アップグレード・タスクとサブタスクに関するすべての前提条件
を満たしていること。特に、必須の DB2 許可を入手しているこ
と。

アップグレード前タス
ク

以下のタスクを含めます。

v DB2 バージョン 9.7 テスト環境でルーチンをテストします。ル
ーチンが正常に実行する場合は、残りのアップグレード・ステッ
プは必要ありません。

さらに、アップグレード前タスクのリストをチェックして、ご使用
の環境用に実行できるオプション・タスクを確認します。ご使用の
開発ソフトウェアがサポートされている場合でも、開発ソフトウェ
アをサポートされている最新のレベルにアップグレードすることを
検討してください。

アップグレード・タス
ク

以下のステップを含めなければなりません。

v DB2 バージョン 9.7 での変更点をサポートし、 DB2 バージョン
9.7 で廃止された機能の使用を中止するためのルーチンの変更

v 開発環境に固有の変更をサポートするように、ルーチンを変更

v 変更完了後のすべての外部ルーチンの再ビルド

v DB2 バージョン 9.7 を使用したルーチンの再テスト

以下のアップグレード・タスクを確認して、開発環境でルーチンの
アップグレードに必要な追加のステップを判別します。

v 236ページの『C、C++、および COBOL ルーチンのアップグレ
ード』

v 238ページの『Java ルーチンのアップグレード』

v 240ページの『.NET CLR ルーチンのアップグレード』

v 241ページの『SQL プロシージャーのアップグレード』

v 243ページの『32 ビット外部ルーチンを 64 ビット・インスタン
スで実行するようにアップグレードする』

アップグレード後タス
ク

推奨されているルーチンに関するアップグレード後タスクを実行し
ます。特に、以下のタスクを実行します。

v DB2 バージョン 9.7 で非推奨になった機能の使用中止

v 適切な場合には、ルーチンのための DB2 バージョン 9.7 の新機
能の採用

3. クライアントや DB2 サーバーなどの他のコンポーネントに関するアップグレー
ド・プランと結合して、ご使用の DB2 環境のための全体のアップグレード・プ
ランを作成します。
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第 2 部 DB2 サーバーのアップグレード

本書のこの部分は、次の章で構成されています。

v 15ページの『第 3 章 DB2 サーバーのアップグレード』

v 19ページの『第 4 章 DB2 サーバーのアップグレードに関する重要事項』

v 51ページの『第 5 章 DB2 サーバーのアップグレード前タスク』

v 69ページの『第 6 章 DB2 サーバーのアップグレード (Windows)』

v 81ページの『第 7 章 DB2 サーバーのアップグレード (Linux および UNIX)』

v 91ページの『第 8 章 固有の特性を持つ DB2 サーバーのアップグレード』

v 115ページの『第 9 章 DB2 サーバーのアップグレード後タスク』

v 133ページの『第 11 章 DB2 機能の DB2 製品フィーチャーへのマイグレーシ
ョン』

v 129ページの『第 10 章 アップグレードしたデータベースのバージョン 9.7 の
新規機能の採用』

v 141ページの『第 12 章 DB2 サーバーの逆アップグレード』
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第 3 章 DB2 サーバーのアップグレード

DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、既存の DB2 サーバーをアップグ
レードする必要があります。

DB2 サーバーをアップグレードするためには、DB2 バージョン 9.7 のコピーをイ
ンストールし、DB2 バージョン 9.7 のコピーで実行できるようにすべてのインスタ
ンスとデータベースをアップグレードする必要があります。

既存の DB2 バージョン 9.5、DB2 バージョン 9.1、または DB2 UDB バージョン
8 のインスタンスおよびデータベースから直接 DB2 バージョン 9.7 にアップグレ
ードすることが可能です。アップグレードに関する重要事項のセクションで、アッ
プグレード・プロセスの詳細や制約事項、知っておく必要がある問題点について確
認してください。DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする方法について詳しく
は、『DB2 サーバーのアップグレード』のタスクを参照してください。DB2 サーバ
ーのアップグレードのトピックで、バージョン 9.7 より前の DB2 コピー という語
は、 DB2 バージョン 9.5、DB2 バージョン 9.1、または DB2 UDB バージョン 8

コピーを表します。

Windows オペレーティング・システムでは、バージョン 9.7 より前の既存の DB2

コピーを自動的にアップグレードするオプションがあります。インストール時に既
存の DB2 コピーをアップグレードすることを選択した場合は、データベースだけ
をインストール後にアップグレードする必要があります。

使用している DB2 サーバーが DB2 UDB バージョン 8 以前のリリースで実行さ
れている場合は、それらのサーバーをまず DB2 UDB バージョン 8 にマイグレー
ションしてから、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードを実行します。DB2

UDB バージョン 8.2 の最新のフィックスパックにマイグレーションすることをお
勧めします。 DB2 UDB バージョン 8 へのマイグレーションの方法について詳し
くは、 DB2 UDB Version 8 migration roadmap を参照してください。

DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードは、以下の DB2 製品でサポートされてい
ます。
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表 5. アップグレードがサポートされている DB2 データベース製品

DB2 バージョン DB2 製品名

バージョン 9.5 v DB2 Enterprise Server Edition

v DB2 Workgroup Server Edition

v DB2 Personal Edition

v DB2 Express Edition

v DB2 Express-C

v DB2® Connect™ Enterprise Edition

v DB2 Connect Personal Edition

v DB2 Connect Unlimited Edition

v DB2 Connect Application Server Edition

v DB2 Query Patroller

v IBM® Data Server Client

v IBM Data Server Runtime Client

バージョン 9.1 v DB2 Enterprise Server Edition

v DB2 Workgroup Server Edition

v DB2 Personal Edition

v DB2 Express Edition

v DB2 Connect Enterprise Edition

v DB2 Connect Personal Edition

v DB2 Connect Unlimited Edition

v DB2 Connect Application Server Edition

v DB2 Client

v DB2 Runtime Client

v DB2 Query Patroller

バージョン 8 v DB2 UDB Enterprise Server Edition

v DB2 UDB Workgroup Server Unlimited Edition

v DB2 UDB Workgroup Server Edition

v DB2 UDB Personal Edition

v DB2 Express Edition

v DB2 Universal Developer’s Edition

v DB2 Personal Developer’s Edition

v DB2 UDB Express™ Edition

v DB2 Connect Unlimited Edition

v DB2 Connect Enterprise Edition

v DB2 Connect Application Server Edition

v DB2 Connect Personal Edition

v DB2 Query Patroller

v DB2 Administration Client

v DB2 Application Development Client

v DB2 Runtime Client
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サポートされていない DB2 製品については、DB2 データベース製品で推奨されな
いかあるいは廃止された、アップグレードに影響を与える機能を参照してくださ
い。
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第 4 章 DB2 サーバーのアップグレードに関する重要事項

DB2 サーバーを DB2バージョン 9.7 にアップグレードするには、アップグレード
に関するさまざまな概念、アップグレードに関する制約事項、アップグレードに関
する推奨事項、DB2 サーバーそのものについて理解しておく必要があります。DB2

サーバーのアップグレードに含まれる作業を完全に理解したら、独自のアップグレ
ード計画を策定できます。

DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする作業について完全な理
解を得るため、以下の要因を検討してください。

v 『インスタンスおよびデータベースをアップグレードするための DB2 コマン
ド・アクション』

v 21ページの『DB2 サーバーのアップグレードに関する制約事項』

v 26ページの『DB2 サーバーのアップグレードに関するベスト・プラクティス』

v 30ページの『DB2 サーバーのアップグレードに関するディスク・スペース要
件』

v 32ページの『32 ビットと 64 ビットの DB2 サーバーのサポートの変更点』

v 34ページの『DB2 サーバー動作の変更点』

v 46ページの『DB2 サーバーのアップグレードに影響を与える、推奨されないか
廃止された機能』

v 48ページの『非 DB2 リレーショナル・データベース管理システムからのマイグ
レーション』

インスタンスおよびデータベースをアップグレードするための DB2 コマン
ド・アクション

インスタンスやデータベースをアップグレードするためのコマンドを呼び出すとど
んなアクションが実行されるのかが分かると、DB2 サーバーのアップグレード・プ
ロセスについての理解が深まります。

インスタンスのアップグレード

インスタンスのアップグレード操作を、db2iupgrade コマンドを使用して明
示的に呼び出したり、Windows に DB2 バージョン 9.7 をインストールし
て「既存の処理」オプションを選択した後、バージョン 9.7 より前のコピ
ーと「アップグレード」アクションを選択するときに暗黙的に呼び出したり
すると、このコマンドは以下を行います。

v 既存のインスタンスを DB2 バージョン 9.7 のコピーにある新しいイン
スタンスにアップグレードします。

v インスタンス・プロファイル・レジストリー変数をアップグレードしま
す。ユーザーによって設定されたグローバル・プロファイル・レジストリ
ー変数はアップグレードされません。

v データベース・マネージャー構成 (dbm cfg) ファイルをアップグレード
します。
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v jdk_path dbm cfg パラメーターを正しく設定します。

v 監査機能が有効になっている場合は、db2audit.cfg 監査構成ファイルをア
ップグレードします。

v SSLconfig.ini SSL 構成ファイルを使用して、このファイルで新しいデー
タベース・マネージャー構成パラメーターを対応する SSL パラメーター
値に設定し、インスタンス・プロファイル・レジストリー設定
DB2COMM=SSL をアップグレードします。

v Microsoft® Cluster Server (MSCS) 環境では、新しいリソース・タイプを
定義し、その新しいリソース・タイプを使用するようにすべての DB2

MSCS リソースを更新し、古いリソース・タイプを除去し、すべてのリ
ソースをオンラインにします。

インスタンスのアップグレードを正常に完了するには、すべてのインスタン
スのすべてのファイルが存在していることと、書き込みアクセス権が与えら
れていることが必要です。ただし、サポートされていないシナリオもあるの
で、そのような特定シナリオでのアップグレードに関する制約事項も検討し
てください。

データベース・ディレクトリーのアップグレード

データベース・ディレクトリーに最初にアクセスする際には、必要に応じて
暗黙的にそのアップグレードが実行されます。データベース・ディレクトリ
ーへのアクセスがあるのは、LIST DATABASE DIRECTORY や UPGRADE

DATABASE コマンドなどのコマンドが発行されたときです。

データベースのアップグレード

データベースのアップグレード操作を、 UPGRADE DATABASE コマンド
を使用して明示的に呼び出したり、バージョン 9.7 より前のデータベー
ス・バックアップから RESTORE DATABASE コマンドを使用して暗黙的
に呼び出したりすると、データベースのアップグレード時に以下のデータベ
ース・エンティティーが変換される場合があります。

v データベース構成ファイル

v ログ・ファイルのヘッダー

v すべての表の表ルート・ページ

v すべての表の索引ルート・ページ

v カタログ表

v バッファー・プール・ファイル

v ヒストリー・ファイル

リカバリー可能データベースの場合、UPGRADE DATABASE コマンドはア
クティブ・ログ・パスにあるすべてのログ・ファイルを、拡張子 .MIG を使
って名前変更します。データベースのアップグレードが正常に完了した後、
すべての S*.MIG ファイルを削除できます。詳しくは、 115ページの『第
9 章 DB2 サーバーのアップグレード後タスク』を参照してください。

UPGRADE DATABASE コマンドは、ファイル
SQLSPCS.1、SQLSPCS.2、SQLSGF.1、および SQLSGF.2 をアップグレード
して自動ストレージ表スペースの新しい機能をサポートするようにします。
例えば、データベースに対してストレージ・パスの追加またはドロップを行
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った場合、その後にストレージ・パスをデータベースから削除し、自動スト
レージ表スペースのリバランスを行うなどです。

UPGRADE DATABASE コマンドは、データベースのアップグレード中に、
すべてのシステム・カタログ表の統計を自動的に収集します。以下の表は、
統計の自動収集のために呼び出される RUNSTATS コマンドを示していま
す。

表 6. 統計の自動収集のための RUNSTATS コマンド

auto_runstats

ユーザー・プロ
ファイル RUNSTATS コマンド

有効 存在する SYSCAT.TABLES の STATISTICS_PROFILE 列にある
情報を使用して、 RUNSTATS コマンドに SET

PROFILE パラメーターを指定。1

有効 存在しない RUNSTATS コマンドにデフォルト・パラメーターを指
定

無効 N/A RUNSTATS コマンドの最新の呼び出しに対するパック
記述子からの RUNSTATS コマンド。2

注:

1. DB2 UDB バージョン 8 フィックスパック 8 以下のレベル (バージョ
ン 8.2 フィックスパック 1 以下のレベル) からデータベースをアップグ
レードする場合、統計の自動収集は生じません。データベースをアップ
グレードした後に、手動で統計を収集する必要があります。

2. 表の統計が以前に収集されている場合、RUNSTATS コマンドは表に示さ
れているとおりに発行されます。表の統計が収集されていない場合、
RUNSTATS コマンドは発行されません。

すべてのシステムカタログ表に対する統計の自動収集は、ヘルス・モニター
に定義された除外ポリシーを無視します。さらに、SYSSTATS ビューへの
更新を介してシステム・カタログ表統計を手動で変更した場合、SYSSTATS

ビューへの更新を手動で再発行してください。

DB2 サーバーのアップグレードに関する制約事項
DB2 サーバーのアップグレードを開始する前に、アップグレードについてサポート
されること、および、制約事項を理解しておく必要があります。

サポート内容

v DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードは、 DB2 バージョン
9.5、DB2 バージョン 9.1、および DB2 UDB バージョン 8 からのもの
がサポートされています。 DB2 UDB バージョン 7 以前を所有している
場合、 DB2 UDB バージョン 8.2 にアップグレードしてからでなけれ
ば、 DB2 バージョン 9.7 にアップグレードできません。

v DB2 バージョン 9.7 の非 root インストールへのアップグレードは、
DB2 バージョン 9.5 の非 root インストールからサポートされていま
す。バージョン 9.7 より前の root インストールから DB2 バージョン
9.7 の非 root インストールにアップグレードすることは、サポートされ
ていません。
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v Windows オペレーティング・システムでは、DB2 バージョン 9.7 のイン
ストール中に、アップグレード可能な既存の DB2 コピーに対して「アッ
プグレード」アクションが表示されます。このアクションを使用すると、
DB2 バージョン 9.7 が自動的にインストールされて、 DB2 コピー上で
実行するすべてのインスタンスおよび DB2 Administration Server (DAS)

がアップグレードされます。また、このアクションによって、DB2 コピ
ーおよびこのコピー上にインストールされたアドオン製品がアンインスト
ールされます。この「アップグレード」アクションを選択しない場合は、
インストール後に手動でインスタンスと DAS をアップグレードする必要
があります。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、「アップグレー
ド」アクションを使用できません。 DB2 バージョン 9.7 の新しいコピ
ーをインストールすることのみが可能です。インストール後に、手動でイ
ンスタンスをアップグレードしなければなりません。既存の DAS は、手
動でアップグレードできます。

v インスタンスのビット・サイズは、DB2 バージョン 9.7 のインストール
先のオペレーティング・システムによって決まります。32 ビット・カー
ネルと 64 ビット・カーネルのサポートに変更が加えられました。

v DB2 バージョン 9.5、DB2 バージョン 9.1、 DB2 UDB バージョン 8、
またはすべてのレベルからの、複数の DB2 コピーを含むシステムからの
アップグレードがサポートされています。 Windows オペレーティング・
システムでは、以前のバージョンの DB2 データベース製品が共存すると
きの制約事項に注意する必要があります。「データベース: 管理の概念お
よび構成リファレンス」の、 『DB2 コピーの更新 (Windows)』を参照し
てください。

v 複数のデータベース・パーティションがあるパーティション・データベー
ス環境からのアップグレードもサポートされています。

v バージョン 9.7 より前の DB2 コピーからのフル・データベース・オフ
ライン・バックアップの復元もサポートされています。ただし、前のレベ
ルからログをロールフォワードすることはできません。 RESTORE

DATABASE コマンドを使用したアップグレード・サポートの詳細につい
ては、「データ・リカバリーと高可用性 ガイドおよびリファレンス」の
『異なるオペレーティング・システムおよびハードウェア・プラットフォ
ーム間のバックアップおよびリストア操作』を確認してください。

v DB2 Workload Manager フィーチャーがインストールされている場合、
DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からアップグレー
ドするのであれば、アップグレードされるデータベースには、デフォルト
のユーザー・クラス、デフォルトの保守クラス、およびデフォルトのシス
テム・クラスという 3 つの事前定義されたデフォルトのサービス・クラ
スがあります。データベースのアップグレード後は、すべての接続がデフ
ォルトのワークロードに属します。デフォルトのワークロードに属する接
続は、デフォルトのユーザー・クラスにマップされます。デフォルトのユ
ーザー・クラスには、サービス・サブクラスが 1 つしかありません。そ
れはデフォルトのサブクラスです。デフォルトのユーザー・クラスの接続
からのアクティビティーは、すべてデフォルトのサブクラスで実行しま
す。
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v アップグレードされたデータベースで、RESTRICT_ACCESS データベー
ス構成パラメーターが YES に設定されているものは、
SYSDEFAULTUSERWORKLOAD 上の非 DBADM ユーザーに、USAGE

特権を付与する必要があります。そのようにしないと、これらのユーザー
はデータベースにどのような作業もサブミットできません。

v 索引拡張はデータベース・アップグレードの一部としてアップグレードさ
れます。ただし、 DB2 UDB バージョン 8 の 32 ビット・インスタンス
から DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタンスにアップグレー
ドした場合は、索引を再作成しなければならないことがあります。詳細
は、アップグレード後タスクを参照してください。

サポートされていない内容

次のような状況が存在する場合、DB2 バージョン 9.7 のインストールは失
敗します。

v オペレーティング・システムがサポートされていない場合。 DB2 バージ
ョン 9.7 にアップグレードする場合、またはオペレーティング・システ
ム要件に適合する新しい DB2 サーバーにアップグレードする場合には、
その前に、サポートされているオペレーティング・システムのバージョン
にアップグレードする必要があります。「DB2 サーバー機能 インストー
ル」の『DB2 データベース製品のインストール要件』を参照してくださ
い。

v Linux および UNIX オペレーティング・システム (x86 上の Linux を除
く) 上で、32 ビット・カーネルが稼動している場合。DB2 バージョン
9.7 をインストールする前に、64 ビット・カーネルをインストールする
必要があります。

v Windows オペレーティング・システムに DB2 UDB バージョン 7 以前
のコピーがインストールされている場合。

次のような状況が存在する場合、db2iupgrade コマンドは失敗します。

v インスタンスをアップグレードする権限を持っていない。

v アップグレードしようとするインスタンスがアクティブな場合。db2stop

コマンドを実行して、インスタンスを停止してください。

v インスタンスが既に DB2 バージョン 9.7 以降のものである。DB2 バー
ジョン 9.7 のさまざまなフィックスパック・レベルまたはコピーに更新
するには、db2iupdt コマンドを実行します。

v DB2 バージョン 9.7 から DB2 バージョン 9.5、 DB2 バージョン 9.1、
または DB2 UDB バージョン 8 へのダウングレードを実行しようとする
場合。 141ページの『第 12 章 DB2 サーバーの逆アップグレード』は
可能ですが、前提条件とこの手順のステップに従わなければなりません。

v DB2 バージョン 9.7 のコピーにアップグレードしようとするインスタン
スのタイプがサポートされていない場合。次の表で、DB2 データベース
製品別のインスタンスの各タイプについてのアップグレード・サポートを
説明します。
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表 7. DB2バージョン 9.7 データベース製品のインスタンス・アップグレード・サポート

インスタンス・
タイプ ノード・タイプ アップグレードのサポート

クライアント –

DB2 クライアント
のデフォルト・タイ
プ1

クライアント v クライアント、スタンドアロン、wse、また
は ese インスタンスへのアップグレードが
サポートされています。

スタンドアロン –

DB2 Personal Edition

(PE) のデフォルト・
タイプ

ローカル・クライア
ントを持つデータベ
ース・サーバー

v スタンドアロン、wse、または ese インスタ
ンスへのアップグレードがサポートされてい
ます。

v クライアント・インスタンスへのアップグレ
ードはサポートされていません。

wse – DB2

Workgroup Server

Edition (WSE) のデ
フォルト・タイプ

ローカルおよびリモ
ート・クライアント
を持つデータベー
ス・サーバー

v wse または ese インスタンスへのアップグ
レードがサポートされています。

v スタンドアロン・インスタンスへのアップグ
レードにより、スタンドアロン・インスタン
スが作成されます。2 (Linux および UNIX

のみ)

v クライアント・インスタンスへのアップグレ
ードはサポートされていません。

ese – DB2 Enterprise

Server Edition (ESE)

のデフォルト・タイ
プ

ローカルおよびリモ
ート・クライアント
を指定したパーティ
ション・データベー
ス・サーバー、また
は
ローカルおよびリモ
ート・クライアント
を指定した Enterprise

Server Edition

v ese インスタンスへのアップグレードがサポ
ートされています。

v 1 つのデータベース・パーティション環境か
らスタンドアロン または wse インスタンス
へアップグレードすると、スタンドアロン
または wse インスタンスが作成されます。2

(Linux および UNIX のみ)

v クライアント・インスタンスへのアップグレ
ードはサポートされていません。

注:

1. 各 DB2 データベース製品の最上位レベルは、表 7 において下位から
上位へのレベルの順序で示されているデフォルトのインスタンス・タ
イプです。それぞれのインスタンス・タイプは、より下位のレベルの
インスタンス・タイプをサポートしています。例えば、ese インスタ
ンス・タイプは、wse、スタンドアロン、およびクライアント をサポ
ートしています。db2icrt コマンドに -s パラメーターを付けて使用す
ると、より下位のレベルのインスタンスを作成できます。-s パラメー
ターを指定しないと、インスタンスは、インストールされている DB2

データベース製品がサポートしている最上位レベルのインスタンス・
タイプを使用して作成されます。

2. データベース・マネージャー構成パラメーターは、作成されたインス
タンスのデフォルト値設定となります。以前のデータベース・マネー
ジャー構成パラメーターの設定値は保持されません。構成パラメータ
ーが新しいインスタンスで使用可能な場合は、アップグレード後に、
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以前の設定値をリストアできます。上位のレベルのインスタンス・タ
イプからより下位のインスタンス・タイプへのアップグレードは、可
能な限り避けてください。

v db2ckupgrade コマンドが失敗する場合。これによって db2iupgrade コマ
ンドも失敗します。db2iupgradeコマンドは、カタログされたローカル・デ
ータベースで DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする準備ができて
いるかどうかを確認するために db2ckupgrade コマンドを呼び出します。

v DB2 Data Links Manager バージョン 8 が DB2 サーバーにインストール
されている場合。 DB2 Data Links Manager は、DB2 バージョン 9.7 で
はサポートされていません。DB2 Data Links Manager の機能を持たない
DB2 バージョン 9.7 の標準のインスタンスにアップグレードできます。

v DB2 Data Warehouse Manager バージョン 8 といずれかの拡張機能が
DB2 サーバーにインストールされている場合。DB2 Data Warehouse

Manager は、DB2 バージョン 9.7 ではサポートされていません。ただ
し、 db2iupgrade コマンドを実行したときに生成されるエラー・メッセー
ジには、 DB2 Data Warehouse Manager 機能がない DB2 バージョン 9.7

の標準インスタンスにアップグレードするための手順が組み込まれていま
す。

次のような状況が存在する場合、UPGRADE DATABASE コマンドは失敗し
ます。

v データベースをアップグレードする権限を持っていない。

v カタログされたデータベースが存在しない。

v データベースのアップグレードによって、エラー・メッセージ 「メッセ
ージ・リファレンス 第 2 巻」の『SQL1704N』 の理由コードに記述され
ているいずれかの問題が発生した場合。

v ARRAY、BINARY、CURSOR、DECFLOAT、ROW、VARBINARY、ま
たは XML という名前のユーザー定義特殊タイプ (UDT) が検出された場
合。データベースをアップグレードする前に、これらの UDT をドロップ
して、別の名前で再作成してください。

v データベース・オブジェクトは、「メッセージ・リファレンス 第 2 巻」
の『SQL0553N』のエラー・メッセージで説明されている、制限されてい
るスキーマ名を使用して作成されました。制限されているスキーマ名のリ
ストには、SYSPUBLIC が含まれるようになりました。

v ユーザー・オブジェクトがシステム定義の DATALINK データ・タイプ
を使用している場合。これらのオブジェクトは、データベースをアップグ
レードする前にドロップまたは変更する必要があります。 DB2 サーバー
に DB2 Net Search Extender (NSE) をインストールしてある場合は、Data

Links サポートのために NSE で作成した UDF をドロップすることも必
要です。詳しくは、 108ページの『DB2 Data Links Manager 環境のアッ
プグレード』を参照してください。

v データベースが高可用性災害時リカバリー (HADR) スタンバイ・データ
ベースとして有効になっている場合。
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DB2 サーバーのアップグレードに関するベスト・プラクティス
DB2 サーバーのアップグレードを計画しているときは、以下のベスト・プラクティ
スについて検討してください。

DB2 データベース製品の既存の機能の変更点について検討する

既存の機能に関して DB2 バージョン 9.7 で導入された変更点は、アプリケ
ーション、スクリプト、保守プロセス、および DB2 サーバーのアップグレ
ード・プロセスに関連したさまざまな局面に影響を与える可能性がありま
す。バージョン 9.7 より前のリリースで導入された既存の機能での変更点
も、影響を与えることがあります。アップグレード作業の前に、これらの変
更点を検討し、対応方法に関する計画を策定してください。

v DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からのアップグレ
ードでは、 DB2 バージョン 9.5 で変更された機能

v DB2 UDB バージョン 8 からのアップグレードでは、 DB2 バージョン
9.1 で導入された既存の機能に対する変更点

テスト環境でアップグレードすれば、起こり得る問題を確認し、環境に対す
る影響を評価し、解決策を見つけ出すことができます。

DB2 データベース製品のアップグレード前にハードウェアとオペレーティング・シ
ステムをアップグレードする

UNIX、Linux および Windows オペレーティング・システムのサポート
は、DB2 バージョン 9.7 で変更になりました。「DB2 サーバー機能 イン
ストール」の『DB2 データベース製品のインストール要件』を検討して、
ご使用のオペレーティング・システムのバージョンがサポートされているか
どうか、また、DB2 バージョン 9.7 をインストールする前に、オペレーテ
ィング・システムをアップグレードする必要があるかどうかを判別してくだ
さい。ただし、オペレーティング・システムのバージョンを新しくすると、
ハードウェアについても新しい要件が発生する可能性があります。

アップグレードが必要でないにも関わらず、アップグレードを実行する場合
であっても、ハードウェアやオペレーティング・システムのアップグレード
と、DB2 データベース製品のアップグレードを別々に実行してください。
そうすれば、アップグレード時に障害が発生した場合でも、問題判別を簡略
化できます。DB2 データベース製品のアップグレード前にソフトウェアや
ハードウェアをアップグレードする場合は、アップグレード・プロセスを試
行する前に、システムが期待どおりに作動していることを確認してくださ
い。

DB2 バージョン 9.1 のコピーが Windows XP または Windows 2003 にあ
る場合は、オペレーティング・システムを Windows Vista にアップグレー
ドする前に、まず Windows Vista をサポートしているフィックスパックを
DB2 に適用して、ご使用の DB2 コピーがオペレーティング・システムの
アップグレード後も期待どおりに実行するようにします。 Windows Vista

のサポートは、DB2 バージョン 9.1 フィックスパック 2 から開始していま
す。DB2 UDB バージョン 8 のコピーが Windows XP または Windows

2003 にある場合は、まず DB2 バージョン 9.7 にアップグレードしてか
ら、オペレーティング・システムを Windows Vista にアップグレードして
ください。
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DB2 UDB バージョン 8.1 32 ビットのコピーが Linux on POWER™ に存
在する場合、現在の DB2 コピーを DB2 UDB バージョン 8.1 フィックス
パック 7 以上に更新してから、DB2 バージョン 9.7 をインストールする前
にオペレーティング・システムを SUSE Linux Enterprise Server (SLES) 10

にアップグレードします。

DB2 バージョン 9.5 または DB2 バージョン 9.1 コピーが SLES 10 また
は 9 上にある場合は、まずバージョン 9.5 フィックスパック 4 以降また
はバージョン 9.1 フィックスパック 7 以降を適用してから、オペレーティ
ング・システムを SLES 11 にアップグレードしてください。DB2 UDB バ
ージョン 8 のコピーが SLES 10 または 9 にある場合は、まず DB2 バー
ジョン 9.7 にアップグレードしてから、オペレーティング・システムを
SLES 11 にアップグレードしてください。

DB2 サーバーのパフォーマンスのベンチマーク・テスト

DB2 サーバーをアップグレードする前に、いくつかのパフォーマンス・テ
ストを実行してください。db2batch ベンチマーク・ツールは、照会実行の経
過時間と CPU 時間のデータを収集するときに役立ちます。このツールを使
用して、パフォーマンス・テストを実施できます。テストを実行した環境条
件を正確に記録してください。

また、それぞれのテスト照会ごとの db2expln コマンド出力の記録を保存し
ておき、アップグレード前後の結果を比較してください。このことは、生じ
る可能性のある性能低下を識別し修正するのに役立ちます。

逆アップグレード計画の策定

DB2 バージョン 9.7 からバージョン 9.7 より前のリリースに逆アップグレ
ードする、またはフォールバックするためのユーティリティーはありませ
ん。データベースを逆アップグレードするために必要なすべての手順につい
ては、 141ページの『第 12 章 DB2 サーバーの逆アップグレード』を参照
してください。

アップグレード前タスクの実行

アップグレードを正常に完了するには、いくつかのアップグレード前タスク
を実行しなければなりません。例えば、DB2 構成パラメーター設定をバッ
クアップし、表スペースとログ・ファイルを増やし、データベースのアップ
グレードの準備が整っていることを確認する必要があります。

アップグレード後の性能低下を防ぐには、タイプ 1 索引からタイプ 2 索引
への変換などのアップグレード前タスクを実行してください。データベー
ス・アップグレード前にタイプ 1 索引を変換しない場合、データベース・
アップグレード中にタイプ 1 索引は無効とマーク付けされ、表に初めてア
クセスするときにそれらが再作成されます。索引の再作成が完了するまで
は、表にアクセスできません。

32 ビット Linux オペレーティング・システムを 64 ビットにアップグレードする

Linux オペレーティング・システム上で DB2 バージョン 9.7 の 32 ビッ
ト・データベース製品にアップグレードする場合は、次のような 32 ビット
仮想メモリー・アドレス限界により、マルチスレッド・アーキテクチャーに
新しい制限が設けられます。
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v すべてのエージェント・スレッドに対するエージェント専用メモリーが、
1 つのプロセスの中で割り振られる。プロセス・メモリー・スペースが、
すべてのエージェントに対するすべての専用メモリーの集合体を割り振る
のに十分な大きさでない場合があります。構成されるエージェントの数を
減らす必要がある場合があります。

v すべてのデータベースに対するすべてのデータベース共有メモリー・セグ
メントが、1 つのプロセス・メモリー・スペースで割り振られているため
に、複数のデータベースへのサポートが制限されます。データベースごと
のメモリー使用量を減らして、すべてのデータベースを正常に活動化でき
ます。ただし、データベース・サーバーのパフォーマンスは影響を受けま
す。

32 ビット・カーネルの制限を回避するために、DB2 バージョン 9.7 の 64

ビット・データベース製品へのアップグレードを代わりの方法として検討し
てください。

まず DB2 サーバーをアップグレードする

環境を DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするときに、すべての DB2

サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする前に DB2 クライア
ントを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする場合は、 DB2 データベ
ース製品の新しい機能のサポート、ネットワーク・プロトコル、接続などに
関していくつかの制約事項や制限があります。

これらの既知の制約事項や制限を回避するには、すべての DB2 サーバーを
DB2 バージョン 9.7 にアップグレードしてから、いずれかのクライアント
を DB2 バージョン 9.7 にアップグレードしてください。これらの制約事項
や制限は、DB2 Connect には関係ありません。

データベース・アプリケーションとルーチンをアップグレードする

DB2 サーバーをアップグレードする場合、64 ビット・インスタンス、SQL

ストアード・プロシージャー、Java™ 仮想マシン (JVM) および開発ソフト
ウェアの変更点をサポートできるようにするには、データベース・アプリケ
ーションとルーチンもアップグレードする必要があります。

179ページの『第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレー
ドに関する重要事項』 および 217ページの『第 23 章 ルーチンのアップ
グレードに関する重要事項』 で、データベース・アプリケーションのアッ
プグレードやルーチンのアップグレードに影響を与える要因を説明していま
す。 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後にデータベース・アプリケ
ーションとルーチンを正常に実行できるようにするために、これらの要因を
検討して、必要な変更を加えてください。

アップグレード・テスト環境では、データベース・アプリケーションおよび
ルーチンを DB2 バージョン 9.7 で正常に実行できることを確認して、それ
らをアップグレードする必要があるかどうかを見極めることができます。実
稼働環境をアップグレードする前に、データベース・アプリケーションおよ
びルーチンをアップグレードできます。

DB2 高可用性災害時リカバリー (HADR) 環境のアップグレード

1 次データベースを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードすると、データ
ベースの役割は 1 次から標準に変更されます。スタンバイ・データベース
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の DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードはサポートされていません。ス
タンバイ・データベースはロールフォワード・ペンディング状態になってい
るからです。これらの制約のために、 HADR 環境を DB2 バージョン 9.7

にアップグレードするためには、 HADR を停止して 1 次データベースが
ある DB2 サーバーをアップグレードしてから HADR を再初期化する必要
があります。

以下のリストには、これらの各アクション、および参照資料が示されていま
す。

v HADR の 1 次またはスタンバイ・データベースを、 51ページの『第 5

章 DB2 サーバーのアップグレード前タスク』に示されている方法で停止
します。

v 以下のいずれかのタスクを使用して、1 次データベースが存在する DB2

サーバーをアップグレードします。

– DB2 サーバーを、DB2 バージョン 9.7 にアップグレードします
(Windows)。

– DB2 サーバーを、DB2 バージョン 9.7 にアップグレードします
(Linux および UNIX)。

v HADR を、 115ページの『第 9 章 DB2 サーバーのアップグレード後タ
スク』に示されている方法で再初期化します。

SQL レプリケーション環境のマイグレーション

データベース・サーバーをアップグレードした後、オプションで、SQL レ
プリケーション環境を DB2 バージョン 9.7 にマイグレーションすることが
できます。

SQL レプリケーション環境をいつマイグレーションするか、どのようにマ
イグレーションするかについての詳細は、SQL レプリケーションのバージ
ョン 9 へのマイグレーションを参照してください。

DB2 Spatial Extender のアップグレード

DB2 Spatial Extender をインストール済みであり、空間情報操作が可能なデ
ータベースが DB2 バージョン 9.7 にアップグレード済みである場合、
DB2 Spatial Extender 固有のアップグレードに関する詳細については、
「Spatial Extender および Geodetic Data Management Feature ユーザーズ・
ガイドおよびリファレンス」の『DB2 Spatial Extender Version 9.7 へのアッ
プグレード』を参照してください。

Microsoft Cluster Server 環境のアップグレード

Microsoft Cluster Server (MSCS) 環境の場合は、DB2 バージョン 9.7 を新
しいコピーとしてインストールしてから、db2iupgrade コマンドを実行して
MSCS インスタンスをアップグレードしてください。詳しくは、 111ページ
の『Microsoft Cluster Server 環境での DB2 サーバーのアップグレード』を
参照してください。

オートノミック・コンピューティング機能

DB2 バージョン 9.1 以前からアップグレードする場合、 DB2 バージョン
9.7 は、バージョン 9.5 で導入された自動エージェント構成やリアルタイム
統計などの追加のオートノミック・コンピューティング機能を使用可能にし
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ます。ただし、データベースを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする
場合は、エージェント構成は自動的には行われず、リアルタイム統計は使用
可能になりません。パフォーマンスおよび管理の容易性が改善されるように
するには、 DB2 バージョン 9.5 で導入されたこのオートノミック機能の採
用を検討する必要があります。

DB2 UDB バージョン 8 からアップグレードする場合は、 DB2 バージョ
ン 9.7 では、バージョン 9.1 で導入された次のような追加のオートノミッ
ク・コンピューティング機能が、データベースの作成時に有効化されます。

v 構成アドバイザーの自動実行。

v 自動ストレージの有効化。

v auto_runstats および self_tuning_mem データベース構成パラメーターの
有効化。

ただし、このオートノミック・コンピューティング機能は、データベースを
DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするときには使用可能になりませ
ん。アップグレードされたデータベースで、 DB2 バージョン 9.1 で導入さ
れたこのオートノミック機能の採用を検討する必要があります。

DB2 サーバーのアップグレードに関するディスク・スペース要件
アップグレード・プロセスでは追加のディスク・スペースが必要になるということ
を知っておく必要があります。このプロセスを正常に完了するための十分なフリ
ー・ディスク・スペースがあることを確認してください。ディスク・スペースに関
して、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードに当てはまる推奨事項を以下にまと
めます。

表スペースの情報ファイル

ファイル SQLSPCS.1 と SQLSPCS.2 には、表スペースの情報が入っていま
す。DB2 UDB バージョン 8 から DB2 バージョン 9.7 へのアップグレー
ド中に、これらのファイルは元のサイズの 4 倍に拡大しますが、ディスク
上の合計データ・サイズは、SQLSPCS.1 ファイルと SQLSPCS.2 ファイル
の新しいサイズを超えません。例えば、これら 2 つのファイルのアップグ
レード前の合計サイズが 512 KB であれば、少なくとも 2 MB のフリー・
ディスク・スペースが必要になります。

システム・カタログおよび SYSTEM TEMPORARY 表スペース

システム・カタログ表スペースおよび SYSTEM TEMPORARY 表スペース
に、アップグレードするデータベースのための十分なフリー・スペースがあ
ることを確認してください。アップグレード中、新旧両方のデータベース・
カタログのためのシステム・カタログ表スペースが必要です。必要なフリ
ー・スペースの量は、データベースの複雑さ、およびデータベース・オブジ
ェクトの数とサイズによって異なります。

システム・カタログ表スペース (SYSCATSPACE)
合計サイズを使用済みスペースの合計の 2 倍に増やすことをお勧め
します。これは言い換えれば、少なくとも、現時点での使用済みス
ペースと同じ量のフリー・スペースを確保することが望ましいとい
うことです。
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TEMPORARY 表スペース (TEMPSPACE1 はデフォルト名)
合計サイズをシステム・カタログ表スペースの合計サイズの 2 倍に
増やすことをお勧めします。

システム・カタログ表スペースの場合、フリー・ページは使用ページと等し
いかまたはそれより大きくなければなりません。 SYSTEM TEMPORARY

表スペースの合計ページは、システム・カタログ表スペースの合計ページ量
の 2 倍でなければなりません。

システム管理スペース (SMS) 表スペースのフリー・スペースの量を増やす
には、対応するファイル・システムで十分な量のディスク・スペースを解放
するか、ボリューム・マネージャーを使用している場合はファイル・システ
ムのサイズを大きくしてください。

データベース管理スペース (DMS) 表スペースのフリー・スペースの量を増
やすには、既存のコンテナーのサイズを大きくします。さらにコンテナーを
追加することも可能です (ただしその場合は、データのリバランスが必要に
なることもあります)。アップグレード後に、コンテナーのサイズを小さく
してもかまいません。

ログ・ファイル・スペース
データベースのアップグレード・プロセスでは、システム・カタログ・オブ
ジェクトを変更します。各システム・カタログ・オブジェクトへの変更はす
べて単一トランザクションで実行されるため、このトランザクションが入る
大きさのログ・スペースが必要です。ログ・スペースが不十分な場合は、こ
のトランザクションはロールバックされ、アップグレードは正常に完了しま
せん。

ログ・ファイルが置かれているファイル・システムに十分なディスク・フリ
ー・スペースがある場合は、logsecond データベース構成パラメーターの値
を logprimary および logsecond の現行値の 2 倍に設定することで、必要
なログ・ファイル・スペースを確保できます。大きなログ・ファイル・スペ
ースが既にある場合は、このパラメーターの値を大きくする必要はありませ
ん。また、パーティション・データベース環境の場合、増加する必要がある
のはカタログ・パーティションのログ・スペースのみです。

これらのデータベース構成パラメーターの値は、インスタンスを DB2 バー
ジョン 9.7 にアップグレードする前に更新する必要があります。これらの
データベース構成パラメーターは、UPGRADE DATABASE コマンドを発行
するまで更新できなくなるからです。ログ・ファイル・スペースが不十分な
ためにこのコマンドが失敗した場合は、これらのデータベース構成パラメー
ターを大きな値に設定してから、UPGRADE DATABASE コマンドを実行し
直してください。

アップグレードが完了してから、ログ・スペースに関する新しいデータベー
ス構成パラメーター設定を元の値に戻せます。

索引スペース
データが入っているすべての表の各索引には、以下の機能を使用するために
索引ごとに 1 つずつ追加のページが必要です。

v リアルタイム統計。

v MDC 表の据え置きクリーンアップ・ロールアウト。

v データが入っている表での索引再ビルド。
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タイプ 1 索引が存在する場合、それらは無効とマーク付けされ、アップグ
レード後の最初のアクセス時または再始動時にタイプ 2 索引として再作成
されます。タイプ 1 の索引を変換するための十分なディスク・スペースが
あることを確認してください。タイプ 2 の索引では、1 行につき 1 バイト
が追加で必要になります。必要なスペースを評価する方法について詳しく
は、『索引のためのスペース所要量』を参照してください。

索引用のフリー・ディスク・スペースが限られた量しかない場合は、表スペ
ースがいっぱいであることを示すエラー・メッセージ SQL0289N が表示さ
れる場合があります。以下の作業を実行する前に、データが入っている表の
索引ごとに 1 つの追加ページを確保できるよう、対応する索引表スペース
に十分なフリー・ページがあることを確認してください。

v DB2 バージョン 9.5 以降で作成したデータベースの表へのデータの追
加。これら新しく作成されたデータベースでは、デフォルトでリアルタイ
ム統計が有効になります。

v 据え置きクリーンアップ・ロールアウトの使用可能化。
DB2_MDC_ROLLOUT を DEFER に設定するか、DB2_WORKLOAD が
SAP に設定されていると有効になります。

v データが入っている表での索引の再編成または再作成。

自動ストレージ・ファイル
ALTER DATABASE ステートメントを ADD STORAGE ON 節と共に発行
して既存のデータベースでの自動ストレージを使用可能にする場合、このス
テートメントは自動ストレージの保守に必要な SQLSGF.1 および
SQLSGF.2 ファイルを作成します。

32 ビットと 64 ビットの DB2 サーバーのサポートの変更点
DB2 バージョン 9.1 以降は、x86 上の Linux および Windows オペレーティン
グ・システムの 32 ビット・オペレーティング・システム、および UNIX、Linux

および Windows オペレーティング・システムの 64 ビット・オペレーティング・
システムをサポートします。

各オペレーティング・システムでサポートされるアーキテクチャーについての詳細
は、 「DB2 サーバー機能 インストール」で 『DB2 データベース製品のインスト
ール要件』を確認してください。

インスタンスの作成時またはアップグレード時には、インスタンスのビット・サイ
ズを指定することができません。新しいインスタンスのビット・サイズは、DB2 バ
ージョン 9.7 のインストール先のオペレーティング・システムによって決まりま
す。各オペレーティング・システムで使用できる DB2 バージョン 9.7 のビット・
サイズのサポートについて、以下の表にまとめます。
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表 8. 各オペレーティング・システムで使用できる DB2 バージョン 9.7 の 32 ビットおよ
び 64 ビット・サポート

オペレーティング・システム 使用できる DB2 バージョン 9.7 のサポート

v 32 ビットの Windows (x86 と
x64) (DB2 バージョン 9.7 32

ビット製品を使用)

v 32 ビットの Linux (x86)

v 32 ビットのインスタンスのみ

v 32 ビットの DB2 サーバー、クライアント、GUI ツ
ール・パッケージ

v 32 ビットの IBM Software Development Kit (SDK) for

Java

v 64 ビットの AIX®、
HP-UX、Solaris のカーネル

v 64 ビットの Windows (x64)

v 64 ビットの Linux のカーネル
(x64、POWER、zSeries®)

v 64 ビットのインスタンス

v 32 ビットおよび 64 ビットの DB2 ライブラリーを利
用可能

v 64 ビットの DB2 サーバー、クライアント

v 64 ビットのアプリケーションとルーチン

v 32 ビットのクライアント・サイド・アプリケーショ
ン・サポート

v 32 ビットの fenced ストアード・プロシージャー/UDF

のみ (非 Java)

v Java の fenced のストアード・プロシージャー/UDF

v 64 ビットの IBM SDK for Java

32 ビットおよび 64 ビットのサポートにおける変更は、DB2 ライブラリーをアプ
リケーションにリンクする際に指定した共用ライブラリー・パスに依存しているア
プリケーションに影響を与える可能性があります。 DB2 のインストール・パスを
指定した場合、DB2 バージョン 9.7 のコピーはインストール・パスが異なるため、
アプリケーションの実行が失敗します。一方、インスタンスのホーム・ディレクト
リーの下にあるライブラリー・パスを使用してライブラリーをリンクしている場合
は、以下のケースでアプリケーションを正常に実行できます。

v 32 ビットのインスタンスがあり、32 ビット・システムの DB2 バージョン 9.7

にアップグレードする場合。アップグレード先になるのは、32 ビットの
Windows 上または 32 ビットの Linux(x86) 上の 32 ビット・インスタンスに限
られます。

v 64 ビットのインスタンスがあり、64 ビット・システムの DB2 バージョン 9.7

にアップグレードする場合。アップグレード先になるのは、64 ビット・システム
上の 64 ビット・インスタンスに限られます。

32 ビットのインスタンスを 64 ビット・システム上の DB2 バージョン 9.7 にアッ
プグレードする場合は、アプリケーションおよびルーチンが正常に稼働するため
に、非互換の問題に対処する必要があります。非互換の問題は、機能が廃止された
ため、または共用ライブラリー・パスの指定が正しくないために生じます。 表 8に
は、使用可能な 32 ビットおよび 64 ビットのサポートに関する詳細がまとめられ
ています。例えば、Java以外のサポート対象言語で記述されている 32 ビットの
unfenced のストアード・プロシージャーは、サポートされなくなります。この問題
を解決する方法は、それらのストアード・プロシージャーをドロップして、fenced

として再作成することです。
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DB2 サーバー動作の変更点
DB2 レジストリー変数、構成パラメーター、データベース物理的設計特性、および
データベースの権限および特権を変更すると、DB2 サーバーの動作が変更され、ア
ップグレードに影響を与えることがあります。

原則として、DB2 プロファイル・レジストリーまたはシステム環境に設定したイン
スタンス・プロファイル変数は、インスタンスのアップグレード後もその値を保持
します。 DB2SYSTEM や DB2PATH などのグローバル・プロファイル・レジスト
リー変数の中には、DB2 インストール手順またはインスタンスのアップグレードで
設定されるものもあります。一方、db2set コマンドに -g オプションを付けて実行
して設定したグローバル・プロファイル・レジストリー変数はアップグレードされ
ません。したがって、これらはアップグレード後に定義する必要があります。

既存のデータベース構成パラメーターおよびデータベース・マネージャー構成パラ
メーターも、一般的な規則として、アップグレード後にそのままの値を保持しま
す。ただし、新規のパラメーターに割り当てられたデフォルト値、または既存のパ
ラメーターに割り当てられた新規のデフォルト値が、ご使用のアプリケーションの
動作やパフォーマンスに影響を与える場合があります。

バージョン 9.7 より前のすべてのリリースに影響する変更点

次の表では、変数、データベースおよびデータベース・マネージャーの構成パラメ
ーター、データベースの物理的設計特性、およびデータベースの権限および特権へ
の変更点すべてに関するアップグレードへの影響を詳しく説明します。

v 新しいレジストリー変数

v 既存のレジストリー変数の変更点

v 非推奨の変数および廃止された変数

v 新しいデータベース・マネージャー構成パラメーター

v 既存のデータベース・マネージャー構成パラメーターの変更点

v 非推奨の、および廃止されたデータベース・マネージャー構成パラメーター

v 新しいデータベース構成パラメーター

v 既存のデータベース構成パラメーターの変更点

v 非推奨の、および廃止されたデータベース構成パラメーター。

v データベースの物理的設計特性の変更点

v 権限および特権の変更点

新しいレジストリー変数
新しいレジストリー変数のデフォルト値のアップグレードへの影響を以下の
表にまとめます。
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表 9. 新しいレジストリー変数
名前 アップグレードへの影響

DB2_DDL_SOFT_INVAL デフォルトでは、特定の DDL ステートメント上でソフトな無効化
のサポートが使用できるように、この新規レジストリー変数が ON

に設定されます。DDL ステートメントのリストについては、「デー
タベース: 管理の概念および構成リファレンス」の『データベース・
オブジェクトの自動無効化および再妥当性検査』を参照してくださ
い。

バージョン 9.1 フィックスパック 2 またはそれ以降では、
DB2_WORKLOAD レジストリー変数が SAP に設定されている場
合、ソフトな無効化のサポートが、オブジェクトの従属関係がない特
定のタイプのビューに提供されていました。

インスタンスのアップグレード後に、ソフトな無効化を使用不可にす
る必要がある場合、DB2_DDL_SOFT_INVAL を OFF に設定しま
す。ただし、DB2_WORKLOAD レジストリー変数が SAP に設定さ
れている場合、ソフトな無効化は DB2_DDL_SOFT_INVAL の設定
にかかわらず、特定のタイプのビューで依然としてサポートされま
す。

DB2_FORCE_OFFLINE_

ADD_PARTITION

この新規レジストリー変数は、ADD DBPARTITIONNUM パラメー
ターを指定して START DATABASE MANAGER コマンドを使用す
るパーティションの追加操作がオンラインで実行されるか、またはオ
フラインで実行されるかを示します。デフォルト値 (FALSE) はオン
ライン・モードを示します。

インスタンスのアップグレード後に、前のリリースと同じ動作を強制
する必要がある場合、このレジストリー変数を TRUE に設定しま
す。この設定により、インスタンスを開始するときに、オフライン・
モードのみでパーティションを追加できます。

DB2_DEFERRED_PREPARE_

SEMANTICS

この新規レジストリー変数は、型なしパラメーター・マーカーを含む
動的ステートメントが据え置き準備 のセマンティクスを使用するの
を許可します。デフォルトでは、この変数は YES に設定されるの
で、任意の型なしパラメーター・マーカーは、後続の OPEN または
EXECUTE ステートメントから入力記述子に基づいたデータ・タイ
プおよび長さ属性を引き出します。前のリリースでは、そのような動
的ステートメントのコンパイルは失敗していました。

DB2_PMAP_COMPATIBILITY デフォルトでは、このレジストリー変数は ON に設定されるので、
分散マップは 4,096 項目のサイズを維持します。データベースをア
ップグレードする前にこのレジストリー変数を OFF に設定すると、
分散マップのサイズは 32,768 項目に増え、新しい db2GetDistMap

および db2GetRowPartNum API を使用する必要があります。詳しく
は、 186ページの『DB2 API の変更点によるアップグレードへの影
響』を参照してください。

既存のレジストリー変数の変更点
既存のレジストリー変数の変更によるアップグレードへの影響を以下の表に
まとめます。
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表 10. 既存のレジストリー変数の変更点
名前 アップグレードへの影響

DB2_EVALUNCOMMITTED お
よび DB2_SKIPDELETED

カーソル固定分離レベルで動作し、cur_commit データベース構成パ
ラメーターで currently committed 動作が有効にされているステート
メントの場合、これらのレジストリー変数が有効なのは、currently

committed 動作をスキャンに適用できない場合に限られます。その他
の場合には、currently committed スキャンによって取得されたデータ
で、述部の評価が行われます。

currently committed 動作が BIND コマンドまたは PREPARE ステー
トメントを使用して有効にされた場合、これらのレジストリー変数は
効力を持ちません。詳細については、 39ページの表 13 の
cur_commit 構成パラメーターの行を参照してください。

DB2_GRP_LOOKUP DB2_GRP_LOOKUP の設定はインスタンス・アップグレードでは変
更されません。セキュリティー・モデルがバージョン 9.7 で変更さ
れたため、このレジストリー変数が設定されない場合、必要なデータ
ベース権限と特権をアップグレード後にドメイン・ユーザーに必ず付
与してください。 DB2_GRP_LOOKUP レジストリー変数の推奨さ
れる設定値について、および権限と特権がドメイン・ユーザーに付与
されていることの検証方法について、詳しくは「データベース・セキ
ュリティー・ガイド」の『Windows プラットフォームでのユーザー
のセキュリティーに関する考慮事項』を参照してください。

DB2_LOGGER_NON_

BUFFERED_IO

バージョン 9.7 以降では、この変数のデフォルト値は AUTOMATIC

です。これは、アクティブ・ログ・パス内のログ・ファイルが非バッ
ファー入出力を使用してアクセスされる場合があることを意味してい
ます。データベース・マネージャーは、どのログ・ファイルが非バッ
ファー入出力の使用による利点があるかを判別します。バージョン
9.5 フィックスパック 1 以降では、デフォルトは OFF で、ログ・
ファイルはバッファー入出力のみを使用してアクセスされていまし
た。

インスタンスをアップグレードした後にこの変数を未設定のままにし
ておくと、これには AUTOMATIC 設定と同様の効果があります。こ
の変更は入出力アクセスで起きる可能性があります。非バッファー入
出力を使用する利点は、メモリー要件の削減および、ログ・ファイル
へのより効率的な入出力アクセスです。したがって、この変数を
OFF に設定してこのフィーチャーを無効にする前に、影響を注意深
く考慮してください。

DB2_SKIPINSERTED カーソル固定分離レベルで動作し、currently committed 動作が有効に
されているステートメントの場合、このレジストリー変数は効力を持
ちません。詳細については、 39ページの表 13 の cur_commit 構成
パラメーターの行をお読みください。

非推奨の、および廃止されたレジストリー変数

非推奨のレジストリー変数の使用は中止するべきです。これらの変数に関連
する機能は廃止されたか、新機能に置き換えられているためです。非推奨の
レジストリー変数によるアップグレードへの影響を判別するには、「DB2

バージョン 9.7 の新機能」の『非推奨のレジストリー変数』を参照してく
ださい。

DB2 バージョン 9.1 以前のものからアップグレードする場合は、バージョ
ン 9.7 より前のリリースで非推奨になったレジストリー変数を除去するこ
とを検討してください。変数に関連する機能は廃止されたか、新機能に置き
換えられているためです。また、バージョン 9.7 より前のリリースで廃止
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されたレジストリー変数は意図した効果を果たさないので、使用を中止して
ください。詳しくは、 45ページの『バージョン 9.1 以前のリリースに影響
する変更』を参照してください。

新しいデータベース・マネージャー構成パラメーター

新しいデータベース・マネージャー構成パラメーターのデフォルト値のアッ
プグレードへの影響を以下の表にまとめます。

表 11. 新しいデータベース・マネージャー構成パラメーター

名前 アップグレードへの影響

alternate_auth_enc このパラメーターは、ユーザー ID およびパスワードの AES 256

ビット暗号化を使用可能にします。デフォルトでは、このパラメー
ターは設定されません。これは、アップグレードへの影響がないよ
うに、クライアントが提案する暗号化アルゴリズムをサーバーが受
け入れることを意味しています。

インスタンスのアップグレード中、DB2_SERVER_ENCALG レジ
ストリー変数が設定される場合、alternate_auth_enc 構成パラメー
ターは DB2_SERVER_ENCALG の設定に応じて、AES_ONLY ま
たは AES_CMP に設定され、そのようにしてアップグレード前の
設定値が保存されます。アップグレード後に AES 256 ビット暗号
化を使用する方法を変更する場合には、alternate_auth_enc 構成パ
ラメーターの設定を更新してください。

diagsize このパラメーターは、DB2 診断の循環ログ機能を使用可能にしま
す。インスタンスのアップグレード中、前のリリースと同じ動作を
維持するために diagsize が 0 に設定されます。この設定では、1

つの単一診断ログ・ファイル (db2diag.log) および 1 つの管理通知
ログ (instance_name.nfy) がエラーおよび通知ロギングに使用され、
これらの 2 つのファイルは無期限に増大します。循環ログ機能の
使用可能化についての詳細は、 129ページの『第 10 章 アップグ
レードしたデータベースのバージョン 9.7 の新規機能の採用』を参
照してください。

ssl_svr_keydb、
ssl_svr_stash、
ssl_svr_label、
ssl_svcename

前のリリースでは、DB2 インスタンス内に SSL サポートを構成す
るには、SSL パラメーターの値を SSLconfig.ini ファイルに設定し
ていました。インスタンスをアップグレードするときに、このファ
イルが存在している場合、これらの新しいデータベース・マネージ
ャー・パラメーターは、SSLconfig.ini の対応する SSL パラメータ
ー値に設定されます。このファイルが存在していない場合、これら
のデータベース・マネージャー・パラメーターは、インスタンスが
SSL プロトコルのサポートなしに開始されることを意味する NULL

値 (デフォルト) に設定されます。詳細については、「DB2 バージ
ョン 9.7 の新機能」の『SSL クライアントの拡張されたサポート
および単純化された構成』を参照してください。
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表 11. 新しいデータベース・マネージャー構成パラメーター (続き)

名前 アップグレードへの影響

ssl_clnt_keydb、
ssl_clnt_stash

前のリリースでは、クライアントに Secure Sockets Layer (SSL) サ
ポートを構成するには、SSL パラメーターの値を
SSLClientconfig.ini ファイルに設定していました。インスタンスを
アップグレードするときに、このファイルが存在している場合、こ
れらの新しいデータベース・マネージャー・パラメーターは、
SSLClientconfig.ini の対応する SSL パラメーター値に設定されま
す。このファイルが存在していない場合、これらのデータベース・
マネージャー・パラメーターは NULL 値 (デフォルト) に設定され
ます。クライアントで SSL プロトコルのサポートを使用可能にす
るには、これらのデータベース・マネージャー・パラメーターを設
定する必要があります。

既存のデータベース・マネージャー構成パラメーターの変更点

データベース・マネージャーの構成パラメーターの変更点によるアップグレ
ードへの影響を以下の表にまとめます。

表 12. 既存のデータベース・マネージャー構成パラメーターの変更点

名前 アップグレードへの影響

authentication、
srvcon_auth

ユーザー ID およびパスワードに 256 ビットの AES 暗号化を使用
可能にした場合、ユーザー名およびパスワードに代替暗号化アルゴ
リズムを指定できるようにする alternate_auth_enc パラメーターを
確認します。詳細については、 37ページの表 11 の
alternate_auth_enc パラメーターの行を参照してください。

非推奨の、および廃止されたデータベース・マネージャー構成パラメーター

このリリースでは、推奨されなくなった、または廃止されたデータベース・
マネージャー構成パラメーターはありません。ただし、DB2 バージョン 9.1

以前のものからアップグレードする場合は、バージョン 9.7 より前のリリ
ースで非推奨になったデータベース・マネージャー構成パラメーターを除去
することを検討してください。パラメーターに関連する機能は廃止された
か、新機能に置き換えられているためです。また、バージョン 9.7 より前
のリリースで廃止されたデータベース・マネージャー構成パラメーターは意
図した効果を果たさないので、使用を中止してください。詳しくは、 45ペ
ージの『バージョン 9.1 以前のリリースに影響する変更』を参照してくだ
さい。

新しいデータベース構成パラメーター

新しいデータベース構成パラメーターのデフォルト値のアップグレードへの
影響を以下の表にまとめます。
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表 13. 新しいデータベース構成パラメーター

名前 アップグレードへの影響

auto_reval データベースのアップグレード中、アップグレードによる影響がな
いように、この構成パラメーターは DISABLED に設定され、前の
リリースと同じデータベース・オブジェクトに対する無効化および
再妥当性検査の動作を維持します。

DB2 バージョン 9.7 に新規データベースを作成する場合、再検証
の据え置きセマンティクスが使用可能になるように、auto_reval 構
成パラメーターがデフォルトで DEFERRED に設定されます。この
設定は、特定の DDL ステートメントに影響を与えます。また、こ
の設定により、存在していない、または無効なオブジェクトを参照
する場合でも、ビュー、関数、ストアード・プロシージャー、トリ
ガー、およびグローバル変数を作成できます。これらの新規セマン
ティクスの詳細については、「データベース: 管理の概念および構
成リファレンス」の『データベース・オブジェクトの自動無効化お
よび再妥当性検査』を参照してください。

cur_commit データベースのアップグレード中、アップグレードの影響がないよ
うに、この構成パラメーターは OFF に設定され、データベース・
オブジェクトに対して、前のリリースと同じ無効化および再妥当性
検査の動作を維持します。currently committed 動作をカーソル固定
スキャンで使用可能にする場合、アップグレード後に cur_commit

構成パラメーターを ON に設定する必要があります。currently

committed 動作の使用可能化について詳しくは、 249ページの『第
28 章 データベース・アプリケーションおよびルーチン内で新規
DB2 バージョン 9.7 機能を採用する』を参照してください。

DB2 バージョン 9.7 で作成された新しいデータベースでは、
cur_commit 構成パラメーターが ON に設定されているため、
currently committed 動作がカーソル固定スキャンで使用可能になっ
ています。詳細については、「DB2 バージョン 9.7 の新機能」の
『currently committed セマンティクスでさらに並行性を高める』を
参照してください。

dec_to_char_fmt この構成パラメーターは、CHAR(decimal-expresion) スカラー関数お
よび 10 進数から文字への CAST 指定によって戻される文字スト
リングを制御します。dec_to_char_fmt が NEW に設定されている
場合、CHAR 関数は先行ゼロなしで 10 進数の固定長文字ストリン
グ表記を戻します。小数部分がゼロのときは小数点もありません。
dec_to_char_fmt が V95 に設定されている場合、文字ストリング
には先行ゼロが含まれており、小数部分がゼロのときには小数点が
含まれていました。データベースのアップグレード中、関数が前の
リリースと同じ文字ストリング形式を戻すように、この構成パラメ
ーターは V95 に設定されます。

DB2 バージョン 9.7 で作成された新しいデータベースでは、
dec_to_char_fmt が NEW に設定されます。既存のアプリケーショ
ンとの互換性を保つには、このパラメーターを V95 に設定する必
要があります。
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表 13. 新しいデータベース構成パラメーター (続き)

名前 アップグレードへの影響

mon_deadlock、
mon_locktimeout、
mon_lockwait、
mon_lw_thresh、
mon_act_metrics、
mon_obj_metrics、
mon_req_metrics、
mon_uow_data

これらのパラメーターにより、新しいロック・イベント・モニター
を含め、データベース・レベルで、メトリックおよびイベント・モ
ニター・データの収集を制御することができます。データベースの
アップグレード中に mon_deadlock は WITHOUT_HIST に設定さ
れ、mon_lw_thresh は 5,000,000 に設定されます。以前のリリース
の動作が変更されないようにするために、残りのパラメーターは
NONE に設定されます。

DB2 バージョン 9.7 で作成された新しいデータベースでは、
mon_req_metrics、mon_act_metrics、mon_obj_metrics は BASE に
設定され、mon_lw_thresh は 5 000 000 に設定され、
mon_deadlock は WITHOUT_HIST に設定されます。
mon_locktimeout、mon_lockwait、および mon_uow_data パラメー
ターは NONE に設定されます。これらのパラメーターの設定を調
べて、意図したとおりの設定にする必要があります。

既存のデータベース構成パラメーターの変更点

既存のデータベース構成パラメーターの変更点によるアップグレードへの影
響を以下の表にまとめます。

表 14. 既存のデータベース構成パラメーターの変更点

名前 アップグレードへの影響

applheapsz DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からアップ
グレードされたデータベースでは、applheapsz 構成パラメーター
は AUTOMATIC に設定され、DB2 メモリー・モデルへの変更点
に対応します。DB2 バージョン 9.5 より前のリリースでは、この
パラメーターはデータベース・エージェントごとのメモリー容量を
示していました。DB2 バージョン 9.5 以降は、このパラメーター
は、アプリケーションのメモリーの合計容量を示します。

MQT をマッチングする最適化の強化のため、アプリケーション・
ヒープの所要量が増加しました。このパラメーターが
AUTOMATIC に設定されると、この設定は新しい所要量に対応し
ます。このパラメーターを AUTOMATIC に設定できない場合、あ
るいは値を大きくできない場合、最適化プロファイルを使用して、
特定の照会で考慮される MQT の数を減らしてください。「問題判
別およびデータベース・パフォーマンスのチューニング」の『最適
化プロファイルの分析』を参照してください。

dbheap データベース・マネージャーは、照会パフォーマンスを向上するた
めに特定の基準を満たす一時表にいつ行圧縮を適用するかを、決定
できるようになりました。データベース・ヒープに割り振られたメ
モリーは、コンプレッション・ディクショナリーを作成するのに使
用され、いったん辞書が作成されると解放されます。行圧縮、およ
び圧縮に適格な一時表を使用している場合、dbheap パラメーター
を AUTOMATIC に設定して、ディクショナリーを作成するための
十分なスペースを確保してください。一時表の圧縮についての詳細
は、「データベース: 管理の概念および構成リファレンス」の『表
の圧縮』を参照してください。
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表 14. 既存のデータベース構成パラメーターの変更点 (続き)

名前 アップグレードへの影響

locklist locklist パラメーターをアップグレード前の値の 2 倍に増やしま
す。ロック要求のブロック・サイズが前のリリースで必要なサイズ
の 2 倍へ増加するため、データベースのアクティブ・ロックは 2

倍のメモリー容量を必要とします。

locklist パラメーターの限度は、134,217,728 ページ (4 KB) になり
ました。

logbufsz このパラメーターのデフォルト値は、256 ページ (4KB) になりま
した。前のリリースでは、8 ページ (4KB) でした。データベース
のアップグレード後に、currently committed 動作がカーソル固定ス
キャンで使用可能になるように cur_commit 構成パラメーターを
ON に設定する場合、このパラメーターが 256 以上の値を持って
いることを確認してください。

ログ・シーケンス番号 (LSN) は、8 バイトを使用するようになり
ました。これまでのリリースでは、LSN の長さは 6 バイトでし
た。データベース・ロギング・アクティビティーに従って、このパ
ラメーターの値を増やす必要がある場合があります。

logfilsiz、
logprimary

ログ・シーケンス番号 (LSN) は、8 バイトを使用するようになり
ました。これまでのリリースでは、LSN の長さは 6 バイトでし
た。データベース・ロギング・アクティビティーに従って、これら
のパラメーターの値を増やす必要がある場合があります。詳細につ
いては、「DB2 バージョン 9.7 の新機能」の『ログ・シーケンス
番号の最大限度の増加』を参照してください。
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表 14. 既存のデータベース構成パラメーターの変更点 (続き)

名前 アップグレードへの影響

pckcachesz 新しいアクセス・プラン再利用およびセクション診断機能をサポー
トするために、パッケージ・キャッシュ・メモリー所要量が 25 パ
ーセントから 40 パーセント増加する可能性があります。特定の種
類の複雑な照会では、パッケージ・キャッシュ・メモリー所要量が
2 倍になっています。このキャッシュのサイズは全体的なメモリー
所要量に比べて小さいため、データベースのアップグレードによる
影響は最小限ですむようになっています。このパラメーターを
AUTOMATIC に設定すると、新しい所要量が考慮対象になりま
す。

アップグレードされたデータベースで、INLINE LENGTH のデフ
ォルト値は LOB 記述子の最大サイズです。LOB データの長さと
オーバーヘッドとの和が INLINE LENGTH 値を超えない場合に、
LOB データはインライン化されます。そのため、LOB データの長
さとオーバーヘッドとの和が LOB 列の LOB 記述子サイズよりも
小さい場合、データベースのアップグレード後に LOB データは暗
黙的に表の行にインライン化されます。 LOB データをインライン
化されたものとして保管するには、pckcachesz データベース構成
パラメーターを増やす必要がある場合があります。このパラメータ
ーを AUTOMATIC に設定すると、新しい所要量が考慮対象になり
ます。

64 ビットのオペレーティング・システムにおける pckcachesz の
最大限度は、2 147 483 646 に変更されました。このパラメーター
の値はデータベースのアップグレード後にも保持されますが、この
パラメーターのチューニングを検討してください。詳しくは、 249

ページの『第 28 章 データベース・アプリケーションおよびルー
チン内で新規 DB2 バージョン 9.7 機能を採用する』を参照してく
ださい。

非推奨の、および廃止されたデータベース構成パラメーター

非推奨のデータベース構成パラメーターの使用は中止するべきです。これら
の変数に関連する機能は廃止されたか、新機能に置き換えられているためで
す。非推奨のレジストリー変数によるアップグレードへの影響を判別するに
は、 「DB2 バージョン 9.7 の新機能」の『いくつかのデータベース構成パ
ラメーターが変更された』を参照してください。

DB2 バージョン 9.1 以前のものからアップグレードする場合は、バージョ
ン 9.7 より前のリリースで非推奨になったデータベース構成パラメーター
を除去することを検討してください。パラメーターに関連する機能は廃止さ
れたか、新機能に置き換えられているためです。また、バージョン 9.7 よ
り前のリリースで廃止されたデータベース構成パラメーターは意図した効果
を果たさないので、使用を中止してください。詳しくは、 45ページの『バ
ージョン 9.1 以前のリリースに影響する変更』を参照してください。

データベースの物理的設計特性の変更点
データベースの物理的設計特性の変更点によるアップグレードへの影響を以
下の表にまとめます。
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表 15. データベースの物理的設計特性の変更点

物理的特性 アップグレードへの影響

BUFFER POOL 適切な LOB データを、デフォルトのストレージ・オブジェクトの
代わりに、表の行に保管するように選択する場合、バッファー・プ
ールの使用量が増えることがあります。

アップグレードされたデータベースでは、LOB データの長さとオ
ーバーヘッドとの和が LOB 列の LOB 記述子サイズよりも小さい
場合、LOB データは暗黙的に表の行にインライン化されます。結
果として、行の長さが増加し、1 ページに収まる行数が減って、バ
ッファー・プールに読み込まれるページの数が増えます。

LONG VARCHAR お
よび LONG

VARGRAPHIC デー
タ・タイプ

LONG VARCHAR および LONG VARGRAPHIC データ・タイプ
は推奨されておらず、将来のリリースで削除される予定です。これ
らのデータ・タイプの使用は現行リリースではまだサポートされて
いますが、VARCHAR、VARGRAPHIC、CLOB、または DBCLOB

などの将来のリリースでサポートが継続される他のデータ・タイプ
へのマイグレーションを考慮してください。

新しい SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE システム定義プロシージ
ャーを使用すると、データをオンラインかつアクセス可能にしたま
ま、列定義を互換性のあるデータ・タイプに変更することができま
す。「データ移動ユーティリティー ガイドおよびリファレンス」
の『ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーを使用した表の移動』
を参照してください。

TIMESTAMP データ・
タイプ

TIMESTAMP データ・タイプは、オプションの小数秒をサポート
するようになりました。小数秒の桁数を属性として指定することが
できます。桁数は 0 から 12 の範囲で、デフォルトは 6 です。し
たがってデータベースのアップグレードによる唯一の影響は、日時
の算術演算での小さなパフォーマンス上のオーバーヘッドです。

ただし、小数秒に 6 桁以外の桁数を持つ TIMESTAMP データ・
タイプを使用して新規表を作成する場合、タイム・スタンプの内部
表記のストリングの長さが現在 7 から 13 バイトの範囲であるこ
とを考慮に入れ、それに応じてアプリケーションを調整してくださ
い。前のリリースでは、ストリングの長さは 10 バイトでした。詳
細については、「SQL リファレンス」の『日付/時刻の値』を参照
してください。

XML データ・タイプ バージョン 9.7 では、XML ストレージ・オブジェクトに、XML

データの圧縮、および統計を収集して XML 列のインライン長を見
積もるなどの新規機能をサポートするための新しい形式がありま
す。バージョン 9.7 より前のリリースで作成された XML 列を持
つ表がある場合、この新機能を使用するには、これらの表を再作成
することにより XML ストレージ・オブジェクトをバージョン 9.7

形式に変換してください。詳しくは、 124ページの『XML ストレ
ージ・オブジェクトのバージョン 9.7 形式への変換』を参照してく
ださい。

権限および特権の変更点
新規権限と DB2 システム・コマンド、CLP コマンド、および SQL ステー
トメントを実行するのに必要な許可への変更が DB2 バージョン 9.7 で導入
されました。権限および特権の変更点によるアップグレードへの影響を以下
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の表に要約します。

表 16. 権限および特権の変更点

名前 アップグレードへの影響

DBADM 権限 DB2 バージョン 9.7 には、アクセス制御およびデータ・アクセス
のための新規権限があります。既存のデータベース管理者が前のリ
リースと同じ権限のアクセスおよび特権を維持するように、
SYSADM グループを含む、DBADM 権限を保持する許可 ID ごと
に、UPGRADE DATABASE コマンドは ACCESSCTRL および
DATAACCESS 権限を明示的に付与します。これらの権限について
の詳細は、「データベース・セキュリティー・ガイド」の『データ
ベース権限』を検討してください。

UPGRADE DATABASE コマンドは、DBADM 権限を保持してい
る任意の許可 ID に SYSROLE_AUTH_DBADM システム役割を明
示的に付与することにより、すべてのシステム定義ルーチンに対す
る EXECUTE 特権も付与します。

DBADM 権限を取り消すと、これらのすべての権限が暗黙的に取り
消されるようになりました。

EXECUTE 特権 DB2 バージョン 9.7 では、UPGRADE DATABASE コマンドは、
監査ルーチン AUDIT_LIST_LOGS、AUDIT_DELIM_EXTRACT、お
よび AUDIT_ARCHIVE に対する EXECUTE 特権を PUBLIC から
取り消します。SECADM 権限を保持している許可 ID ごとに、
UPGRADE DATABASE コマンドは、SYSROLE_AUTH_SECADM

システム・ロールを付与することにより、監査ルーチンに対する
EXECUTE 特権を明示的に付与します。

SECADM 権限 DB2 バージョン 9.7 では、セキュリティー管理に SECADM 権限
が必要です。これはすべての権限および特権を付与および取り消す
機能を提供する唯一の権限です。

データベースに SECADM 権限を持つユーザーがいない場合、
UPGRADE DATABASE コマンドはこのコマンドを実行しているユ
ーザーに SECADM 権限を明示的に付与します。SYSADM グルー
プ内の任意のユーザーが SECADM 権限を必要とする場合、これを
それらのユーザーに明示的に付与する必要があります。

また、UPGRADE DATABASE コマンドは、監査ルーチン
AUDIT_LIST_LOGS、AUDIT_DELIM_EXTRACT、および
AUDIT_ARCHIVE に対する EXECUTE 特権を PUBLIC から取り
消します。SECADM 権限を保持している許可 ID ごとに、
UPGRADE DATABASE コマンドは、SYSROLE_AUTH_SECADM

システム・ロールを付与することにより、監査ルーチンに対する
EXECUTE 特権を明示的に付与します。
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表 16. 権限および特権の変更点 (続き)

名前 アップグレードへの影響

SYSADM 権限 DB2 バージョン 9.7 では、データベース管理に DBADM 権限が
必要であり、セキュリティー管理に SECADM 権限が必要です。
SYSADM グループ内のユーザーがどちらかの権限を必要とする場
合、明示的にそれを付与する必要があります。また、SYSADM 権
限を保持するユーザーは、表スペース特権を付与する以外は権限ま
たは特権を付与することができなくなりました。

UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM 権限を SYSADM グ
ループに明示的に付与します。したがって、アップグレードへの影
響はありませんが、権限におけるすべての変更を確認し、必要な変
更を行う必要があります。

SYSMON 権限 DB2 バージョン 9.7 では、SYSMON 権限により、ユーザーがい
くつかの LIST コマンドを実行できるようにもなりました。詳細に
ついては、「データベース・セキュリティー・ガイド」の
『SYSMON 権限』を参照してください。

RESTORE DATABASE コマンドを使って、バージョン 9.7 より前のデータ
ベース・バックアップからデータベース・アップグレード操作を暗黙的に呼
び出した場合、この表に記述されている変更内容はリストア対象のデータベ
ースにも適用されます。

Windows オペレーティング・システムでは、DB2_GRP_LOOKUP の設定が
データベース・アップグレードに影響を与える可能性があります。詳細につ
いては、 36ページの表 10 で DB2_GRP_LOOKUP レジストリー変数の行
を参照してください。

アップグレードへの影響がある DB2 コマンドおよび SQL ステートメント
の変更の要約については、 190ページの『DB2 コマンドの変更点からのア
ップグレードの影響』および 199ページの『SQL ステートメントの変更点
によるアップグレードへの影響』を参照してください。許可におけるすべて
の変更についての詳細は、「コマンド・リファレンス」および「SQL リフ
ァレンス」を参照してください。

バージョン 9.1 以前のリリースに影響する変更

DB2 バージョン 9.1 以前からアップグレードする場合は、アップグレードに影響す
る可能性のある、変数、データベースおよびデータベース・マネージャー構成パラ
メーター、およびデータベースの物理的設計特性に関する、バージョン 9.7 より前
のリリース同士の間の変更すべてについても検討してください。

v DB2 バージョン 9.1 と DB2 バージョン 9.5 間の DB2 サーバー動作の変更点

v DB2 UDB バージョン 8 と DB2 バージョン 9.1 間の DB2 サーバー動作の変更
点
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DB2 サーバーのアップグレードに影響を与える、推奨されないか廃止され
た機能

DB2 バージョン 9.7 では、ご使用の DB2 サーバーのアップグレードに影響を与え
る可能性がある、推奨されないか廃止された機能を理解しておく必要があります。
さらに、サポートされなくなった DB2 製品についても理解しておく必要がありま
す。それらの製品から DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードはサポートされて
いないからです。

このような機能変更に対応するには、アップグレードの前または後に追加のタスク
を実行する必要があります。これらタスクの大半は、DB2 サーバーのアップグレー
ド前またはアップグレード後のタスクです。次のリストで、DB2 サーバーのアップ
グレード前またはアップグレード後のタスクに含まれない変更点を説明します。

コントロール・センターのツールは推奨されなくなった

コントロール・センターのツールは、DB2 バージョン 9.7 で推奨されてい
ません。これは将来のリリースで廃止される可能性があります。非推奨にな
ったツールの詳細なリストについては、「DB2 バージョン 9.7 の新機能」
の『コントロール・センター・ツールと DB2 Administration Server (DAS)

が推奨されなくなった』を参照してください。

データベース管理タスクを実行するために、 IBM Data Studio 内のデー
タ・ソース・エクスプローラーの使用を開始してください。詳しくは、デー
タ・ソース・エクスプローラーからのデータベース管理を参照してくださ
い。さらに、製品の提供およびダウンロードについて詳しくは、
http://www.ibm.com/software/data/studio/ で Data Studio 製品のページを参照
してください。

Netscape のサポートが廃止された

Netscape はファースト・ステップおよびインストール・ランチパッドでサポ
ートされている Web ブラウザーではなくなりました。Netscape がデフォル
トの Web ブラウザーとしてセットアップされている場合、ファースト・ス
テップを実行すると、DBI1435E エラー・メッセージが戻されます。

ファースト・ステップまたはインストール・ランチパッドを実行する前に、
サポートされている Web ブラウザーをデフォルトの Web ブラウザーとし
てセットアップします。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 デ
ータベース製品のインストール要件』で、オペレーティング・システムごと
の DB2 サーバーおよびクライアントのインストール要件にあるサポートさ
れている Web ブラウザーのリストを参照してください。

ヘルス・モニターは推奨されなくなった
ヘルス・モニターは、DB2 バージョン 9.7 で推奨されていません。これは
将来のリリースで廃止される可能性があります。インスタンスおよびデータ
ベースの正常性をモニターするには、Data Studio を使用するようにしてく
ださい。製品の提供およびダウンロードについて詳しくは、
http://www.ibm.com/software/data/studio/ で Data Studio 製品のページを参照
してください。

タイプ 1 索引が廃止された
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タイプ 1 索引は DB2 バージョン 9.7 で廃止され、データベースのアップ
グレード中に無効としてマークを付けられます。データベースのアップグレ
ード後に自動索引を再作成するオーバーヘッドを回避する方法について詳し
くは、 52ページの『タイプ 1 の索引からタイプ 2 の索引への変換』を参
照してください。

Windows 32 ビット・オペレーティング・システム上で、パーティション・データ
ベースがサポートされなくなった

DB2 バージョン 9.7 では、Windows 32 ビット・オペレーティング・シス
テム上でパーティション・データベースがサポートされなくなりました。
64 ビット・プロセッサーの採用により、32 ビット・オペレーティング・シ
ステム上でパーティション・データベースを実行する必要性は減少しまし
た。

まず DB2 バージョン 9.5 の 64 ビット・データベース製品にマイグレーシ
ョンしてから DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・データベース製品にアッ
プグレードすることにより、Windows 32 ビット・オペレーティング・シス
テム上のバージョン 9.7 より前のリリースからパーティション・データベ
ースをアップグレードすることができます。詳しくは、DB2 32 ビット・サ
ーバーから 64 ビット・システムへのマイグレーション (Windows) を参照
してください。

推奨されないか廃止されたコマンド

190ページの『DB2 コマンドの変更点からのアップグレードの影響』を参
照して、DB2 バージョン 9.7 で推奨されないコマンドと廃止されたコマン
ド、およびこれがデータベース・アプリケーションおよびルーチンに与える
影響に対処する方法について調べてください。

ロー・デバイスのログ

データベース・ロギングでロー・デバイスを利用する機能は、DB2 バージ
ョン 9.1 以降、推奨されておらず、将来のリリースで除去される予定で
す。ロー・デバイスの代わりにファイル・システムを使用してください。並
行 I/O (CIO) または直接 I/O (DIO) など、バッファリングのない I/O 機能
が有効になっているファイル・システムを使用すると、ロー・デバイスの使
用と比べて遜色のないパフォーマンスが得られます。 newlogpath パラメー
ター設定をファイル・システムのディレクトリーに変更する例を以下に示し
ます。

db2 UPDATE DATABASE CONFIGURATION USING newlogpath /disk2/newlogdir

この新しい設定は、データベースが整合状態になり、かつ、すべてのユーザ
ーがデータベースから切断されるまで、有効になりません。最初のユーザー
がデータベースに接続した後に、データベース・マネージャーはログを新し
い場所に移動します。

DB2 製品

特定の Net Search Extender (NSE) フィーチャーおよびコマンドは推奨さ
れなくなりました。これは将来のリリースで廃止される可能性があります。
同等のフィーチャーおよびコマンドの使用を開始する方法について詳しく
は、「DB2 バージョン 9.7 の新機能」で『推奨されない Net Search

Extender のフィーチャーおよびコマンド』を参照してください。
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ワークロードが比較的小さい NSE 環境では、これらの推奨されないフィー
チャーまたはコマンドを使用しない場合、 DB2 Text Search にマイグレー
ションして、サポートされるすべての言語での言語学的処理や XML 文書
での検索の改善など、NSE でサポートされない機能を利用することを検討
してください。詳しくは、『DB2 Text Search へのマイグレーション』を参
照してください。

以下の DB2 アドオン製品は、推奨されなくなったか、または廃止されまし
た。

v DB2 ガバナーは、推奨されていません。 DB2 ワークロード管理を使用
して DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする方法について詳しく
は、 133ページの『DB2 ガバナーから DB2 ワークロード・マネージャ
ーへのマイグレーション』を参照してください。

v Query Patroller は、推奨されていません。ワークロード管理を使用して
DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする方法について詳しくは、
136ページの『Query Patroller から DB2 ワークロード・マネージャーへ
のマイグレーション』を参照してください。

v XML Extender は廃止されました。pureXML™ 機能を使用して既存のデ
ータベース・アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレー
ドする方法について詳しくは、 138ページの『XML Extender から
pureXML へのマイグレーション』を参照してください。また、XML

Extender 機能なしで DB2 サーバーにアップグレードする方法について
は、 109ページの『XML Extender 付きの DB2 サーバーを DB2 バージ
ョン 9.7 にアップグレードする』を参照してください。

DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からのアップグレード

以下のトピックを参照して、DB2 サーバーのアップグレードに対して生じ
うる追加の影響について調べてください。

v DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からのアップグレ
ードについては、 DB2 バージョン 9.5 の推奨されないか廃止された機
能

v DB2 UDB バージョン 8 からのアップグレードについては、 DB2 バー
ジョン 9.1 で推奨されないかあるいは廃止された、移行に影響を与える
機能

非 DB2 リレーショナル・データベース管理システムからのマイグレーショ
ン

DB2 以外のリレーショナル・データベース管理システムからのマイグレーション
は、DB2 データベース製品からのマイグレーションよりも複雑なプロセスになりま
す。したがって、マイグレーション・プロセス全体にかかわる事柄を慎重に見極め
た上で、移植計画を策定しなければなりません。

移植計画には、データベース・オブジェクトを変換して DB2 データベース内に等
価のデータベース・オブジェクトを作成する作業、実際のデータを新しい DB2 デ
ータベースに移動する作業、データベース・アプリケーションを移植する作業など
を含める必要があります。アプリケーションの移植とは、具体的には、SQL ステー
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トメントの変換、インターフェース呼び出しの変更、データベース固有コードを
DB2 データベースにアクセスできるようにするための変換を指します。

データベース・アプリケーション・コードの一般的な変換方法としては、手動変
換、動的呼び出し変換、自動変換などがあります。基本的に、変換ツールは、ソー
ス・コードを入力として受け取り、データ管理呼び出しを等価の SQL 呼び出しに
変換します。新しい SQL ステートメントを作成するには、ソース・データベー
ス、ターゲット・データベースからの情報と、プログラム・コードが必要になりま
す。

IBM Migration Toolkit (MTK) は、データ、照会言語、プロシージャー言語を
Informix® Dynamic Server、Informix Extended Parallel Server (XPS)、Microsoft SQL

Server、Oracle、Sybase Enterprise などのソース・データベース管理システムから
DB2 データベース製品にマイグレーションするために設計されている変換ツールで
す。 MTK は、AIX、Linux、Solaris、Windows の各オペレーティング・システムで
実行できます。サポートされている言語は、英語のみです。MTK は、IBM

Migration Toolkit の Web ページから無償でダウンロードできます。

IBM では、DB2 以外のリレーショナル・データベース管理システムからマイグレー
ションする際のあらゆる局面で役立つさまざまなリソースを用意しています。その
中でも、最も重要で、最も頻繁にアクセスされているリソースは、以下のとおりで
す。

v IBM DB2 への移植に関する Web サイトは、他のデータベース管理システムから
アプリケーションやデータを移植するために必要な情報を見つけるのに役立ちま
す。この Web サイトでは、一般的なマイグレーション・ステップについて説明
し、ツールや教育などのリソースを提供しています。IBM のお客様や IBM ビジ
ネス・パートナーのための追加のリソースもあります。

v ビジネス・パートナー向けのワールド・ワイドな IBM イノベーション・センタ
ーでは、広範囲のさまざまな無料のワークショップおよび技術セミナーを提供し
ています。トレーニング・リソースのページにアクセスして、詳細およびスケジ
ュールを確認してください。

v IBM® Virtual Innovation Center™ (VIC) は、研修コース、メンタリング、オンラ
イン技術サポート、ソリューション・ロードマップ、クライアント・シミュレー
ション、FAQ に対する回答、事例研究、ディスカッション・フォーラムを提供す
るオンラインのナレッジ/イネーブルメント・センターです。

v DB2 Migrate Now! のサイトは、戦略的な IBM ビジネス・パートナーを対象と
したエンドツーエンドのサイトであり、Oracle、Sybase、Microsoft SQL Server か
ら DB2 製品にマイグレーションする作業の計画と実施に役立つ、マイグレーシ
ョン・ツールキット、無償のオンライン研修、情報、販売チームなどのリソース
が用意されています。

v developerWorks® の Information Management Web サイトには、 DB2 Information

Management ソフトウェアのための技術リソースが用意されています。具体的に
は、製品情報、ダウンロード、学習用リソース、サポート、コミュニティーなど
があります。この Web サイトでは、DB2 データベース製品の各種フィーチャー
やアプリケーションでそれらの機能を使用する方法について学習するための記事
やチュートリアルが多数用意されています。

第 4 章 DB2 サーバーのアップグレードに関する重要事項 49

http://www.ibm.com/software/data/db2/migration/mtk/
http://www.ibm.com/software/data/db2/migration/mtk/
http://www.ibm.com/developerworks/db2/zones/porting/
https://www.ibm.com/isv/spc/events/index.jsp
http://www.developer.ibm.com/welcome/vic.html
http://www.ibm.com/software/data/db2/migration/
http://www.ibm.com/developerworks/data


50 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



第 5 章 DB2 サーバーのアップグレード前タスク

DB2 サーバーをアップグレードする前に、DB2 サーバーのアップグレードに関する
重要事項 (推奨事項、制約事項、ディスク・スペース要件など) を確認して、アップ
グレードに影響を与える可能性のある変更点や制約事項を識別してください。正常
にアップグレードするには、あらゆる問題に対応するための準備をアップグレード
前にしておく必要があります。

DB2 サーバーのアップグレードの準備をするには、以下のタスクを行います。

1. DB2 データベースを含む分散トランザクションを使用している場合、LIST

INDOUBT TRANSACTIONS コマンドを使用して、未確定トランザクションの
リストを取得し、未確定トランザクションを対話式に解決することによって、
アップグレード済みのデータベースに未確定トランザクションが含まれていな
いことを確認します。

2. タイプ 1 索引は DB2 バージョン 9.7 で廃止されたので、 タイプ 1 の索引を
タイプ 2 の索引に変換します。 アップグレード前にそれらを変換することに
より、 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後に初めてこれらの索引を使
用して表にアクセスする際に、索引を再ビルドするためのオーバーヘッドを除
去できます。

3. 実際にアップグレードする前に問題を識別しておくために、データベースが
DB2 アップグレードの準備ができていることの確認を行います。アップグレー
ドを始める前に、そのような問題を解決しておく必要があります。

4. オプション: 1 次データベースとスタンバイ・データベースで HADR を停止し
ます。アップグレードできるのは、1 次データベースだけです。

5. 新しいアップグレード後のシステムにデータベースをアップグレードしたり、
元のアップグレード前のシステムにデータベースを復元するために、データベ
ースのバックアップを取ります。

6. 現在の構成を記録してアップグレード後の構成と比較できるように、構成およ
び診断情報のバックアップを取ります。さらに、この情報を使って、アップグ
レード前と同じ構成の新しいインスタンスやデータベースを作成することも可
能です。

7. SQL レプリケーションまたは Q レプリケーションでログ・ファイルがキャプ
チャー・プログラムまたは Q キャプチャー・プログラムによって必要とされる
場合、または高可用性災害時リカバリー (HADR) レプリケーションでスタンバ
イ・データベースの作成用にログ・ファイルが必要とされる場合に備えて、す
べての DB2 ログ・ファイルをアーカイブします。

8. ディスク・スペース要件を調べて、アップグレード用のディスク・フリー・ス
ペース、SYSTEM TEMPORARY 表スペース、およびログ・スペースが十分で
あるかどうか確認し、必要に応じて表スペースとログ・ファイル・サイズを拡
大します。データベース・オブジェクトの数によっては、アップグレードを実
行するためにさらに多くのログ・スペースが必要かもしれません。
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9. Windows の場合のみ: DB2 サポート・サービスからカスタマイズ済みのコー
ド・ページ変換表を取得した場合には、DB2OLD¥conv ディレクトリー内のす
べてのファイルをバックアップする必要があります (DB2OLD は既存の DB2

のコピーの場所)。

標準のコード・ページ変換表をバックアップする必要はありません。標準のコ
ード・ページ表が DB2 バージョン 9.7 ライブラリーに含まれているため、
DB2 のコピーをアップグレードすると、これらの表が除去されます。

10. Linux の場合のみ: ロー・デバイスからブロック・デバイスへ変更します。

11. オプション: テスト環境での DB2 サーバーのアップグレードにより、アップグ
レードに関する問題を識別し、アプリケーション、スクリプト、ツール、ルー
チンが正しく機能することを実稼働環境で DB2 サーバーをアップグレードす
る前に確認します。

12. DB2 バージョン 9.7 では、 diaglevel データベース・マネージャー構成パラメ
ーターが 3 (デフォルト値) 以上に設定されると、 db2diag ログ・ファイルに
重大なすべてのアップグレード・イベントが記録されます。このパラメーター
が 2 以下に設定されている場合は、このパラメーターを 3 以上に設定した後
にアップグレードします。「問題判別およびデータベース・パフォーマンスの
チューニング」の『診断ログ・ファイルのエラー・キャプチャー・レベルの設
定』を参照してください。

13. アップグレードのために DB2 サーバーをオフラインにします。

タイプ 1 の索引からタイプ 2 の索引への変換
タイプ 1 索引は DB2 バージョン 9.7 で廃止され、データベースのアップグレード
中に無効としてマークを付けられます。アップグレードの前に、既存のタイプ 1 の
索引をタイプ 2 の索引に変換することを検討して、アップグレード後の自動索引を
再作成するためのオーバーヘッドを回避するようにしてください。

前提条件
db2IdentifyType1、INSPECT、および REORG INDEXES/TABLE コマンドの
ために、必要な許可を持っていることを確認してください。必要な許可につ
いて詳しくは、「コマンド・リファレンス」を参照してください。

このタスクについて

データベースにタイプ 1 索引があることが分かっている場合か、その可能性がある
場合にのみ、この作業を実行してください。

デフォルトで、バージョン 9.7 より前のリリースで作成したすべての新しい索引
は、タイプ 2 の索引です。ただし、タイプ 1 の索引を既に持っていた表で索引を
作成した場合には、新しい索引もまたタイプ 1 になります。タイプ 1 の索引を持
つ可能性があるのは、DB2 UDB バージョン 7 以前で作成され、 DB2 バージョン
9.5 にアップグレードされたデータベース、または DB2_INDEX_TYPE2 レジスト
リー変数が OFF に設定されたインスタンスの下にあるデータベースです。

データベースをアップグレードする前にタイプ 1 索引を変換しないことに決めた場
合、タイプ 1 索引はデータベース・アップグレード中に無効としてマーク付けされ
ます。 indexrec データベース構成パラメーターが RESTART に設定されている場
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合、無効としてマーク付けされた索引はデータベースが再始動するときに再作成さ
れます。そのようにしないと、タイプ 1 索引の再作成は表に最初にアクセスすると
きに開始するので、応答時間が予想外に低下することがあります。

手順

タイプ 1 の索引をタイプ 2 の索引に変換するには、以下のようにします。

1. タイプ 1 の索引を変換するための十分なディスク・スペースがあることを確認
してください。タイプ 2 の索引では、1 行につき 1 バイトが追加で必要になり
ます。必要なスペースを評価する方法について詳しくは、索引のためのスペース
所要量を参照してください。

2. DB2 コマンド行プロンプトから、該当するディレクトリーに変更します。

v UNIX または Linux オペレーティング・システムでは、$DB2DIR/bin ディレ
クトリーに変更してください。DB2DIR とは、DB2 バージョン 9.7 のインス
トール中に指定した場所です。

v Windows オペレーティング・システムでは、DB2 バージョン 9.7 製品 CD

をドライブに挿入して、¥db2¥Windows¥utilities ディレクトリーに移動する必
要があります。

3. タイプ 1 の索引があるかどうかは、次のように db2IdentifyType1 コマンドを発
行して確認します。

db2IdentifyType1 -d database-name
-o convert-t1-indexes-dbname.db2

タイプ 1 の索引がある場合は、次のメッセージを受け取ります。「検査対象の
表でタイプ 1 索引が見つかりました。」 convert-t1-indexes-dbname.db2 コマン
ド・ファイルには、識別されたタイプ 1 索引ごとに、CONVERT パラメーター
が指定された REORG INDEXES ALL コマンドが含まれています。

db2IdentifyType1 コマンドを DB2 UDB バージョン 8 データベース上で実行す
る場合、このコマンドは型付き表のタイプ 1 索引を検査しません。

db2IdentifyType1 コマンドの実行時間は、データベース内の表の数、およびデー
タベース・パーティション数に比例します。データベースに多数の表がある場
合、またはデータベース・パーティションの数が多い場合、あるいはその両方が
当てはまる場合、すべての表を処理するまで、-s または -t パラメーターを使用
して、指定のスキーマまたは表でこのコマンドを実行してください。追加のパフ
ォーマンスの考慮事項については、コマンド・リファレンス を参照してくださ
い。

4. DB2 UDB バージョン 8 からアップグレードする場合は、以下のアクションを
実行して型付き表にタイプ 1 索引があるかどうかを判別してから、 REORG

INDEXES ALL コマンドをコマンド・ファイルに手動で追加してください。

a. 以下の照会を発行して、型付き表に対するすべてのルート表のリストを生成
します。

SELECT DISTINCT H.ROOT_SCHEMA, H.ROOT_NAME,
T.TBSPACEID, T.TABLEID

FROM SYSCAT.TABLES T, SYSCAT.INDEXES I,
SYSCAT.HIERARCHIES H, SYSCAT.NAMEMAPPINGS N

WHERE T.TYPE = 'H' AND T.TABSCHEMA = I.TABSCHEMA
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AND T.TABNAME = I.TABNAME AND H.METATYPE='U'
AND H.ROOT_SCHEMA=N.LOGICAL_SCHEMA AND H.ROOT_NAME=N.LOGICAL_NAME
AND T.TABSCHEMA=N.IMPL_SCHEMA AND T.TABNAME=N.IMPL_NAME

b. INSPECT コマンドを以下のように使用して、タイプ 1 索引のある型付き表
を識別します。

db2 INSPECT CHECK DATABASE RESULTS KEEP sample.log
db2inspf $INSTHOME/sqllib/db2dump/sample.log sample.out

直前のステップの照会結果の TBSPACEID および TABLEID の値を使用し、
db2inspf コマンドからのフォーマット済み出力の Object ID および
Tablespace ID をマッチングし、以下の例に示すようにルート表ごとの索引タ
イプを判別します。

...
Table phase start (ID Signed: 4, Unsigned: 4;
Tablespace ID: 3) :

Data phase start. Object: 4 Tablespace: 3
The index type is 1 for this table.
Traversing DAT extent map, anchor 96.
Extent map traversal complete.
DAT Object Summary: Total Pages 20 - Used Pages 20

- Free Space 2 %
Data phase end.

Index phase start. Object: 4 Tablespace: 3
Traversing INX extent map, anchor 160.
Extent map traversal complete.
INX Object Summary: Total Pages 17 - Used Pages 17

Index phase end.
Table phase end.

Tablespace phase end.
...

c. 以下の例に示すように、直前のステップで識別したタイプ 1 索引のあるルー
ト表ごとに、 REORG INDEXES ALL コマンドを convert-t1-indexes-

dbname.db2 コマンド・ファイルに追加します。

REORG INDEXES ALL FOR TABLE table-name
ALLOW WRITE ACCESS CONVERT

時間およびリソースの制約のために INSPECT コマンドを実行しないことに決め
る場合は、ステップ 4a (53ページ) でリストされたルート表ごとに、 REORG

INDEXES ALL コマンドに CONVERT パラメーターを指定して、
convert-t1-indexes-dbname.db2 コマンド・ファイルに追加します。 CONVERT パ
ラメーターはタイプ 1 索引だけを変換し、タイプ 2 索引には影響を与えませ
ん。

5. タイプ 1 の索引がある場合は、次のように convert-t1-indexes-dbname.db2 コマン
ド・ファイルを実行して、それらをタイプ 2 索引に変換します。

db2 –tvf convert-t1-indexes-dbname.db2

このコマンド・ファイルを編集して、タイプ 1 索引を変換するコマンドを追加
または除去できます。
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データベースがアップグレードできる状態にあることの確認
データベースをアップグレードする前に、db2ckupgrade コマンドを使用してデータ
ベースがアップグレードできる状態にあることを確認するのは重要です。

db2ckupgrade コマンドは、データベースが正常にアップグレードされるための条件
のリストが真であることを検証します。また、このコマンドは -l パラメーターで指
定されたログ・ファイルに、データベースのアップグレードに影響を与える条件の
リストの警告メッセージを書き込みます。条件のリストについて詳しくは、コマン
ド・リファレンスを参照してください。

db2iupgrade は db2ckupgradeコマンドを呼び出します。いずれかの条件が真でないこ
とが db2iupgrade コマンドによって検出された場合、db2ckupgrade は失敗し、
DBI1205E エラー・コードを戻します。

前提条件

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。

v アップグレードするすべてのローカル・データベースを必ずカタログしま
す。

v Linux または UNIX オペレーティング・システムでは、db2ckupgrade コ
マンドを実行可能にするために、DB2 バージョン 9.7 のインストール・
イメージを解凍します。

v DB2 データベース製品のインストール要件を満たしていることを確認し
てください。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベー
ス製品のインストール要件』を参照してください。

制約事項

パーティション・データベース環境でデータベースがアップグレードできる
状態にあることを確認するには、それぞれのデータベース・パーティション
で db2ckupgrade コマンドを実行しなければなりません。それぞれのデータ
ベース・パーティションで db2ckupgrade コマンドを実行しない場合、 1 つ
以上のデータベース・パーティションでアップグレードできる状態にない場
合でも、 db2iupgrade コマンドは正常に終了することがあります。ただし、
データベースのアップグレードは失敗します。 db2iupgrade コマンドは、
db2iupgrade コマンドを発行するデータベース・パーティション上でのみ
db2ckupgrade コマンドを実行します。

手順

データベースのアップグレード準備ができたことを確認するには、次のようにしま
す。

1. アップグレードする DB2 インスタンスの所有者として、DB2 サーバーにログ
オンします。

2. 検証対象となるデータベースを所有するインスタンスが実行中でない場合、
db2start コマンドを実行してインスタンスを開始します。

3. コマンド行プロンプトから、該当するディレクトリーに変更します。

v UNIX または Linux オペレーティング・システムでは、
DIRIMG/db2/OS/utilities/db2ckupgrade/bin ディレクトリーに変更してくださ
い。DIRIMG とは、DB2 バージョン 9.7 のインストール・イメージを解凍し
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た場所、または DB2 製品 DVD をマウントしたディレクトリーであり、OS

とは DB2 サーバーのオペレーティング・システム名のことです。

v Windows オペレーティング・システムでは、DB2 バージョン 9.7 製品 CD

をドライブに挿入して、¥db2¥Windows¥utilities ディレクトリーに移動する必
要があります。

4. db2ckupgrade コマンドを実行することにより、現行インスタンスによって所有
されるローカル・データベースがアップグレードできる状態にあることを確認
し、ログ・ファイルを生成します。

db2ckupgrade sample -l db2ckupgrade.log -u adminuser -p password
db2ckupgrade は成功しました。データベースはアップグレード可能です。

ここで、sample はデータベース名、および db2ckupgrade.log はエラーと警告の
詳細が含まれる、現行ディレクトリーに作成されたログ・ファイルです。

このコマンドを発行するたびに、既存のログ・ファイルが上書きされます。ロ
グ・ファイルを名前変更して、エラー詳細がなくならないようにできます。ア
ップグレードする前に、こうしたエラーを訂正する必要があります。

52ページの『タイプ 1 の索引からタイプ 2 の索引への変換』アップグレード
前タスクを実行した場合には、-not1 パラメーターを使用して、タイプ 1 索引
のチェックをスキップすることができます。詳しくは、7を参照してください。

db2iupgrade コマンドが db2ckupgrade コマンドを実行するときに指定するロ
グ・ファイルは db2ckupgrade.log ファイルです。その場所は Linux および
UNIX オペレーティング・システムではインスタンス・ホーム・ディレクトリ
ー、Windows オペレーティング・システムでは現行ディレクトリーです。

5. システムの組み込みデータ・タイプ名である名前を使用してユーザー定義のデ
ータ・タイプを作成した場合、それらのユーザー定義のデータ・タイプを除去
してから、制限されていない別の名前を使用してそれらを再作成してくださ
い。 db2ckupgrade コマンドは、ユーザー定義のデータ・タイプの名前がシステ
ムの組み込みデータ・タイプ名であるとき、 SQL0473N エラー・メッセージを
戻します。データベースをアップグレードしようとすると、UPGRADE

DATABASE コマンドは失敗します。

6. 制限されているスキーマ名を使用してデータベース・オブジェクトを作成した
場合、予約されたスキーマ名を使用するすべてのデータベース・オブジェクト
を除去してから、制限されていないスキーマ名を使用してそれらを再作成して
ください。 db2ckupgrade コマンドは、データベース・オブジェクトに制限され
ているスキーマ名があるとき、 SQL0553N エラー・メッセージを戻します。デ
ータベースをアップグレードしようとすると、UPGRADE DATABASE コマン
ドは失敗します。

7. タイプ 1 索引がある場合、 52ページの『タイプ 1 の索引からタイプ 2 の索
引への変換』 アップグレード前タスクを実行するか、または生成済みスクリプ
ト・ファイルを実行します。あるいは、-not1 パラメーターを省略した場合、
type1_index_dbname.db2 スクリプト・ファイルを実行することもできます。

db2ckupgrade コマンドは、 SQL1498W 警告メッセージを戻して、
type1_index_database-name.db2 スクリプト・ファイルを db2ckupgrade ログ・フ
ァイルと同じディレクトリーに生成します。そのスクリプト・ファイルには、
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識別されたタイプ 1 索引ごとに、ALLOW WRITE ACCESS および CONVERT

節が指定された REORG INDEXES ALL ステートメントが含まれています。

アップグレード前タスクを実行しないか、または生成されたスクリプトを実行
しない場合、 UPGRADE DATABASE コマンドはすべてのタイプ 1 索引を無
効としてマーク付けします。データベース・マネージャーは、データベースの
アップグレード後に最初に表にアクセスするとき、タイプ 1 索引をタイプ 2

索引として自動的に再作成するので、応答時間が予想外に低下することがあり
ます。索引の再作成が完了するまでは、表へのアクセスが許可されません。

8. Linux および UNIX 上で、データベースの DB2 エンジン・ライブラリーに依
存しない外部 unfenced ルーチンがある場合、データベース・マイグレーション
の後に新しいマルチスレッドのデータベース・マネージャー内でルーチンを
unfenced として安全に実行できるかどうかを、生成されたリストを使用して判
別してください。詳しくは、 236ページの『C、C++、および COBOL ルーチ
ンのアップグレード』を参照してください。

db2ckupgrade コマンドは ADM4100W 警告メッセージをログ・ファイルに書き
込んで、データベースをアップグレードするときに、FENCED および NOT

THREADSAFE として再定義されるすべての外部 unfenced ルーチンのリストを
記載した alter_unfenced_database-name.lst という名前のファイルを、
db2ckupgrade ログ・ファイルと同じディレクトリーに生成します。

9. 列名、ルーチン・パラメーター名、または変数名に NULL という ID がある場
合、 SQL ステートメント内でこれらの ID を修飾するかまたは引用符を使用
して区切ることにより、 NULL キーワードとの競合を回避してください。

db2ckupgrade コマンドは、データベースに「NULL」という ID があると、
ADM4102W 警告メッセージをログ・ファイルに書き込みます。 SQL ステート
メント内で、完全修飾されることも引用符で区切られることもない「NULL」と
いう ID を使用する場合、その ID 名は、代わりに NULL キーワードとして解
決されることがあります。この結果、以前のリリースと比較して動作が異なる
ことがあります。詳しくは、 199ページの『SQL ステートメントの変更点によ
るアップグレードへの影響』を参照してください。

10. ワークロード接続属性にアスタリスク (*) が含まれる場合、そのアスタリスク
(*) を別の文字に置き換えてください。 db2ckupgrade コマンドは、ワークロー
ド接続属性にアスタリスク (*) が含まれると、 ADM4103W 警告メッセージを
ログ・ファイルに書き込みます。

DB2 バージョン 9.7 から、いくつかのワークロード属性では、単一のアスタリ
スク (*) をワイルドカード文字として使用して、2 つのアスタリスク (**) を
1 つのリテラル・アスタリスク (*) を表すために使用できるようになりまし
た。 UPGRADE DATABASE コマンドは、接続属性のタイプに応じて、単一の
アスタリスク (*) を 2 つのアスタリスク (**) に置換します。

11. データベースが XML Extender 用に使用可能になっている場合、インスタンス
およびデータベースをアップグレードする前に、 109ページの『XML

Extender 付きの DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードす
る』にあるすべての手順を実行して XML Extender を完全に使用不可にしてか
ら、XML Extender 機能を除去します。 db2ckupgrade コマンドは、データベー
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スが XML Extender 用に使用可能となっているとき、 ADM4104E 警告メッセ
ージをログ・ファイルに書き込みます。

DB2 バージョン 9.7 で、XML Extender は廃止されました。

12. db2ckupgrade コマンドのログ・ファイルに Version of DB2CKUPGRADE being

run: VERSION 9.7 というテキストが含まれていることを確認します。このテキ
ストは、正しいレベルの db2ckupgrade コマンドを実行していることを示してい
ます。

13. db2start コマンドを実行して、インスタンスを開始します。

アップグレード前のデータベースのバックアップ
DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード・プロセスを開始する前に、オフライン
のフル・データベース・バックアップを実行することを強くお勧めします。アップ
グレード・プロセス中にエラーが発生した場合には、データベース全体のバックア
ップを使用して、データベースをリカバリーしてアップグレードする必要がありま
す。

インスタンスを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードすると、それ以降、データ
ベースは、アップグレードするまでバックアップできなくなります。

前提条件

v データベースをバックアップするために、SYSADM、SYSCTRL、または
SYSMAINT 権限が必要です。

v データベースはカタログされていなければなりません。現在のインスタン
スでカタログされているすべてのデータベースのリストを表示するには、
以下のコマンドを入力します。

db2 LIST DATABASE DIRECTORY

手順

それぞれのローカル・データベースに対してオフラインのフル・バックアップを実
行するには、以下のようにします。

1. データベースからすべてのアプリケーションおよびユーザーを切断します。
LIST APPLICATIONS コマンドを発行して、現行のインスタンスのすべてのデー
タベース接続のリストを取得します。すべてのアプリケーションが切断された
ら、このコマンドにより、以下のメッセージが戻されます。

db2 list applications
SQL1611W データベース・システム・モニターからデータが戻されませんでした。
SQLSTATE=00000

FORCE APPLICATION コマンドを使用して、すべてのアプリケーションとユー
ザーを切断します。

db2 force application all

2. BACKUP DATABASE コマンドを使用してデータベースをバックアップしま
す。以下は、UNIX オペレーティング・システムでの例です。

db2 BACKUP DATABASE sample USER arada USING password TO backup-dir
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ここで sample はデータベース別名、ユーザー名は arada、パスワードは
password、バックアップ・ファイルを作成するディレクトリーは backup-dir で
す。

パーティション・データベース環境では、してください。「データ・リカバリー
と高可用性 ガイドおよびリファレンス」の『パーティション・データベースの
バックアップ』を参照してください。

DB2 バージョン 9.5 でデータベース上の DB2 ACS をアクティブにして構成し
た場合、 USE SNAPSHOT パラメーターを使用してスナップショット・バック
アップを実行できます。ただし、DB2 バージョン 9.5 インスタンス内でのみス
ナップショット・バックアップをリストアできます。スナップショット・バック
アップを使用して、新しいサーバーにアップグレードすることはできません。詳
しくは、「データ・リカバリーと高可用性 ガイドおよびリファレンス」の『ス
ナップショットのバックアップの実行』を参照してください。

オフライン のフル・データベース・バックアップを最近実行していて、アップ
グレードの前にもう一度バックアップできない場合、代わりにオフライン の増
分データベース・バックアップを実行することができます。オフライン の増分
データベース・バックアップを使ってデータベースをアップグレードする方法の
詳細は、 98ページの『新しい DB2 サーバーへのアップグレード』を参照して
ください。

3. オプション: db2ckbkp バックアップ検査コマンドを使用して、バックアップ・イ
メージの整合性をテストしてイメージがリストア可能であることを確認します。
以下は、UNIX オペレーティング・システムでの例です。

cd backup-dir
db2ckbkp SAMPLE.0.arada.NODE0000.CATN0000.20051014114322.001

[1] Buffers processed: #######

Image Verification Complete - successful.

DB2 サーバーの構成および診断情報のバックアップ
DB2 サーバーをアップグレードする前にデータベースおよびデータベース・マネー
ジャー構成パラメーターの設定をバックアップしておくと、アップグレード後に
DB2 サーバーの動作を検証し、インスタンスやデータベースを再作成することがで
きます。

さらに、DB2 サーバーから、データベース・システム・カタログに関する情報、
DB2 レジストリー変数設定、Explain 表データ、および診断情報を収集して、アッ
プグレード後にデータベース・マネージャーの動作やパフォーマンスに違いが生じ
る場合に問題判別に役立てることができます。

前提条件

以下のすべてのタスクを実行するには SYSADM 権限が必要です (一部のタ
スクでは、これより低位の権限が求められたり、権限が必要ない場合もあり
ます)。

手順
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DB2 サーバーの構成および診断情報をバックアップするには、以下のようにしま
す。

1. すべてのインスタンスでアップグレードする予定のすべてのデータベースについ
て db2support コマンドを実行して、 DB2 サーバーから情報を収集します。こ
のコマンドを使用すると、データベース・システム・カタログに関する情報、デ
ータベース構成パラメーター設定およびデータベース・マネージャー構成パラメ
ーター設定、DB2 レジストリー変数設定、Explain 表データ、および問題が生じ
た場合に DB2 サポートが必要とする診断情報を収集することができます。

db2support output-directory -d database-name -cl 0

-cl 0 パラメーターを使用すると、データベース・システム・カタログ、データ
ベース構成パラメーター設定およびデータベース・マネージャー構成パラメータ
ー設定、DB2 レジストリー変数設定が収集されます。収集された情報は、出力
ディレクトリー内の圧縮 ZIP ファイルに保管されます。 HTML 形式のサマリ
ー・レポートが含まれます。

この zip ファイルは、アップグレードを完了した後に数カ月の間保持してくださ
い。 ZIP ファイル内の情報は、新しいリリースで何らかのパフォーマンス上の
問題が発生した場合に素早く解決するうえで役立ちます。

2. 各データベースに関連したアプリケーション用のすべてのパッケージに関する情
報をバックアップします。以下のコマンドを使用すると、ご使用のデータベース
に関連するパッケージがリストされ、コマンド出力がファイルにリダイレクトさ
れます。

db2 LIST PACKAGES FOR SCHEMA schema-name
SHOW DETAIL > /upgrade/sample_pckg.txt

FOR SCHEMA 節を使用すると、特定のスキーマに関するすべてのパッケージを
リストできます。アプリケーションに複数のスキーマが存在する場合、各スキー
マ名ごとにこのコマンドを繰り返すか、FOR ALL 節を使用する必要がありま
す。

3. 監査機能を有効にしている場合は、次のコマンドを発行して、使用しているイン
スタンスの監査構成をバックアップします。

db2audit describe > audit_instance-name.cfg

複数のインスタンスがある場合は、インスタンスごとにこのコマンドを繰り返し
てください。

4. すべての外部ルーチンをバックアップします。詳しくは、「管理ルーチンおよび
ビュー」の『外部ルーチンのライブラリーおよびクラス・ファイルのバックアッ
プおよびリストア』を参照してください。 次の例は、UNIX オペレーティン
グ・システムでデフォルト・パスを使用して作成された外部ルーチンすべてをバ
ックアップする方法を示しています。

cp -R $INSTHOME/sqllib/function $INSTHOME/routine_backup

INSTHOME は、インスタンス所有者のホーム・ディレクトリーに設定されてい
ます。データベースに外部ルーチンを作成する際、デフォルトのルーチン・パス
の下にない絶対パスを指定した場合は、ルーチンをバックアップする必要はあり
ませんが、既存のライブラリーの位置が現行の位置から変わらないようにしてく
ださい。
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5. オプション: db2support コマンドの HTML レポートには、指定したデータベー
スを所有するインスタンスに関するデータベース・マネージャー構成パラメータ
ー設定が含まれます。以下のように GET DATABASE MANAGER

CONFIGURATION コマンドを使用すると、データベース・マネージャー構成パ
ラメーターの設定をバックアップし、コマンド出力をファイルにリダイレクトし
て、各インスタンスの設定を保管することができます。

db2 GET DBM CFG > dbm_instname.cfg

ここで、instname はインスタンス名です。

6. オプション: db2support コマンドの HTML レポートには、指定したデータベー
スに関するデータベース構成パラメーター設定が含まれます。以下のように
GET DATABASE CONFIGURATION コマンドを使用すると、データベース構成
パラメーターの設定をバックアップし、コマンド出力をファイルにリダイレクト
して、各データベースの設定を保管することができます。

db2 CONNECT TO database_alias
db2 GET DB CFG FOR database_alias

SHOW DETAIL > db_database_alias.cfg

ここで、database_alias はデータベース別名です。 SHOW DETAIL 節は、構成
パラメーターが AUTOMATIC に設定されるときにデータベース・マネージャー
によって計算される値を表示します。

データベース構成パラメーターは、パーティション・データベース環境の各デー
タベース・パーティションで同じにすることができます。同じでない場合には、
各データベース・パーティションごとにデータベース構成パラメーター設定をバ
ックアップしてください。

7. オプション: db2support コマンドは、指定したデータベースに対する db2look コ
マンドの出力を含むファイルを生成します。ただし、生成される DDL ファイル
に含まれない追加情報が必要であれば、このコマンドを以下のように使ってデー
タベースに関する DDL 情報を保管し、データベース・オブジェクトを再作成す
るためのステートメントを保管することができます。

db2look -d sample -e -o sample_tbs.db2 -l -x

8. オプション: db2support コマンドの HTML レポートには、指定したデータベー
スを所有するインスタンスに関する環境変数とレジストリー変数の設定が含まれ
ます。以下のように db2set コマンドを使用すると、DB2 プロファイル・レジス
トリー変数の設定をバックアップし、コマンド出力をファイルにリダイレクトし
てこれらの設定を保管することができます。

db2set -all > reg_instname.txt

DB2 環境変数を設定した場合には、適切なシステム・コマンドを使用して環境
変数およびその値をリストします。例えば、AIX の場合、以下のコマンドを発行
できます。

set |grep DB2 > env_instname.txt

可能な場合には、set コマンドからの出力を使用し、db2set コマンドを実行し
て、こうした環境変数をレジストリー変数として DB2 プロファイル・レジスト
リーに設定します。
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アップグレード前に表スペースとログ・ファイルのサイズを大きくする
DB2 サーバーのアップグレードを始める前に、システム・カタログ表スペースと
TEMPORARY 表スペースに十分な量のフリー・スペースがあり、データベースをア
ップグレードするためのログ・スペースが十分にあることを確認する必要がありま
す。

前提条件

表スペースとログ・スペースのサイズを大きくするには、SYSCTRL または
SYSADM 権限が必要です。

制約事項

パーティション・データベース環境で表スペースのサイズを大きくするに
は、追加の考慮事項が必要です。なぜなら表スペースがデータベース・パー
ティション間にまたがっているからです。また、カタログ・データベース・
パーティション・サーバーでは、ログ・スペースのみを大きくする必要があ
ります。

手順

表スペースとログ・スペースのサイズを大きくするには、以下のステップを実行し
ます。

1. 以下のようにして、アップグレードするデータベースに接続します。

db2 CONNECT TO sample

2. 以下の照会を発行して、表スペースのディスク使用量を判別します。

db2 "SELECT SUBSTR(TBSP_NAME,1,15) NAME, TBSP_TYPE TYPE,
TBSP_AUTO_RESIZE_ENABLED AUTO_RESIZE, TBSP_NUM_CONTAINERS CONTAINERS,
TBSP_TOTAL_PAGES TOTAL_PGS, TBSP_USED_PAGES USED_PGS, TBSP_FREE_PAGES FREE_PGS,
TBSP_MAX_SIZE MAX_SZ, TBSP_PAGE_SIZE PG_SZ
FROM SYSIBMADM.TBSP_UTILIZATION
WHERE TBSP_CONTENT_TYPE IN ('ANY','SYSTEMP')"

NAME TYPE AUTO_RESIZE CONTAINERS TOTAL_PGS USED_PGS FREE_PGS MAX_SZ PG_SZ
--------------- ---- ----------- ---------- --------- -------- -------- ------ -----
SYSCATSPACE DMS 1 1 8192 7576 612 -1 8192
TEMPSPACE1 SMS - 1 10 10 0 - 8192

2 record(s) selected.

コンテナー数、合計ページ、使用したページ、空きページ、MAXSIZE、および
ページ・サイズに注目してください。

バージョン 8.1 からアップグレードする場合、以下のコマンドを使用してくださ
い。 db2 LIST TABLESPACES SHOW DETAIL

3. 以下のいずれかのオプションを使用して、システム・カタログ表スペースのサイ
ズを大きくします。

v SMS 表スペースがある場合は、少なくとも、使用済みページと同じ量のスペ
ース (この例では約 60 MB) がフリー・ディスク・スペースとして使用可能に
なっている ようにしてください。

v DMS 表スペースの場合、使用済みページ数がフリー・ページ数より多けれ
ば、以下の公式を使用して、各コンテナーごとの増分ページ数を計算してくだ
さい。

62 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



number_of_pages = ( used_pages - free_pages ) /
number_of_containers_in_SYSCATSPACE

次に、以下のコマンドを使用して、システム・カタログ表スペース中のすべて
のコンテナーのサイズを大きくします。

db2 “ALTER TABLESPACE SYSCATSPACE EXTEND (ALL number_of_pages)”

v AUTORESIZE が有効になっている DMS 表スペースがあり、MAXSIZE が
NONE に設定されている場合は、空きディスク・スペースの中で、使用した
ページの少なくとも 2 倍の量が 使用可能であることを確認してください。
MAXSIZE が使用したページ数の 2 倍よりも小さい整数値に設定されている
場合、以下の例に示すように ALTER TABLESPACE ステートメントを使用し
て、MAXSIZE を増やす必要があります。

db2 "ALTER TABLESPACE SYSCATSPACE
MAXSIZE (2*used_pages_in_SYSCATSPACE*page_size/1024) K"

表スペースの自動サイズ変更は、DB2 UDB バージョン 8 フィックスパック
9 以降で使用できます。

この例の直前のステップでの照会結果は、SYSCATSPACE が、AUTORESIZE が
有効な DMS 表スペースであること、および MAXSIZE 値は最大サイズに制限
がないことを示す -1 であることを示しています。そのため、空きディスク・ス
ペースの中で、使用したページの 2 倍の量が使用可能となっていなければなり
ません。

4. 以下のいずれかのオプションを使用して、TEMPORARY 表スペースのサイズを
大きくします。

v SMS 表スペースの場合は、フリー・ディスク・スペース中のシステム・カタ
ログ表スペースの合計ページ数の 2 倍 (この例では約 128 MB) 以上の量が
あることを確認する必要のみあります。

v DMS 表スペースの場合は、以下の公式を使用して、コンテナー当たりの増分
ページ数を計算してください。

number_of_pages = ( number_of_total_pages_in_SYSCATSPACE ) /
number_of_containers_in_TEMPSPACE1

以下のコマンドを使用して、TEMPORARY 表スペース中のすべてのコンテナ
ーのサイズを大きくします。

db2 “ALTER TABLESPACE TEMPSPACE1 EXTEND (ALL number_of_pages)”

v AUTORESIZE が有効になっている DMS 表スペースがあり、MAXSIZE が
NONE に設定されている場合は、空きディスク・スペースの中に、システ
ム・カタログ表スペース用として総ページの少なくとも 2 倍の量が存在する
ことを確認してください。 MAXSIZE がシステム・カタログ表スペースの合
計ページの 2 倍よりも小さい整数値に設定されている場合、以下のように
ALTER TABLESPACE ステートメントを使用して、MAXSIZE を増やす必要
があります。

db2 "ALTER TABLESPACE TEMPSPACE1
MAXSIZE (2*total_pages_in_SYSCATSPACE*page_size/1024) K"

5. GET DATABASE CONFIGURATION コマンドを使用して、現行ログ・スペー
ス・サイズを判別します。次の例は、Linux および UNIX オペレーティング・
システムで logfilsiz、logprimary、 および logsecond データベース構成パラメー
ターの値を記録する方法を示しています。
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db2 GET DB CFG FOR sample |grep '(LOG[FPS]'| tee logsize.txt
Log file size (4KB) (LOGFILSIZ) = 1000
Number of primary log files (LOGPRIMARY) = 3
Number of secondary log files (LOGSECOND) = 2

6. 以下のコマンドを使用して、ログ・スペース・サイズを大きくします。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGSECOND
(current_value of LOGPRIMARY + current_value of LOGSECOND) * 2

既にログ・スペースが大きい場合は、大きくする必要はない可能性があります。

7. オプション: logsecond を -1 に設定し、アーカイブ・ロギングを有効にすること
により、ログ・スペースを大きくする代わりに無制限のアクティブ・ロギングを
有効にします。無制限のアクティブ・ロギングを使用すると、アクティブな作業
単位が 1 次ログとアーカイブ・ログの間にまたがるので、トランザクションで
無制限の数のログ・ファイルを効果的に使用できます。アップグレードが失敗し
た場合、トランザクションをロールバックする時間は、取り出す必要のあるアー
カイブ・ログの数に応じて異なることに注意する必要があります。以下のコマン
ドは、ディスクへのアーカイブ・ロギングと無制限ロギングを有効にする方法の
例を示しています。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGARCHMETH1 DISK:archive-dir
db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGSECOND -1

ここで、archive-dir はログ・ファイルのアーカイブ場所となるディレクトリーで
す。

新しい値が有効になる前に、すべてのアプリケーションをこのデータベースから
切断しなければなりません。

ロー・デバイスからブロック・デバイスへの変更 (Linux)
Linux オペレーティング・システムでは、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード
を実行する前に、ロー (キャラクター型) デバイスをブロック・デバイスに変更する
必要があります。

以前のロー I/O 方式ではロー・ユーティリティーを使用してブロック・デバイスを
ロー (キャラクター型) デバイスにバインドする必要がありましたが、この方式は
DB2 バージョン 9.1 以降推奨されなくなり、将来のリリースの DB2 データベース
製品では除去されます。このロー I/O 方式は Linux オペレーティング・システムで
も推奨されておらず、将来のリリースの Linux では除去されます。

ブロック・デバイス方式は、直接 I/O を使用して、ロー (キャラクター) デバイス
方式を使用した場合と比べて同等のパフォーマンスを実現します。

前提条件

コンテナーの再配置またはログ・ファイル・パスの変更を行うには、データ
ベースがオフラインであることを確認してください。

制約事項

パーティション・データベース環境では、変更が必要なすべてのデータベー
ス・パーティションに対して db2relocatedb コマンドを実行しなければなり
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ません。データベース・パーティションごとに別の構成ファイルを提供しな
ければならず、変更を加えるデータベース・パーティションの NODENUM

値を組み込まなければなりません。

手順

1. データベースの全オフライン・バックアップを実行します。

2. データベースをシャットダウンします。さらに、以下の例のように、QUIESCE

DATABASE コマンドを使ってデータベースを静止モードにすることも考慮して
ください。

db2 CONNECT TO sample
db2 QUIESCE DATABASE DEFER FORCE CONNECTIONS
または
db2 DEACTIVATE DATABASE database-alias

3. raw -a システム・コマンドを使用して、定義済みのロー・バインディングを参照
します。この情報は、表スペースのコンテナーごとにロー・デバイスとの置き換
えに使用する必要のあるブロック・デバイスを判別するのに役立ちます。

4. db2relocatedb コマンドの構成ファイルを作成します。節 CONT_PATH および
LOG_DIR を使用して、古い値と新しい値を指定します。例えば、以下の内容の
moveraw.cfg ファイルを作成できます。

DB_NAME=SAMPLE
DB_PATH=/databases/SAMPLE
INSTANCE=db2inst1
NODENUM=0
LOG_DIR=/dev/raw/lograw,/dev/sda5
CONT_PATH=/dev/raw/raw1,/dev/sda1
CONT_PATH=/dev/raw/raw2,/dev/sda2

5. 以下の例に示すように db2relocatedb コマンドを実行して、データベース・ファ
イルの構成に変更を加えます。

db2relocatedb -f moveraw.cfg

6. 以下の例のようにして、データベースをアクティブにします。

db2 ACTIVATE DATABASE database-alias

7. データベースが期待どおりに機能するかテストします。データベースに接続し、
再配置した表スペースに作成された表に対する照会を実行します。

8. データベースを静止モードにした場合は、以下の例に示すように UNQUIESCE

DATABASE コマンドを使用することによって、アクセス権をリストアしてデー
タベースをアクティブにすることができます。

db2 CONNECT TO sample
db2 UNQUIESCE DATABASE

DB2 バージョン 9.7 でバージョン 9.7 より前のバックアップからリストアする場
合は、リダイレクト・リストアを行って、コンテナーおよびログ・パス用にロー・
キャラクター型デバイスの代わりにブロック・デバイスを指示しなければなりませ
ん。
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DB2 サーバーのテスト環境でのアップグレード
DB2 サーバーを実稼働環境でアップグレードする前にテスト環境でアップグレード
すると、アップグレード・プロセス中に起こりうる問題に対してより効果的に対処
し、DB2 バージョン 9.7 に導入された変更点による影響を評価することができま
す。

実稼働環境のアップグレードをする前に、アプリケーション、スクリプト、ツー
ル、および保守手順が適切に作動するか確認することもできます。さらに、データ
ベースをアップグレードするためのディスク要件と時間を査定して、アップグレー
ド計画を固めることができます。

前提条件

Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限を、
Windows ではローカル管理者権限を持っている必要があります。 SYSADM

権限も必要です。

手順

テスト環境に実稼働環境を複写するには、以下のタスクを行います。

1. DB2 バージョン 9.5、DB2 バージョン 9.1、または DB2 UDB バージョン 8

をインストールします。 既に DB2 コピーがある場合、新しく作成する必要は
ありません。

2. テスト・インスタンスとしてインスタンスの重複を作成します。

3. テスト・インスタンスにデータベースを重複して作成します。 データベースの
アップグレードのみテストするために、データなしでデータベースを複写する
ことができます。あるいは、アプリケーションの全機能をテストするため、デ
ータのサブセットを使用してデータベースを複写することも可能です。データ
ベースのアップグレードによって変換されるのは、システム・カタログ・オブ
ジェクトのみです。このため、表に含まれるデータの量は、データベースのア
ップグレードに必要なディスクの要件や時間には影響しません。

4. ご使用の DB2 サーバーに該当するアップグレード前タスクを実行します。

5. DB2 バージョン 9.7 をインストールします。

6. テスト・インスタンスをアップグレードします。

7. テスト・データベースをアップグレードします。 各データベースのアップグレ
ードにかかった時間、システム・カタログ表スペース、SYSTEM TEMPORARY

表スペース、およびログ・スペースのサイズの記録をとっておきます。次の例
は、AIX オペレーティング・システム上でこれを行う方法を示しています。

time db2 UPGRADE DATABASE nsample | tee upgrade_time.log
db2 connect to nsample
db2 "SELECT SUBSTR(TBSP_NAME,1,15) NAME, TBSP_TYPE TYPE,

TBSP_AUTO_RESIZE_ENABLED AUTO_RESIZE, TBSP_TOTAL_PAGES TOTAL_PGS,
TBSP_USED_PAGES USED_PGS, TBSP_FREE_PAGES FREE_PGS,
TBSP_PAGE_SIZE PG_SZ, TBSP_EXTENT_SIZE EXTENT_SZ,
TBSP_PREFETCH_SIZE PREFETCH_SZ, TBSP_NUM_CONTAINERS CONTAINERS

FROM SYSIBMADM.TBSP_UTILIZATION
WHERE TBSP_CONTENT_TYPE IN ('ANY','SYSTEMP')" | tee tbs_details.log

db2 GET DB CFG FOR nsample | grep '(LOG[FPS]' | tee log_size.log

この情報をアップグレード計画で使用してください。
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8. テスト・データベースをアップグレードする上での問題を見つけたら、実稼働
環境をアップグレードする前に、このような問題の解決策を探します。アップ
グレード計画に、これら諸問題を解決するためのタスクを追加してください。

9. ご使用の DB2 サーバーに該当するアップグレード後タスクを実行します。

10. アップグレードが成功したかどうかを検証します。

11. テスト・データベースにデータが追加される場合、DB2 バージョン 9.7 のコピ
ーにアップグレードしたテスト・データベースに接続して、アプリケーショ
ン、スクリプト、ツール、および保守手順をテストします。

データベースを重複して作成する
テスト環境で実動データベースを重複して作成すれば、実稼働環境にアップグレー
ドする前にデータベースのアップグレードをテストすることができます。

前提条件

SYSCTRL または SYSADM 権限を持っていることを確認します。

この手順では、DDL スクリプトを使用して、データベースを重複して作成します。
リソースが十分にある場合は、データベース・バックアップをリストアして新規デ
ータベースを作成することにより、データベースを重複して作成することもできま
す。詳しくは、「データ・リカバリーと高可用性 ガイドおよびリファレンス」の
『新規データベースへのリストア』を参照してください。

手順

データベース・アップグレードのテスト用にデータベースを重複して作成するに
は、以下のようにします。

1. 実動データベース・サーバーのインスタンス所有者としてログオンし、db2look

コマンドを使用して既存のすべてのオブジェクトを使用する DDL スクリプトを
データベースに生成します。 以下のコマンドは、SAMPLE データベースの
sample.ddl スクリプトを生成する方法を示しています。

db2look -d sample -a -e -m -l -x -f -o sample.ddl

生成された DDL スクリプトを編集して、以下を変更します。

v CONNECT ステートメントに指定されているデータベースの名前

v ユーザー表スペース・コンテナーまたはデータのパス。データが入っていない
か、あるいは単なるデータ・サブセットが含まれるデータベースを再作成する
ため、サイズを最小サイズに削減します。

テスト・インスタンスにテスト・データベースを作成する場合、DDL スクリプ
トを生成するのではなく、独自の DDL スクリプトを使用することができます。

2. テスト・データベース・サーバーのインスタンス所有者としてログオンし、デー
タベースを重複して作成します。 以下の例では、sample.ddl スクリプトを使用
して SAMPLE データベースのデータベースを重複して作成する方法を示しま
す。

db2 CREATE DATABASE NSAMPLE
db2 -tvsf sample.ddl
db2 UPDATE DBM CONFIGURATION USING diaglevel 4
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diaglevel データベース・マネージャー構成パラメーターが 3 (デフォルト値) 以
上に設定されると、db2diag ログ・ファイルに重大なすべてのアップグレード・
イベントが記録されます。値が 4 の場合、問題判別に役立つ追加情報が取り込
まれます。

3. 必要に応じて、テスト・データベースでシステム・カタログ表スペース、
TEMPORARY 表スペース、およびログ・スペースのサイズを調整します。

4. 実動データベースのデータ・サブセットをエクスポートして、テスト・データベ
ースにこれらのデータ・サブセットをインポートします。データ・サブセット
は、アプリケーションをテスト環境でテストする場合にのみ必要です。

5. データベースに接続して、データベースが正常に重複して作成されたかどうかを
確認し、小規模な照会を発行します。

アップグレード前に DB2 サーバーをオフラインにする
アップグレード・プロセスを先に進める前に、DB2 ライセンス・サービスの停止、
すべてのコマンド行プロセッサー・セッションの停止、アプリケーションとユーザ
ーの切断、およびデータベース・マネージャーの停止を行って、DB2 サーバーをオ
フラインにする必要があります。

前提条件

SYSADM 権限が必要です。

手順

以下のようにして、ご使用の DB2 サーバーをオフラインにします。

1. DB2 ライセンス・サービスを停止します。

db2licd -end

2. すべてのアプリケーションおよびユーザーを切断します。 LIST APPLICATIONS

コマンドを発行して、現行のインスタンスのすべてのデータベース接続のリスト
を取得します。すべてのアプリケーションが切断されたら、このコマンドによ
り、以下のメッセージが戻されます。

db2 list applications
SQL1611W データベース・システム・モニターからデータが戻されませんでした。
SQLSTATE=00000

FORCE APPLICATION コマンドを使用して、すべてのアプリケーションとユー
ザーを切断します。

db2 force application all

3. コマンド行プロセッサーを実行していた各セッションで以下のコマンドを入力し
て、すべてのコマンド行プロセッサー・セッションを停止します。

db2 terminate

4. すべてのアプリケーションおよびユーザーを切断したならば、以下のコマンドを
入力して、それぞれのデータベース・マネージャー・インスタンスを停止しま
す。

db2stop
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第 6 章 DB2 サーバーのアップグレード (Windows)

Windows 上で DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、
新しい DB2 バージョン 9.7 のコピーをインストールしてから、既存のインスタン
スおよびデータベースをこの新しいコピーにアップグレードする必要があります。

DB2 バージョン 9.7 のインストール中に、バージョン 9.7 より前の既存のコピー
を自動的にアップグレードするように選択する場合、インスタンスおよび DB2 管
理サーバー (DAS) はアップグレードされますが、データベースはインストール後に
アップグレードする必要があります。新しい DB2 バージョン 9.7 コピーをインス
トールすることを選択すると、ご使用のインスタンス、DAS およびデータベースを
手動でアップグレードしなければなりません。

このアップグレード・タスクは、DB2 バージョン 9.5、 DB2 バージョン 9.1、また
は DB2 UDB バージョン 8 から DB2 バージョン 9.7 に直接アップグレードする
ための手順を説明しています。 固有の特性を持つ環境のアップグレードを検討し
て、環境により良く適用されるタスクを判別してください。

前提条件

v ローカル管理者権限を持っていることを確認します。許可に関する追加の
詳細は、「DB2 サーバー機能 インストール」の 『DB2 サーバーのイン
ストール (Windows)』 の前提条件に関するセクションを参照してくださ
い。

v DB2 データベース製品のインストール要件を満たしていることを確認し
てください。「DB2 サーバー機能 インストール」の 『DB2 データベー
ス製品のインストール要件』を参照してください。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v この手順は、DB2 バージョン 9.7 32 ビット・データベース製品をイン
ストールする場合の DB2 32 ビット・サーバーからのアップグレード、
および DB2 バージョン 9.7 64 ビット・データベース製品をインストー
ルする場合の DB2 64 ビット・サーバーからのマイグレーションにのみ
適用されます。インスタンスのビット・サイズは、オペレーティング・シ
ステムとインストールする DB2 バージョン 9.7 データベース製品によ
って決まります。詳細は、 32ページの『32 ビットと 64 ビットの DB2

サーバーのサポートの変更点』 を参照してください。

v 応答ファイル・インストールを実行することにより、インストールされて
いる複数の DB2 製品と共に DB2 UDB バージョン 8 コピーを自動的に
アップグレードする場合には、使用するコピーは DB2 UDB バージョン
8 フィックスパック 7 以降でなければなりません。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。
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手順

DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のようにし
ます。

1. ローカル管理者権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

2. setup コマンドを実行して DB2 セットアップ・ウィザードを起動し、します。
「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 サーバーのインストール
(Windows)』を参照してください。以下の 3 つの選択があります。

v DB2 コピー、選択された DB2 コピー上で実行しているすべてのインスタン
ス、および DAS を自動的にアップグレードするには、「製品のインストー
ル」パネルで「既存の処理」オプションを選択します。「既存の処理」ウィン
ドウで、DB2 コピー名と「アップグレード」アクションを選択します。選択
された DB2 コピーとアドオン製品はアンインストールされます。

ローカル・データベースがある場合には db2ckupgrade コマンドを実行するよ
う勧める警告を受け取ります。アップグレード前タスクが既に完了した場合に
は、この警告を無視してアップグレードを続けます。完了していない場合に
は、インストールを続行する前にデータベースが DB2 アップグレードの準備
ができていることの確認を行います。

v DB2 バージョン 9.7 の新しいコピーを作成するには、「製品のインストー
ル」パネルで「新規インストール」オプションを選択します。

v 応答ファイルを作成して、応答ファイル・インストールを実行するには、「製
品のインストール」パネルで「既存の処理」オプションを選択します。「既存
の処理」ウィンドウで、DB2 コピー名と「アップグレード」アクションを選
択します。最後に、「インストール、応答ファイルの作成、またはその両方の
選択」ウィンドウで、「インストール設定を応答ファイルに保管する」オプシ
ョンを選択し、応答ファイルのインストールに関する応答ファイルを作成しま
す。応答ファイルには必須の UPGRADE_PRIOR_VERSIONS キーワード、ア
ップグレードする DB2 コピー名、およびインストール・パスがあります。

応答ファイルのインストールの結果は、最初の選択と同じになります。選択し
た DB2 コピーで実行しているインスタンスと DAS はすべて、自動的に
DB2 バージョン 9.7 のコピーにアップグレードされます。

3. アップグレード元の DB2 コピーにインストールされていたすべての DB2 アド
オン製品をインストールします。

4. DB2 バージョン 9.7 の新しいコピーをインストールする場合、この新しいコピ
ーにインスタンスをアップグレードします。

5. アプリケーションに、デフォルトのインターフェースを介して DB2 バージョン
9.7 コピーにアクセスさせる場合や、既存の DB2 UDB バージョン 8 のコピー
をアップグレードした場合は、します。 DB2 バージョン 9.7 のコピーを DB2

デフォルト・コピーとして設定します。「DB2 サーバー機能 インストール」の
『デフォルト DB2 およびデフォルト IBM データベース・クライアント・イン
ターフェース・コピーをインストール後に変更する (Windows)』を参照してくだ
さい。DB2 UDB バージョン 8 からアップグレードした場合は、デフォルト・
コピーを定義する必要があります。ご使用の DB2 サーバーにはデフォルト・コ
ピーが定義されていないからです。
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6. オプション: 新しいコピーをインストールする場合で、以下が当てはまる場合に
は、DAS をアップグレードします。すなわち、既存の DAS 構成を維持しなが
ら DB2 バージョン 9.7 で使用可能な新機能を使用する場合。ご使用の DAS が
DB2 UDB バージョン 8 で実行している場合は、これがコントロール・センタ
ーを使用するようにアップグレードして、 DB2 バージョン 9.1 以降の下で実行
しているインスタンスを管理するようにしてください。

7. データベースをアップグレードします。

DB2 サーバーのアップグレード後に、アップグレード前の値への診断エラー・レベ
ルのリセット、ログ・スペース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドな
どの、推奨されているアップグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバ
ーのアップグレードが正常に実行されたかどうかを確認してください。

インスタンスのアップグレード
DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする全体的なプロセスの一
部として、インスタンスをアップグレードする必要があります。 Linux および
UNIX では、手動でインスタンスをアップグレードしなければなりません。
Windows では、 DB2 バージョン 9.7 インストールの際に既存の DB2 のコピーを
自動的にアップグレードするよう選択しなかった場合には、手動でアップグレード
する必要があります。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限を、
Windows ではローカル管理者権限を持っている必要があります。

v アップグレード元の DB2 コピーにインストールされていた DB2 アドオ
ン製品を、インストールする必要があります。

v db2iupgrade コマンドを実行する前に、以下の手順が推奨されています。

– データベースが DB2 アップグレードの準備ができていることの確認
を行います。

– Linux と UNIX オペレーティング・システムでは、/tmp ディレクトリ
ーに 20MBのフリー・スペースがあることを確認してください。イン
スタンス・アップグレード・トレース・ファイルが /tmp に書き込まれ
ます。

制約事項

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 root ユーザーの
インスタンス環境をセットアップしてはなりません。インスタンス環境を
セットアップした場合、db2iupgrade または db2icrt コマンドの実行はサ
ポートされません。

v インスタンスのアップグレードに関するアップグレードの制約事項を確認
してください。

このタスクについて

Linux および UNIX では、手動でインスタンスをアップグレードしなければなりま
せん。Windows では、 DB2 バージョン 9.7 インストールの際に既存の DB2 のコ
ピーを自動的にアップグレードするよう選択しなかった場合には、手動でアップグ
レードする必要があります。
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手順

db2iupgrade コマンドを使用して、既存のインスタンスを DB2 バージョン 9.7 に手
動でアップグレードするには、以下のようにします。

1. 以下のアクションを実行することによって、インストールしている DB2 バージ
ョン 9.7 のコピーに既存のインスタンスをアップグレードできるかどうかを判別
します。

v ノード・タイプを判別します。次の例は、GET DBM CFG コマンドを使用し
てノード・タイプを見つける方法を示しています。

オペレーティング・
システム 例

Linux および UNIX db2 GET DBM CFG | grep 'Node type'

Node type = Partitioned database server with local and remote

clients

Windows db2 GET DBM CFG | find “Node type”

Node type = Partitioned database server with local and remote

clients

v 24ページの表 7 を調べて、ノード・タイプを使用したインスタンス・タイプ
と、インスタンスのアップグレードがサポートされているかどうかを判別しま
す。前の例では、ノード・タイプは『Partitioned database server with local and

remote clients』で、インスタンス・タイプは『ese』であり、 DB2 Enterprise

Server Edition の DB2 バージョン 9.7 コピーにのみアップグレードできま
す。 Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 DB2

Workgroup Server Edition の DB2 バージョン 9.7 コピーへのアップグレード
が可能ですが、インスタンスは、デフォルト構成値を使用してタイプ wse で
再作成されます。

インストールしたどの DB2 バージョン 9.7 コピーにもインスタンスをアップグ
レードできない場合は、次のステップに進む前に、ご使用のインスタンス・タイ
プのアップグレードをサポートしている DB2 バージョン 9.7 データベース製品
のコピーをインストールする必要があります。

2. 以下のコマンドを実行して、すべてのユーザーの接続を切断し、バックエンド・
プロセスを停止させ、既存のインスタンスを停止させます。

db2stop force (disconnects all users and stops the instance)
db2 terminate (terminates back-end process)

3. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限で、Windows

オペレーティング・システムではローカル管理者権限で DB2 サーバーにログオ
ンします。

4. ターゲットの DB2 バージョン 9.7 コピーのロケーションから db2iupgrade コマ
ンドを実行して、既存のインスタンスをアップグレードします。次の表は、
db2iupgrade コマンドを実行してインスタンスをアップグレードする方法を示し
ています。

オペレーティング・
システム コマンド構文

Linux および UNIX $DB2DIR/instance/db2iupgrade [ -u fencedID ] InstNamea
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オペレーティング・
システム コマンド構文

Windows “%DB2PATH%”¥bin¥db2iupgrade InstName /u:user,passwordb

注:

a. DB2DIR は DB2 バージョン 9.7 のインストール中に指定したロケーション
に設定され、fencedID は fenced ユーザー定義関数 (UDF) とストアード・プ
ロシージャーの実行に使用されるユーザー名を、InstName はインスタンス所
有者のログイン名を示します。この例は、インストールされた DB2 データ
ベース製品の最高レベルにまでインスタンスをアップグレードします。アッ
プグレード前のインスタンス・タイプを保持する場合には、-k オプションを
使用します。

b. DB2PATH は DB2 バージョン 9.7 のインストール中に指定したロケーショ
ンに設定され、user,password は DB2 サービスの実行に使用されるユーザー
名とパスワードを、InstName はインスタンスの名前を示します。

アップグレード元の DB2 コピーにインストールされていたすべての DB2 アド
オン製品をインストールしなかった場合は、インスタンスのアップグレードが失
敗して、警告メッセージが戻されます。後にこれらの製品をインストールする計
画がある場合、またはこれらの製品によって提供される機能が必要でなくなった
場合は、 -F パラメーターを使用してインスタンスをアップグレードします。

db2iupgrade コマンドは、ローカル・データベースにアップグレードの準備がで
きているかどうかを確認するために暗黙的に db2ckupgrade コマンドを -not1 パ
ラメーターを指定して呼び出し、すべてのエラーのログを db2ckupgrade.log ロ
グ・ファイルに記録します。 Linux および UNIX オペレーティング・システム
の場合、ログ・ファイルはインスタンスのホーム・ディレクトリーに作成されま
す。Windows オペレーティング・システムの場合は、db2iupgrade コマンドが実
行された現行ディレクトリーにログ・ファイルが作成されます。-not1 パラメー
ターは、タイプ 1 索引に対するチェックを使用不可にします。インスタンスを
アップグレードする前に、データベース内にタイプ 1 索引がないことを検証す
る必要があります。詳しくは、 52ページの『タイプ 1 の索引からタイプ 2 の
索引への変換』を参照してください。 db2iupgrade は、db2ckupgrade コマンドが
エラーを報告する限り、実行されません。何らかのエラーが発生した場合、ロ
グ・ファイルを検査してください。

5. インスタンスを開始する十分な権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログ
オンします。

6. db2start コマンドを実行して、インスタンスを再開します。

db2start

7. 以下のように db2level コマンドを実行することにより、インスタンスが DB2

バージョン 9.7 で稼働していることを検証します。

db2level

情報トークンに「DB2 v9.7.X.X」のようなストリングが含まれることを確認して
ください (X は数字)。

第 6 章 DB2 サーバーのアップグレード (Windows) 73



DB2 Administration Server (DAS) のアップグレード
DB2 Administration Server (DAS) のアップグレードが必要になるのは、既存の DAS

構成を維持するときだけです。ご使用の DAS が DB2 UDB バージョン 8 で稼働
している場合は、 DB2 バージョン 9.1 以降で稼働しているインスタンスの管理、
タスク管理、およびタスク・スケジューリングの管理を行うために、コントロー
ル・センターを使用するように DAS をアップグレードする必要があります。

それ以外の場合は、既存の DAS を除去して、 DB2 バージョン 9.7 でできます。
新しい DAS を作成できます。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2

Administration Server (DAS) の作成』を参照してください。

Windows オペレーティング・システムでは、バージョン 9.7 より前のコピーの自動
アップグレードを選択した場合、このコピーで DAS を実行すると、インスタンス
とともに DAS もまたアップグレードされます。

DB2 管理ツールおよび DAS は、 DB2 バージョン 9.7 では使用すべきでなく、将
来のリリースで廃止される可能性があります。データベース管理タスクを実行する
ために IBM Data Studio 内のデータ・ソース・エクスプローラーの使用を計画して
いる場合、DAS をアップグレードする必要はありません。また、DAS およびツー
ル・カタログ・データベースをドロップすることができます。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムの場合は SYSADM 権
限と root アクセスが、Windows オペレーティング・システムの場合はロ
ーカル管理者権限があることを確認してください。

制約事項

v DAS はコンピューターごとに 1 つのみです。

手順

DAS をアップグレードするには、次のようにします。

1. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root として、Windows

ではローカル管理者権限で DB2 サーバーにログオンします。

2. dasmigr コマンドを実行して、既存の DAS をアップグレードします。

オペレーティング・システム コマンド構文

Linux および UNIX $DB2DIR/instance/dasmigr

Windows %DB2PATH%¥bin¥dasmigr

DB2DIR および DB2PATH は、DB2 バージョン 9.7 のインストール中に指定し
たロケーションを表します。

DAS が実行中の場合、dasmigr コマンドはアップグレードの前に DAS を停止さ
せ、アップグレード後に DAS を開始します。

3. ツール・カタログ・データベースを作成していて、既存のスクリプトおよびスケ
ジュールをバージョン 9.7 DB2 コントロール・センターで使用する場合は、以
下のステップを実行してください。
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v ツール・カタログ・データベースを所有しているインスタンスのアップグレー
ドを行います。

v ツール・カタログ・データベースをアップグレードします。

v SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンし、db2tdbmgr

コマンドを実行します。これは、ツール・カタログ・データベースをアップグ
レードする前にスケジューラーを停止させ、アップグレード後に再始動させま
す。このツールをリモート・クライアントから実行する場合は、サーバーのス
ケジューラーをコマンド実行の前に停止させ、コマンド実行の後に再始動させ
てください。

v GET ADMIN CFG コマンドを実行してツール・カタログ・データベースの現
在の構成設定を表示させ、DAS がアップグレード後のツール・カタログ・デ
ータベースにアクセスするよう構成されていることを確認してください。

db2 GET ADMIN CFG

Admin Server Configuration
...
Tools Catalog Database (TOOLSCAT_DB) = toolsdb
Tools Catalog Database Instance (TOOLSCAT_INST) = db2inst1
Tools Catalog Database Schema (TOOLSCAT_SCHEMA) = cc
Scheduler User ID =

ツール・カタログ・データベースの構成設定に何らかの変更を加える必要があ
る場合は、UPDATE ADMIN CFG コマンドを使用してください。

DAS をアップグレードするかどうかにかかわらず、ツール・カタログはアップ
グレードする必要があります。

4. ツール・カタログ・データベースがない場合、またはそのアップグレードをしな
い場合は、タスク・スケジューリング機能を利用するために、バージョン 9.7 イ
ンスタンスに新たに作成できます。「コマンド・リファレンス」の『CREATE

TOOLS CATALOG コマンド』を参照してください。

これで、DB2 バージョン 9.7 のインスタンス、およびバージョン 9.7 より前のイ
ンスタンスのリモート管理にもコントロール・センターを使用できるようになりま
す。

データベースのアップグレード
インスタンスを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードした後、各インスタンスの
下にそれぞれのデータベースをアップグレードする必要があります。

前提条件

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。

v アップグレードするすべてのローカル・データベースを必ずカタログしま
す。

v アップグレード前タスクで指示されているとおりにデータベースがバック
アップされていることを確認します。

v 必ず DB2 バージョン 9.7 のインストールを行い、インスタンスをバー
ジョン 9.7 にアップグレードしておきます。

制約事項
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v データベースのアップグレードに関するアップグレードの制約事項を確認
してください。

手順

DB2 データベースを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のよう
にします。

1. インスタンス所有者または SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバ
ーにログオンします。

2. オプション: db2diag ログ・ファイルを名前変更または削除して、新しいファイ
ルを作成できるようにします。また、diagpath パラメーターに指定されている
ディレクトリー内にある既存のダンプ・ファイル、トラップ・ファイル、およ
びアラート・ログ・ファイルをすべて除去するか、別のディレクトリーに移動
させます。こうすることによって、ファイルにはアップグレード・プロセスに
関する情報だけが含まれるようにします。これは、データベース・アップグレ
ードの途中で何らかの問題が発生した場合に、その問題を分離して理解するの
に役立ちます。

3. UPGRADE DATABASE コマンドを使用して、データベースをアップグレード
します。

db2 UPGRADE DATABASE database-alias USER username USING password

ここで、database-alias はアップグレードするデータベース名またはデータベー
ス別名、および SYSADM 権限を持つユーザーを認証するためのユーザー名と
パスワードです。

4. UPGRADE DATABASE コマンドが失敗して、 SQL1704N エラー・メッセージ
と失敗の原因を説明する理由コードが戻された場合は、この SQL エラー・コ
ードを探し、理由コードごとに可能な解決策のリストから実行するアクション
を決めてください。 アップグレードの失敗の最も一般的な原因の 1 つは、ロ
グ・ファイルのスペースの大きさが十分ではないことが挙げられ、その場合に
は以下のエラーが戻ります。

SQL1704N データベースのアップグレードに失敗しました。理由コード "3"。

ログ・ファイルのサイズを大きくして、UPGRADE DATABASE コマンドを再
実行する必要があります。データベースのアップグレードが完了したら、
logfilsiz、logprimary、および logsecond データベース構成パラメーターの値を
リセットします。

データベースのアップグレードでサポートされていない特定の場合に、
UPGRADE DATABASE コマンドが戻すエラー・コードがさらにあります。こ
うした問題については、アップグレードに関する制約事項で説明されていま
す。

5. UPGRADE DATABASE コマンドにより SQL1243W 警告メッセージが戻され
る場合、SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表をドロップまたは名前変更する必要が
あります。こうしないと、ALTER TABLE および COPY SCHEMA ステートメ
ントの実行が失敗します。 以下のコマンドを実行することにより、
SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表が存在するかどうかを確認します。

db2 "SELECT tabname, tabschema, definer FROM syscat.tables
WHERE tabschema = 'SYSTOOLS' AND tabname = 'DB2LOOK_INFO'"
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この表を作成した場合、RENAME ステートメントを実行してこの表を名前変更
してください。

db2 RENAME SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO TO new-table-name

この表を作成していない場合には、DROP コマンドを実行して除去してくださ
い。

db2 DROP TABLE SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO

6. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して
ADM4100W 警告メッセージをすべての詳細情報と共に管理通知ログに書き込む
場合は、 Linux または UNIX 上で DB2 エンジン・ライブラリーに依存しない
外部 unfenced ルーチンがあるので、 UPGRADE DATABASE コマンドは外部
ルーチンを FENCED および NOT THREADSAFE として再定義します。ま
た、DB2_FENCED オプションは、すべてのユーザー定義ラッパー用に ’Y’ に
設定されます。

またこのコマンドは、すべての SQL ステートメントで alter_unfenced_database-

name.db2 というスクリプトを生成して、データベース・アップグレード中に変
更された外部 unfenced ルーチンを NOT FENCED および THREADSAFE とし
て再定義します。このスクリプトは、diagpath データベース・マネージャー構
成パラメーターで指定されたディレクトリーに作成されます。diagpath パラメ
ーターが設定されていない場合は、スクリプトは INSTHOME/sqllib/db2dump デ
ィレクトリー (INSTHOME はインスタンスのホーム・ディレクトリー) に作成
されます。

ルーチンを NOT FENCED および THREADSAFE として定義する必要がある
場合、新しいマルチスレッド・データベース・マネージャーでルーチンを安全
に実行する詳しい方法について 236ページの『C、C++、および COBOL ルー
チンのアップグレード』を参照してから、生成されたスクリプトを使用してル
ーチンを再定義してください。

7. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4101W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、 ADM4101W メ
ッセージに報告されているシステム・カタログ表に注意して、アップグレード
後タスクの一部としてこれらの表の統計を収集するようにしてください。

8. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4102W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、 SQL ステートメ
ント内の NULL という ID を修飾するかまたは引用符で区切ることにより、
NULL キーワードとの競合を回避してください。

SQL ステートメント内で列名、ルーチン・パラメーター名、または変数名に、
完全修飾されることも引用符で区切られることもない NULL という ID を使用
する場合、その ID 名は、代わりに NULL キーワードとして解決されることが
あります。この結果、以前のリリースと比較して動作が異なることがありま
す。詳しくは、 179ページの『第 22 章 データベース・アプリケーションのア
ップグレードに関する重要事項』を参照してください。

9. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4106W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、XML Extender ユ
ーザー定義データ・タイプに対するすべての参照を除去して、DB2XML スキー
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マの下にあるすべての XML Extender データベース・オブジェクトを除去して
ください。DB2 バージョン 9.7 で、XML Extender は廃止されました。

このエラーを回避するためには、インスタンスおよびデータベースをアップグ
レードする前に、 109ページの『XML Extender 付きの DB2 サーバーを DB2

バージョン 9.7 にアップグレードする』にあるすべての手順を実行して XML

Extender を完全に使用不可にしてから、XML Extender 機能を除去します。

10. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4105W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、
enable_MQFunctions コマンドに -xml パラメーターを指定して実行することに
より、 XML データ・タイプ用に新しい MQ 関数を作成してください。 XML

Extender 用の DB2 WebSphere® MQ 関数のセットは、データベースのアップグ
レード中に除去されます。

11. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM9516W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、 indexrec 構成パ
ラメーターが RESTART に設定されていることを検証して、 RESTART

DATABASE コマンドを発行することにより、データベースのアップグレード
中に無効としてマーク付けされた索引を再作成してください。そのようにしな
いと、表に最初にアクセスするときに索引の再ビルドが開始するので、応答時
間が予想外に低下することがあります。

タイプ 1 索引およびアップグレードできない索引ページのある索引は、データ
ベースのアップグレード中に無効としてマーク付けされます。

12. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL0473N エラー・メッセージを戻す場
合、 データベースを逆マイグレーションし、システムの組み込みデータ・タイ
プ名を使用するすべてのユーザー定義データ・タイプを、制限されていない別
の名前を使用して再作成する必要があります。

UPGRADE DATABASE コマンドの失敗を回避するために、 55ページの『デ
ータベースがアップグレードできる状態にあることの確認』の際にこれらのユ
ーザー定義データ・タイプを再作成します。

13. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1700N エラー・メッセージを戻す場
合、 データベースを逆マイグレーションし、制限されているスキーマ名を使用
するこれらのデータベース・オブジェクトを、制限されていないスキーマ名を
使用して再作成する必要があります。

UPGRADE DATABASE コマンドの失敗を回避するために、 55ページの『デ
ータベースがアップグレードできる状態にあることの確認』の際にこれらのデ
ータベース・オブジェクトを再作成します。.

14. アップグレード後のデータベース構成の設定と、データベースをアップグレー
ドする前の構成の設定を比較します。以下の設定とデータベース情報が同じで
あることを確認します。

v データベース構成パラメーターの設定

v 表スペース情報

v アプリケーションのパッケージ情報のみ
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システムによって生成されるパッケージのパッケージ情報を検査する必要はあ
りません。システムによって生成されるパッケージに関する情報は、アップグ
レード後に変更される可能性があります。

15. データベースのアップグレードが正常に実行されたことを確認します。アップ
グレード後のデータベースに接続し、以下の小規模な照会を発行します。

db2 connect to sample

Database Connection Information

Database server = DB2/AIX64 9.7.0
SQL authorization ID = TESTDB2
Local database alias = SAMPLE

db2 “select * from syscat.dbauth”

別の方法として、サンプル・ファイルがインストールされている場合には、
testdata.db2 スクリプトを実行します。

cd samplefile-dir-clp
db2 connect to sample
db2 -tvf testdata.db2

ここで、samplefile-dir-clp は Linux および UNIX では DB2DIR/samples/clp、
Windows では DB2DIR¥samples¥clp です。 DB2DIR は DB2 バージョン 9.7

インストールの際に指定された場所で、sample はデータベース名です。

DB2 データベースのアップグレード後、推奨されているアップグレード後タスクを
実行して、データベースのアップグレードが正常に完了したことを確認します。
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第 7 章 DB2 サーバーのアップグレード (Linux および UNIX)

Linux および UNIX 上で DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレード
するには、新しい DB2 バージョン 9.7 のコピーをインストールしてから、既存の
インスタンスおよびデータベースをこの新しいコピーに手動でアップグレードする
必要があります。

前提条件
DB2 サーバーをアップグレードする前に、以下のことを実行してくださ
い。

v root アクセス権を持っていることを確認します。

v DB2 データベース製品のインストール要件を満たしていることを確認し
てください。「DB2 サーバー機能 インストール」の 『DB2 データベー
ス製品のインストール要件』を参照してください。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v Linux および UNIX オペレーティング・システム (x86 上の Linux を除
く) の場合、既存の 32 ビットまたは 64 ビット・インスタンスは DB2

バージョン 9.7 64 ビット・インスタンスにアップグレードされます。イ
ンスタンスのビット・サイズは、オペレーティング・システムとインスト
ールした DB2 バージョン 9.7 データベース製品によって決まります。
詳細は、 32ページの『32 ビットと 64 ビットの DB2 サーバーのサポー
トの変更点』 を参照してください。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。

このタスクについて

このアップグレード・タスクは、インスタンスのビット・サイズには関係なく、
DB2 バージョン 9.5、 DB2 バージョン 9.1、または DB2 UDB バージョン 8 から
DB2 バージョン 9.7 に直接アップグレードするための手順を説明しています。 固
有の特性を持つ環境のアップグレードを見て、ご使用の環境によく当てはまるタス
クを判別してください。

手順

DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のようにし
ます。

1. root として DB2 サーバーにログオンします。

2. します。DB2 バージョン 9.7 をインストールします。「DB2 サーバー機能 イ
ンストール 」の『DB2 セットアップ・ウィザードによる DB2 サーバーのイン
ストール (Linux および UNIX)』を参照してください。db2setup コマンドを実行
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し、「製品のインストール」パネルで「新規インストール」オプションを選択し
て、DB2 バージョン 9.7 の新しいコピーをインストールします。

3. アップグレード元の DB2 コピーにインストールされていたすべての DB2 アド
オン製品をインストールします。

4. DB2 バージョン 9.7 のインストールの際に指定したのと同じインストール・パ
スから、インスタンスをアップグレードします。x86 上の Linux の場合を除い
て、32 ビット・インスタンスはすべて DB2 バージョン 9.7 64 ビット・インス
タンスにアップグレードされます。

5. オプション: 次の場合は、DAS をアップグレードします。既存の DAS 構成を維
持しながら DB2 バージョン 9.7 で使用可能な新機能を使用する場合。ご使用の
DAS が DB2 UDB バージョン 8 で実行している場合は、これがコントロー
ル・センターを使用するようにアップグレードして、 DB2 バージョン 9.1 以降
の下で実行しているインスタンスを管理するようにしてください。

6. データベースをアップグレードします。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。

インスタンスのアップグレード
DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする全体的なプロセスの一
部として、インスタンスをアップグレードする必要があります。 Linux および
UNIX では、手動でインスタンスをアップグレードしなければなりません。
Windows では、 DB2 バージョン 9.7 インストールの際に既存の DB2 のコピーを
自動的にアップグレードするよう選択しなかった場合には、手動でアップグレード
する必要があります。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限を、
Windows ではローカル管理者権限を持っている必要があります。

v アップグレード元の DB2 コピーにインストールされていた DB2 アドオ
ン製品を、インストールする必要があります。

v db2iupgrade コマンドを実行する前に、以下の手順が推奨されています。

– データベースが DB2 アップグレードの準備ができていることの確認
を行います。

– Linux と UNIX オペレーティング・システムでは、/tmp ディレクトリ
ーに 20MBのフリー・スペースがあることを確認してください。イン
スタンス・アップグレード・トレース・ファイルが /tmp に書き込まれ
ます。

制約事項

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 root ユーザーの
インスタンス環境をセットアップしてはなりません。インスタンス環境を
セットアップした場合、db2iupgrade または db2icrt コマンドの実行はサ
ポートされません。
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v インスタンスのアップグレードに関するアップグレードの制約事項を確認
してください。

このタスクについて

Linux および UNIX では、手動でインスタンスをアップグレードしなければなりま
せん。Windows では、 DB2 バージョン 9.7 インストールの際に既存の DB2 のコ
ピーを自動的にアップグレードするよう選択しなかった場合には、手動でアップグ
レードする必要があります。

手順

db2iupgrade コマンドを使用して、既存のインスタンスを DB2 バージョン 9.7 に手
動でアップグレードするには、以下のようにします。

1. 以下のアクションを実行することによって、インストールしている DB2 バージ
ョン 9.7 のコピーに既存のインスタンスをアップグレードできるかどうかを判別
します。

v ノード・タイプを判別します。次の例は、GET DBM CFG コマンドを使用し
てノード・タイプを見つける方法を示しています。

オペレーティング・
システム 例

Linux および UNIX db2 GET DBM CFG | grep 'Node type'

Node type = Partitioned database server with local and remote

clients

Windows db2 GET DBM CFG | find “Node type”

Node type = Partitioned database server with local and remote

clients

v 24ページの表 7 を調べて、ノード・タイプを使用したインスタンス・タイプ
と、インスタンスのアップグレードがサポートされているかどうかを判別しま
す。前の例では、ノード・タイプは『Partitioned database server with local and

remote clients』で、インスタンス・タイプは『ese』であり、 DB2 Enterprise

Server Edition の DB2 バージョン 9.7 コピーにのみアップグレードできま
す。 Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 DB2

Workgroup Server Edition の DB2 バージョン 9.7 コピーへのアップグレード
が可能ですが、インスタンスは、デフォルト構成値を使用してタイプ wse で
再作成されます。

インストールしたどの DB2 バージョン 9.7 コピーにもインスタンスをアップグ
レードできない場合は、次のステップに進む前に、ご使用のインスタンス・タイ
プのアップグレードをサポートしている DB2 バージョン 9.7 データベース製品
のコピーをインストールする必要があります。

2. 以下のコマンドを実行して、すべてのユーザーの接続を切断し、バックエンド・
プロセスを停止させ、既存のインスタンスを停止させます。

db2stop force (disconnects all users and stops the instance)
db2 terminate (terminates back-end process)
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3. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限で、Windows

オペレーティング・システムではローカル管理者権限で DB2 サーバーにログオ
ンします。

4. ターゲットの DB2 バージョン 9.7 コピーのロケーションから db2iupgrade コマ
ンドを実行して、既存のインスタンスをアップグレードします。次の表は、
db2iupgrade コマンドを実行してインスタンスをアップグレードする方法を示し
ています。

オペレーティング・
システム コマンド構文

Linux および UNIX $DB2DIR/instance/db2iupgrade [ -u fencedID ] InstNamea

Windows “%DB2PATH%”¥bin¥db2iupgrade InstName /u:user,passwordb

注:

a. DB2DIR は DB2 バージョン 9.7 のインストール中に指定したロケーション
に設定され、fencedID は fenced ユーザー定義関数 (UDF) とストアード・プ
ロシージャーの実行に使用されるユーザー名を、InstName はインスタンス所
有者のログイン名を示します。この例は、インストールされた DB2 データ
ベース製品の最高レベルにまでインスタンスをアップグレードします。アッ
プグレード前のインスタンス・タイプを保持する場合には、-k オプションを
使用します。

b. DB2PATH は DB2 バージョン 9.7 のインストール中に指定したロケーショ
ンに設定され、user,password は DB2 サービスの実行に使用されるユーザー
名とパスワードを、InstName はインスタンスの名前を示します。

アップグレード元の DB2 コピーにインストールされていたすべての DB2 アド
オン製品をインストールしなかった場合は、インスタンスのアップグレードが失
敗して、警告メッセージが戻されます。後にこれらの製品をインストールする計
画がある場合、またはこれらの製品によって提供される機能が必要でなくなった
場合は、 -F パラメーターを使用してインスタンスをアップグレードします。

db2iupgrade コマンドは、ローカル・データベースにアップグレードの準備がで
きているかどうかを確認するために暗黙的に db2ckupgrade コマンドを -not1 パ
ラメーターを指定して呼び出し、すべてのエラーのログを db2ckupgrade.log ロ
グ・ファイルに記録します。 Linux および UNIX オペレーティング・システム
の場合、ログ・ファイルはインスタンスのホーム・ディレクトリーに作成されま
す。Windows オペレーティング・システムの場合は、db2iupgrade コマンドが実
行された現行ディレクトリーにログ・ファイルが作成されます。-not1 パラメー
ターは、タイプ 1 索引に対するチェックを使用不可にします。インスタンスを
アップグレードする前に、データベース内にタイプ 1 索引がないことを検証す
る必要があります。詳しくは、 52ページの『タイプ 1 の索引からタイプ 2 の
索引への変換』を参照してください。 db2iupgrade は、db2ckupgrade コマンドが
エラーを報告する限り、実行されません。何らかのエラーが発生した場合、ロ
グ・ファイルを検査してください。

5. インスタンスを開始する十分な権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログ
オンします。

6. db2start コマンドを実行して、インスタンスを再開します。
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db2start

7. 以下のように db2level コマンドを実行することにより、インスタンスが DB2

バージョン 9.7 で稼働していることを検証します。

db2level

情報トークンに「DB2 v9.7.X.X」のようなストリングが含まれることを確認して
ください (X は数字)。

DB2 Administration Server (DAS) のアップグレード
DB2 Administration Server (DAS) のアップグレードが必要になるのは、既存の DAS

構成を維持するときだけです。ご使用の DAS が DB2 UDB バージョン 8 で稼働
している場合は、 DB2 バージョン 9.1 以降で稼働しているインスタンスの管理、
タスク管理、およびタスク・スケジューリングの管理を行うために、コントロー
ル・センターを使用するように DAS をアップグレードする必要があります。

それ以外の場合は、既存の DAS を除去して、 DB2 バージョン 9.7 でできます。
新しい DAS を作成できます。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2

Administration Server (DAS) の作成』を参照してください。

Windows オペレーティング・システムでは、バージョン 9.7 より前のコピーの自動
アップグレードを選択した場合、このコピーで DAS を実行すると、インスタンス
とともに DAS もまたアップグレードされます。

DB2 管理ツールおよび DAS は、 DB2 バージョン 9.7 では使用すべきでなく、将
来のリリースで廃止される可能性があります。データベース管理タスクを実行する
ために IBM Data Studio 内のデータ・ソース・エクスプローラーの使用を計画して
いる場合、DAS をアップグレードする必要はありません。また、DAS およびツー
ル・カタログ・データベースをドロップすることができます。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムの場合は SYSADM 権
限と root アクセスが、Windows オペレーティング・システムの場合はロ
ーカル管理者権限があることを確認してください。

制約事項

v DAS はコンピューターごとに 1 つのみです。

手順

DAS をアップグレードするには、次のようにします。

1. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root として、Windows

ではローカル管理者権限で DB2 サーバーにログオンします。

2. dasmigr コマンドを実行して、既存の DAS をアップグレードします。

オペレーティング・システム コマンド構文

Linux および UNIX $DB2DIR/instance/dasmigr

Windows %DB2PATH%¥bin¥dasmigr
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DB2DIR および DB2PATH は、DB2 バージョン 9.7 のインストール中に指定し
たロケーションを表します。

DAS が実行中の場合、dasmigr コマンドはアップグレードの前に DAS を停止さ
せ、アップグレード後に DAS を開始します。

3. ツール・カタログ・データベースを作成していて、既存のスクリプトおよびスケ
ジュールをバージョン 9.7 DB2 コントロール・センターで使用する場合は、以
下のステップを実行してください。

v ツール・カタログ・データベースを所有しているインスタンスのアップグレー
ドを行います。

v ツール・カタログ・データベースをアップグレードします。

v SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンし、db2tdbmgr

コマンドを実行します。これは、ツール・カタログ・データベースをアップグ
レードする前にスケジューラーを停止させ、アップグレード後に再始動させま
す。このツールをリモート・クライアントから実行する場合は、サーバーのス
ケジューラーをコマンド実行の前に停止させ、コマンド実行の後に再始動させ
てください。

v GET ADMIN CFG コマンドを実行してツール・カタログ・データベースの現
在の構成設定を表示させ、DAS がアップグレード後のツール・カタログ・デ
ータベースにアクセスするよう構成されていることを確認してください。

db2 GET ADMIN CFG

Admin Server Configuration
...
Tools Catalog Database (TOOLSCAT_DB) = toolsdb
Tools Catalog Database Instance (TOOLSCAT_INST) = db2inst1
Tools Catalog Database Schema (TOOLSCAT_SCHEMA) = cc
Scheduler User ID =

ツール・カタログ・データベースの構成設定に何らかの変更を加える必要があ
る場合は、UPDATE ADMIN CFG コマンドを使用してください。

DAS をアップグレードするかどうかにかかわらず、ツール・カタログはアップ
グレードする必要があります。

4. ツール・カタログ・データベースがない場合、またはそのアップグレードをしな
い場合は、タスク・スケジューリング機能を利用するために、バージョン 9.7 イ
ンスタンスに新たに作成できます。「コマンド・リファレンス」の『CREATE

TOOLS CATALOG コマンド』を参照してください。

これで、DB2 バージョン 9.7 のインスタンス、およびバージョン 9.7 より前のイ
ンスタンスのリモート管理にもコントロール・センターを使用できるようになりま
す。

データベースのアップグレード
インスタンスを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードした後、各インスタンスの
下にそれぞれのデータベースをアップグレードする必要があります。

前提条件

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。
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v アップグレードするすべてのローカル・データベースを必ずカタログしま
す。

v アップグレード前タスクで指示されているとおりにデータベースがバック
アップされていることを確認します。

v 必ず DB2 バージョン 9.7 のインストールを行い、インスタンスをバー
ジョン 9.7 にアップグレードしておきます。

制約事項

v データベースのアップグレードに関するアップグレードの制約事項を確認
してください。

手順

DB2 データベースを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のよう
にします。

1. インスタンス所有者または SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバ
ーにログオンします。

2. オプション: db2diag ログ・ファイルを名前変更または削除して、新しいファイ
ルを作成できるようにします。また、diagpath パラメーターに指定されている
ディレクトリー内にある既存のダンプ・ファイル、トラップ・ファイル、およ
びアラート・ログ・ファイルをすべて除去するか、別のディレクトリーに移動
させます。こうすることによって、ファイルにはアップグレード・プロセスに
関する情報だけが含まれるようにします。これは、データベース・アップグレ
ードの途中で何らかの問題が発生した場合に、その問題を分離して理解するの
に役立ちます。

3. UPGRADE DATABASE コマンドを使用して、データベースをアップグレード
します。

db2 UPGRADE DATABASE database-alias USER username USING password

ここで、database-alias はアップグレードするデータベース名またはデータベー
ス別名、および SYSADM 権限を持つユーザーを認証するためのユーザー名と
パスワードです。

4. UPGRADE DATABASE コマンドが失敗して、 SQL1704N エラー・メッセージ
と失敗の原因を説明する理由コードが戻された場合は、この SQL エラー・コ
ードを探し、理由コードごとに可能な解決策のリストから実行するアクション
を決めてください。 アップグレードの失敗の最も一般的な原因の 1 つは、ロ
グ・ファイルのスペースの大きさが十分ではないことが挙げられ、その場合に
は以下のエラーが戻ります。

SQL1704N データベースのアップグレードに失敗しました。理由コード "3"。

ログ・ファイルのサイズを大きくして、UPGRADE DATABASE コマンドを再
実行する必要があります。データベースのアップグレードが完了したら、
logfilsiz、logprimary、および logsecond データベース構成パラメーターの値を
リセットします。

データベースのアップグレードでサポートされていない特定の場合に、
UPGRADE DATABASE コマンドが戻すエラー・コードがさらにあります。こ
うした問題については、アップグレードに関する制約事項で説明されていま
す。
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5. UPGRADE DATABASE コマンドにより SQL1243W 警告メッセージが戻され
る場合、SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表をドロップまたは名前変更する必要が
あります。こうしないと、ALTER TABLE および COPY SCHEMA ステートメ
ントの実行が失敗します。 以下のコマンドを実行することにより、
SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO 表が存在するかどうかを確認します。

db2 "SELECT tabname, tabschema, definer FROM syscat.tables
WHERE tabschema = 'SYSTOOLS' AND tabname = 'DB2LOOK_INFO'"

この表を作成した場合、RENAME ステートメントを実行してこの表を名前変更
してください。

db2 RENAME SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO TO new-table-name

この表を作成していない場合には、DROP コマンドを実行して除去してくださ
い。

db2 DROP TABLE SYSTOOLS.DB2LOOK_INFO

6. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して
ADM4100W 警告メッセージをすべての詳細情報と共に管理通知ログに書き込む
場合は、 Linux または UNIX 上で DB2 エンジン・ライブラリーに依存しない
外部 unfenced ルーチンがあるので、 UPGRADE DATABASE コマンドは外部
ルーチンを FENCED および NOT THREADSAFE として再定義します。ま
た、DB2_FENCED オプションは、すべてのユーザー定義ラッパー用に ’Y’ に
設定されます。

またこのコマンドは、すべての SQL ステートメントで alter_unfenced_database-

name.db2 というスクリプトを生成して、データベース・アップグレード中に変
更された外部 unfenced ルーチンを NOT FENCED および THREADSAFE とし
て再定義します。このスクリプトは、diagpath データベース・マネージャー構
成パラメーターで指定されたディレクトリーに作成されます。diagpath パラメ
ーターが設定されていない場合は、スクリプトは INSTHOME/sqllib/db2dump デ
ィレクトリー (INSTHOME はインスタンスのホーム・ディレクトリー) に作成
されます。

ルーチンを NOT FENCED および THREADSAFE として定義する必要がある
場合、新しいマルチスレッド・データベース・マネージャーでルーチンを安全
に実行する詳しい方法について 236ページの『C、C++、および COBOL ルー
チンのアップグレード』を参照してから、生成されたスクリプトを使用してル
ーチンを再定義してください。

7. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4101W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、 ADM4101W メ
ッセージに報告されているシステム・カタログ表に注意して、アップグレード
後タスクの一部としてこれらの表の統計を収集するようにしてください。

8. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4102W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、 SQL ステートメ
ント内の NULL という ID を修飾するかまたは引用符で区切ることにより、
NULL キーワードとの競合を回避してください。

SQL ステートメント内で列名、ルーチン・パラメーター名、または変数名に、
完全修飾されることも引用符で区切られることもない NULL という ID を使用
する場合、その ID 名は、代わりに NULL キーワードとして解決されることが

88 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



あります。この結果、以前のリリースと比較して動作が異なることがありま
す。詳しくは、 179ページの『第 22 章 データベース・アプリケーションのア
ップグレードに関する重要事項』を参照してください。

9. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4106W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、XML Extender ユ
ーザー定義データ・タイプに対するすべての参照を除去して、DB2XML スキー
マの下にあるすべての XML Extender データベース・オブジェクトを除去して
ください。DB2 バージョン 9.7 で、XML Extender は廃止されました。

このエラーを回避するためには、インスタンスおよびデータベースをアップグ
レードする前に、 109ページの『XML Extender 付きの DB2 サーバーを DB2

バージョン 9.7 にアップグレードする』にあるすべての手順を実行して XML

Extender を完全に使用不可にしてから、XML Extender 機能を除去します。

10. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM4105W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、
enable_MQFunctions コマンドに -xml パラメーターを指定して実行することに
より、 XML データ・タイプ用に新しい MQ 関数を作成してください。 XML

Extender 用の DB2 WebSphere MQ 関数のセットは、データベースのアップグ
レード中に除去されます。

11. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1499W 警告メッセージを戻して、
ADM9516W 警告メッセージを管理通知ログに書き込む場合、 indexrec 構成パ
ラメーターが RESTART に設定されていることを検証して、 RESTART

DATABASE コマンドを発行することにより、データベースのアップグレード
中に無効としてマーク付けされた索引を再作成してください。そのようにしな
いと、表に最初にアクセスするときに索引の再ビルドが開始するので、応答時
間が予想外に低下することがあります。

タイプ 1 索引およびアップグレードできない索引ページのある索引は、データ
ベースのアップグレード中に無効としてマーク付けされます。

12. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL0473N エラー・メッセージを戻す場
合、 データベースを逆マイグレーションし、システムの組み込みデータ・タイ
プ名を使用するすべてのユーザー定義データ・タイプを、制限されていない別
の名前を使用して再作成する必要があります。

UPGRADE DATABASE コマンドの失敗を回避するために、 55ページの『デ
ータベースがアップグレードできる状態にあることの確認』の際にこれらのユ
ーザー定義データ・タイプを再作成します。

13. UPGRADE DATABASE コマンドが SQL1700N エラー・メッセージを戻す場
合、 データベースを逆マイグレーションし、制限されているスキーマ名を使用
するこれらのデータベース・オブジェクトを、制限されていないスキーマ名を
使用して再作成する必要があります。

UPGRADE DATABASE コマンドの失敗を回避するために、 55ページの『デ
ータベースがアップグレードできる状態にあることの確認』の際にこれらのデ
ータベース・オブジェクトを再作成します。.

14. アップグレード後のデータベース構成の設定と、データベースをアップグレー
ドする前の構成の設定を比較します。以下の設定とデータベース情報が同じで
あることを確認します。
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v データベース構成パラメーターの設定

v 表スペース情報

v アプリケーションのパッケージ情報のみ

システムによって生成されるパッケージのパッケージ情報を検査する必要はあ
りません。システムによって生成されるパッケージに関する情報は、アップグ
レード後に変更される可能性があります。

15. データベースのアップグレードが正常に実行されたことを確認します。アップ
グレード後のデータベースに接続し、以下の小規模な照会を発行します。

db2 connect to sample

Database Connection Information

Database server = DB2/AIX64 9.7.0
SQL authorization ID = TESTDB2
Local database alias = SAMPLE

db2 “select * from syscat.dbauth”

別の方法として、サンプル・ファイルがインストールされている場合には、
testdata.db2 スクリプトを実行します。

cd samplefile-dir-clp
db2 connect to sample
db2 -tvf testdata.db2

ここで、samplefile-dir-clp は Linux および UNIX では DB2DIR/samples/clp、
Windows では DB2DIR¥samples¥clp です。 DB2DIR は DB2 バージョン 9.7

インストールの際に指定された場所で、sample はデータベース名です。

DB2 データベースのアップグレード後、推奨されているアップグレード後タスクを
実行して、データベースのアップグレードが正常に完了したことを確認します。
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第 8 章 固有の特性を持つ DB2 サーバーのアップグレード

アップグレード・プロセス全体に影響を与える要因は数多くありますが、そのよう
な要因のうちの 1 つは環境の複雑さです。

複数の DB2 製品コンポーネントをインストールした場合や、32 ビットの Windows

オペレーティング・システムから 64 ビットの Windows オペレーティング・シス
テムにアップグレードする場合や、パーティション・データベース環境からアップ
グレードする場合は、DB2 サーバーの基本的なアップグレード・タスクではなく、
その環境に特有の手順を含んだアップグレード・タスクを実行する必要がありま
す。

以下のリストの中から、ご使用の DB2 サーバーに当てはまるアップグレード・タ
スクを判別して、そのタスクを実行してください。

v 92ページの『DB2 32 ビット・サーバーから 64 ビット・システムへのアップグ
レード (Windows)』

v 94ページの『非 root インストールのアップグレード』

v 96ページの『複数の DB2 コピーがある DB2 サーバーのアップグレード』

v 98ページの『新しい DB2 サーバーへのアップグレード』

v 101ページの『オンライン・バックアップを使用した前のリリースからの DB2

サーバーのアップグレード』

v 103ページの『パーティション・データベース環境のアップグレード』

v 104ページの『DB2 Text Search のアップグレード』

v 108ページの『DB2 Data Links Manager 環境のアップグレード』

v 109ページの『XML Extender 付きの DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 に
アップグレードする』

v 111ページの『Microsoft Cluster Server 環境での DB2 サーバーのアップグレー
ド』

v 「DB2 Connect サーバー機能 インストールおよび構成 」の 『DB2 Connect サ
ーバーのアップグレード』

v 「Query Patroller 管理およびユーザーズ・ガイド」の『Query Patroller のアップ
グレード』

v 「Net Search Extender 管理およびユーザーズ・ガイド」の 『DB2 Net Search

Extender のアップグレード』

v 「Spatial Extender および Geodetic Data Management Feature ユーザーズ・ガイ
ドおよびリファレンス」の 『DB2 Spatial Extender のアップグレード』
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DB2 32 ビット・サーバーから 64 ビット・システムへのアップグレード
(Windows)

Windows オペレーティング・システムでは、 DB2 の 32 ビット・サーバーを DB2

バージョン 9.7 の 64 ビット・サーバーにアップグレードするには、 2 つの方法が
あります。 1 つの方法は、既存の DB2 32 ビット・サーバーを DB2 バージョン
9.7 32 ビット・サーバーにアップグレードしてから、それを DB2 バージョン 9.7

64 ビット・サーバーにアップグレードします。

もう 1 つの方法は、DB2 Version 9.7 64 ビット・データベース製品がインストー
ルされている新しいコンピューターにアップグレードするという方法です。

前提条件

v ローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v DB2 サーバーが 64 ビットの Windows オペレーティング・システムで
実行中であることを確認します。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v この手順は、このタスクで扱われ、x64 上の Windows のみに適用されま
す。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。

v 応答ファイル・インストールを実行することにより、インストールされて
いる複数の DB2 製品と共に DB2 UDB バージョン 8 コピーを自動的に
アップグレードする場合には、使用するコピーは DB2 UDB バージョン
8 フィックスパック 7 以降でなければなりません。

手順

バージョン 9.7 より前の DB2 32 ビット・サーバーを DB2 バージョン 9.7 の 64

ビット・サーバーにアップグレードするには、次のようにします。

1. ローカル管理者権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

2. DB2 UDB バージョン 8 の 32 ビット・サーバー、 DB2 バージョン 9.1 の 32

ビット・サーバー、または DB2 バージョン 9.5 の 32 ビット・サーバーのコピ
ーが複数ある場合は、以下のアクションを実行して、すべてのインスタンスが 1

つの DB2 コピーの下で実行するようにします。

v すべてのインスタンスを更新し、 1 つの DB2 バージョン 8 の 32 ビット・
サーバー・コピー、 1 つの DB2 バージョン 9.1 の 32 ビット・サーバー・
コピー、または 1 つの DB2 バージョン 9.5 の 32 ビット・サーバー・コピ
ーの下で実行するようにします。同じバージョンのインスタンスだけを更新で
きます。

v バージョン 9.7 より前のコピーでバージョンが異なる複数のインスタンスが
実行している場合、すべてのインスタンスを、バージョン 9.7 より前のコピ
ーの中で最高のリリースにアップグレードしてください。例えば、バージョン
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8 およびバージョン 9.1 のインスタンスがある場合、バージョン 8 のインス
タンスを DB2 バージョン 9.1 の 32 ビット・サーバー・コピーにアップグレ
ードします。

v すべてのインスタンスが実行される DB2 サーバー・コピーだけを残して、他
のすべての DB2 サーバー・コピーをアンインストールします。DB2 UDB バ
ージョン 8 の 32 ビット・サーバー、DB2 バージョン 9.1 の 32 ビット・サ
ーバーのコピー、または DB2 バージョン 9.5 の 32 ビット・サーバーの、い
ずれかのコピーが 1 つだけ存在する状態にしてください。

3. DB2 バージョン 9.7 32 ビット・データベース製品をインストールして、「製品
のインストール」パネルで「既存の処理」オプションを選択します。「DB2 サ
ーバー機能 インストール」の 『DB2 サーバーのインストール (Windows)』を
参照してください。「既存の処理」ウィンドウで、DB2 コピー名と「アップグ
レード」アクションを選択します。選択した DB2 コピーが除去され、選択した
その DB2 コピーで実行されていたすべてのインスタンスおよび DB2

Administration Server (DAS) が自動的にアップグレードされます。32 ビット
DB2 バージョン 9.7 の追加コピーをインストールしないでください。

ローカル・データベースがある場合には db2ckupgrade コマンドを実行するよう
勧める警告を受け取ります。アップグレード前タスクを完了している場合には、
この警告を無視してアップグレードを続行します。完了していない場合には、イ
ンストールを続行する前にデータベースが DB2 アップグレードの準備ができて
いることの確認を行います。

4. DB2 バージョン 9.7 64 ビット・データベース製品をインストールして、「製品
のインストール」パネルで「既存の処理」オプションを選択します。「DB2 サ
ーバー機能 インストール」の 『DB2 サーバーのインストール (Windows)』を
参照してください。「既存の処理」ウィンドウで、DB2 コピー名と「アップグ
レード」アクションを選択します。この手順により、DB2 バージョン 9.7 32 ビ
ット・データベース製品が除去され、既存の 32 ビット・インスタンスが 64 ビ
ット・インスタンスにアップグレードされます。

5. アプリケーションに、デフォルトのインターフェースを介して DB2 バージョン
9.7 コピーにアクセスさせる場合や、既存の DB2 UDB バージョン 8 のコピー
をアップグレードした場合は、します。 DB2 バージョン 9.7 のコピーを DB2

デフォルト・コピーとして設定します。「DB2 サーバー機能 インストール」の
『デフォルト DB2 およびデフォルト IBM データベース・クライアント・イン
ターフェース・コピーをインストール後に変更する (Windows)』を参照してくだ
さい。

6. データベースをアップグレードします。

7. インスタンスを DB2 バージョン 9.7 の複数のコピー上で実行する場合は、追加
の DB2 バージョン 9.7 コピーをインストールして、 db2iupdt コマンドを実行
することにより、別の DB2 バージョン 9.7 コピー上でインスタンスを実行しま
す。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。
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非 root インストールのアップグレード
Linux および UNIX 上で、DB2 バージョン 9.5 の非 root インストールを DB2 バ
ージョン 9.7 にアップグレードするには、DB2 バージョン 9.7 を非 root ユーザー
としてインストールしてから、データベースをバージョン 9.7 の非 root インスト
ールにアップグレードすることが必要です。

前提条件

非 root インストールをアップグレードする前に、次のことを行います。

v DB2 データベース製品のインストール要件を満たしていることを確認してくださ
い。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベース製品のインスト
ール要件』を参照してください。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認してくだ
さい。

v 該当するアップグレード前タスク、特に 55ページの『データベースがアップグレ
ードできる状態にあることの確認』を実行します。非 root インスタンスのアップ
グレードは、ローカル・データベースがアップグレードの準備ができているかど
うかを検証します。この検証が失敗する場合、非 root インスタンスのアップグレ
ードも失敗し、DB2 製品はインストールされません。

制約事項

v DB2 バージョン 9.5 の root インストールを DB2 バージョン 9.7 の非 root イ
ンストールにアップグレードすることはできません。DB2 バージョン 9.5 の
root インストールで取ったデータベースのバックアップをリストアすることによ
り、DB2 バージョン 9.5 の root インストールからのデータベースを DB2 バー
ジョン 9.7 の非 root インストールにアップグレードすることができます。 98ペ
ージの『新しい DB2 サーバーへのアップグレード』で説明されているのと同じ
プロセスを使用します。

v Linux および UNIX オペレーティング・システム (x86 上の Linux を除く) の場
合、既存の 32 ビットまたは 64 ビット・インスタンスは DB2 バージョン 9.7

64 ビット・インスタンスにアップグレードされます。インスタンスのビット・サ
イズは、オペレーティング・システムとインストールした DB2 バージョン 9.7

データベース製品によって決まります。詳細は、 32ページの『32 ビットと 64

ビットの DB2 サーバーのサポートの変更点』 を参照してください。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されます。完
全なリストを確認してください。

手順

非 root インストールを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、次のよう
にします。

1. DB2 バージョン 9.5 の非 root インストールの非 root ユーザーとして、DB2 サ
ーバーにログオンします。

2. 24ページの表 7 を調べて、ノード・タイプを使用してインスタンス・タイプを
判別し、非 root インスタンスをアップグレードできる DB2 データベース製品
を判別します。
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DB2 データベース製品のインストールは、インストールの対象として選択する
DB2 データベース製品に、非 root インスタンスをアップグレードできるかどう
かを検証します。この検証が失敗する場合、インストールは失敗し、インストー
ルを終了するしかありません。

3. 非 root インスタンスを停止します。

4. DB2 バージョン 9.7 を非 root ユーザーとしてインストールし、「アップグレー
ド」オプションを選択します。「DB2 サーバー機能 インストール」の『非 root

ユーザーとしての DB2 製品のインストール』を参照してください。

「アップグレード」オプションは、DB2 バージョン 9.5 の非 root 構成ファイ
ル、インストール・ディレクトリーをバックアップし、新規 DB2 コピーをイン
ストールし、非 root インスタンスをアップグレードします。ただし、-f
nobackup パラメーターを指定する場合、インストール・ディレクトリーはバッ
クアップされず、バージョン 9.5 のコピーは除去されます。

DB2 製品のインストールは、以下の条件も検証します。

v ディレクトリー INSTHOME/sqllib_v95 が存在しない。

v 非 root インスタンスが停止している。

v 非 root インスタンス下で実行しているローカル・データベースはアップグレ
ードの準備ができている。

これらの検査のいずれかが失敗する場合、次のようになります。

v db2setup コマンドを実行している場合、失敗した条件を示すメッセージ・ボッ
クスが表示されます。適切な修正アクションを取り、「アップグレード」オプ
ションを選択し、継続します。

v 応答ファイルを使用しているか、db2_install コマンドを実行している場合、イ
ンストーラーがエラーとともに終了します。適切な修正アクションを取り、応
答ファイルを指定した db2setup コマンドか、db2_install コマンドを再発行し
ます。

非 root インスタンス下で実行しているローカル・データベースのいずれかにタ
イプ 1 索引がある場合、メッセージ・ボックスが表示され、インストールを継
続してこの警告を無視するか、それともインストールを終了するかを選択できま
す。警告を無視するときに何が起こるか、およびアップグレード前にタイプ 1

索引を変換する方法について詳しくは、 55ページの『データベースがアップグ
レードできる状態にあることの確認』のステップ 7 (56ページ) を参照してくだ
さい。インストーラーがタイプ 1 索引を検査せず、処理を正常に終了するよう
にするには、応答ファイルで YES オプションとともに
UPGRADE_DBCK_IGNORE_TYPE1 キーワードを指定するか、db2_install コマン
ドに –f ignoreType1 パラメーターを指定する必要があります

5. DB2 データベース製品のインストールが失敗し、かつ -f nobackup パラメータ
ーを指定していた場合、DB2 データベース製品を手動でインストールしてか
ら、db2nrupgrade コマンドを実行して、以下のように非 root インスタンスをア
ップグレードします。

cd $HOME/sqllib/instance
db2nrupg -b BackupDir
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ここで、BackupDir はアップグレード前の非 root インストールの構成ファイル
のバックアップ・ディレクトリーです。

6. DB2 データベース製品のインストールが失敗する場合、インストールを再び試
行する前に、インストール・ログ・ファイルを調べて、原因および問題の解決方
法を判別します。 デフォルトでは、インストール・ログ・ファイルは /tmp デ
ィレクトリーにあります。

7. データベースをアップグレードします。

8. db2rfe コマンドを実行して、root ベースのフィーチャーを使用可能にします。

9. バージョン 9.5 の非 root コピーに追加でインストールした DB2 製品がある場
合、1 度に 1 つの DB2 製品をインストールします。

非 root インストールのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ロ
グ・スペース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されて
いるアップグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレー
ドが正常に実行されたかどうかを確認してください。

複数の DB2 コピーがある DB2 サーバーのアップグレード
バージョン 9.7 より前の複数の DB2 コピーがある DB2 サーバーのアップグレー
ドでは、 DB2 バージョン 9.7 を新規コピーとしてインストールして、インストー
ル後にインスタンスとデータベースを手動でアップグレードする必要があります。

DB2 サーバーには、バージョン 9.5 および 9.1 の DB2 データベース製品のコピー
を複数インストールすることができます。Linux および UNIX では、いくつかの代
替フィックスパックがまったく新しい DB2 ESE バージョン 8 のコピーとしてイン
ストールされている場合には、同じ DB2 サーバーに複数の DB2 Enterprise Server

Edition (ESE) バージョン 8 のコピーをインストールすることも可能でした。

ターゲットとして選択した DB2 バージョン 9.7 コピーから db2iupgrade コマンド
を実行することにより、任意のフィックスパック・レベルのバージョン 9.7 より前
のインスタンスを手動でアップグレードできます。インスタンスを 1 つの DB2 バ
ージョン 9.7 コピーにアップグレードした後に、別の DB2 バージョン 9.7 コピー
にアップグレードすることはできません。ただし、db2iupdt コマンドを使用して、
DB2 バージョン 9.7 の異なるコピーの間でインスタンスを更新することはできま
す。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root アクセス権
限、Windows ではローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v 『DB2 データベース製品のインストール要件』を満たしていることを確
認してください。オペレーティング・システムの要件は変更されていま
す。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項
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v この手順は、Windows でのDB2 32 ビット・サーバーから 64 ビット・
システムへのアップグレードには適用されません。詳しくは、 92ページ
の『DB2 32 ビット・サーバーから 64 ビット・システムへのアップグレ
ード (Windows)』を参照してください。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 root ユーザーの
インスタンス環境をセットアップしてはなりません。インスタンス環境を
セットアップした場合、db2iupgrade または db2icrt コマンドの実行はサ
ポートされません。

v DB2 サーバーのアップグレードの制約事項を確認してください。

手順

複数の DB2 コピーがある DB2 サーバーをアップグレードするには、以下のように
します。

1. root またはローカル管理者権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオン
します。

2. DB2 セットアップ・ウィザードを実行し、「製品のインストール」パネルから
「新規インストール」オプションを選択して、 DB2 バージョン 9.7 の新しいコ
ピーとして DB2 バージョン 9.7 をインストールします。詳しくは、以下のタス
クを参照してください。

v 「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 サーバーのインストール
(Windows)』

v 「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 サーバーのインストール
(Linux および UNIX)』

既存のインスタンスを複数の DB2 バージョン 9.7 コピーにアップグレードする
場合は、複数の DB2 バージョン 9.7 コピーをインストールできます。

3. 選択した DB2 バージョン 9.7 コピーのインストール・パスから db2iupgrade コ
マンドを使用して、インスタンスのアップグレードを実行します。 例えば、AIX

サーバーと Windows サーバーに以下の DB2 コピーとインスタンスがあると想
定します。

表 17. DB2 コピーのディレクトリーの例

インスタンス名 OS DB2 コピーのディレクトリー

db2inst1 AIX /usr/opt/db2_08_FP7/

db2inst2 AIX /opt/IBM/db2/V9.1

db2inst3 AIX /home/db2/myV9.5

インスタンスの
作成なし

AIX /opt/IBM/db2/V9.7

/home/db2/myV9.7

DB2 Windows C:¥Program Files¥IBM¥SQLLIB¥ (バージョン 8.2)

DB2_91 Windows C:¥Program Files¥IBM¥SQLLIB_91¥

DB2_95 Windows D:¥Program Files¥IBM¥V_95¥

インスタンスの
作成なし

Windows C:¥Program Files¥IBM¥SQLLIB_97¥

この場合、以下のコマンドを実行して、ご使用のインスタンスを DB2 バージョ
ン 9.7 に正常にアップグレードできます。
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表 18. インスタンス・アップグレード・コマンドの例

アップグレード・イ
ンスタンス コマンド

db2inst1 cd /opt/IBM/db2/V9.7/instance

./db2iupgrade -u db2fenc1 db2inst1

db2inst2 cd /opt/IBM/db2/V9.7/instance

./db2iupgrade db2inst2

db2inst3 cd /home/db2/myV9.7/instance

./db2iupgrade db2inst3

DB2 cd C:¥Program Files¥IBM¥SQLLIB_97¥BIN

db2iupgrade DB2 /u:db2admin1,password1

DB2_91 cd C:¥Program Files¥IBM¥SQLLIB_97¥BIN

db2iupgrade DB2_91 /u:db2admin2,password2

DB2_95 cd C:¥Program Files¥IBM¥SQLLIB_97¥BIN

db2iupgrade DB2_95 /u:db2admin3,password3

4. オプション: 既存の構成を維持し、コントロール・センターを使用して DB2 バ
ージョン 9.7 インスタンスを管理する場合は、DB2 Administration Server のマ
イグレーションを行います。

5. SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

6. データベースをアップグレードします。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。

新しい DB2 サーバーへのアップグレード
新しい DB2 バージョン 9.7 サーバーにアップグレードする場合、インスタンスを
再作成してから、バージョン 9.7 より前のデータベース・バックアップをリストア
してデータベースをアップグレードします。データベース・バックアップのリスト
ア後、RESTORE DATABASE コマンドが自動的に UPGRADE DATABASE コマン
ドを実行します。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root アクセス権
限、Windows ではローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。

v 「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベース製品のイン
ストール要件』を満たしていることを確認してください。オペレーティン
グ・システムの要件は変更されています。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項
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v DB2 サーバーのアップグレードの制約事項を確認してください。

手順

新しい DB2 バージョン 9.7 サーバーにアップグレードするには、以下のようにし
ます。

1. 既存のデータベースの完全オフライン・データベース・バックアップ、および
適用される他のアップグレード前タスクを実行します。 オフライン のフル・
データベース・バックアップを最近実行していて、アップグレードの前にもう
一度バックアップできない場合、代わりにオフライン の増分データベース・バ
ックアップを実行することができます。

2. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root として、Windows

オペレーティング・システムではローカル管理者権限を持つユーザーとして、
新しい DB2 サーバーにログオンします。

3. 新しい DB2 サーバーに DB2 バージョン 9.7 をインストールします。

4. 前のステップでインストールした DB2 バージョン 9.7 コピーのロケーション
から db2icrt コマンドを実行することにより、新しい DB2 サーバー上に イン
スタンスを作成します。「DB2 サーバー機能 インストール」の『db2icrt によ
るインスタンスの作成』を参照してください。新しい DB2 サーバーに同様の
リソースが含まれている場合、UPDATE DBM CFG コマンド、およびアップグ
レード前タスクで保存した値を使用して、各インスタンスのデータベース・マ
ネージャー構成パラメーター値をリストアします。

5. オプション: DB2バージョン 9.7 上に新しい DB2 Administration Server (DAS)

を作成します。次のような場合は DAS が必要です。既存の DAS 構成を維持
しながら DB2 バージョン 9.7 で使用可能な新機能を使用する場合。ご使用の
DAS が DB2 UDB バージョン 8 で実行している場合は、これがコントロー
ル・センターを使用するようにアップグレードして、 DB2 バージョン 9.1 以
降の下で実行しているインスタンスを管理するようにしてください。

6. アップグレード対象の、バージョン 9.7 より前のすべてのデータベースのバッ
クアップ・ファイルを、新しい DB2 サーバーに転送します。

7. SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

8. RESTORE DATABASE コマンドを使用し、データベースをアップグレードしま
す。次の例は、UNIX オペレーティング・システム上でサンプル・データベー
スをリストアする方法を示しています。

db2 RESTORE DATABASE sample FROM /db2/backups

sample はデータベース名、および /db2/backups はデータベース・バックアッ
プ・ファイルのディレクトリーです。

アップグレード前にオフライン の増分データベース・バックアップを実行して
いた場合、最新のオフライン のデータベース・バックアップとオフライン の
増分データベース・バックアップにアクセスし、自動増分リストアを使用し
て、データベースをアップグレードできるはずです。「データ・リカバリーと
高可用性 ガイドおよびリファレンス」の中の『テストおよび実稼働環境におけ
る増分リストアの使用』を参照してください。手動の増分リストアは失敗しま
す。なぜなら、いずれの RESTORE DATABASE コマンドも、データベースが
完全にリカバリーされる前にデータベースをアップグレードしようとするから
です。以下の例は、自動の増分リストアを実行する方法を示しています。
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db2 RESTORE DATABASE sample INCREMENTAL AUTOMATIC
TAKEN AT timestamp WITHOUT PROMPTING

パーティション・データベース環境では、最初にカタログ・パーティションか
ら始めて、すべてのデータベース・パーティションで RESTORE DATABASE

コマンドを実行しなければなりません。

9. データベースがリストアされたがアップグレードされなかった場合、RESTORE

DATABASE コマンドは以下のエラーを戻し、アップグレード・エラー・メッ
セージと理由コードを示します。

SQL2519N The database was restored but the restored database was not upgraded
to the current release. Error "-1704" with tokens "3" is returned.
SQLSTATE=57011

エラー・メッセージ SQL1704N は、データベースのアップグレードが失敗した
ことを示します。「メッセージ・リファレンス 第 2 巻」でこの SQL エラ
ー・コードを探し、各理由コードに対して可能なソリューションのリストを参
照してください。上記の例で、tokens ″3″ は理由コード 3 を意味し、データベ
ース・ログがいっぱいになったためアップグレードが失敗したことを示しま
す。このエラーが起きた場合、データベースをアップグレードするには、以下
のステップを完了します。

a. ログ・ファイルのサイズを大きくします。

b. UPGRADE DATABASE コマンドを使用して、データベースをアップグレー
ドします。

c. 依然としてログ・ファイルのサイズが足りない場合は、以下のエラーが戻さ
れます。

SQL1704N データベースのアップグレードに失敗しました。理由コード "3"。

ログ・ファイルのサイズを大きくして、再度データベースのアップグレード
を試行しなければなりません。

d. データベースのアップグレードが完了したなら、ログ・ファイルのサイズを
アップグレード前の値にリセットしてください。

10. オプション: AUTOCONFIGURE コマンドを実行して、バッファー・プール・サ
イズおよびデータベース・マネージャーとデータベース構成パラメーターの値
を計算することによって、使用可能な新しいリソースを使用するように新しい
DB2 サーバーを構成します。次の例は、このコマンドを実行してサンプル・デ
ータベースに対する推奨値だけを表示させる方法を示しています。

db2 CONNECT TO sample
db2 AUTOCONFIGURE USING MEM_PERCENT 80

WORKLOAD_TYPE complex
NUM_STMTS 1 TPM 73
ADMIN_PRIORITY performance
IS_POPULATED YES
NUM_REMOTE_APPS 15
ISOLATION CS

APPLY NONE;

このコマンドを実行しない場合や、推奨値を適用しない場合は、新しいリソー
スを使用するように手動で DB2 サーバーを構成してください。そうでない場
合、データベースが期待どおりに実行されない可能性があります。
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11. アップグレード前タスクでバックアップしたすべての外部ルーチンをリストア
します。詳しくは、「管理ルーチンおよびビュー」の『外部ルーチンのライブ
ラリーおよびクラス・ファイルのバックアップおよびリストア』を参照してく
ださい。

12. データベースのアップグレードが正常に実行されたことを確認します。アップ
グレード後のデータベースに接続し、以下の小規模な照会を発行します。

db2 CONNECT TO sample

Database Connection Information

Database server = DB2/AIX64 9.7.0
SQL authorization ID = TESTDB2
Local database alias = SAMPLE

db2 "SELECT * FROM SYSCAT.DBAUTH"

別の方法として、サンプル・ファイルがインストールされている場合には、
testdata.db2 スクリプトを実行します。

cd samplefile-dir-clp
db2 connect to sample
db2 -tvf testdata.db2

ここで、samplefile-dir-clp は Linux および UNIX では DB2DIR/samples/clp、
Windows では DB2DIR¥samples¥clp です。 DB2DIR は DB2 バージョン 9.7

インストールの際に指定された場所で、sample はデータベース名です。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。

オンライン・バックアップを使用した前のリリースからの DB2 サーバーの
アップグレード

前のリリース上に、同じリリースからのオンライン・データベース・バックアップ
を使用してデータベースを再作成し、それから DB2 バージョン 9.7 にアップグレ
ードすることができます。

前提条件
DB2 サーバーをアップグレードする前に、以下のことを実行してくださ
い。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root アクセス権
限、Windows ではローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v 必要なすべてのデータベースのバージョン 9.7 より前のフルまたは増分
オンライン・データベース・バックアップ。これらのオンライン・バック
アップを使用してデータベースを再作成することができます。

制約事項

このタスクは、以下の条件下でのみ実行します。

v 既存のインスタンスおよびデータベースがアップグレードできない場合。
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v オフライン のフル・データベース・バックアップを最近実行していなかったか、
または増分オフライン・データベース・バックアップをアップグレード前タスク
の解説どおりに行っていなかった場合。

手順

DB2 サーバーをオンライン・バックアップを使用して前のリリースからアップグレ
ードするには、以下のようにします。

1. アップグレード対象のすべてのデータベースの、バージョン 9.7 より前のオンラ
イン・データベース・バックアップ・ファイルを、DB2 サーバーに転送しま
す。

2. オンライン・データベース・バックアップと同じバージョンの DB2 コピーがな
い場合は、同じバージョンの DB2 コピーをインストールします。 例えば、オ
ンライン・データベース・バックアップを DB2 バージョン 9.1 コピーから実行
した場合は、DB2 バージョン 9.1 のコピーを DB2 サーバー上にインストール
しておく必要があります。

3. オンライン・バックアップと同じバージョンの DB2 コピー上で実行するインス
タンスがない場合は、この DB2 コピーの下でインスタンスを作成します。

4. SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

5. 以下の例に示されているように、REBUILD WITH ALL TABLESPACES IN

DATABASE パラメーターを指定した RESTORE DATABASE コマンドに続け
て、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを使用して、データベースを再作成
します。

RESTORE DB db-name
REBUILD WITH ALL TABLESPACES IN DATABASE
TAKEN AT timestamp-backup;

ROLLFORWARD DB db-name
TO END OF LOGS AND STOP;

表スペースのサブセットのみを使用してデータベースを再作成することを選択で
きます。ただし、ROLLFORWARD DATABASE コマンドを発行した後、リスト
ア・ペンディング状態にあるすべての表スペースをドロップする必要がありま
す。リストア・ペンディング状態にある表スペースを持つデータベースは、アッ
プグレードできません。

詳しくは、「データ・リカバリーと高可用性 ガイドおよびリファレンス」の
『データベースの再作成』を参照してください。

6. 再作成するデータベースが整合した状態にあることを、GET DB CFG コマンド
を発行して検査してください (Windows オペレーティング・システムの場合の例
を以下に示します)。

db2 GET DB CFG FOR sample | FIND "consistent"

Database is consistent = YES

7. 以下のいずれかのタスクを使って DB2 サーバーをアップグレードします。

v DB2 サーバーのアップグレード (Windows)

v DB2 サーバーのアップグレード (Linux および UNIX)
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パーティション・データベース環境のアップグレード
パーティション・データベース環境をアップグレードするためには、すべてのデー
タベース・パーティション・サーバーに、新規コピーとして DB2 バージョン 9.7

をインストールし、インスタンスをアップグレードし、その後データベースをアッ
プグレードする必要があります。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root アクセス権
限、Windows ではローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。

v 「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベース製品のイン
ストール要件』を検討します。オペレーティング・システムの前提条件は
変更されています。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v カタログ・パーティションが存在するデータベース・パーティション・サ
ーバーは、稼働中でなければなりません。

v 「製品のインストール」パネルの「新規インストール」オプションだけを
使用して、DB2 バージョン 9.7 をインストールしてください。「製品の
インストール」パネルで「既存の処理」を選択したときに「アップグレー
ド」アクションを選択すると、インストール・プロセスが失敗します。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。

手順

パーティション・データベース環境で DB2 サーバーをアップグレードするには、
以下のようにします。

1. すべてのデータベース・パーティションの全オフライン・バックアップを実行し
ます。バージョン 9.5 では、 BACKUP DATABASE コマンドに ON ALL
DBPARTITIONNUMS パラメーターを指定して使用することにより、すべての
パーティションをバックアップします。データベースのアップグレードの準備が
できていることを確認し、そのほかに必要なアップグレード前タスクがあれば実
行します。

2. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root として、 Windows

オペレーティング・システムではローカル管理者権限を持つユーザーとしてログ
オンします。

3. します。各参加データベース・パーティション・サーバーに DB2 バージョン
9.7 をインストールしてパーティション・データベース環境をセットアップしま
す。「DB2 サーバー機能 インストール」の『パーティション・データベース環
境のセットアップ』を参照してください。「製品のインストール」パネルで「新
規インストール」オプションを選択します。「既存の処理」オプションを選択し
ないでください。
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4. インスタンスを所有するデータベース・パーティション・サーバーの各インスタ
ンスをアップグレードします。インスタンスの db2nodes.cfg ファイルの最初の
項目は、データベース・パーティション・サーバー・インスタンスの所有者で
す。

5. カタログ・パーティション上で UPGRADE DATABASE コマンドを実行して、
各データベースのアップグレードを実行します。使用不可のデータベース・パー
ティションがある場合、これらのデータベース・パーティションはアップグレー
ドされません。また、UPGRADE DATABASE コマンドが停止させられた場合
は、残りのデータベース・パーティションはアップグレードされません。しか
し、後で使用可能になった時点で、UPGRADE DATABASE コマンドをもう一度
実行して特定のデータベース・パーティションを処理することが可能です。

UPGRADE DATABASE コマンドを発行するときは、このコマンドをどのデータ
ベース・パーティションから発行するかにかかわらず、カタログ・パーティショ
ンが使用可能になっている必要があります。

6. 各データベース・パーティション・サーバー上で、新しい DB2 Administration

Server (DAS) を作成します。既存の DAS 設定を維持する必要がある場合は、新
しい DAS を作成する代わりに、関連する各データベース・パーティション・サ
ーバー上で DAS をアップグレードすることができます。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。

DB2 Text Search のアップグレード
DB2 Text Search を DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、新しい DB2

バージョン 9.7 のコピーおよび DB2 Text Search をインストールしてから、既存の
インスタンスおよびデータベースをこの新しいコピーにアップグレードする必要が
あります。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限、
Windows オペレーティング・システムではローカル管理者権限を持って
いることを確認します。

v DB2 データベース製品のインストール要件を満たしていることを確認し
てください。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベー
ス製品のインストール要件』を参照してください。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 root ユーザーの
インスタンス環境をセットアップしてはなりません。インスタンス環境を
セットアップした場合、db2iupgrade または db2icrt コマンドの実行はサ
ポートされません。
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v この手順は、root インストールにのみ適用されます。DB2 Text Search の
非 root インストールについては、 94ページの『非 root インストールの
アップグレード』を参照してください。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。

このタスクについて

このタスクでは、新しい DB2 コピーをインストールして、DB2 Text Search を
DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする手順を説明しています。Windows オペ
レーティング・システムには、「既存の処理」ウィンドウの「アップグレード」ア
クションを使用して DB2 コピーをアップグレードするオプションもあります。た
だし、このオプションは Text Search 機能なしで、コピーの下のすべてのインスタ
ンスをアップグレードします。

手順

DB2 Text Search バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のようにしま
す。

1. 以下のコマンドを発行して、DB2 Text Search およびサーバー・バージョンに
構成可能なすべてのプロパティーの値をバックアップします。

configTool printAll -configPath configuration-directory
> db2tss_config.out

adminTool version -configPath configuration-directory
>> db2tss_config.out

ここで、configuration-directory は以下のディレクトリーのいずれかのことで
す。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムの場合は、
INSTHOME/sqllib/db2tss/config ディレクトリー (INSTHOME はインスタンス
のホーム・ディレクトリー)。

v Windows オペレーティング・システムの場合は、INSTPROFDIR¥instance-

name¥db2tss¥config ディレクトリー (INSTPROFDIR はインスタンスのプロフ
ァイル・ディレクトリー)。詳しくは、DB2INSTPROF を参照してください。

DB2 Text Search インスタンス・サービスは、admintool コマンドを実行する前
に開始する必要があります。

2. DB2 Text Search のリッチ・テキスト文書サポートを有効にした場合、DB2 バ
ージョン 9.5 フィックスパック 3 以降からアップグレードしようとしているな
ら、リッチ・テキスト文書のサポートを無効にします。詳しくは、「DB2 Text

Search ガイド」の『DB2 Text Search でのリッチ・テキスト文書のサポートを
無効にする』を参照してください。

3. インスタンス所有者または SYSADM 権限を持つユーザーとしてログインし、
以下のコマンドを使用して DB2 Text Search インスタンス・サービスを停止し
ます。

db2ts STOP FOR TEXT

Text Search インスタンス・サービスとして構成された複数のインスタンスがあ
る場合、インスタンスごとにこのステップを繰り返してください。
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4. DB2 Text Search の configuration-directory をバックアップします。
configuration-directory のロケーションについては、ステップ 1 (105ページ) を
参照してください。 次の例は、configuration-directory を Linux および UNIX

オペレーティング・システム上の新規ロケーションにバックアップする方法を
示しています。

$cp -R INSTHOME/sqllib/db2tss/config
INSTHOME/backup/db2tss/config

ここで、INSTHOME は、インスタンスのホーム・ディレクトリーです。

次の例は、configuration-directory を Windows オペレーティング・システム上の
新規ロケーションにバックアップする方法を示しています。

xcopy INSTPROFDIR¥instance-name¥db2tss¥config backup-dir /E

ここで、INSTPROFDIR は、インスタンスのプロファイル・ディレクトリーで
す。

5. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root として、Windows

オペレーティング・システムではローカル管理者権限を持つユーザーとして、
DB2 サーバーにログオンします。

6. DB2 バージョン 9.7 の新しいコピーおよび DB2 Text Search をインストール
します。詳しくは、「DB2 Text Search ガイド」の『DB2 Text Search のインス
トールおよび構成』を参照してください。カスタム・インストールを実行しま
す。DB2 Text Search は、カスタム・インストールを選択した場合にのみ使用
できるオプション・コンポーネントです。これはバージョン 9.7 より前のリリ
ースの場合とは異なり、標準インストールには含まれません。

7. 以下のいずれかのタスクを使って、インスタンスをアップグレードします。

v Windows オペレーティング・システム上の Text Search インスタンス・サー
ビス用に構成しているインスタンスの場合、以下のように /j パラメーターを
指定して、db2iupgrade コマンドを実行します。

db2iupgrade /j "text_search [[,service-name]|[,port-number]]"

v Text Search インスタンス・サービス用に構成されていないインスタンス、ま
たは Linux および UNIX オペレーティング・システム上のインスタンスの
場合、インスタンスのアップグレード・タスクを実行します。

8. Windows オペレーティング・システムで、アプリケーションに、デフォルトの
インターフェースを介して DB2 バージョン 9.7 コピーにアクセスさせる場合
や、既存の DB2 UDB バージョン 8 のコピーをアップグレードした場合は、
DB2 バージョン 9.7 のコピーを DB2 デフォルト・コピーとして設定します。
「DB2 サーバー機能 インストール」の『デフォルト DB2 およびデフォルト
IBM データベース・クライアント・インターフェース・コピーをインストール
後に変更する (Windows)』を参照してください。DB2 UDB バージョン 8 から
アップグレードした場合は、デフォルト・コピーを定義する必要があります。
ご使用の DB2 サーバーにはデフォルト・コピーが定義されていないからで
す。

9. オプション: 新しいコピーをインストールする場合で、以下が当てはまる場合に
は、DAS をアップグレードします。すなわち、既存の DAS 構成を維持しなが
ら DB2 バージョン 9.7 で使用可能な新機能を使用する場合。ご使用の DAS

が DB2 UDB バージョン 8 で実行している場合は、これがコントロール・セ
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ンターを使用するようにアップグレードして、 DB2 バージョン 9.1 以降の下
で実行しているインスタンスを管理するようにしてください。

10. データベースをアップグレードします。

11. 以下の例に示されているように、configTool upgradeInstance コマンドを発行し
て、インスタンスの DB2 Text Search サーバーをアップグレードします。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムの場合:

configTool upgradeInstance
-installedConfigPath $DB2DIR/cfg/db2tss/config
-configPath $INSTHOME/sqllib/db2tss/config

ここで、INSTHOME はインスタンスのホーム・ディレクトリーであり、
DB2DIR は DB2 バージョン 9.7 コピーのロケーションです。

v Windows オペレーティング・システムの場合:

configTool upgradeInstance
-installedConfigPath “%DB2PATH%¥CFG¥DB2TSS¥CONFIG”
-configPath “%INSTPROFDIR%¥instance-name¥DB2TSS¥CONFIG”

ここで、DB2PATH は DB2 バージョン 9.7 コピーのロケーションであり、
INSTPROFDIR はインスタンスのプロファイル・ディレクトリーです。

12. 以下のコマンドを使用して、DB2 Text Search に構成可能なすべてのプロパテ
ィーの値を検討し、バックアップした値と比較して、プロパティーが正しい値
を持っていることを確認します。

configTool printAll -configPath configuration-directory

13. 手順 2 (105ページ) で DB2 Text Search のリッチ・テキスト文書サポートを無
効にした場合、以下のタスクを実行することにより、リッチ・テキスト文書サ
ポートをセットアップして有効にします。

v DB2 Text Search のリッチ・テキスト文書サポートをセットアップします。
詳しくは、「DB2 Text Search ガイド」の『DB2 Text Search でのリッチ・
テキスト文書のサポートをセットアップする』を参照してください。

v DB2 Text Search のリッチ・テキスト文書サポートを有効にします。詳しく
は、「DB2 Text Search ガイド」の『DB2 Text Search でのリッチ・テキス
ト文書のサポートを有効にする』を参照してください。

14. 以下のように、DB2 Text Search インスタンス・サービスを開始し、すべての
コレクションの状況を印刷して、アップグレードが成功したかどうかを検証し
ます。

db2ts "START FOR TEXT"
adminTool status -configPath configuration-directory

手順 2 (105ページ) で DB2 Text Search のリッチ・テキスト文書サポートを無
効にした場合、テキスト検索照会を発行してアップグレード前の結果と比較す
ることにより、リッチ・テキスト文書サポートが有効になっていることを確認
します。

次の作業

DB2 サーバーのアップグレード後に、アップグレード前の値への診断エラー・レベ
ルのリセット、ログ・スペース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドな
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どの、推奨されているアップグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバ
ーのアップグレードが正常に実行されたかどうかを確認してください。

DB2 Data Links Manager 環境のアップグレード
Data Links Manager がインストールされているか、または Data Links 機能が有効
になっている DB2 サーバーの場合、DB2 UDB バージョン 8 から DB2 バージョ
ン 9.7 へのアップグレードはサポートされていません。ただし、Data Links

Manager 機能を除去すれば、DB2 バージョン 9.7 にアップグレードすることができ
ます。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root アクセス権
限、Windows ではローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。

v 『DB2 データベース製品のインストール要件』を満たしていることを確
認してください。 Linux および UNIX オペレーティング・システムの要
件が変更されています。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v DB2 サーバーのアップグレードの制約事項を確認してください。

手順

Data Links 環境の DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするに
は、以下のようにします。

1. データベースから Data Links Manager を除去します。

2. DB2 Net Search Extender (NSE) をインストールしてある場合は、以下の UDF

をドロップする必要があります。

db2 DROP SPECIFIC FUNCTION DB2EXT.DATALINKCONTENT1;
db2 DROP SPECIFIC FUNCTION DB2EXT.DATALINKCONTENT2;
db2 DROP SPECIFIC FUNCTION DB2EXT.DATALINKCONTENT4;
db2 DROP SPECIFIC FUNCTION DB2EXT.DATALINKCONTENT3;

これらの UDF は、Data Links Manager がインストールされているかどうかに
関係なく、Data Links サポートのために NSE によって必ず作成されます。し
たがって、Data Links Manager をインストールしていなくても、これらの関数
を除去する必要があります。

データベース・バックアップからのリストアによってアップグレードすること
を計画している場合、データベースをバックアップする前に、これらの UDF

をドロップする必要があります。これらの UDF が定義されていると、データ
ベース・バックアップからはリストアできません。

3. DATALINK データ・タイプへのすべての参照を、表、特殊タイプ、構造化タイ
プ、ユーザー定義関数 (UDF)、メソッド、および従属オブジェクトからドロッ
プします。
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4. アップグレードする DB2 サーバーから Data Links Manager をアンインストー
ルします。

5. 次のように db2iupdt コマンドを実行して、インスタンスを更新することにより
Data Links 機能を除去します。

db2iupdt instance-name

6. オプション: datalinks データベース・マネージャー構成パラメーターを NO に
設定して DB2 Data Links 機能を無効にします。

db2 UPDATE DBM CFG USING datalinks NO

インスタンスをアップグレードすると、datalinks パラメーターは NO に設定
されます。

7. 新しい DB2 バージョン 9.7 コピーを DB2 サーバーにインストールします。
DB2 バージョン 9.7 を Windows 上にインストールしており、既存の DB2

UDB バージョン 8 のコピーからアップグレードする場合は、ステップ 10 に
進みます。

8. 新しい DB2 バージョン 9.7 コピーからインスタンスをアップグレードしま
す。

9. オプション: 既存の構成を維持し、コントロール・センターを使用して DB2 バ
ージョン 9.7 インスタンスを管理する場合は、DB2 Administration Server のマ
イグレーションを行います。

10. データベースをアップグレードします。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。

XML Extender 付きの DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグ
レードする

XML Extender を DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、XML Extender

機能を除去し、この機能なしで DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする必要が
あります。XML Extender は廃止されたので、XML Extender がインストールされて
いるか、または XML Extender 機能が有効になっている、バージョン 9.7 より前の
DB2 サーバーの DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードはサポートされていませ
ん。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root アクセス権
限、Windows ではローカル管理者権限を持っていることを確認します。

v SYSADM 権限を持っていることを確認します。

v 『DB2 データベース製品のインストール要件』を満たしていることを確
認してください。 Linux および UNIX オペレーティング・システムの要
件が変更されています。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。
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v アップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v DB2 サーバーのアップグレードの制約事項を確認してください。

手順

XML Extender 機能を持つバージョン 9.7 より前の DB2 サーバーを DB2 バージ
ョン 9.7 にアップグレードするには、次のようにします。

1. オプション: すべての DAD または DTD ファイルを、XML Extender で使用
可能であったデータベースごとに、db2xml.DTD_REF または
db2xml.XML_USAGE 表からバックアップします。 以下の例は、DTD_REF 表
に保管された DTD ファイルを特定のディレクトリーにエクスポートする方法
を示しています。

db2 EXPORT TO dtdfiles.del OF del LOBS TO dir-name
MODIFIED BY lobsinsepfiles
SELECT CONTENT FROM DB2XML.DTD_REF

以下の例は、db2xml.XML_USAGE 表に保管された DAD ファイルを特定のデ
ィレクトリーにエクスポートする方法を示しています。

db2 EXPORT TO dadfiles.del OF del LOBS TO dir-name
MODIFIED BY lobsinsepfiles
SELECT DAD FROM DB2XML.XML_USAGE

2. 以下のコマンドを使用して、すべてのデータベースで XML Extender に使用可
能なすべての XML 列を使用不可にします。

dxxadm disable_column db_name tab_name column_name

代わりに、dxxDisableColumn() ストアード・プロシージャーを呼び出すことが
できます。次の例は、XML Extender で使用可能な列をリストする方法を示し
ています。

db2 SELECT TABLE_SCHEMA, TABLE_NAME, COL_NAME
FROM DB2XML.XML_USAGE
WHERE NOT TABLE_SCHEMA='DXX_COLL'

3. オプション:すべてのデータベースで XML Extender に使用可能なすべての
XML コレクションを使用不可にします。代わりに、dxxDisableCollection() スト
アード・プロシージャーを呼び出すことができます。 次の例は、XML

Extender で使用可能なすべてのコレクションをリストする方法を示していま
す。

db2 SELECT TABLE_SCHEMA, TABLE_NAME, COL_NAME
FROM DB2XML.XML_USAGE
WHERE TABLE_SCHEMA='DXX_COLL' AND TABLE_NAME='DXX_COLLECTION'

4. すべてのデータベースで、XMLVARCHAR、XMLCLOB、および XMLFILE ユ
ーザー定義データ・タイプへのすべての参照を、表、特殊タイプ、構造化タイ
プ、ユーザー定義関数 (UDF)、メソッド、および従属オブジェクトからドロッ
プします。 次の例は、XML Extender UDT を使用する列のリストを作成する
方法を示しています。

db2 SELECT TABSCHEMA, TABNAME, COLNAME
FROM SYSCAT.COLUMNS
WHERE TYPESCHEMA='DB2XML' AND NOT TABSCHEMA='DB2XML'
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列をドロップする代わりに、組み込みタイプを使用する新しい列を追加し、
UPDATE ステートメントを使って XML 列からデータを移動した後でそれらの
列をドロップすることができます。 ALTER COLUMN 節とともに ALTER

TABLE ステートメントを使用して、データ・タイプを変更することはできませ
ん。XML 列を持たない表は、EXPORT、IMPORT、および LOAD ユーティリ
ティーを使用しても再作成することができます。

5. 各データベースに対して以下のコマンドを実行することで、XML Extender で
使用可能なすべてのデータベースを使用不可にします。

dxxadm disable_db database_name

代わりに、dxxDisableDB() ストアード・プロシージャーを呼び出すことができ
ます。

6. アップグレードする DB2 サーバーから XML Extender をアンインストールし
ます。

7. 次のように db2iupdt コマンドを実行して、インスタンスを更新することにより
XML Extender 機能を除去します。

db2iupdt instance-name

8. 新しい DB2 バージョン 9.7 コピーを DB2 サーバーにインストールします。
DB2 バージョン 9.7 を Windows 上にインストールし、既存のバージョン 9.7

より前の DB2 コピーからアップグレードする場合は、ステップ 11 に進みま
す。

9. 新しい DB2 バージョン 9.7 コピーからインスタンスをアップグレードしま
す。

10. オプション: 既存の構成を維持し、コントロール・センターを使用して DB2 バ
ージョン 9.7 インスタンスを管理する場合は、DB2 Administration Server のマ
イグレーションを行います。

11. データベースをアップグレードします。

次の作業

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。

アップグレード後に pureXML にマイグレーションする方法について詳しくは、
138ページの『XML Extender から pureXML へのマイグレーション』を参照してく
ださい。

Microsoft Cluster Server 環境での DB2 サーバーのアップグレード
Microsoft Cluster Server (MSCS) 環境の DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 に
アップグレードするためには、すべてのノードに DB2 バージョン 9.7 を新規コピ
ーとしてインストールし、MSCS インスタンスおよびデータベースをアップグレー
ドする必要があります。

Microsoft Cluster Server (MSCS) は、Windows ユーザーに高可用性機能を提供しま
す。MSCS で DB2 サーバー・フェイルオーバー・サポートをセットアップする
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と、その過程でサーバー・インスタンスが MSCS インスタンスに変換されます。
db2iupgrade コマンドを実行することで、 MSCS インスタンスをアップグレード
し、バージョン 9.7 より前の既存の MSCS リソースを DB2 バージョン 9.7 DB2

MSCS リソースにアップグレードすることができます。

前提条件

v ローカル管理者アクセス権を持っていることを確認する。

v SYSADM 権限が必要です。

v アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確認し
てください。

v アップグレード前タスク、特にデータベースのバックアップを実行しま
す。

制約事項

v この手順は、DB2 バージョン 9.7 32 ビット・データベース製品をイン
ストールする場合の DB2 32 ビット・サーバーからのアップグレード、
および DB2 バージョン 9.7 64 ビット・データベース製品をインストー
ルする場合の DB2 64 ビット・サーバーからのマイグレーションにのみ
適用されます。インスタンスのビット・サイズは、オペレーティング・シ
ステムとインストールする DB2 バージョン 9.7 データベース製品によ
って決まります。詳細は、 32ページの『32 ビットと 64 ビットの DB2

サーバーのサポートの変更点』 を参照してください。

v 「製品のインストール」パネルの「新規インストール」オプションだけを
使用して、DB2 バージョン 9.7 をインストールしてください。「製品の
インストール」パネルで「既存の処理」を選択したときに「アップグレー
ド」アクションを選択すると、インストール・プロセスが失敗します。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。

手順

MSCS 環境の DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、
以下のようにします。

1. ローカル管理者権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

2. MSCS クラスター内のすべてのノードに DB2 バージョン 9.7 をインストール
します。setup コマンドを実行して DB2 セットアップ・ウィザードを起動し、
「製品のインストール」パネルで「新規インストール」オプションを選択しま
す。「既存の処理」オプションを選択しないでください。

3. Cluster Administrator を使用して、インスタンスのリソースをオフラインにしま
す。リソース名はインスタンス名と同じです。インスタンスと同じグループの残
りのすべてのリソースは、必ずオンラインにしておきます。

Cluster Administrator の使用法について詳しくは、MSCS 文書を参照してくださ
い。

4. db2iupgrade コマンドを実行して、MSCS インスタンスをアップグレードしま
す。このコマンドは、DB2 Server″ という新規リソース・タイプを定義し、すべ
ての DB2 MSCS リソースを更新してこのリソース・タイプを使用できるように
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します。アップグレード時に新規リソース・タイプがあると、バージョン 9.7 よ
り前の既存の MSCS リソースとの競合は解消されます。

$DB2DIR¥bin¥db2iupgrade /u:user,password MSCS-InstName

このコマンドは、すべてのインスタンス従属リソースを所有するノードから実行
する必要があります。

5. Cluster Administrator を使用して、MSCS クラスター内のすべてのノードでクラ
スター・サービスを停止し、再始動します。

6. Cluster Administrator を使用して、アップグレード済みインスタンスを含むリソ
ースのグループをオンラインにします。

7. オプション: 次のような場合は DB2 Administration Server (DAS)をアップグレー
ドします。 既存の DAS 構成を維持しながら DB2 バージョン 9.7 で使用可能
な新機能を使用する場合。ご使用の DAS が DB2 UDB バージョン 8 で実行し
ている場合は、これがコントロール・センターを使用するようにアップグレード
して、 DB2 バージョン 9.1 以降の下で実行しているインスタンスを管理するよ
うにしてください。新しい DAS の作成を選択した場合は、ご使用の MSCS 環
境用に DAS の設定を再構成する必要があります。

8. データベースをアップグレードします。

DB2 サーバーのアップグレード後に、診断エラー・レベルのリセット、ログ・スペ
ース・サイズの調整、およびパッケージの再バインドなどの、推奨されているアッ
プグレード後タスクを実行します。さらに、DB2 サーバーのアップグレードが正常
に実行されたかどうかを確認してください。
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第 9 章 DB2 サーバーのアップグレード後タスク

DB2 サーバーをアップグレードした後、DB2 サーバーが最適なレベルで正しく稼働
することを確認するために、いくつかのアップグレード後タスクを行う必要があり
ます。

ご使用の DB2 サーバーに該当する、以下のようなアップグレード後タスクを行っ
てください。

1. DB2 サーバーのアップグレード前タスクで diaglevel データベース・マネージ
ャー構成パラメーターを推奨値 3 以上に設定した場合には、アップグレード前
に設定されていた値にこのパラメーターを再設定します。

2. ログ・スペース・サイズを調整します。DB2 サーバーのアップグレード前タス
クでログ・スペースの設定を推奨に従って変更した場合、
logfilsiz、logprimary、および logsecond データベース構成パラメーターをアップ
グレード前の値に再設定してください。ご使用の DB2 サーバーに対して十分
なログ・スペースが割り振られるようにしてください。

3. アップグレード後にデータベースをアクティブにして、データベースとすべて
の必要なデータベース・サービスを開始します。

4. DB2 サーバーの動作に関する変更点を処理します。DB2 バージョン 9.7 で
は、新しいレジストリー変数、新しい構成パラメーター、レジストリー変数と
構成パラメーターの新しいデフォルト値があります。それらは、DB2 サーバー
の動作に影響を与える可能性があります。さらに、データベースの物理設計の
特性やセキュリティーにも変更が加えられており、これらの変更も影響を与え
る可能性があります。

5. セキュリティーをセットアップして、アップグレードしたデータベース中のデ
ータベース監査を管理します。アップグレードしたデータベース中の監査機能
を使用可能にする場合には、セキュリティー管理者 (SECADM) 権限を付与し
て、ユーザーが DDL ステートメントを使用してデータベース監査の構成や管
理を行えるようにします。

6. データベースのアップグレード中に統計の自動収集が特定のシステム・カタロ
グ表で失敗した場合、それらのシステム・カタログ表の統計を更新してくださ
い。「問題判別およびデータベース・パフォーマンスのチューニング」の『カ
タログ統計の収集』を参照してください。

7. パッケージを検証し、更新された統計または新しい索引情報を使用するため
に、アップグレードされたデータベース内でパッケージを再バインド します。

8. 以前に収集した Explain 表の情報を保持するには、DB2 Explain 表をマイグレ
ーションします。

9. バージョン 9.7 より前のリリースで作成された XML 列を持つ表がある場合、
これらの表を再作成することによって、XML ストレージ・オブジェクトをバー
ジョン 9.7 形式に変換します。これにより、XML データの圧縮や、XML 列の
インライン長を見積もるための統計の収集など、新機能を利用できるようにな
ります。

10. SYSTEM TEMPORARY 表スペース・ページ・サイズの要件が満たされている
ことを確認して、照会や位置指定の更新によって生成される最大の行サイズを
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結果セット内に収容できるようにし、必要に応じてページ・サイズを大きくし
た SYSTEM TEMPORARY 表スペースを作成します。

11. DB2 サポート・サービスからカスタマイズ済みのコード・ページ変換表を取得
した場合、これらの表のすべてのファイルを DB2OLD/conv から DB2DIR/conv

にコピーします (DB2OLD は DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージ
ョン 8 のコピーの場所、DB2DIR は DB2 バージョン 9.7 コピーの場所)。標
準のコード・ページ変換表をコピーする必要はありません。

Windows オペレーティング・システム上で既存の DB2 バージョン 9.1 または
DB2 UDB バージョン 8 のコピーをアップグレードした場合、 DB2 サーバー
用のアップグレード前タスクの一部としてバックアップしたカスタマイズ済み
コード・ページ変換表を DB2PATH¥conv ディレクトリーにリストアできま
す。ここで、DB2PATH は DB2 バージョン 9.7 コピーのある場所です。

12. DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 で表書き込みイベント・
モニターを作成していた場合は、 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後
にそれらのモニターを正常に活動化できるようにするため、 表書き込みイベン
ト・モニターを再作成してください。

13. DB2 サーバーのアップグレードを検証して、成功したかどうかを確認します。
アプリケーションとツールをテストすることにより、DB2 サーバーが正しく動
作していることを確認してください。

14. DB2 サーバーのアップグレードの完了後に、データベースをバックアップしま
す。

15. リカバリー可能データベースがある場合、UPGRADE DATABASE コマンド
は、アクティブ・ログ・パスにあるすべてのログ・ファイルを、拡張子 .MIG

を使って名前変更します。データベースのアップグレードが正常に行われたこ
とを確認し、データベースをバックアップした後、アクティブなログ・パスに
ある S*.MIG ファイルを削除することができます。

DB2 製品またはアドオン・フィーチャーに適用する以下のアップグレード後タスク
を実行します。

v 高可用性災害時リカバリー (HADR) レプリケーションを実行している DB2 サー
バーをアップグレードした場合、HADR レプリケーションを初期化します。「デ
ータ・リカバリーと高可用性 ガイドおよびリファレンス」の『高可用性災害時リ
カバリーの初期設定 (HADR)』を参照してください。高可用性災害時リカバリー
(HADR) レプリケーション環境で DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする際
に、データベースの役割が 1 次から標準に変更されます。スタンバイ・データベ
ースのアップグレードはサポートされていません。スタンバイ・データベースは
ロールフォワード・ペンディング状態になっているからです。

v 索引拡張または空間インデックスを使用している場合で、 DB2 UDB バージョン
8 の 32 ビット・インスタンスから DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インス
タンスにアップグレードした場合には、索引拡張または空間インデックスを再作
成します。 Spatial Extender を使用している場合には、空間インデックスを再作
成する方法の詳細について、Spatial Extender 環境の DB2 バージョン 9 データ
ベース・システムへのアップグレードを参照してください。「DB2 Spatial

Extender and Geodetic Data Management Feature ユーザーズ・ガイドおよびリフ
ァレンス」は、http://www.ibm.com/software/data/spatial/db2spatial/library.html で入
手できます。
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DB2 サーバーのパフォーマンスが安定したとき、オプティマイザーの改善点を活用
して新機能に関する統計を収集するために、アップグレードしたデータベースの統
計を更新してください。 DB2 バージョン 9.7 へのデータベースのアップグレード
の際、既存のデータベース表から収集された統計の値は保持されます。表および索
引の新しい特性に関する統計は、収集された情報がないことを示す -1 という値に
なります。ただし、これらの統計は、新機能を使用する場合にのみ必要です。

アップグレード後のデータベースの統計を更新した後、REORGCHK コマンドを実
行して、索引または表の再編成が必要かどうかを判別します。表と索引を再編成す
れば、パフォーマンスが改善される可能性があります。

この時点で、データベースのバックアップ、統計の更新などの保守アクティビティ
ーをすべて再開します。もはや必要ではない、すべての DB2 バージョン 9.1 また
は DB2 UDB バージョン 8 のコピーも削除してください。

アップグレード済みデータベースのログ・スペース・サイズの調整
ログ・ファイルは DB2 サーバーを調整する上で重要な要素の 1 つなので、ログ・
ファイルを適切なサイズに設定する必要があります。また、アップグレード前タス
クでログ・ファイルのサイズを増やしてあれば、DB2 サーバー用にリストアできる
フリー・スペースはさらに多くなります。

前提条件

表スペースとログ・スペースのサイズを増やすには、SYSCTRL または
SYSADM 権限を持っている必要があります。

制約事項

パーティション・データベース環境では、カタログ・データベース・パーテ
ィション・サーバーのログ・スペース・サイズを調整するだけで十分です。

手順

1. アップグレード済みのデータベースに接続します。

db2 CONNECT TO sample

ここで、sample はデータベース名です。

2. ログ・ファイル・サイズ設定をアップグレード前の値にリストアします。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGSECOND previous-value

ここで、previous-value はアップグレード前に保管した設定です。sample はデー
タベース名です。アップグレード前タスクでは、logprimary および logsecond
パラメーターのみ変更されました。logfilsiz パラメーターの設定を変更する場合
は、前の値をリストアする必要があります。

無限アクティブ・ログを有効にしてある場合は、以下のコマンドを実行して無効
にします。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGARCHMETH1 previous-value
db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGSECOND previous-value

ここで、previous-value はアップグレード前に保管した設定です。sample はデー
タベース名です。
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3. オプション: バージョン 9.1 またはバージョン 8 からアップグレードする場
合、ログ・ファイル・サイズの設定を大きくしてください。ログ・レコードの
RID は、ログ・レコードのタイプに応じて 2 バイト分増えています。このこと
は、ログ・ファイル・レコード・サイズの増加量が 2 % に満たないことを表し
ます。

一般には、ログ・スペースの現行設定値をこの変更に対応できる十分な値にする
ようにします。ただし、ログ・スペース設定値のサイズが小さいという懸念があ
る場合は、ログ・スペースの使用状況をモニターして、適切なサイズを割り出し
てください。以下の例は、ログ・ファイル・サイズを 5% だけ増やして、ロ
グ・レコード・サイズの増加に対応できるようにします。

db2 UPDATE DB CFG FOR sample using LOGFILSIZ previous-value*1.05

ここで、previous-value はアップグレード前に保管した設定です。sample はデー
タベース名です。

4. アップグレード済みのデータベースから切断します。

db2 CONNECT RESET

LOGFILSIZ の変更は、データベースが再び活動化されたときに初めて有効にな
ります。まず全アプリケーションをデータベースから切断してから、データベー
スを非活動化し、再び活動化する必要があります。

アップグレード後にデータベースをアクティブにする
データベースをアクティブにすることによって、すべてのデータベース・サービス
が正しく実行されるかどうかを確認することができ、データベースのアクティブ化
中に発生する可能性のある問題も解決することができます。また、データベース・
マネージャーがデータベースを開始して、そのデータベースへの接続を取得するま
で DB2 クライアントが待機しなければならない場合のオーバーヘッドも除去でき
ます。

前提条件

SYSMAINT、SYSCTRL、または SYSADM 権限があることを確認してくだ
さい。

アップグレード後にデータベースをアクティブにするには、以下のようにします。

1. データベースとすべての必要なデータベース・サービスを開始するには、
ACTIVATE DATABASE コマンドを使用します。 このコマンドを使用して、サ
ンプル・データベースをアクティブにする例を以下に示します。

db2 ACTIVATE DATABASE sample

このコマンドが正常に実行されると、データベースへの接続が可能になります。

2. 管理通知ログまたは db2diag ログ・ファイルを調べて、すべてのデータベース・
サービスが正しく実行されていること、およびすべてのバッファー・プールがア
クティブになっていることを確認します。また、データベースのアクティブ中に
発生する可能性のある問題を解決します。

ACTIVATE DATABASE コマンドによってアクティブにされたデータベースが停止
するのは、DEACTIVATE DATABASE コマンドまたは db2stop コマンドを発行し
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た場合に限られます。ただし、最初の接続時にデータベースがアクティブにされた
場合は、最後の接続が閉じた時点でデータベースも停止します。

DB2 サーバーの動作の変更点の管理
DB2 のレジストリー変数、構成パラメーター、およびデータベース物理的設計特性
の変更点が、アップグレードに影響を与える可能性があります。これらの変更点を
確認して、アップグレードの影響を管理してください。

DB2 サーバーのアップグレード後、レジストリー変数値と構成パラメーター値を、
それぞれのアップグレード前の値と比較してください。差異が見つかった場合、そ
の違いのためにアプリケーションの動作やパフォーマンスが変更されてしまう可能
性があるので、時間をとって違いを理解してください。ただし、新しい機能はデー
タベース・マネージャーが必要とする新しいリソースのためのサポートを含んでい
るので、それを無効にするかどうかは慎重に検討してください。パフォーマンスが
良くないか、動作が望ましくない場合のみ、新しい機能を無効にするようにしてく
ださい。

DB2 サーバーの動作の変更点を管理するには、以下のようにします。

1. 新しいレジストリー変数、変更されたレジストリー変数、非推奨のレジストリー
変数、および廃止されたレジストリー変数に関する情報を確認し、アップグレー
ドの影響に基づいて該当する設定を選択します。

v 新しいレジストリー変数

v 変更されたレジストリー変数

v このリリースでは、推奨されなくなった、または廃止されたレジストリー変数
はありません。ただし、DB2 バージョン 9.1 以前のものからアップグレード
する場合は、バージョン 9.7 より前のリリースで非推奨になったまたは廃止
されたレジストリー変数を除去することを検討してください。

– DB2 バージョン 9.5 で非推奨になったレジストリー変数

– DB2 バージョン 9.5 で廃止されたレジストリー変数

– DB2 バージョン 9.1 で非推奨になったレジストリー変数

– DB2 バージョン 9.1 で廃止されたレジストリー変数

2. DB2 グローバル・プロファイル・レジストリー変数を設定します。-g オプショ
ンを指定した db2set コマンドを使ってグローバル・プロファイル・レベルで設
定される変数は、アップグレードされません。グローバル・プロファイル変数
は、特定の DB2 コピーに関連したすべてのインスタンスに適用されます。この
ため、アップグレード前タスクで保管した構成情報をインスタンスのアップグレ
ード後に使用して、それぞれの DB2 バージョン 9.7 コピーに対応するグローバ
ル・プロファイル・レジストリー変数の値を復元する必要があります。

3. 新しいデータベース・マネージャー構成パラメーター、変更されたデータベー
ス・マネージャー構成パラメーター、および非推奨のデータベース・マネージャ
ー構成パラメーターに関する情報を確認し、アップグレードの影響に基づいて該
当する設定を選択します。

v 新しいデータベース・マネージャー構成パラメーター

v 変更されたデータベース・マネージャー構成パラメーター
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v このリリースでは、推奨されなくなった、または廃止されたデータベース・マ
ネージャー構成パラメーターはありません。ただし、DB2 バージョン 9.1 以
前のものからアップグレードする場合は、バージョン 9.7 より前のリリース
で非推奨になったデータベース・マネージャー構成パラメーターを除去するこ
とを検討してください。

– DB2 バージョン 9.5 で非推奨になったデータベース・マネージャー構成パ
ラメーター

– DB2 バージョン 9.1 で非推奨になったデータベース・マネージャー構成パ
ラメーター

4. 新しいデータベース構成パラメーター、変更されたデータベース構成パラメータ
ー、非推奨のデータベース構成パラメーター、および廃止されたデータベース構
成パラメーターに関する情報を確認し、アップグレードの影響に基づいて該当す
る設定を選択します。

v 新しいデータベース構成パラメーター

v 変更されたデータベース構成パラメーター

v このリリースでは、推奨されなくなった、または廃止されたデータベース・マ
ネージャー構成パラメーターはありません。ただし、DB2 バージョン 9.1 以
前のものからアップグレードする場合は、バージョン 9.7 より前のリリース
で非推奨になったかまたは廃止されたデータベース・マネージャー構成パラメ
ーターを除去することを検討してください。

– DB2 バージョン 9.5 で非推奨および廃止となったデータベース構成パラメ
ーター

– DB2 バージョン 9.1 で非推奨および廃止となったデータベース構成パラメ
ーター

5. データベース物理的設計特性とセキュリティーに関する変更点を確認し、アップ
グレードの影響に基づき、それに応じてデータベース・オブジェクトに変更を加
えます。

v データベースの物理的設計特性

v 権限および特権

動的でないデータベース・マネージャー構成パラメーターの設定を変更する場合
は、インスタンスを再始動して新しい設定を有効にする必要が生じることがありま
す。

セキュリティーをセットアップしてアップグレードしたデータベース中のデ
ータベース監査を管理する

SQL ステートメントを使用してデータベース監査の構成と管理を行うのに、セキュ
リティー管理者 (SECADM) 権限が必要になりました。SYSADM 権限は必要でなく
なりました。アップグレードしたデータベース中でデータベース監査を管理するユ
ーザーに SECADM 権限を付与してください。

前提条件
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v SECADM 権限を付与するには、SECADM 権限が必要です。既存のデー
タベース内に SECADM 権限を持つユーザー許可 ID がない場合、デー
タベースをアップグレードしているユーザーに、アップグレードの際に
SECADM 権限が付与されます。

v db2audit コマンドを実行するには、SYSADM 権限がなければなりませ
ん。

制約事項
この手順を実行する必要があるのは、DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.1

または DB2 UDB バージョン 8 からアップグレードした場合だけです。

DB2 バージョン 9.5 から、データベースのレベルとインスタンスのレベルの監査は
別個になりました。データベース監査は、DDL ステートメントを使用してのみ構成
できます。インスタンスの監査を構成する場合は、引き続き db2audit コマンドを使
用できます。

インスタンスをアップグレードする際には、監査構成ファイルは DB2 バージョン
9.7 形式に変換されます。

データベースをアップグレードする際には、監査に関するインスタンスのレベルの
構成設定を使用して、データベース中の監査ポリシーが作成されます。インスタン
スのレベルで監査機能が使用可能な場合は、監査ポリシーはアップグレードしたデ
ータベースに関連付けられて、監査が使用可能になります。使用可能でない場合
は、監査ポリシーは関連付けられません。これらのアクションにより、DB2 バージ
ョン 9.7 へのアップグレード後に、データベース上の同じ監査の動作を監視できる
ようになります。

手順

セキュリティーをセットアップして、アップグレードしたデータベース中のデータ
ベース監査を管理するには、以下のようにします。

1. GRANT コマンドを使用して、監査機能を管理するユーザーに SECADM 権限を
付与します。以下のサンプル・コマンドは、SECADM 権限をユーザーに付与す
る方法を示しています。

db2 CONNECT TO SAMPLE
db2 GRANT SECADM ON DATABASE TO USER <user-id>

2. SYSCAT.AUDITPOLICIES システム・カタログ・ビューを照会して、アップグレ
ード中にデータベースに関する DB2AUDIT_CFG_MIGR 監査ポリシーが作成さ
れたことを確認します。以下のサンプル照会は、この監査ポリシーが作成された
かどうかを判別します。

db2 "SELECT * FROM SYSCAT.AUDITPOLICIES A
WHERE A.AUDITPOLICYNAME = 'DB2AUDIT_CFG_MIGR'"

アップグレード中に DB2AUDIT_CFG_MIGR 監査ポリシーが作成されなかった
場合は、CREATE AUDIT POLICY ステートメントを使用して作成します。

3. SYSCAT.AUDITUSE システム・カタログ・ビューを照会して、
DB2AUDIT_CFG_MIGR 監査ポリシーとアップグレードしたデータベースが関連
付けられたことを検証します。以下のサンプル照会は、監査ポリシーが
SAMPLE データベースと関連付けられたかどうかを判別します。
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db2 "SELECT * FROM SYSCAT.AUDITUSE U
WHERE U.OBJECTNAME = 'SAMPLE'"

データベースのアップグレードが、アップグレードされたデータベースに
DB2AUDIT_CFG_MIGR 監査ポリシーを関連付けることに失敗した場合は、
AUDIT ステートメントを使用して、このポリシーをデータベースに関連付けて
ください。

4. オプション: アップグレードの前に持っていた元の監査ログ・ファイルから監査
レコードをすべて抽出して、その内容を新しいデフォルトの場所の新しい監査ロ
グ・ファイル中に組み込む場合には、extract パラメーターを指定して db2audit

コマンドを実行します。旧リリースの元の監査ログ・ファイルは、データベース
のアップグレード前と同じ場所に残ります。

DB2 バージョン 9.7 では、監査ログのデフォルトの場所は以下のとおりです。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムの場合、
INSTHOME/sqllib/security/auditdata。ここで、INSTHOME はインスタンスのホ
ーム・ディレクトリーです。

v Windows オペレーティング・システムの場合、
INSTHOME¥security¥auditdata。

ここで、INSTHOME は、ユーザー・データとインスタンス・ディレクトリーを
保管するインスタンスのホーム・ディレクトリーです。

このように、以下の DDL ステートメントを使用してデータベース監査を管理でき
ます。

v CREATE AUDIT POLICY

v ALTER AUDIT POLICY

v AUDIT

アップグレードしたデータベース中のパッケージの再バインド
データベースをアップグレードすると、ユーザー・アプリケーションおよびルーチ
ンに関するパッケージはすべて無効としてマークされます。DB2 サーバーの変更内
容と新しい統計を活用するには、無効になったパッケージを再バインドする必要が
あります。

前提条件

DBADM 権限を持っていることを確認します。

制約事項

この手順は C、C++、COBOL、FORTRAN、および REXX™ でプログラミ
ングされた組み込み SQL データベース・アプリケーションのみに適用され
ます。

このタスクについて

データベースのアップグレード後にアプリケーションが初めてパッケージを使用す
る際に、そのパッケージは暗黙的に再バインドされます。このオーバーヘッドを避
けるには、アップグレード・プロセスの完了後に REBIND コマンドか db2rbind コ
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マンドを実行して、無効パッケージを再バインドすることができます。作動不能パ
ッケージは明示的に再バインドしなければなりません。

手順

アップグレード済みのデータベース中のパッケージを再バインドするには、以下の
ステップを実行します。

1. DBADM 権限を持つユーザーとしてログオンします。

2. 以下のように db2rbind コマンドを実行して、各データベース中の無効パッケー
ジをすべて再バインドします。

db2rbind database–name -l logfile all -u userid -p password

all 節は有効パッケージと無効パッケージを再バインドします。 logfile ファイル
を確認して、データベース・パッケージが再バインドされる原因となっている問
題をすべて解決してください。

3. DB2 サーバーのアップグレードを検証して、成功したかどうかを確認します。
アプリケーションとツールをテストして、サーバーが期待通りに動作しているこ
とを確認してください。

すべてのデータベース・パッケージを再バインドした後に、オプティマイザーの改
善内容を自動的に利用できるようになります。このリリースで使用可能なオプティ
マイザーの改善内容について詳しくは、 179ページの『第 22 章 データベース・ア
プリケーションのアップグレードに関する重要事項』を参照してください。

Explain 表のマイグレーション
以前に旧リリースから既存の DB2 コピーに収集した Explain 表の情報を保守する
必要がある場合は、その Explain 表を DB2 バージョン 9.7 にマイグレーションす
る必要があります。

データベースのアップグレード後に Explain 表を手動でマイグレーションできま
す。または、あとで Explain 表を再作成して新しい情報を集めることもできます。

前提条件

DBADM 権限を持っていることを確認します。許可に関する追加の詳細
は、「コマンド・リファレンス」で説明されています。

手順

Explain 表をマイグレーションするには、次のようにします。

1. db2exmig コマンドを実行します。

db2exmig -d dbname -e explain_schema [-u userid password]

各要素の意味は以下のとおりです。

v dbname はデータベース名を表しています。このパラメーターは必須です。

v explain_schema は、マイグレーションする Explain 表のスキーマ名を表してい
ます。このパラメーターは必須です。

v userid と password は、現行ユーザーの ID とパスワードを表しています。こ
れら 2 つのパラメーターはオプション・パラメーターです。
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db2exmig を実行しているユーザー ID に属する Explain 表、またはデータベー
スへの接続に使われたユーザー ID に属する Explain 表がマイグレーションされ
ます。 Explain 表マイグレーション・ツールは、既存の Explain 表の名前を変更
し、EXPLAIN.DDL ファイルを使用して表の新しいセットを作成するとともに、
既存の Explain 表の内容を新しい表にコピーします。さらに、既存の Explain 表
をドロップします。 db2exmig コマンドは、ユーザーが Explain 表に追加した列
をすべて保存します。

2. 照会アクセス・プランをグラフィカル表示するには Visual Explain を、マイグレ
ーションされた Explain 表のアクセス・プラン情報を見る場合は db2expln コマ
ンドを使用します。

XML ストレージ・オブジェクトのバージョン 9.7 形式への変換
バージョン 9.7 より前のリリースで作成した XML 列を持つ表がある場合に特定の
新機能を使用するには、これらの表を再作成することによって XML ストレージ・
オブジェクトをバージョン 9.7 形式に変換する必要があります。

始める前に

v 表を作成する許可、および既存の表へのアクセス権限があることを確認してくだ
さい。

このタスクについて

以下の新機能では、XML ストレージ・オブジェクトがバージョン 9.7 形式になっ
ている必要があります。

v XML 列を持つ表の行圧縮

v XML 列のインライン長を見積もるための統計の収集

v 単一パーティション・データベース環境から複数パーティション・データベース
環境へのアップグレード

手順

XML ストレージ・オブジェクトをバージョン 9.7 形式に変換するには、以下のよ
うにします。

1. 以下の照会を発行することにより、バージョン 9.7 より前の形式の XML スト
レージ・オブジェクトを持つ XML 列のあるすべての表のリストを生成します。

SELECT TABSCHEMA, TABNAME FROM SYSIBMADM.ADMINTABINFO WHERE

XML_RECORD_TYPE=1 GROUP BY (TABSCHEMA, TABNAME)

パーティション・データベース環境の場合は GROUP BY 節を使用します。

2. 以下のいずれかの方法を使用して、前のステップで生成されたリスト内の表を再
作成します。

v ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーを使用して表を再作成します。詳細と
制限については、「データ移動ユーティリティー ガイドおよびリファレン
ス」の『ADMIN_MOVE_TABLE プロシージャーを使用した表の移動』を参照
してください。この方法は、表が少数で、データをオンラインにしたまま表を
再作成する場合に適しています。
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v オフライン・プロシージャーを実行して、表と、表に従属するオブジェクトを
再作成します。この方法は、表が多数の場合に適しています。

例えば、-co COPY アクションを指定した db2move コマンドを使用するプロ
シージャーを使うことができます。 「データベース: 管理の概念および構成
リファレンス」の『db2move ユーティリティーを使用したスキーマ・コピー
の例』を参照してください。

オフライン・プロシージャーの別の例では、db2look コマンドをカーソルに対
して使用し、さらにカーソルからのロードを実行することにより、表定義のコ
ピーを作成しています。

SYSTEM TEMPORARY 表スペース・ページ・サイズが要件を満たしてい
ることの確認

拡大されたレコード ID (RID) を使用すると、照会の結果セット内または位置指定
の更新の行サイズが増えます。結果セット内の行サイズが既存の SYSTEM

TEMPORARY 表スペースの行の最大長の制限に近い場合、より大きなページ・サイ
ズを使って SYSTEM TEMPORARY 表スペースを作成する必要があるかもしれませ
ん。

前提条件

必要に応じて SYSTEM TEMPORARY 表スペースを作成するために、
SYSCTRL または SYSADM 権限を持っていることを確認してください。

手順

照会または位置指定の更新に対して、SYSTEM TEMPORARY 表スペースの最大ペ
ージ・サイズが十分に大きいことを確認するには、以下のようにします。

1. 照会または位置指定の更新の結果セット内の最大行サイズを判別します。表の作
成に使用した DDL ステートメントを使って、照会をモニターするか、最大行サ
イズを計算します。

2. 以下の照会を発行して、それぞれの SYSTEM TEMPORARY 表スペースのペー
ジ・サイズ、および照会や更新の中で参照される表が作成された場所の表スペー
スのページ・サイズを判別します。

db2 "SELECT CHAR(TBSP_NAME,20) TBSP_NAME, TBSP_CONTENT_TYPE, TBSP_PAGE_SIZE
FROM SYSIBMADM.SNAPTBSP"

TBSP_NAME TBSP_CONTENT_TYPE TBSP_PAGE_SIZE
-------------------- ----------------- --------------------
SYSCATSPACE ANY 8192
TEMPSPACE1 SYSTEMP 8192
USERSPACE1 LARGE 8192
IBMDB2SAMPLEREL LARGE 8192
SYSTOOLSPACE LARGE 8192
SYSTOOLSTMPSPACE USRTEMP 8192

6 record(s) selected.

出力の中で、TBSP_CONTENT_TYPE 列の値が SYSTEMP である表スペースを
探すことにより、SYSTEM TEMPORARY 表スペースを識別できます。
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バージョン 8.1 からアップグレードする場合、以下のコマンドを使用してくださ
い。

db2 LIST TABLESPACES SHOW DETAIL

3. 以下のようにして、結果セット内の最も大きい行サイズが SYSTEM

TEMPORARY 表スペースのページ・サイズに適合するかどうかを検査します。

maximum_row_size > maximum_row_length - 8 bytes (structure overhead in
single partition)

maximum_row_size > maximum_row_length - 16 bytes (structure overhead in DPF)

ここで、maximum_row_size は結果セットの最大行サイズ、maximum_row_length

はすべての SYSTEM TEMPORARY 表スペースの中で最も大きいページ・サイ
ズに基づく可能な最大長です。表スペース・ページ・サイズから行の最大長を決
定するには、「SQL リファレンス 第 1 巻」の『SQL と XML の制限値』を参
照してください。

最大行サイズが計算値より小さい場合、照会は DB2 UDB バージョン 8 のとき
と同じように実行されるため、このタスクをこれ以上進める必要はありません。

4. 表が作成された場所の表スペース・ページ・サイズに比べて少なくとも 1 ペー
ジ分だけ大きい SYSTEM TEMPORARY 表が存在しない場合、このサイズの
SYSTEM TEMPORARY 表スペースを作成してください。例えば Windows オペ
レーティング・システムでは、ページ・サイズ 8 KB の表スペースで表を作成
した場合、以下のように、ページ・サイズ 16 KB の追加の SYSTEM

TEMPORARY 表スペースを作成します。

db2 CREATE SYSTEM TEMPORARY TABLESPACE tmp_tbsp
PAGESIZE 16K
MANAGED BY SYSTEM
USING ('d:¥tmp_tbsp','e:¥tmp_tbsp')

表スペースのページ・サイズが 32 KB である場合、SYSTEM TEMPORARY 表
スペースのページに適合するために、照会の中で選択される情報を減らすか、照
会を分割することができます。例えば、表のすべての列を選択する代わりに、本
当に必要な列だけを選択するか、特定の列のサブストリングだけを選択すること
により、ページ・サイズ制限の超過を防ぐことができます。

表書き込みイベント・モニターの再作成
バージョン 9.7 より前の DB2 コピーで表書き込みイベント・モニターを作成して
いた場合は、データベースをアップグレードした後に新しいまたは変更されたバー
ジョン 9.7 モニター・エレメントのデータの収集を開始できるように、表書き込み
イベント・モニターおよびターゲット表を再作成してください。

バージョン 9.7 のターゲット表には、新しいモニター・エレメント用の新しい列、
変更された列データ・タイプ、または既存のモニター・エレメント用に列の長さが
長くなったものがあります。データベースのアップグレード後に既存の表書き込み
イベント・モニターをアクティブにすると、既存のターゲット表ではデータを収集
できないので、データ脱落が生じます。

前提条件

DBADM 権限を持っていることを確認します。
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表書き込みイベント・モニターを再作成するには、以下のようにします。

1. バージョン 9.7 より前の DB2 コピーで作成したそれぞれの表書き込みイベン
ト・モニターごとに、どれがターゲット表かを識別します。そのためには、次の
例に示されているように、SYSCAT.EVENTTABLES ビューを照会します。

SELECT TABSCHEMA, TABNAME FROM SYSCAT.EVENTTABLES
WHERE EVMONNAME = '表書き込みイベント・モニター名'

2. 前のステップで識別した既存のターゲット表を名前変更またはドロップします。
そのためには、それぞれのターゲット表ごとに、以下のステートメントのいずれ
かを発行します。

RENAME TABLE ターゲット表名 TO 新規ターゲット表名
または
DROP TABLE ターゲット表名

収集した既存のデータを維持したい場合のみ、ターゲット表を名前変更する必要
があります。

3. それぞれのイベント・モニターごとに次のステートメントを発行することによっ
て、表書き込みイベント・モニターをドロップします。

DROP EVENT MONITOR 表書き込みイベント・モニター名

4. 表書き込みイベント・モニターを作成します。

5. AUTOSTART コマンド・パラメーターなしで表書き込みイベント・モニターを
作成した場合には、データの収集を始めるために表書き込みイベント・モニター
を活動化します。そのためには、次の例に示されているように、SET EVENT

MONITOR STATE ステートメントを発行します。

SET EVENT MONITOR 表書き込みイベント・モニター名 1

ターゲット表を照会するアプリケーションがある場合には、変化に対応するように
アプリケーションを変更する必要があります。

DB2 サーバーのアップグレードの検証
DB2 サーバーのアップグレードが完了した時点で、新しいアップグレード済みの環
境に対してテストを実行し、DB2 サーバーが期待どおりに作動しているか検査する
のはよい方法です。この種のテストは、普通は DB2 サーバーに対して通常実行し
ているバッチ・プログラムと、ベンチマーク用に実行するプログラムまたはスクリ
プトで構成できます。

SQL ステートメントを含む DB2 コマンド・スクリプトがある場合は、db2batch ベ
ンチマーク・ツール・コマンドを使用して、これらのスクリプト中のステートメン
トを実行し、CPU 時間や経過時間などのパフォーマンス詳細情報や統計を収集でき
ます。このツールは、単一パーティション・データベースと複数パーティション・
データベースの両方で作動できます。

前提条件

スクリプト中の SQL ステートメントを実行するのに必要な権限レベルがあ
ることを確認してください。

手順
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DB2 サーバーのアップグレードが正常に行われたことを確認するには、以下のよう
にします。

1. スクリプト中の SQL ステートメントを実行するのに必要な権限レベルを持つユ
ーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

2. 頻繁に実行する SQL ステートメントを含むスクリプトを準備します。サンプ
ル・ファイルをインストールした場合は、いずれかのサンプル CLP スクリプト
を実行することもできます。

3. db2batch コマンドを使用してスクリプトを実行します。以下の例は、testdata.db2

サンプル・スクリプトを使用してこのツールを実行する方法を示します。

cd samplefile-dir-clp
db2batch -d sample -f testdata.db2 -o r 0 p 3

samplefile-dir-clp は Linux および UNIX では DB2DIR/samples/clp、 Windows

では DB2DIR¥samples¥clp です。 DB2DIR は DB2 バージョン 9.7 コピーの場
所を表します。 sample はデータベース名です。オプション -o r 0 p3 は、取り
出された 0 行を出力に印刷し、 testdata.db2 スクリプト中のステートメントご
との経過時間、CPU 時間、およびモニター情報のサマリーを報告することを示
します。

以下のテキストは、上記の例のコマンドによって生成されたサマリー表の出力を
抽出したものです。

Summary Table:

Type Number Total Time Min Time Max Time Arithmetic Mean Geometric Mean
--------- ------ ---------- -------- -------- --------------- --------------
Statement 1 0.281284 0.281284 0.281284 0.281284 0.281284
Statement 2 0.073158 0.073158 0.073158 0.073158 0.073158
Statement 3 0.000823 0.000823 0.000823 0.000823 0.000823
Statement 4 0.155366 0.155366 0.155366 0.155366 0.155366

* Total Entries: 4
* Total Time: 0.510630 seconds
* Minimum Time: 0.000823 seconds
* Maximum Time: 0.281284 seconds
* Arithmetic Mean Time: 0.127658 seconds
* Geometric Mean Time: 0.040271 seconds
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第 10 章 アップグレードしたデータベースのバージョン 9.7 の
新規機能の採用

DB2 サーバーのアップグレード後に、バージョン 9.7 の新規機能を採用して、アッ
プグレードされたデータベースの機能を拡張し、パフォーマンスを改善してくださ
い。

前提条件
DB2 サーバーをバージョン 9.7 にアップグレードしなければなりません。

手順

以下のステップのいずれかを実行し、アップグレード済みの DB2 環境で、指定さ
れたバージョン 9.7 の機能を採用します。

v 以下のステートメントを発行して、既存のデータベースで自動ストレージを使用
可能にします。

ALTER DATABASE database-name ADD STORAGE ON storage-location

データベースで自動ストレージを使用可能にした後、既存の DMS 表スペースで
自動ストレージを使用可能にします。この使用可能化を行う 1 つの方法は、
ALTER TABLESPACE ステートメントを発行して、既存のコンテナーをそのまま
保持し、将来の拡大と縮小操作に自動ストレージを使用することです。

ALTER TABLESPACE tablespace-name MANAGED BY AUTOMATIC STORAGE

表スペースで既存のコンテナーを変換して自動ストレージを使用する場合には、
を実行します既存の DMS 表スペースを自動ストレージの表スペースとして再作
成するリダイレクト・リストアを実行します。「DB2 バージョン 9.7 の新機能」
の『既存のデータベースおよび表スペースは自動ストレージを使用できる』を参
照してください。

また、自動ストレージのデータベースからストレージ・パスをドロップするこ
と、さらにはそれらを追加することもできるようになりました。データベースの
ストレージ・パスを変更した後、オプションで、自動ストレージの表スペースの
データを再平衡化して、データ・ストライピングの使用を改善し、入出力スルー
プットを増やすことができます。以下の例は、自動ストレージの表スペースを再
平衡化する方法を示しています。

ALTER TABLESPACE tablespace-name REBALANCE

以下の SQL ステートメントは、現在接続中のデータベースの自動ストレージの
REGULAR および LARGE 表スペースすべてのリストを生成します。

SELECT TBSP_NAME
FROM SYSIBMADM.SNAPTBSP
WHERE TBSP_USING_AUTO_STORAGE = 1 AND TBSP_CONTENT_TYPE IN ('ANY','LARGE')
ORDER BY TBSP_ID

これらのすべての機能拡張により、自動ストレージのデータベースおよび表スペ
ースの制御が強化されます。
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v 自動ストレージが使用可能であるかどうかにかかわらず、データベースで DMS

表スペースを使用している場合、バージョン 9.7 で作成された新しい DMS 表ス
ペースの使用を開始するか、既存の DMS 表スペースをマイグレーションしま
す。新たに作成された DMS 表スペースでは、再利用可能ストレージがデフォル
トで使用可能です。それらの中の最大数のエクステントを再配置するためにエク
ステント移動操作をトリガーでき、以下のコマンドを使用して最高水準点を削減
できます。

– 自動ストレージの DMS 表スペースの場合、REDUCE 節とともに ALTER

TABLESPACE ステートメントを使用します。

– 非自動ストレージの DMS 表スペースの場合、LOWER HIGH WATER MARK

とともに ALTER TABLESPACE ステートメントを使用します。次に、
REDUCE 節とともに ALTER TABLESPACE ステートメントを発行し、コン
テナーのサイズを変更します。

バージョン 9.7 より前のリリースで作成した既存の DMS 表スペースでは、再利
用可能ストレージは使用不可です。それらは、再利用可能ストレージを使用する
DMS 表スペースと共存することができます。既存の DMS 表スペースで再利用
可能ストレージを使用可能にするには、以下の方法のいずれかを使用して、それ
らをマイグレーションする必要があります。

– DMS 表スペースを再作成します。

– 新規 DMS 表スペースを作成し、新しい SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE プ
ロシージャーを呼び出して、データをオンラインかつアクセス可能にしたま
ま、再利用可能ストレージが使用可能な新規 DMS 表スペースにデータを移動
します。

v diagpath 構成パラメーターによって示されるディレクトリーにディスク・スペー
スの制限がある場合、diagsize データベース・マネージャー構成パラメーターを
1 つの値に設定して、DB2 診断 (db2diag) と管理通知ログ・ファイルのサイズの
合計を制御し、インスタンスを再始動します。

インスタンスを再始動した後、すべてのメッセージは、db2diag 循環ログ・ファ
イル (db2diag.N.log) および循環管理通知ログ (instance.N.nfy) に書き込まれます
が、それらの合計サイズは diagsize の値によって制限されます。ログ・ファイル
の循環のために情報を失うのを避けるには、1 GB から、diagpath によって示さ
れるディレクトリーのフリー・スペースの量から 5 GB を引いた量までの間で、
十分な値を指定する必要があります。

v 以下の例に示されているように、SYSTEM サンプリングを使用して、統計ビュー
上の統計の収集のコストを削減します。

RUNSTATS ON TABLE view-name
WITH DISTRIBUTION TABLESAMPLE SYSTEM (sampling-rate)

統計ビューに対して、TABLESAMPLE SYSTEM オプションを指定して
RUNSTATS を発行するときには、SQL20288N エラー・コードを受け取りませ
ん。RUNSTATS は、SYSTEM サンプリングを使用できない場合、コマンドで指
定されたのと同じサンプリング・レートおよびシードで BERNOULLI サンプリン
グを使用してビューの統計を収集し、サンプリング・スタイルでの変更を示す
SQL2317W 警告メッセージを戻します。
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前のリリースと同じように、BERNOULLI サンプリングの使用を継続できます。
DB2 バージョン 9.7 は、BERNOULLI サンプリングのパフォーマンス上の改善
を提供するようになりました。

v アクセス・プランの再利用およびステートメントの最適化ガイドラインの機能拡
張を使用して、オプティマイザーに影響を与え、同じ照会の整合した照会実行プ
ランを取得します。 静的ステートメントの場合、以下のステートメントを発行し
て、パッケージ内のステートメントの既存のアクセス・プランを再利用するよう
照会コンパイラーに指示します。

ALTER PACKAGE schema-name.package-id ACCESS PLAN REUSE YES

また、以下の例に示されているように、BIND ステートメントを発行して、パッ
ケージ内のステートメントの既存のアクセス・プランを再利用するよう照会コン
パイラーに指示します。

BIND filename ACTION REPLACE APREUSE YES

v レプリケーションを使用する表でデータ行圧縮を使用可能にします。データ・レ
プリケーションを使用する表でデータ行圧縮を使用できるようになりました。 ご
使用のサーバーがデータ行圧縮に必要な追加のリソースを管理できることを確認
し、アプリケーションで db2ReadLog API を使用している場合には、さらに多く
のデータを受け取るようにアプリケーションを変更します。ご使用のアプリケー
ションに必要な追加のリソースを管理する方法については、 186ページの『DB2

API の変更点によるアップグレードへの影響』を参照してください。

v MDC 表からデータを頻繁に削除する場合、自動再編成 で新しい RECLAIM

EXTENTS ONLY オプションを使用して、MDC 表の空のエクステントを DMS

表スペースに解放すると、以下のステップを実行することにより、解放されたエ
クステントを他の表またはデータベース・オブジェクトによって再利用できるよ
うになります。

1. auto_maint、auto_tbl_maint および auto_reorg データベース構成パラメータ
ーを ON に設定します。

2. パラメーターとして保守タイプ AUTO_REORG および XML 形式での保守ポ
リシーの指定を使用して、AUTOMAINT_SET_POLICY または
AUTOMAINT_SET_POLICYFILE システム定義プロシージャーを呼び出すこと
により、エクステントの再利用についての自動保守ポリシーを構成します。
XML 形式で保守ポリシーを指定する方法についての詳細は、DB2 サンプル・
ディレクトリーの DB2AutoReorgPolicySample.xml サンプル・ファイルを参照
してください。

空のエクステントを再利用すると、ディスクからメモリーに取り込むエクステン
トがより少なくなるので、データのプリフェッチのパフォーマンスを改善するこ
とができます。ただし、データを挿入するときに、再利用する空のエクステント
がない場合、新規拡張を再割り振りする必要があります。空のエクステントの再
利用は手動で実行できますが、再編成を自動で使用すると、データベース・マネ
ージャーにより、このアクションについて、パフォーマンスを改善する上で最適
な実行タイミングを判別することが可能です。

v 以下のようにして、パーティション・データベース環境で pureXML フィーチャ
ーを使用し、統合 XML データ・ストレージからの利点を得ます。

– CREATE TABLE ステートメントと DISTRIBUTE BY 節を使用して、1 つ以
上の XML 列を持つ表を作成します。
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– ALTER TABLE ステートメントと ADD COLUMN 節を使用して、分散キーを
持つ既存の表に 1 つ以上の XML 列を追加します。

– ALTER TABLE ステートメントと DISTRIBUTE BY 節を使用して、1 つ以上
の XML 列を持つ既存の表に分散キーを追加します。最初に、これらの表を再
作成して、XML ストレージ・オブジェクトを新規バージョン 9.7 フォーマッ
トに変換します。詳しくは、XML 列を持つ表の再作成を参照してください。

v 以下のようにして、パーティション表で pureXML フィーチャーを使用し、パー
ティション表の統合 XML データ・ストレージから利点を得るか、または XML
データを保管している表で表パーティションを使用して、パーティションの除去
や表パーティションの簡単なロールインおよびロールアウト機能から利点を得ま
す。

– CREATE TABLE ステートメントを使用して、1 つ以上の XML 列を持つパー
ティション表を作成します。

– ALTER TABLE ステートメントと ADD COLUMN 節を使用して、既存のパー
ティション表に XML 列を追加します。

– 1 つ以上の XML 列を持つ既存の表をパーティション表にマイグレーションし
ます。

– ALTER TABLE ステートメントと ATTACH PARTITION 節を使用して、パー
ティション表のデータをロールインします。

– ALTER TABLE ステートメントと DETACH PARTITION 節を使用して、パー
ティション表のデータをロールアウトします。

v 以下のようにして、MDC 表で pureXML フィーチャーを使用し、統合された
XML データ・ストレージを利用するか、または XML データを保管している表
に対して MDC を使用し、照会のパフォーマンスを改善します。

– CREATE TABLE ステートメントと ORGANIZE BY 節を使用して、1 つ以上
の XML 列を持つ表を作成します。

– ALTER TABLE ステートメントおよび ADD COLUMN 節を使用して、既存の
MDC 表に 1 つ以上の XML 列を追加します。

– 1 つ以上の XML 列を持つ既存の表を MDC 表にマイグレーションします。

DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.1 以前からアップグレードした場合、アップグ
レード後の DB2 環境で、バージョン 9.7 より前のリリースで導入された機能を採
用します。詳しくは、以下のトピックを参照してください。

v マイグレーションしたデータベース中で DB2 バージョン 9.5 の新規機能を使用
可能にする (「マイグレーション・ガイド (バージョン 9.5)」)

v 移行したデータベースで DB2 バージョン 9 の新機能を使用可能にする (「マイ
グレーション・ガイド (バージョン 9.1)」)
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第 11 章 DB2 機能の DB2 製品フィーチャーへのマイグレーシ
ョン

DB2 機能を特定の DB2 製品フィーチャーにマイグレーションするには、製品フィ
ーチャーがどのように機能するか、および製品フィーチャーを使用して同等の機能
をインプリメントする方法を知っている必要があります。

以下のマイグレーション・タスクは、ワークロード管理および XML データ・スト
ア・フィーチャーをインプリメントする方法についてのガイドラインを提供しま
す。

v 『DB2 ガバナーから DB2 ワークロード・マネージャーへのマイグレーション』

v 136ページの『Query Patroller から DB2 ワークロード・マネージャーへのマイ
グレーション』

v 138ページの『XML Extender から pureXML へのマイグレーション』

v 「DB2 Text Search ガイド」の『Net Search Extender から DB2 Text Search への
マイグレーション』

DB2 ガバナーから DB2 ワークロード・マネージャーへのマイグレーショ
ン

DB2 ガバナーから DB2 ワークロード・マネージャー (WLM) へのマイグレーショ
ンには、DB2 ガバナーと DB2 WLM の共存のためにデータベースをセットアップ
し、目標をもう一度調べ、ワークロード管理ソリューションをインプリメントする
ことが必要です。

前提条件

v 最良のインプリメンテーションを判別するために提供されている DB2 WLM 機
能に照らして、ワークロード管理への全体的なアプローチを検討します。DB2

WLM を開始するにあたり使用できる多数のリソースについては、『最良事例:

DB2 ワークロード管理』を含む、『ワークロード管理ロードマップ』を参照して
ください。

v DB2 ガバナーから DB2 WLM へのマイグレーションについて詳しくは、
http://www.redbooks.ibm.com/redpieces/abstracts/sg247524.html から入手可能な「DB2

Workload Manager for Linux, UNIX, and Windows」の第 11 章『Query Patroller

and DB2 Governor』を参照してください。

v 既存のワークロード管理ソリューションに Query Patroller が含まれている場合に
は、 136ページの『Query Patroller から DB2 ワークロード・マネージャーへの
マイグレーション』も参照してください。

このタスクについて

使用可能な制御およびメカニズムのタイプが 2 つの間で異なるため、ガバナー構成
を DB2 WLM に自動的にマイグレーションするツールはありません。照会を実行
しているとき、ガバナーは、特定のイベントをトリガーする可能性のある特定のし
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きい値を、照会の実行期間中に渡って監視します。DB2 WLM では、しきい値の制
御に加えて、異なる方法で、しかしさらに効果的な方法で同じワークロード管理問
題にアプローチできるいくつかの制御メカニズムが使用可能です。

このタスクは、効果的なワークロード管理ソリューションをインプリメントし、ユ
ーザーが DB2 ガバナーから DB2 WLM にマイグレーションするのを支援するガイ
ドラインを提供します。

重要: DB2 バージョン 9.5 で導入された新しいワークロード管理フィーチャーによ
り、DB2 ガバナー・ユーティリティーは、バージョン 9.7 で非推奨となり、将来の
リリースで除去される可能性があります。 詳しくは、「DB2 バージョン 9.7 の新
機能」のトピック『DB2 ガバナーと Query Patroller が推奨されなくなった』を参
照してください。

手順

DB2 ガバナーから DB2 WLM へマイグレーションするには、以下のようにしま
す。

1. ガバナーがインストールされているデータ・サーバーを DB2 バージョン 9.7 に
アップグレードし、DB2 WLM とガバナーが共存できる環境にします。以下の
いずれかのタスクを使用します。

v DB2 サーバーのアップグレード (Windows)

v DB2 サーバーのアップグレード (Linux および UNIX)

アップグレード後には 1 つのデフォルトのワークロードがあります。これは、
すべてのユーザー・データベース・アクティビティーを識別し、それらをデフォ
ルトのユーザー・サービス・クラス (これが実行環境となります) にマップする
目的で作成されたものです。ガバナーには、デフォルトのユーザー・サービス・
クラスに割り当てられて、そこで実行される照会を代行受信して管理することし
かできません。デフォルトのユーザー・サービス・クラス以外のサービス・クラ
スにユーザーのアクティビティーをルーティングするよう定義されたワークロー
ドがある場合、ガバナーはそれらのアクティビティーを管理できません。

2. DB2 WLM の使用を、デフォルトのユーザー・サービス・クラスの作業の制御
に制限し、ガバナーと DB2 WLM との間の潜在的な競合を避けます。

3. ワークロード管理の目標をもう一度調べます。これらを理解していることが、ワ
ークロード管理ソリューションをインプリメントする際に重要になります。

4. データ・サーバー上で実行される作業を識別し、目標にマップします。 DB2

WLM で、自由に追加の識別オプションを活用します。

5. 目標の指標を満たすように、リソースを割り当て、制限を加えることにより、識
別した作業を管理します。 以下のいずれかのアプローチを使用すると、さらに
簡単で効果的なインプリメンテーションになる可能性があります。

v DB2 サービス・クラスを使用して、競合するワークロード同士を分離および
隔離したり、あるいはデータベース・アクティビティーをグループ化したりし
ます。次に、エージェント、バッファー・プール、および各サービス・クラス
が受け取るプリフェッチ優先順位オプションを変更して、個々の応答時間に影
響を与えます。並行性しきい値を作成する代わりに、このアプローチを最初に
試行します。
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v ガバナー制御ファイルの AUTHID および APPLNAME パラメーター値に注
目し、AUTHID および APPLNAME パラメーター値を使用して、
SESSION_USER および APPLNAME 接続属性を指定するワークロードを作成
します。

v ワークロードを使用してソースに従って作業を分離できない場合、すべての着
信作業を共通サービス・スーパー・クラスにマップし、DB2 作業アクショ
ン・セットを使用して、各種の特性によって作業を分離し、各サービス・サブ
クラスにそれを割り当てます。この時点で、目標を実現するために各サービ
ス・クラスが使用可能なリソースを操作します。

v 各サービス・クラスが受け取る優先順位オプションの設定のみでは、望みどお
りの結果が実現しない場合、目標を実現するまで必要に応じて、DB2 しきい
値の適用などの、DB2 WLM の他のフィーチャーを選択的に適用します。

v DB2 しきい値を使用するとき、しきい値違反イベント・モニターが作成され
アクティブにされていることを確認してください。そうでない場合、いつ、ど
のしきい値が違反しているかがわかりません。

v しきい値を作成して、ガバナーが監視していた同じワークロードにマップする
場合、DB2 WLM で使用可能なすべてのしきい値を考慮してください。DB2

ガバナーの反応規則の一部については、DB2 ワークロード管理しきい値の中
に、直接同等の機能があります。例えば、最大実行時間、戻り行数の最大数、
または最大接続アイドル時間を制御するものなどです。その他のものは、ワー
クロード管理または DB2 ガバナーに固有のものであり、現行のワークロード
管理条件で作業を制御するアプローチを再考することが必要です。DB2 ガバ
ナーの規則は、既に実行されている照会にのみ適用できますが、DB2 WLM

しきい値への変更は新規照会にのみ適用されることに注意してください。

DB2 WLM で使用可能なすべての異なるしきい値アクションを考慮してくだ
さい。リソースのしきい値を超過した場合、アクティビティーの終了よりも寛
容なアクションを選択することができます。例えば、しきい値に達しても実行
を継続させる、あるいは異なるリソース制御を使用してそれをサービス・サブ
クラスに再マップする、などです。またアクティビティーをさらに調査するた
めにしきい値違反イベント・モニターにログとして記録された情報を使用でき
ます。

v rowssel 制限の場合、SQLROWSRETURNED 条件を使用してしきい値を作成
し、アプリケーションに戻されるデータ行の数が限度を超えたときに、どのア
クションが取られるかを示すことができます。

v rowsread 制限の場合、SQLROWSREAD または SQLROWSREADINSC 条件を
使用してしきい値を作成して、照会計算中に読み取られるデータ行の数が限度
を超えたときに、どのアクションが取られるかを示すことができます。

v cpu 制限の場合、CPUTIME または CPUTIMEINSC 条件を使用してしきい値
を作成して、アクティビティーによって消費されるユーザーとシステムの
CPU 時間の合計量が限度を超えたときに、どのアクションが取られるかを示
すことができます。

v idle 制限の場合、CONNECTIONIDLETIME 条件を使用してしきい値を作成し
て、最大接続アイドル時間を超えたときに、どのアクションが取られるかを示
すことができます。
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v 接続プールを使用している場合、DB2 WLM には、照会の適切な識別と管理
に使用可能なクライアント属性があります。中間層のアプリケーションは、
SQL を発行する前に、sqleseti API か WLM_SET_CLIENT_INFO プロシージ
ャーのどちらかを呼び出して、クライアント属性のいずれか 1 つを設定する
ことができます。

v ご使用のデータ・サーバーが AIX オペレーティング・システムで実行されて
いる場合、プロセッサー・リソースのより細かい制御のために、AIX WLM

の使用を考慮してください。

6. 目標を満たしていることを確認するために、オプションをモニターします。

Query Patroller から DB2 ワークロード・マネージャーへのマイグレーシ
ョン

Query Patroller から DB2 ワークロード管理 (WLM) へのマイグレーションには、
Query Patroller と DB2 WLM の共存のためにデータベースをセットアップし、目的
をもう一度調べ、ワークロード管理ソリューションをインプリメントすることが必
要です。

前提条件

v root アクセス権を持っていることを確認します。

v Query Patroller のインストール要件を満たしていることを確認してください。
「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベース製品のインストール
要件』を参照してください。

v 最良のインプリメンテーションを判別するために提供されている DB2 WLM 機
能に照らして、ワークロード管理への全体的なアプローチを検討します。DB2

WLM を開始するにあたり使用できる多数のリソースについては、『最良事例:

DB2 ワークロード管理』を含む、『ワークロード管理ロードマップ』を参照して
ください。

v Query Patroller から DB2 WLM へのマイグレーションについて詳しくは、
http://www.redbooks.ibm.com/redpieces/abstracts/sg247524.html から利用可能な「DB2

Workload Manager for Linux, UNIX, and Windows」の 11 章『Query Patroller and

DB2 Governor』を参照してください。

v 既存のワークロード管理ソリューションに DB2 ガバナーが含まれている場合、
133ページの『DB2 ガバナーから DB2 ワークロード・マネージャーへのマイグ
レーション』も参照してください。

制約事項

v DB2 WLM には、Query Patroller のバイパス・オプションと同等のものはありま
せん。

このタスクについて

使用可能な制御およびメカニズムのタイプが 2 つの間で異なるため、Query

Patroller 構成を DB2 WLM に自動的にマイグレーションするツールは提供されてい
ません。Query Patroller では、コストによって見積もられた異なるサイズの作業が
いつシステムに入ることを許可されるかを分類および制御して、システム・リソー
スを制御することができます。DB2 WLM では、並行性の制御に加えて、異なる方
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法で、しかしさらに効果的な方法で同じワークロード管理問題にアプローチできる
いくつかの制御メカニズムが使用可能です。

このタスクは、効果的なワークロード管理ソリューションをインプリメントし、ユ
ーザーが Query Patroller から DB2 WLM にマイグレーションするのを支援するガ
イドラインを提供します。

重要: DB2 バージョン 9.5 で導入された新しいワークロード管理フィーチャーによ
り、DB2 ガバナー・ユーティリティーは、バージョン 9.7 で非推奨となり、将来の
リリースで除去される可能性があります。 詳しくは、「DB2 バージョン 9.7 の新
機能」のトピック『DB2 ガバナーと Query Patroller が推奨されなくなった』を参
照してください。

手順

Query Patroller から DB2 WLM へマイグレーションするには、以下のようにしま
す。

1. Query Patroller がインストールされているデータ・サーバーを DB2 バージョン
9.7 にアップグレードし、DB2 WLM と Query Patroller が共存できる環境にし
て、マイグレーションの影響とリスクを削減できます。以下のいずれかのタスク
を使用します。

v DB2 サーバーのアップグレード (Windows)

v DB2 サーバーのアップグレード (Linux および UNIX)

アップグレード後には 1 つのデフォルトのワークロードがあります。これは、
すべてのユーザー・データベース・アクティビティーを識別し、それらをデフォ
ルトのユーザー・サービス・クラス (これが実行環境となります) にマップする
目的で作成されたものです。Query Patroller には、デフォルトのユーザー・サー
ビス・クラスに割り当てられて、そこで実行される照会を代行受信して管理する
ことしかできません。デフォルトのユーザー・サービス・クラス以外のサービ
ス・クラスにユーザーのアクティビティーをルーティングするよう定義されたワ
ークロードがある場合、Query Patroller はそれらのアクティビティーを管理でき
ません。

2. DB2 WLM の使用を、デフォルトのユーザー・サービス・クラスでの作業の制
御に制限し、Query Patroller と DB2 WLM との間の潜在的な競合を避けます。

3. ワークロード管理の目標をもう一度調べます。これらを理解していることが、ワ
ークロード管理ソリューションをインプリメントする際に重要になります。

4. データ・サーバー上で実行される作業を識別し、目標にマップします。 DB2

WLM で、自由に追加の識別オプションを活用します。

5. 目標の指標を満たすように、リソースを割り当て、制限を加えることにより、識
別した作業を管理します。サービス・クラスを徐々に作成することによって、
Query Patroller と DB2 WLM の間のゆるやかな遷移を行うことができます。

Query Patroller の管理機能を DB2 WLM の同等のものにマップすることができ
ますが、以下のいずれかのアプローチを使用すると、さらに簡単で効果的なイン
プリメンテーションになる可能性があります。

v DB2 サービス・クラスを使用して、競合するワークロード同士を分離および
隔離したり、あるいはデータベース・アクティビティーをグループ化したりし
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ます。次に、エージェント、バッファー・プール、および各サービス・クラス
が受け取るプリフェッチ優先順位オプションを変更して、個々の応答時間に影
響を与えます。並行性しきい値を作成する代わりに、このアプローチを最初に
試行します。

v ワークロードを使用してソースに従って作業を分離できない場合、すべての着
信作業を共通サービス・スーパー・クラスにマップし、DB2 作業アクショ
ン・セットを使用して、各種の特性によって作業を分離し、各サービス・サブ
クラスにそれを割り当てます。この時点で、目標を実現するために各サービ
ス・クラスが使用可能なリソースを操作します。

v 各サービス・クラスが単独で受け取る優先順位オプションの設定のみでは、望
みどおりの結果が実現しない場合、目標を実現するまで必要に応じて、並行性
しきい値を含む DB2 しきい値の適用などの、DB2 WLM の他のフィーチャ
ーを選択的に適用します。

v DB2 しきい値を使用するとき、しきい値違反イベント・モニターが作成され
アクティブにされていることを確認してください。そうでない場合、いつ、ど
のしきい値が違反しているかがわかりません。

v 照会クラスをインプリメントするには、作業クラスおよび作業アクション・セ
ットを使用して DML 作業を識別して、照会コストの範囲に基づいて作業ア
クション・セットにしきい値をセットアップします。

v 実行を停止するというさらに重大なアクションを取る前に、大規模な照会を識
別し、詳細情報を収集するオプション、または異なるリソース制御を使用して
これらの照会をサービス・サブクラスに再マップするオプションを考慮しま
す。後の分析のために情報を収集するとき、収集するものの有効範囲を特定の
サービス・クラスに制限できます。

v 接続プールを使用している場合、DB2 WLM には、照会の適切な識別と管理
に使用可能なクライアント属性があります。中間層のアプリケーションは、
SQL を発行する前に、sqleseti API か WLM_SET_CLIENT_INFO プロシージ
ャーのどちらかを呼び出して、クライアント属性のいずれか 1 つを設定する
ことができます。

v ご使用のデータ・サーバーが AIX オペレーティング・システムで実行されて
いる場合、プロセッサー・リソースのより細かい制御のために、AIX WLM

の使用を考慮してください。

6. Query Patroller で履歴分析機能を使用する場合、DB2 WLM Historical Analysis

Tool のサンプルの使用方法については、『演習 10: 履歴データおよびレポート
の生成』を参照してください。DB2 サンプルには、DB2 WLM アクティビティ
ー・イベント・モニターによってキャプチャーされた情報を使用して、Query

Patroller の履歴分析機能と同様の機能を提供する Perl スクリプトのセットが含
まれています。スクリプトを変更して、必要に合う追加の履歴分析レポートを作
成することができます。

7. 目標を満たしていることを確認するために、オプションをモニターします。

XML Extender から pureXML へのマイグレーション
XML Extender を使用するデータベース・アプリケーションを pureXML 機能を使
用するようにマイグレーションして、それらが DB2 バージョン 9.7 で実行できる
ようにします。XML Extender は、DB2 バージョン 9.7 で廃止されました。
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DB2 バージョン 9.7 はネイティブ XML データ・ストレージをサポートします。
このサポートには、新規の XML タイプ、XQuery、XML 索引、および一連の
SQL/XML 関数が含まれます。

前提条件

XML Extender がインストールされている、バージョン 9.7 より前の DB2

サーバー。

手順

アプリケーションを XML Extender から新規のネイティブ XML ストレージ・サポ
ートにマイグレーションするには、以下のようにします。

1. XML Extender がインストールされている DB2 サーバーを、 DB2 バージョン
9.7 にアップグレードします。

2. オプション: しますご使用のデータベースを Unicode データベースに変換しま
す。「グローバリゼーション・ガイド」の『非 Unicode データベースを Unicode

に変換する』を参照してください。 XML タイプのサポートは、DB2 バージョ
ン 9.7 では非 Unicode のデータベース用に提供されているものですが、Unicode

データベースを使用すると、データベース・コード・ページから Unicode コー
ド・ページへの文字の変換によるオーバーヘッドがなくなり、文字の変換がない
ために、データの整合性が維持されます。

3. 表に XML タイプの列を追加します。次の ALTER TABLE コマンドを使用しま
す。

db2 ALTER TABLE table_name
ADD column_name XML [NOT NULL]

この手順を実行する必要があるのは、
CLOB、VARCHAR、XMLCLOB、XMLVARCHAR、または XMLFILE データ・
タイプの列に XML 文書全体をネイティブ・フォーマットで格納した場合のみで
す。

4. しますXML スキーマを XML スキーマ・リポジトリー (XSR) に登録します。
「pureXML ガイド」の『XML スキーマを登録し、分解を可能にする』を参照し
てください。

5. 新しい XML データ・タイプ列を含む表に XML 文書をインポートします。

6. アプリケーションがアノテーション付き XML スキーマ分解を使用して XML

文書の内容を表の列に保管するように、また新規 SQL/XML 関数が新規の XML

データ・タイプを使用して XML を構成または公開するように、それぞれを変換
します。

上記のすべてのマイグレーション・ステップの詳細およびアプリケーションのマイ
グレーションの例については、http://www.ibm.com/developerworks/views/db2/

libraryview.jsp?search_by=viper+migration+series にある XML アプリケーションのマ
イグレーション・シリーズに記載されています。
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第 12 章 DB2 サーバーの逆アップグレード

DB2 サーバーを逆アップグレードするには、この手順のステップを使用してプラン
を作成し、 DB2 サーバーのアップグレード元の DB2 リリースにフォールバックす
る必要があります。 DB2 サーバーをアップグレードした後で DB2 データベースの
以前のリリースにフォールバックするためのユーティリティーはありません。

あらかじめテスト環境でアップグレードを実行しておくと、そのプロセスの問題を
識別できるため、逆アップグレード作業を避けるうえで役立ちます。

前提条件

v SYSADM 権限に加えて、Linux および UNIX オペレーティング・システ
ムでは root 権限、Windows オペレーティング・システムではローカル管
理者権限を持っていることを確認します。

v DB2 サーバーをアップグレードする前に、以下の手順を実行してくださ
い。

– アップグレードに関する推奨事項およびディスク・スペース要件を確
認してください。

– アップグレード対象のすべてのデータベースの全バックアップ をオフ
ラインで取ります。

– 各インスタンスのすべてのデータベース・マネージャー構成パラメー
ター値と、各データベースのすべてのデータベース構成パラメーター
値をバックアップします。

– ご使用の環境に該当する、その他のアップグレード前タスクを実行し
ます。

v DB2 サーバーのアップグレード中は、既存のバージョン 9.7 より前の
DB2 UDB バージョン・コピーを保持してください。これを行うには、
DB2 バージョン 9.7 のインストール時に「新規インストール」オプショ
ンを選択して新しいコピーを作成します。「既存の処理」オプションを選
択し、バージョン 9.7 より前のコピーと「アップグレード」アクション
(Windows オペレーティング・システムで使用可能) を選択することは避
けてください。

v 逆アップグレードの後でログ・ファイルを使用してロールフォワードする
場合、アクティブなログ・パスの S*.MIG ファイルをすべて維持しま
す。リカバリー可能データベースの場合、UPGRADE DATABASE コマン
ドはアクティブ・ログ・パスにあるログ・ファイルを、拡張子 .MIG を
使って名前変更します。

制約事項

v この手順は、DB2 サーバーのアップグレードにのみ適用されます。DB2

クライアントは含まれません。

v パーティション・データベース環境では、関連するすべてのデータベー
ス・パーティション・サーバーに対してこの手順を実行しなければなりま
せん。パーティション・サーバーに複数のデータベース・パーティション
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がある場合は、各データベース・パーティションに対してバックアップお
よびリストアなどのタスクをデータベース・レベルで実行してください。

v アップグレードに関する制約事項としてさらにいくつかの点が適用されま
す。完全なリストを確認してください。

手順

DB2 サーバーを逆アップグレードするには、以下のステップを実行する必要があり
ます。

1. SYSADM 権限を持つユーザーとして DB2 サーバーにログオンします。

2. DROP DATABASE コマンドを実行することにより、DB2 バージョン 9.7 です
べてのデータベースをドロップします。

3. Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root として、Windows

オペレーティング・システムではローカル管理者権限を持つユーザーとして
DB2 サーバーにログオンします。

4. db2idrop コマンドを実行することにより、DB2 バージョン 9.7 インスタンスを
ドロップします。このコマンドはデータベース・ファイルを除去しないので、イ
ンスタンスをドロップする前にデータベースをドロップしておく必要がありま
す。

5. バージョン 9.7 より前のインスタンスを DB2 バージョン 9.7 にアップグレー
ドした場合、 db2icrt を実行してバージョン 9.7 より前のインスタンスを再作成
します。次に、UPDATE DATABASE MANAGER CONFIGURATION コマンド
を使用して、各インスタンスのデータベース・マネージャー構成パラメーター値
をリストアします。

6. バージョン 9.7 より前のインスタンスごとに、インスタンス所有者として DB2

サーバーにログオンし、 RESTORE DATABASE コマンドを実行して、アップグ
レードしたデータベースをバージョン 9.7 より前のオフライン全バックアップか
らリストアします。 DB2 バージョン 9.7 からバージョン 9.7 より前のリリー
スにデータベースをアップグレードすることはできません。

アップグレード前と同じインスタンス所有者を使用してインスタンスを再作成
し、データベースを DB2 バージョン 9.7 インスタンスにアップグレードしなか
った場合、データベースはバージョン 9.7 より前のリリースのままであり、再カ
タログするだけでアクセスできるようになります。

7. リカバリー可能データベースがあり、アップグレードの前に持っていたログ・フ
ァイルを使用してロールフォワードする場合、.LOG 拡張子を使用してアクティ
ブなログ・パスの S*.MIG ファイルをすべて名前変更し、以下の例で示されてい
るように ROLLFORWARD DATABASE コマンドを Windows オペレーティン
グ・システムで発行します。

cd E:¥DB2_01¥NODE0000¥SQL00001¥SQLOGDIR
dir S*.MIG
...
25/02/2008 10:04 AM 12,288 S0000000.MIG
25/02/2008 10:10 AM 12,288 S0000001.MIG
25/02/2008 09:59 AM 4,104,192 S0000002.MIG
25/02/2008 10:10 AM 4,104,192 S0000003.MIG
25/02/2008 10:19 AM 4,104,192 S0000004.MIG

5 File(s) 12,337,152 bytes
2 Dir(s) 4,681,842,688 bytes free

rename S*.MIG S*.LOG
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dir S*.LOG
...
25/02/2008 10:04 AM 12,288 S0000000.LOG
25/02/2008 10:10 AM 12,288 S0000001.LOG
25/02/2008 09:59 AM 4,104,192 S0000002.LOG
25/02/2008 10:10 AM 4,104,192 S0000003.LOG
25/02/2008 10:19 AM 4,104,192 S0000004.LOG

5 File(s) 12,337,152 bytes
2 Dir(s) 4,681,842,688 bytes free

db2 ROLLFORWARD DB sample TO END OF LOGS AND STOP
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第 3 部 クライアントのアップグレード

本書のこの部分は、次の章で構成されています。

v 147ページの『第 13 章 クライアントのアップグレード』

v 149ページの『第 14 章 クライアントのアップグレードに関する重要事項』

v 155ページの『第 15 章 クライアントのアップグレード前タスク』

v 159ページの『第 16 章 Data Server Client へのアップグレード (Windows)』

v 163ページの『第 17 章 Data Server Runtime Client へのアップグレード
(Windows)』

v 165ページの『第 18 章 クライアントのアップグレード (Linux および UNIX)』

v 171ページの『第 20 章 クライアントのアップグレード後タスク』
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第 13 章 クライアントのアップグレード

DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするためには、クライアントをアップグレー
ドすることが必要な場合があります。

クライアントのアップグレードには、バージョン 9.7 クライアントのコピーをイン
ストールしてから、クライアント・インスタンスをアップグレードすることが必要
です。クライアント・インスタンスでは、アプリケーションをデータベースに接続
し、クライアント構成、カタログしたノード、およびカタログしたデータベースに
関する情報を維持できます。

既にインストールしてあるクライアントの現在のレベルによって、DB2 バージョン
9.7 へのアップグレードの進め方が決まります。バージョン 8、バージョン 9.1、ま
たはバージョン 9.5 のクライアントからバージョン 9.7 のクライアントに直接アッ
プグレードすることが可能です。バージョン 7 以前のクライアントの場合は、ま
ず、任意のバージョン 8 クライアントにマイグレーションします。

クライアントで使用できるアップグレード・サポートおよびオプションについて詳
しくは、 149ページの『第 14 章 クライアントのアップグレードに関する重要事
項』をご覧ください。
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第 14 章 クライアントのアップグレードに関する重要事項

クライアントを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、アップグレード
に関するさまざまな概念、アップグレードのオプション、アップグレードに関する
制約事項、アップグレードに関する推奨事項、およびクライアントと DB2 サーバ
ーとの接続性について理解しておく必要があります。

クライアントのアップグレードに含まれる作業を完全に理解すれば、クライアント
を DB2バージョン 9.7 に成功裏にアップグレードするための独自の計画を策定でき
ます。

クライアントのアップグレードのトピックで、「バージョン 9.7 より前のクライア
ント」の語は、バージョン 9.5、バージョン 9.1、およびバージョン 8 のクライア
ントを示します。

クライアントのアップグレード・オプション

アップグレード・オプションは、インストールするクライアントのタイプに
よって異なります。次の表で、バージョン 9.7 クライアントのタイプ別ア
ップグレード・オプションについて説明します。

表 19. バージョン 9.7 クライアントのアップグレード・オプション

アップグレード元 アップグレード先 アップグレード・サポートの詳細

v バージョン 8

の DB2

Administration

Client

v バージョン 8

の DB2

Application

Development

Client

v バージョン 9.1

の DB2 Client

v バージョン 9.5

Data Server

Client

(Windows)

バージョン 9.7

Data Server

Client(Windows)

以下の 2 つのオプションがあります。

v バージョン 9.7 Data Server Client をインストー
ルし、「既存の処理」 ウィンドウでバージョン
9.7 より前のクライアント・コピーを「アップグ
レード」アクションと共に選択します。クライア
ント・インスタンスが自動的にアップグレードさ
れます。

v バージョン 9.7 の Data Server Client の新しいコ
ピーをインストールしてから、既存のクライアン
ト・インスタンスを手動でアップグレードしま
す。
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表 19. バージョン 9.7 クライアントのアップグレード・オプション (続き)

アップグレード元 アップグレード先 アップグレード・サポートの詳細

v バージョン 8

の DB2

Run-Time Client

v バージョン 8

の DB2

Run-Time Client

Lite

v バージョン 9.1

の DB2

Runtime Client

v バージョン 9.5

Data Server

Runtime Client

(Windows)

バージョン 9.7

Data Server

Runtime

Client(Windows)

v バージョン 9.7 の Data Server Runtime Client を
新しいコピーとしてインストールしてから、既存
のクライアント・インスタンスを手動でアップグ
レードします。

バージョン
9.5、9.1、または
バージョン 8 の
すべてのクライア
ント (Linux また
は UNIX)

バージョン 9.7 の
すべてのクライア
ント (Linux また
は UNIX)

v バージョン 9.7 クライアントの新しいコピーをイ
ンストールしてから、既存のクライアント・イン
スタンスを手動でアップグレードします。

ビット・サイズは、クライアント・インスタンスのアップグレード時に、バ
ージョン 9.7 クライアントのインストール先のオペレーティング・システ
ムによって決まります。詳しくは、 33ページの表 8を参照してください。

クライアントのアップグレードに関する制約事項

インスタンスのアップグレードおよびオペレーティング・システムのサポー
トの詳細については、 21ページの『DB2 サーバーのアップグレードに関す
る制約事項』を調べてください。これらの制約事項は、クライアントにも適
用され、それらのアップグレードに影響を与える可能性があります。

バージョン 8 のクライアントを DB2 バージョン 9.7 のサーバーと同じシ
ステムにインストールした場合、あるいはバージョン 9.7 のクライアント
を DB2 バージョン 8 のサーバーと同じシステムにインストールした場合
は、ローカル・ノードを使用してカタログされたクライアントから DB2 サ
ーバーにあるデータベースへの接続はサポートされません。DB2 サーバー
とクライアントの両方を DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする必要が
あります。バージョン 8 のクライアントまたは DB2 バージョン 8 のサー
バーをアップグレードしない場合は、TCP/IP ノードを使用してカタログさ
れたデータベースへの接続のみが可能です。詳細は、 171ページの『TCP/IP

プロトコルを使用したノードとデータベースの再カタログ』のアップグレー
ド後タスクを参照してください。

また、トラステッド・コンテキスト機能は TCP/IP プロトコルのみサポート
しています。ローカル・ノードを使用してカタログした、アップグレード済
みのデータベースへの接続では、TCP/IP プロトコルを使用してノードを再
カタログしない限り、この機能を使用できません。

150 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



クライアントと DB2 サーバーの間の接続サポート

DB2 バージョン 9.7 では、クライアントと DB2 サーバーの間の接続は、
次のようにサポートされています。

表 20. DB2 バージョン 9.7 の接続サポート

クライアント DB2 サーバー クライアントの接続サポート

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 9.7 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 9.7 サーバー

任意のバージョン 9.7 クライアントで、32 ビッ
トまたは 64 ビットの接続を確立できます。

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 9.7 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 9.5 サーバー

DB2 バージョン 9.5 以前の機能だけを使用でき
ます。

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 9.7 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 9.1 サーバー

DB2 バージョン 9.1 以前の機能だけを使用でき
ます。

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 9.7 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 8.2 サーバー

DB2 バージョン 8.2 以前の機能だけを使用でき
ます。

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 9.5 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 9.7 サーバー

DB2 バージョン 9.5 以前の機能だけを使用でき
ます。

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 9.1 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 9.7 サーバー

DB2 バージョン 9.1 以前の機能だけを使用でき
ます。

32 ビットまたは
64 ビットのバージ
ョン 8.2 クライア
ント

32 ビットまたは 64

ビットの DB2 バー
ジョン 9.7 サーバー

DB2 バージョン 8.2 以前の機能だけを使用でき
ます。

バージョン 8.2 より前のクライアント・リリースから DB2 バージョン 9.7

サーバーへの接続はサポートされていません。

接続サポートの他に、 DB2 コマンドまたは SQL ステートメントをクライ
アントから異なるバージョンの DB2 サーバーに発行する場合、デフォルト
動作の変更やそれらのコマンドまたは SQL ステートメントに適用される制
約事項から生じるリリース間の非互換性に注意する必要があります。

例えば、DESCRIBE コマンドに INDEXES FOR TABLE パラメーターを指
定してバージョン 9.7 クライアントから発行する場合、バージョン 9.7 よ
り前の DB2 サーバーはリレーショナル索引だけをリストしますが、バージ
ョン 9.7 の DB2 サーバーはリレーショナル索引に加えて XML データに
対する索引およびテキスト検索索引をリストします。詳しくは、 190ページ
の
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の『DB2 コマンドの変更点からのアップグレードの影響』 および 199ペ
ージの『SQL ステートメントの変更点によるアップグレードへの影響』 を
参照してください。

バージョン 9.1 またはバージョン 8 のクライアントからのアップグレード

バージョン 9.1 以前のクライアントからアップグレードする場合、アップ
グレードに影響を与える可能性のあるさらに他のアップグレード・サポート
変更も検討してください。

v バージョン 9.5 とバージョン 9.1 とのクライアントの変更点.

v バージョン 9.1 とバージョン 8 とのクライアントの変更点

クライアントのアップグレードに関するベスト・プラクティス
クライアントのアップグレードを計画しているときは、以下のベスト・プラクティ
スについて検討してください。

クライアントは、DB2 サーバーのアップグレード後にアップグレードします。

一般に、DB2 サーバーをアップグレードした後にクライアントをアップグ
レードします。サポートされるバージョン 9.7 より前のクライアントは、
バージョン 9.7 の DB2 サーバーに接続できます。ただし、バージョン 9.7

より前のクライアント・リリース後のリリースで導入された機能は使用でき
ません。この機能をアプリケーションで使用する場合は、ご使用のクライア
ントを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするか、バージョン 9.7 ク
ライアントの新しいコピーをインストールしてください。

ご使用の DB2 サーバーをアップグレードする前にクライアントをアップグ
レードする場合は、バージョン 9.7 クライアントからバージョン 9.1 また
はバージョン 9.5 の DB2 サーバーに接続する際のサポート上の制限を認識
しておく必要があります。これらの制限がご使用のアプリケーションに該当
するかどうかを判断して、必要な対策をとるには、「IBM データ・サーバ
ー・クライアント機能 インストール」の『クライアントとサーバーのバー
ジョンのサポートされている組み合わせ』を参照してください。

テスト環境でのクライアントのアップグレード

クライアントをテスト環境でアップグレードすると、アップグレードが正常
に行われるかどうかを判別でき、アップグレード・プロセス中に発生する可
能性のある問題に対処できます。また、データベース・アプリケーションを
テストして、それらが DB2 バージョン 9.7 で正常に稼働するためにはアッ
プグレードする必要があるかどうかを判別できます。

既存のクライアントをアップグレードする代わりに新規のクライアント・コピーを
インストールする

バージョン 9.7 より前のクライアントを必要とするソフトウェアがある場
合は、バージョン 9.7 クライアントを新しいコピーとしてインストール
し、既存のクライアント・コピーをそのまま維持することによって、ソフト
ウェアの要件に対応します。次にバージョン 9.7 のクライアント・インス
タンスを作成して、既存のクライアント・インスタンスをその構成とともに
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維持します。インストール時に、新しいクライアント・インスタンスを作成
するためのオプションを選択するか、インストール後に、クライアント・イ
ンスタンスを手動で作成できます。

アップグレード前タスクおよびアップグレード後タスクの実行

アップグレードが正常に行われるように、クライアントのアップグレード前
タスクとアップグレード後タスクを実行します。
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第 15 章 クライアントのアップグレード前タスク

クライアントをアップグレードする前に、アップグレードを成功させるのに役立つ
特定のタスクを完了しなければなりません。

以下のタスクを実行して、クライアントのアップグレードの準備を行います。

1. クライアントのアップグレードに関する重要事項を確認して、クライアントのア
ップグレードに影響を与える可能性のある要因を判別します。

2. サポートされているクライアント構成とサポートされていないクライアント構成
を確認します。

3. アップグレード・ストラテジーを計画します。例えば、まず DB2 サーバーをマ
イグレーションしてからクライアントをアップグレードすることが必要になる場
合があります。

4. オプション: DB2 サーバーをアップグレードします。

5. クライアント構成情報のバックアップを実行します。

6. オプション: テスト環境でのクライアントのアップグレードにより、アップグレ
ードに関する問題を識別し、アプリケーション、スクリプト、ツール、ルーチン
が正しく機能することを実稼働環境のアップグレード前に確認します。

クライアント構成情報のバックアップ
クライアントをアップグレードする前に、クライアント・インスタンスのデータベ
ース・マネージャー構成パラメーターの設定と、カタログされているすべてのデー
タベースに関する詳細情報をバックアップします。この情報を使用して、必要に応
じて以前のクライアント構成とカタログ済みデータベースをアップグレード後にリ
ストアできます。

前提条件

db2cfexp コマンドを実行するための SYSADM または SYSCTRL 権限を持
っていることを確認します。

制約事項

この手順では、1 つのクライアントのみの構成情報のバックアップ方法につ
いて説明します。クライアントごとに構成設定が異なる場合は、クライアン
トごとに構成情報をバックアップする必要があります。

手順

クライアント構成情報をバックアップするには、以下のようにします。

1. 以下の例のように、GET DATABASE MANAGER CONFIGURATION コマンド
を使用してデータベース・マネージャー構成パラメーターの設定をバックアップ
し、このパラメーターの設定をリスト出力してコマンド出力をファイルにリダイ
レクトします。

db2 GET DBM CFG > D:¥upgrade¥dbm_client.cfg
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2. db2cfexp コマンドを実行してカタログ済みデータベースの情報をバックアップ
し、構成プロファイルを作成します。

db2cfexp cfg_profile BACKUP

BACKUP オプションは、クライアント・インスタンスの構成プロファイルとし
て cfg_profile ファイルを作成します。このファイルには、レジストリー・プロ
ファイル設定やこのクライアント・インスタンスのみに関係のある固有の性質の
情報を含む、すべてのインスタンス構成情報が含まれています。 DB2 構成アシ
スタントを使用して、構成プロファイルをエクスポートすることもできます。

テスト環境でのクライアントのアップグレード
実稼働環境でアップグレードする前に、クライアントをテスト環境でアップグレー
ドすると、アップグレード処理中に起こりうる問題に対してより効果的に対処する
ことができ、DB2 バージョン 9.7 で導入された変更点の影響を評価できます。

前提条件

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは root 権限を、
Windows ではローカル管理者権限を持っている必要があります。
SYSADM 権限も必要です。

制約事項

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 root ユーザーの
インスタンス環境をセットアップしてはなりません。インスタンス環境を
セットアップした場合、db2iupgrade または db2icrt コマンドの実行はサ
ポートされません。

手順

テスト環境に実稼働環境を複写するには、以下のタスクを行います。

1. 実稼働環境にあるものと同じクライアントおよびバージョンをテスト・システム
にインストールします。

2. -s オプションを指定して db2icrt コマンドを実行し、クライアント・インスタン
スを再作成します。

オペレーティング・システム DB2 コマンド

Windows "%DB2PATH%"¥bin¥db2icrt -s client

InstName

Linux および UNIX $DB2DIR/instance/db2icrt -s client

InstName

ここで、DB2PATH および DB2DIR は前のステップでインストールしたクライ
アント・コピーの場所に設定されます。InstName はインスタンスの名前です。

3. ご使用のクライアントに該当するアップグレード前タスクを実行します。

4. アップグレード元のクライアントに応じて、アップグレードできるバージョン
9.7 クライアントをインストールします。「新規インストール」オプションを選
択して新しいコピーをインストールします。どのクライアント製品をインストー
ルするかを判別するには、 149ページの表 19を参照してください。

5. db2iupgrade コマンドを実行して、クライアント・インスタンスをアップグレー
ドします。
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オペレーティング・システム DB2 コマンド

Windows "%DB2PATH%"¥bin¥db2iupgrade InstName

Linux および UNIX $DB2DIR/instance/db2iupgrade InstName

ここで、DB2PATH および DB2DIR は前のステップでインストールしたバージ
ョン 9.7 クライアント・コピーの場所に設定されます。InstName はインスタン
スの名前です。

6. テスト・クライアント・インスタンスのアップグレードに関する問題が見つかっ
た場合は、これらの問題を解決して、これらの問題を解決するタスクをアップグ
レード・プランに追加します。

7. ご使用のクライアントに該当するアップグレード後タスクを実行します。

8. クライアントのアップグレードが成功したかどうかを検証します。

9. バージョン 9.7 クライアントを使用してアプリケーション、スクリプト、ツー
ル、および保守手順をテストします。
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第 16 章 Data Server Client へのアップグレード (Windows)

既存のクライアント・コピーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、
バージョン 9.7 Data Server Client のコピーをインストールし、クライアント構成を
保持して以前にカタログしたデータベースすべてに接続するように既存のクライア
ント・インスタンスをアップグレードする必要があります。

前提条件

v SYSADM、SYSCTRL、または SYSMAINT 権限とローカル管理者権限を
持ち、db2iupgrade コマンドと db2icrt コマンドを実行できることを確認
します。

v DB2 クライアントのアップグレードに関する重要事項で、DB2 クライア
ントと DB2 サーバーの間でサポートされている接続を確認してくださ
い。

v DB2 クライアントのアップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v クライアント・インスタンスのビット・サイズは、バージョン 9.7 クラ
イアントのインストール先のオペレーティング・システムによって決まり
ます。インスタンスは、x86 または x64 上の 32 ビット Windows では
32 ビットのみです。 x64 上の 64 ビット Windows では、64 ビットの
みです。詳しくは、 33ページの表 8 を参照してください。

v 応答ファイル・インストールを実行することにより、インストールされて
いる複数の DB2 製品と共に DB2 UDB バージョン 8 コピーを自動的に
アップグレードする場合には、使用するコピーは DB2 UDB バージョン
8 フィックスパック 7 以降でなければなりません。

このタスクについて

バージョン 9.7 Data Server Client のインストールでは、バージョン 9.7 より前の
既存のクライアント・コピーの自動アップグレードが選択できます。既存のクライ
アント・インスタンスが新しいバージョン 9.7 Data Server Client のコピーにアップ
グレードされ、バージョン 9.7 より前の既存のクライアント・コピーが除去されま
す。また、バージョン 9.7 Data Server Client の新規コピーをインストールして、イ
ンストール後に既存のクライアント・インスタンスを手動でアップグレードする方
法を選択することもできます。

手順

既存のクライアント・コピーから Windows 上のバージョン 9.7 Data Server Client

にアップグレードするには、以下のようにします。

1. setup コマンドを実行して DB2 セットアップ・ウィザードを起動し、しますバ
ージョン 9.7 Data Server Client をインストールします。以下の 3 つの選択があ
ります。

v 「製品のインストール」パネルで「既存の処理」オプションを選択します。
「DB2 の既存コピーの処理」ウィンドウで、クライアント・コピー名とアク
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ション「アップグレード」を選択します。選択した DB2 コピーが除去され、
クライアント・インスタンスがアップグレードされます。このオプションを選
択できるのは、バージョン 8 Administration Client、バージョン 8 Application

Development Client、バージョン 9.1 Client、またはバージョン 9.5 Data

Server Client の既存コピーがある場合です。

v 「製品のインストール」パネルで「新規インストール」オプションを選択しま
す。バージョン 9.7 Data Server Client の新しいコピーを作成し、既存のクラ
イアントのコピーを維持するには、このオプションを選択する必要がありま
す。インストールの後、バージョン 9.7 Data Server Client のコピーで実行す
るためにクライアント・インスタンスを手動でアップグレードする必要があり
ます。

– ローカル管理者権限を持つユーザーとしてシステムにログオンします。

– db2iupgrade コマンドを実行します。

"%DB2PATH%"¥bin¥db2iupgrade InstName

ここで、DB2PATH はバージョン 9.7 Data Server Client のインストール時
に指定した場所に設定されます。InstName はインスタンスの名前です。

v 「製品のインストール」パネルで「既存の処理」オプションを選択します。
「既存の処理」ウィンドウで、クライアントのコピー名と「アップグレード」
アクションを選択します。最後に、「インストール、応答ファイルの作成、ま
たはその両方の選択」ウィンドウで、「インストール設定を応答ファイルに保
管する」オプションを選択し、応答ファイルのインストールに関する応答ファ
イルを作成します。応答ファイルには必須の UPGRADE_PRIOR_VERSIONS

キーワード、アップグレードするクライアントのコピー名、およびインストー
ル・パスがあります。

応答ファイルのインストールの結果は、最初の選択と同じになります。選択し
たクライアントのコピーで実行しているクライアントのインスタンスはすべ
て、自動的にバージョン 9.7 の Data Server Client コピーにアップグレードさ
れます。クライアントが多数ある場合、応答ファイルのインストールを使用し
てクライアントをアップグレードすると、アップグレード・プロセスの自動化
を簡単に行えます。

2. アプリケーションにデフォルトのインターフェースを介してバージョン 9.7 Data

Server Client コピーを使用させる場合や、既存のバージョン 8 クライアント・
コピーをアップグレードした場合は、バージョン 9.7 Data Server Client のコピ
ーを DB2 のデフォルト・コピーとして設定します。「DB2 サーバー機能 イン
ストール」の『デフォルト DB2 およびデフォルト IBM データベース・クライ
アント・インターフェース・コピーをインストール後に変更する』を参照してく
ださい。

3. オプション: 既存のクライアント・インスタンスをアップグレードするのではな
く、新規のバージョン 9.7 クライアント・インスタンスを作成することができま
す。バージョン 9.7 クライアント・インスタンスを新たに作成する必要があるの
は、1 つの同じマシン上で複数のクライアントのコピーを実行する場合だけで
す。それ以外の場合はテスト環境を作成します。新規バージョン 9.7 クライアン
ト・インスタンスを作成するには、次のように db2icrt コマンドにオプション -s

を指定して実行します。

"%DB2PATH%"¥bin¥db2icrt -s client InstName
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データベース・マネージャー構成パラメーターや DB2 プロファイル・レジスト
リー設定を含めて、以前と同じクライアント接続環境を作成するには、db2cfimp

コマンドにアップグレード前タスクで保管した構成プロファイルを指定して実行
します。

4. アップグレード後のデータベース・マネージャー構成パラメーター値とアップグ
レード前の値を比較して、変更後の値がご使用のデータベース・アプリケーショ
ンと互換性のあることを確認してください。

クライアントをアップグレードした後に、推奨されているDB2 クライアントのアッ
プグレード後タスク、特にクライアントのアップグレードの検証を実行して、クラ
イアントのアップグレードが成功したかどうかを確認してください。
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第 17 章 Data Server Runtime Client へのアップグレード
(Windows)

既存の Runtime Client のコピーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするに
は、バージョン 9.7 Data Server Runtime Client のコピーをインストールし、クライ
アント構成を保持して以前にカタログしたデータベースすべてに接続するように既
存のクライアント・インスタンスをアップグレードする必要があります。

バージョン 9.7 Data Server Runtime Client のコピーをインストールした後、バージ
ョン 8 DB2 Run-Time、バージョン 8 DB2 Run-Time Client Lite、バージョン 9.1

DB2 Runtime Client、またはバージョン 9.5 Data Server Runtime Client のコピーか
ら、手動で既存のクライアント・インスタンスをアップグレードすることができま
す。

前提条件

v SYSADM、SYSCTRL、または SYSMAINT 権限とローカル管理者権限を
持ち、db2iupgrade コマンドと db2icrt コマンドを実行できることを確認
します。

v クライアントのアップグレードに関する重要事項で、クライアントと
DB2 サーバーの間でサポートされている接続を確認してください。

v クライアントのアップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v クライアント・インスタンスのビット・サイズは、バージョン 9.7 クラ
イアントのインストール先のオペレーティング・システムによって決まり
ます。インスタンスは、x86 または x64 上の 32 ビット Windows では
32 ビットのみです。 x64 上の 64 ビット Windows では、64 ビットの
みです。詳しくは、 33ページの表 8を参照してください。

手順

Windows 上でバージョン 8 DB2 Run-Time、バージョン 8 DB2 Run-Time Client

Lite、またはバージョン 9.1 DB2 Runtime Client のコピーをバージョン 9.7 Data

Server Runtime Client にアップグレードするには、次のようにします。

1. バージョン 9.7 Data Server Runtime Clientをインストールします。「IBM デー
タ・サーバー・クライアント機能 インストール」の『IBM データ・サーバー・
クライアントのインストール (Windows)』を参照してください。setup コマンド
を実行して DB2 セットアップ・ウィザードを起動します。

2. アプリケーションにデフォルトのインターフェースを介してバージョン 9.7 Data

Server Runtime Client コピーを使用させる場合や、既存のバージョン 8 クライ
アント・コピーをアップグレードした場合は、バージョン 9.7 Data Server

Runtime Client のコピーを DB2 のデフォルト・コピーとして設定します。
「DB2 サーバー機能 インストール」の『デフォルト DB2 およびデフォルト
IBM データベース・クライアント・インターフェース・コピーをインストール
後に変更する』を参照してください。

3. ローカル管理者権限を持つユーザーとしてシステムにログオンします。
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4. db2iupgrade コマンドを実行して、既存のクライアント・インスタンスをアップ
グレードします。

"%DB2PATH%"¥bin¥db2iupgrade InstName

ここで、DB2PATH はバージョン 9.7 Data Server Runtime Client のインストー
ル時に指定した場所に設定されます。InstName はインスタンスの名前です。

5. オプション: 既存のクライアント・インスタンスをアップグレードするのではな
く、新規のバージョン 9.7 クライアント・インスタンスを作成することができま
す。1 つの同じマシン上で複数のクライアントのコピーを実行するには、単にバ
ージョン 9.7 クライアント・インスタンスを新たに作成するだけです。新規バー
ジョン 9.7 クライアント・インスタンスを作成するには、次のように db2icrt コ
マンドにオプション -s を指定して実行します。

"%DB2PATH%"¥bin¥db2icrt -s client InstName

データベース・マネージャー構成パラメーターや DB2 プロファイル・レジスト
リー設定を含めて、以前と同じクライアント接続環境を作成するには、db2cfimp

コマンドにアップグレード前タスクで保管した構成プロファイルを指定して実行
します。

6. アップグレード後のデータベース・マネージャー構成パラメーター値とアップグ
レード前の値を比較して、変更後の値がご使用のデータベース・アプリケーショ
ンと互換性のあることを確認してください。

クライアントをアップグレードした後に、推奨されているクライアントのアップグ
レード後タスク、特にクライアントのアップグレードの検証を実行して、クライア
ントのアップグレードが成功したかどうかを確認してください。
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第 18 章 クライアントのアップグレード (Linux および UNIX)

既存のクライアントをバージョン 9.7 にアップグレードするには、バージョン 9.7

クライアントのコピーをインストールし、クライアント構成を保持して以前にカタ
ログしたデータベースすべてに接続するように既存のクライアント・インスタンス
をアップグレードする必要があります。

前提条件

v root アクセス権を持っていることを確認します。

v SYSADM、SYSCTRL、または SYSMAINT 権限と root アクセス権を持
ち、db2iupgrade コマンドと db2icrt コマンドを実行できることを確認し
ます。

v 『DB2 データベース製品のインストール要件』を満たしていることを確
認してください。オペレーティング・システムによっては、64 ビット・
カーネルが必要である場合があります。

v クライアントのアップグレードに関する重要事項で、クライアントと
DB2 サーバーの間でサポートされている接続を確認してください。

v クライアントのアップグレード前タスクを実行します。

制約事項

v バージョン 9.7 Data Server Client へのアップグレードが可能なのは、バ
ージョン 8 DB2 Administration Client、バージョン 8 DB2 Application

Development Client、バージョン 9.1 DB2 Client、またはバージョン 9.5

Data Server Client からの場合だけです。

v バージョン 9.7 Data Server Runtime Client へのアップグレードが可能な
のは、バージョン 8 DB2 Run-Time Client、バージョン 8 DB2 Run-Time

Client Lite、バージョン 9.1 DB2 Runtime Client、およびバージョン 9.5

Data Server Runtime Client からの場合だけです。

v Linux および UNIX (x64 上の Linux を除く) の場合、既存の 32 ビッ
ト・クライアント・インスタンスと 64 ビット・クライアント・インスタ
ンスはバージョン 9.7 64 ビット・クライアント・インスタンスにアップ
グレードされます。クライアント・インスタンスのビット・サイズは、バ
ージョン 9.7 クライアントのインストール先のオペレーティング・シス
テムによって決まります。詳しくは、 33ページの表 8を参照してくださ
い。

v Linux および UNIX オペレーティング・システムでは、 root ユーザーの
インスタンス環境をセットアップしてはなりません。インスタンス環境を
セットアップした場合、db2iupgrade または db2icrt コマンドの実行はサ
ポートされません。

手順

既存のクライアントをバージョン 9.7 のクライアントにアップグレードするには、
以下のようにします。
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1. db2setup コマンドを実行し、以下のように「製品のインストール」パネルから
「新規インストール」を選択して、該当するバージョン 9.7 クライアントを新規
コピーとしてインストールします。

v バージョン 8 DB2 Administration Client、バージョン 8 DB2 Application

Development Client、バージョン 9.1 DB2 Client、またはバージョン 9.5 Data

Server Client からアップグレードする場合は、バージョン 9.7 Data Server

Client を新規インストールします。

v バージョン 8 DB2 Run-Time Client、バージョン 8 DB2 Run-Time Client

Lite、バージョン 9.1 DB2 Runtime Client、またはバージョン 9.5 Data Server

Runtime Client からアップグレードする場合は、バージョン 9.7 Data Server

Runtime Client の新規コピーをインストールします。

2. root としてシステムにログオンします。

3. db2iupgrade コマンドを実行して、既存のクライアント・インスタンスをアップ
グレードします。

$DB2DIR/instance/db2iupgrade InstName

各表記の意味は次のとおりです。

DB2DIR
バージョン 9.7 クライアントのインストール時に指定した場所に設定さ
れます。UNIX のデフォルト・インストール・パスは /opt/IBM/db2/V9.7

で、Linux の場合には /opt/ibm/db2/V9.7 です。

InstName

クライアント・インスタンス所有者のログイン名。

4. オプション: 既存のクライアント・インスタンスをアップグレードするのではな
く、新規のバージョン 9.7 クライアント・インスタンスを作成することもできま
す。 1 つの同じマシン上で複数のクライアントのコピーを実行するには、単に
バージョン 9.7 クライアント・インスタンスを新たに作成するだけです。新規バ
ージョン 9.7 クライアント・インスタンスを作成するには、次のように db2icrt

コマンドにオプション -s を指定して実行します。

$DB2DIR/instance/db2icrt -s client InstName

各表記の意味は次のとおりです。

DB2DIR
バージョン 9.7 クライアントのインストール時に指定した場所に設定さ
れます。

InstName

インスタンス所有者のログイン名です。

データベース・マネージャー構成パラメーターや DB2 プロファイル・レジスト
リー設定を含めて、以前と同じクライアント接続環境を作成するには、db2cfimp

コマンドにアップグレード前タスクでバックアップした構成プロファイルを指定
して実行します。

5. アップグレード後のデータベース・マネージャー構成パラメーター値とアップグ
レード前の値を比較して、変更後の値がご使用のデータベース・アプリケーショ
ンと互換性のあることを確認してください。
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クライアントをアップグレードした後に、推奨されているクライアントのアップグ
レード後タスク、特にクライアントのアップグレードの検証を実行して、クライア
ントのアップグレードが成功したかどうかを確認してください。
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第 19 章 IBM Data Server Driver Package へのアップグレー
ド

IBM Data Server Driver Package (DSDRIVER) にアップグレードするには、バージ
ョン 9.7 DSDRIVER をインストールし、オプションでデフォルトのクライアント・
インターフェースを設定する必要があります。

前提条件

v DB2 クライアントのアップグレードに関する重要事項で、DB2 クライア
ントと DB2 サーバーの間でサポートされている接続を確認してくださ
い。

手順

1. バージョン 9.7 DSDRIVER コピーをインストールします。詳しくは、「IBM デ
ータ・サーバー・クライアント機能 インストール」の『IBM データ・サーバ
ー・クライアントのインストール方法』を参照してください。

2. バージョン 9.5 Data Server Client コピーがインストールされている場合、以下
のコマンドを発行することにより、このコピーを使用してバージョン 9.7

DSDRIVER コピーを構成することができます。

db2dsdcfgfill [ -i instance-name | -p instance-directory | -o output-dir ]

3. アプリケーションにデフォルトのインターフェースを介してバージョン 9.7

DSDRIVER コピーを使用させる場合、バージョン 9.7 DSDRIVER のコピーを
DB2 クライアント・インターフェースのデフォルトとして設定します。「DB2

サーバー機能 インストール」の『デフォルト DB2 およびデフォルト IBM デー
タベース・クライアント・インターフェース・コピーをインストール後に変更す
る』を参照してください。

バージョン 9.1 またはバージョン 9.5 DSDRIVER コピーがインストールされて
いなかった場合、バージョン 9.7 DSDRIVER コピーは、クライアント・インタ
ーフェースのデフォルトとして設定されます。

次の作業

IBM Data Server Driver Package のアップグレード後、該当する DB2 クライアント
のアップグレード後タスクのみを実行します。
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第 20 章 クライアントのアップグレード後タスク

クライアントをアップグレードした後で、幾つかのアップグレード後タスクを実行
し、期待したとおりに最適レベルでクライアントが実行されているか確認しなけれ
ばなりません。

クライアントに適用する以下のアップグレード後タスクを実行します。

1. DB2 UDB バージョン 8 で NetBIOS プロトコルと SNA プロトコルを使用して
ノードをカタログした場合は、ノードとデータベースを再カタログします。
DB2 バージョン 9.1 から、NetBIOS プロトコルと SNA プロトコルは廃止され
ました。

2. 必要に応じて設定を変更して、DB2 サーバーの動作に関する変更点を管理しま
す。DB2 バージョン 9.7 では、新しいレジストリー変数、新しい構成パラメー
ター、レジストリー変数と構成パラメーターの新しいデフォルト値があります。
それらは、アプリケーションの動作に影響を与える可能性があります。

3. クライアントのアップグレードが成功したかどうかを検証します。

TCP/IP プロトコルを使用したノードとデータベースの再カタログ
TCP/IP プロトコルを使用したノードの再カタログは、これらのノードをカタログす
るために使用した通信プロトコルがサポートされなくなったり、TCP/IP プロトコル
のみをサポートするフィーチャーを使用する場合に必要です。ノード名を変更する
場合は、データベースを再カタログして、新しいノード名を使用する必要がありま
す。

NetBIOS プロトコルと SNA プロトコルは、DB2 バージョン 9.1 以降廃止されて
います。NetBIOS および SNA プロトコルを使用してカタログされたノードを、有
効なプロトコルを使用して再カタログする必要があります。NetBIOS プロトコルま
たは SNA プロトコルを使用してノード上にカタログされたデータベースに接続し
ようとすると、そのプロトコルが無効であるために、接続要求はエラーを戻しま
す。

バージョン 8 のクライアントを、 DB2 バージョン 9.7 のサーバーと同じシステム
にインストールした場合、あるいはバージョン 9.7 のクライアントを DB2 バージ
ョン 8 のサーバーと同じシステムにインストールした場合は、ローカル・ノードを
使用してカタログされた DB2 クライアントから DB2 サーバーにあるデータベース
への接続はサポートされません。バージョン 8 のクライアントまたは DB2 バージ
ョン 8 のサーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードしない場合は、ローカ
ル・ノードを TCP/IP ノードとして再カタログします。

ローカル・ノードを使用してカタログされたアップグレード済みのデータベースで
トラステッド・コンテキスト機能を使用する場合、TCP/IP プロトコルを使用してノ
ードを再カタログします。

前提条件

v SYSADM または SYSCTRL 権限を持っていることを確認します。
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v クライアントから DB2 サーバーへのネットワーク接続があることを確認
します。

制約事項

DB2 バージョン 9.7 で使用できるプロトコルは、TCP/IP、NAMED PIPE

および SSL のみです。

手順

TCP/IP プロトコルを指定してノードとデータベースを再カタログするには、以下の
ようにします。

1. LIST NODE DIRECTORY コマンドを発行して、再カタログするローカル・ノー
ドがどれか、あるいは NetBIOS または SNA プロトコルを使用するノードがど
れかを判別します。

db2 LIST NODE DIRECTORY show detail > node_list.log

このコマンドの出力の情報はノードを再カタログする際に有用なので、出力をフ
ァイルにリダイレクトして維持します。

2. UNCATALOG NODE コマンドを発行して、再カタログしようとするローカル・
ノードと、NetBIOS または SNA プロトコルを使用するすべてのノードをノー
ド・ディレクトリーから除去します。

db2 UNCATALOG NODE node-name

3. LIST DATABASE DIRECTORY コマンドを発行して、以前のステップでアンカ
タログしたノードを使用しているデータベースはどれかを判別します。

db2 LIST DATABASE DIRECTORY show detail > database_list.log

4. 別のノード名を使用してノードを再カタログしようとしている場合は、
UNCATALOG DATABASE コマンドを発行して、これらのノードを使用してい
るすべてのデータベースを除去します。

db2 UNCATALOG DATABASE database-name

5. CATALOG TCPIP NODE コマンドを発行し、プロトコルとして TCP/IP を指定
して、ノードを再カタログします。元のノード名を使用する場合、データベース
の再カタログは必要ありません。

db2 CATALOG TCPIP NODE new-node REMOTE host-name
SERVER instance-svcename REMOTE_INSTANCE instance-name

このインスタンスの svcename データベース・マネージャー構成パラメーターの
値を見つけると、instance-svcename の値を判別できます。

6. 元のノード名を使用してノードを再カタログしない場合は、CATALOG

DATABASE コマンドを発行して、新しいノード名を使用してデータベースを再
カタログしてください。

db2 CATALOG DATABASE db-name [AS alias-db-name]
AT NODE new-node
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クライアント・アップグレードの検証
クライアントのアップグレードが完了した後、新たにアップグレードした環境でい
くつかのテストを実行し、クライアントが所定の動作をしていることを確認するよ
うにします。これらのテストは、DB2 サーバーのデータベースに接続した実行バッ
チ・プログラム、またはベンチマーク用に使用するプログラムやスクリプトで構成
されます。

前提条件

v クライアントから DB2 サーバーへのネットワーク接続があることを確認
します。

v DB2 のサーバーとインスタンスが稼働中であることを確認します。

手順

クライアントのアップグレードが正常に行われたことを確認するには、以下のよう
にします。

1. カタログされているすべてのデータベースへの接続をテストします。以下の例で
は、CONNECT コマンドを発行して、リモート・データベースへの接続をテスト
します。

db2 CONNECT TO sample USER mickey USING mouse

Database Connection Information

Database server = DB2/AIX64 9.7.0
SQL authorization ID = MICKEY
Local database alias = SAMPLE

リモート・データベースへの接続時には、ユーザー ID とパスワードを指定する
必要があります。

2. カタログされているデータベースへの接続に問題がある場合は、db2cfimp ツー
ルと、DB2 クライアント構成の保管アップグレード前タスクを実行して保管し
た構成プロファイルを使用して、アップグレード前と同じクライアント接続環境
を再作成してください。

3. データベースに接続するクライアント・データベース・アプリケーションまたは
スクリプトを実行して、所定の動作をしていることを確認します。
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第 4 部 アプリケーションとルーチンのアップグレード

本書のこの部分は、次の章で構成されています。

v 177ページの『第 21 章 データベース・アプリケーションおよびルーチンのアッ
プグレード』

v 179ページの『第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレードに関
する重要事項』

v 217ページの『第 23 章 ルーチンのアップグレードに関する重要事項』

v 221ページの『第 24 章 データベース・アプリケーションおよびルーチンに関す
るアップグレード前タスク』

v 223ページの『第 25 章 データベース・アプリケーションのアップグレード』

v 235ページの『第 26 章 ルーチンのアップグレード』

v 247ページの『第 27 章 データベース・アプリケーションおよびルーチンに関す
るアップグレード後タスク』

v 249ページの『第 28 章 データベース・アプリケーションおよびルーチン内で新
規 DB2 バージョン 9.7 機能を採用する』
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第 21 章 データベース・アプリケーションおよびルーチンのアッ
プグレード

DB2 バージョン 9.7 での変更が、使用しているデータベース・アプリケーションお
よびルーチンに影響を与える場合、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレードにはデ
ータベース・アプリケーションおよびルーチンのアップグレードが必要となりま
す。

アプリケーションおよびルーチンのアップグレードには、以下のアクションが含ま
れます。

v DB2 バージョン 9.7 テスト環境で、アプリケーションおよびルーチンが期待通り
に稼働するかどうかをテストします。アプリケーションおよびルーチンを正常に
実行できるようであれば、アップグレードは必要ありません。

v DB2 バージョン 9.7 で実行中のアプリケーションまたはルーチンにエラーが発生
した場合、以下を行う必要があります。

– アプリケーションに影響を与える可能性のある、DB2 バージョン 9.7 での変
更内容を確認するために、データベース・アプリケーションのアップグレード
に関する重要事項を参照してください。

– ルーチンに影響を与える可能性のある、DB2 バージョン 9.7 での変更内容を
確認するために、ルーチンのアップグレードに関する重要事項を参照してくだ
さい。

– これらの変更に対処するためにアプリケーションとルーチンをどのように変更
するかを計画します。データベース・アプリケーションのアップグレードまた
はルーチンのアップグレードのタスクについて調査することにより、実行する
必要のあるステップを決定してください。

– 計画に従って、アプリケーションとルーチンを変更します。

– DB2 バージョン 9.7 テスト環境でアプリケーションおよびルーチンをテスト
します。

v アプリケーションおよびルーチンをデプロイする前に、DB2 バージョン 9.7 実稼
働環境で、それらが期待通りに稼働するかどうかをテストします。

アプリケーションおよびルーチンが DB2 バージョン 9.7 で推奨されない機能を使
用している場合、近いうちにその機能をアプリケーション・コードから除去する方
法を策定する必要があります。

さらに、機能性を高めてパフォーマンスを向上させるために、 DB2 バージョン 9.7

で使用可能な新機能を採用することを検討してください。
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第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレードに関
する重要事項

アプリケーション開発サポート、新しい機能、廃止された機能、および推奨されな
い機能などの変更により、データベース・アプリケーション、スクリプト、および
ツールが、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後に影響を受ける可能性があり
ます。

オペレーティング・システムのサポート

サポートされるオペレーティング・システムの完全なリストは、「DB2 サ
ーバー機能 インストール」の『DB2 データベース製品のインストール要
件』にあります。現行バージョンのオペレーティング・システムがサポート
されていない場合には、DB2 バージョン 9.7 をインストールする前にそれ
をアップグレードする必要があります。

UNIX オペレーティング・システムでは、64 ビットのカーネルだけがサポ
ートされています。32 ビット・インスタンスは DB2 バージョン 9.7 の 64

ビット・インスタンスにアップグレードされます。

最新のバージョンのオペレーティング・システムにアップグレードした場合
や、64 ビットのカーネルをインストールした場合は、DB2 バージョン 9.7

にアップグレードした後に、すべてのデータベース・アプリケーション・プ
ログラムと外部ルーチンを再ビルドして、新しいランタイム・ライブラリー
をオペレーティング・システムで使用できるようにします。

開発ソフトウェア・サポート

開発ソフトウェア・サポートも変更されました。パフォーマンスを向上させ
て、技術サポートの問題を防ぐには、最新バージョンの開発ソフトウェアで
アプリケーションをビルドし直す必要があります。開発ソフトウェアの要件
のサポートの変更点を参照してください。「データベース・アプリケーショ
ン開発の基礎」の『データベース・アプリケーション開発環境のエレメント
のサポート』を参照してください。

アプリケーション・ドライバー

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ には、JDBC 3.0 あるいはそれ
以前の各メソッドを使用するアプリケーション用の db2jcc.jar クラス・ファ
イルと、JDBC 4.0 あるいはそれ以前の各メソッドを使用するアプリケーシ
ョン用の db2jcc4.jar クラス・ファイルが含まれています。 JDBC 4.0

java.sql.DatabaseMetaData.getDriverName メソッドは、IBM DB2 JDBC

Universal Driver Architecture 名ではなく、 IBM Data Server Driver for

JDBC and SQLJ 名を戻します。 IBM Data Server Driver for JDBC and

SQLJ バージョン 4.7 と、このドライバーの以前のリリースとの違いに対処
するには、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用する Java

アプリケーションをアップグレードしてください。

DB2 バージョン 9.1 以降、DB2 JDBC Type 2 ドライバーは推奨されてい
ません。 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ をタイプ 2 の接続
で使用するように、Java アプリケーションおよび外部ルーチンを変更する
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必要があります。 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン
3.57 と、DB2 JDBC Type 2 ドライバーの動作上の違いに対処するために、
DB2 JDBC Type 2 ドライバーを使用する Java アプリケーションをアップ
グレードしてください。

DB2 CLI アプリケーション、 DB2 CLP インターフェース、および .Net

Data Provider クライアントは、 Secure Sockets Layer (SSL) をサポートし
ます。 IBM Global Security Kit (GSKit) は、 Secure Sockets Layer (SSL)

サポートのための暗号化サービスを提供します。クライアント内で SSL を
使用可能にする方法 (GSKit をダウンロードおよびインストールする方法を
含む) について詳しくは、 「データベース・セキュリティー・ガイド」の
『非 Java DB2 クライアントでの Configuring Secure Sockets Layer (SSL)

サポートの構成』を参照してください。

暗黙的な LOB データのインライン化

アップグレードされたデータベースで、INLINE LENGTH のデフォルト値
は対応する LOB 列の LOB 記述子の最大サイズです。 LOB データの長さ
とオーバーヘッドとの和が INLINE LENGTH 値よりも小さい場合に、LOB

データはインライン化されます。そのため、LOB データの長さとオーバー
ヘッドとの和が LOB 列の LOB 記述子サイズよりも小さい場合、データベ
ースのアップグレード後に LOB データは暗黙的に表の行にインライン化さ
れます。

データベース・アプリケーションで LOB データを広範囲に使用する場合
は、INLINE LENGTH を適切な値まで増加させると、LOB データにアクセ
スする SQL ステートメントのパフォーマンスを向上させることができま
す。これは、LOB データが表の行にインライン化されることで、その LOB

データにアクセスするための追加の入出力が不要になるからです。詳しく
は、 249ページの『第 28 章 データベース・アプリケーションおよびルー
チン内で新規 DB2 バージョン 9.7 機能を採用する』を参照してください。

XQuery 式および XML データ・タイプ

DB2 バージョン 9.7 にアップグレードした後は、XQuery 式でキャストさ
れないエレメントまたは属性の値に XQuery ストリング・データ・タイプ
が使用されます。妥当性検査を行った既存の XML 文書のタイプ・アノテ
ーションは、暗黙的キャストの実行に使用されなくなります。新規 XML

文書を妥当性検査して、それらを XML データ・タイプ列に挿入する場
合、これらの XML 文書はタイプ・アノテーションなしで保管されます。

妥当性検査された XML 文書からのタイプ・アノテーションに基づいたデ
ータ・タイプに依存する XQuery 式の場合、妥当性検査された XML 文書
からのすべての XQuery 式でエレメントおよび属性を明示的にキャストす
る必要があります。明示的なタイプ・キャストがなければ、暗黙的キャスト
または他のタイプへのキャストを使用した XQuery 式は、アップグレード
後に失敗します。

次の例では、以下の XQuery 式に追加された明示的なタイプ・キャストを
イタリック・フォント・スタイルで示しています。

v この例では、ストリング値は、整数として値を比較するために整数にキャ
ストされています。
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xquery
let $x1 := db2-fn:sqlquery("SELECT xmlcol FROM xq.sch1

WHERE DOCID=1")/prodA/sale/xs:integer(price),
$x2 := db2-fn:sqlquery("SELECT xmlcol FROM xq.sch2

WHERE DOCID=1")//xs:integer(clearance)
return (<b1>{ $x1 > $x2 }</b1>)

v この例では、ストリング値 $i は、日付比較を実行するために日付にキャ
ストされています。

xquery
for $i in

(db2-fn:sqlquery("SELECT xmlcol FROM xq.basicSchemaTypes
WHERE DOCID=1")//date)[1]

return if (xs:date($i) eq xs:date('1967-08-13'))
then $i else (<notOK1/>)

v この例では、db2-fn:xmlcolumn によって戻されるストリング値は、
dateTime データ・タイプにキャストされ、日は dateTime 値から抽出され
ます。

xquery
for $datetime in

(db2-fn:xmlcolumn('XQ.BASICSCHEMATYPES.XMLCOL')//dateTime)[1]
cast as xs:dateTime

return $datetime cast as xs:gDay

DB2 API と DB2 コマンド

DB2 バージョン 9.7 で DB2 API および DB2 コマンドへの変更によっ
て、アプリケーションとスクリプトが影響を受けるかどうかを判断するに
は、次の各トピックについて調べてください。

v DB2 API 関数

v DB2 コマンド行プロセッサー (CLP) およびシステム・コマンド

SQL ステートメント

これらの変更によって影響を受けるアプリケーションとスクリプトがあるか
どうか、およびそれらの変更を管理する方法については、 DB2 バージョン
9.7 の SQL ステートメントへの変更点を調べてください。式に含まれる型
なし NULL キーワードやプロシージャー・パラメーターに含まれる
DEFAULT キーワードなどの新しい機能を導入するためには、これらの変更
に適合するようにアプリケーションを変更する必要があります。

システム・カタログ・ビューとシステム定義管理ルーチンおよびビュー

DB2 バージョン 9.7 にデータベースをアップグレードした後、SYSCAT ス
キーマのシステム・カタログ・ビューは、DB2 バージョン 9.1 で定義した
カタログ・ビューとの互換性を維持しています。ただし、一部のシステム・
カタログ・ビューでは、新しい列、長さが延長された列、またはデータ・タ
イプが変更になった列があります。

SQL 管理ルーチンでは、新しいパラメーターが追加されたり、新しい列が
戻されるようになったりするなどの変更点があります。また、システム定義
管理ルーチンやビューに置き換えられたルーチンもあります。さらに、
SNAPSHOT_ で始まる名前のすべてのシステム定義表関数は DB2 バージョ
ン 9.1 以降推奨されなくなりました。
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システム・カタログ・ビューとシステム定義管理ルーチンおよびビューへの
変更によって、ご使用のアプリケーションとスクリプトが影響を受けるかど
うかを判別するには、次の各トピックについて調べてください。

v システム・カタログ

v 「管理ルーチンおよびビュー」の『非推奨のシステム定義管理ルーチンお
よびその置換ルーチンまたはビュー』

オプティマイザーと照会実行プラン

DB2 バージョン 9.7 で作成された新しいデータベースでは、 cur_commit
構成パラメーターが ON に設定されて、currently committed セマンティク
スがカーソル固定スキャンで使用可能になります。新しい currently

committed セマンティクスでは、以前のカーソル分離レベルの場合と同様に
コミットされたデータだけが戻されますが、読み取り操作は書き込み操作に
よって行ロックが解放されることを待機しなくなりました。カーソル固定分
離レベルの下で作動する、戻された結果セットは、以前のリリースのものと
異なる場合があります。 currently committed 動作を使用可能にする方法に
ついて詳しくは、 129ページの『第 10 章 アップグレードしたデータベー
スのバージョン 9.7 の新規機能の採用』を参照してください。

オプティマイザーは、以前のリリースとは異なるカーディナリティー見積も
りを使用して、スター型結合照会の実行プランを計算するようになりまし
た。これらの新しい見積もりでは、オプティマイザーは特定の照会でパフォ
ーマンスおよび安定度を改善する、より優れた実行プランを選択することが
あります。

MQT マッチング処理は、追加の状態を検討するようになりました。その結
果、オプティマイザーは MQT と一致する照会に対して異なる実行プラン
を選択することがあります。アップグレードされたデータベースでは、ユー
ザーが何も操作しなくてもアップグレードの直後に、 DISTINCT 節を使用
する GROUP BY MQT と一致する照会および DATE 述部を使用する照会
が改善されることがあります。ただし、これらの機能をさらに活用するた
め、およびビュー MQT の使用や、最適化ガイドラインを使用してオプテ
ィマイザーに特定の MQT を強制的に選択させるようにするなどの他の改
善点を活用するためには、アップグレード後の設定が必要となります。これ
らの新しいフィーチャーを使用する方法について詳しくは、 249ページの
『第 28 章 データベース・アプリケーションおよびルーチン内で新規 DB2

バージョン 9.7 機能を採用する』を参照してください。

オプティマイザーは、リレーショナル述部 (フィルターおよび XPath 抽出
用) を XQuery 照会ブロックにプッシュダウンするようになりました。これ
により、早期のデータ・フィルター処理が可能になり、索引使用の可能性が
広がります。パーティション・データベース環境では、早期のデータ・フィ
ルター処理によりパーティション間のデータ転送の量が少なくなる可能性が
あります。そのため、結合された SQL/XQuery 照会での照会アクセス・パ
スの追加、パフォーマンスの改善、およびメモリー使用量の削減が実現しま
す。「問題判別およびデータベース・パフォーマンスのチューニング」の
『コンパイラー書き直しの例: 結合された SQL/XQuery ステートメント用に
プッシュダウンされた述部』を参照してください。
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スキャン・シェアリングが DB2 バージョン 9.7 で導入されて、スキャンが
別のスキャンのバッファー・プール・ページを読めるようになりました。こ
の動作により、ハードウェアをアップグレードしなくても、並行性が増大
し、照会の応答時間が短縮され、システム・スループットが増加します。
SQL コンパイラーは、スキャン・シェアリングの適格性を自動的に判別し
ます。実行時に、コンパイル時には知られていなかった有効な考慮事項に基
づいて、適格スキャンが共有に関与する場合としない場合とがあります。
「問題判別およびデータベース・パフォーマンスのチューニング」の『スキ
ャン・シェアリング』を参照してください。

オプティマイザーは、パーティション・データベース環境で 1 つのデータ
ベース・エージェントから別のデータベース・エージェントにデータを引き
渡すための CPU コストを、より現実的に計算するようになりました。これ
により、オプティマイザーはデータ伝送に関連した CPU コストを最小化す
るプランを一貫して選択できるようになり、SQL ステートメントのパフォ
ーマンスが改善されます。詳しくは、DPF 環境での照会が改善されたオプ
ティマイザーのコスト・モデル「DB2 バージョン 9.7 の新機能」の『DPF

環境での照会が改善されたオプティマイザーのコスト・モデル』を参照して
ください。

オプティマイザーの改良点を活かすために、静的にバインドされたパッケー
ジがあればアップグレード後に再バインドします。

データベース・パッケージ

データベースをアップグレードすると、ユーザー・アプリケーションとルー
チン用のすべてのパッケージが無効な状態になります。パッケージが、ドロ
ップした表、ビュー、別名、索引、トリガー、参照制約、表チェック制約な
どのデータベース・オブジェクトに依存している場合、それらのパッケージ
も無効な状態になります。UDF をドロップすると、パッケージは作動不能
な状態になります。

その後初めてアプリケーションが無効なパッケージにアクセスする必要が生
じたときに、無効パッケージはデータベース・マネージャーによって自動的
に再バインドされますが、再バインドの発生時期を制御し、起こりうる問題
を解決するために、データベース・パッケージを自分で再バインドすること
をお勧めします。手動でデータベース・パッケージを再バインドする場合の
その他の利点については、オプティマイザーの拡張のセクションを参照して
ください。

32 ビットと 64 ビットの DB2 サーバー・サポート

Linux および UNIX オペレーティング・システム (x86 上の Linux を除く)

の場合、 DB2 バージョン 9.7 は 64 ビット・カーネルを必要として、64

ビット・インスタンスだけをサポートします。このため、DB2 バージョン
9.7 にアップグレードすると、DB2 UDBバージョン 8 の 32 ビットのイン
スタンスは 64 ビットのインスタンスにアップグレードされます。詳細は、
32 ビットと 64 ビットの DB2 サーバーのサポートの変更点を参照してく
ださい。

次の表に、DB2 バージョン 9.7 にアップグレードした後で実行するアプリ
ケーションを、組み込み共用ライブラリー・パス別に示します。

第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレードに関する重要事項 183



表 21. データベース・アプリケーションで使用する組み込み共用ライブラリー・パス

アプリケー
ション

オペレーテ
ィング・シ
ステム

アップグレー
ド元 組み込み共用ライブラリー・パス

32 ビット 32 ビット
または 64

ビット
(Linux お
よび UNIX

オペレーテ
ィング・シ
ステム)

32 ビット・
インスタンス

$INSTHOME/sqllib/lib1

$INSTHOME/sqllib/lib32

64 ビット 64 ビット
(Linux お
よび UNIX

オペレーテ
ィング・シ
ステム)

64 ビット・
インスタンス

$INSTHOME/sqllib/lib2

$INSTHOME/sqllib/lib64

32 ビット Windows 32 ビット・
インスタンス

DB2PATH¥lib

32 ビット Windows 64 ビット・
インスタンス

DB2PATH¥lib¥Win32

64 ビット Windows 64 ビット・
インスタンス

DB2PATH¥lib

注:

1. $INSTHOME/sqllib/lib は $INSTHOME/sqllib/lib32 のシンボリック・リン
クです。

2. $INSTHOME/sqllib/lib は $INSTHOME/sqllib/lib64 のシンボリック・リン
クです。

ここで、INSTHOME は、インスタンスのホーム・ディレクトリーで、
DB2PATH は DB2 バージョン 9.7 コピーのディレクトリーです。

DB2 バージョン 9.7 のインストール時に、ライブラリー検索パスの環境変
数を設定するためのステートメントが db2profile および db2cshrc ファイル
に追加されます。これらの環境変数は、アプリケーションの実行時にロード
する DB2 共用ライブラリーの場所を追加で指定し、ユーザーが正しい共用
ライブラリー・パスを指定しなかった場合でも、DB2 バージョン 9.7 への
アップグレード後にアプリケーションの実行を可能にします。以下の表は、
ライブラリー検索パスの環境変数に対する設定を示しています。

表 22. ライブラリー検索パスに対する環境変数の設定

環境変数とオペレーティング・システム アプリケーション 変数値

v LIBPATH (AIX オペレーティング・シス
テム)

v LD_LIBRARY_PATH (HP-UX、Linux、お
よび Solaris オペレーティング・システム)

32 ビット INSTHOME/sqllib/lib321
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表 22. ライブラリー検索パスに対する環境変数の設定 (続き)

環境変数とオペレーティング・システム アプリケーション 変数値

v LIBPATH (AIX オペレーティング・シス
テム)

v LD_LIBRARY_PATH (HP-UX、Linux、お
よび Solaris オペレーティング・システム)

64 ビット INSTHOME/sqllib/lib64

LIB (Windows オペレーティング・システム) 64 ビットのイン
スタンス上で実行
する 32 ビット・
アプリケーション

DB2PATH¥lib¥Win322

LIB (Windows オペレーティング・システム) 32 ビットまたは
64 ビット

DB2PATH¥lib

注:

1. この設定は、LIBPATH 変数の先頭に指定します。

これらの環境変数は、アプリケーションの実行時にロードする DB2 共用ラ
イブラリーの場所を追加で指定し、ユーザーが正しい共用ライブラリー・パ
スを指定しなかった場合でも、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後
にアプリケーションの実行を可能にします。

DB2 サーバーの動作

一般に、DB2 サーバーの動作はリリース間で互換性を持っています。ただ
し、新しい機能をサポートするため、あるいは既存の機能のパフォーマンス
を向上させるために、動作の変更があります。ご使用のアプリケーションに
おける動作の変更による影響を判断するには、 34ページの『DB2 サーバー
動作の変更点』を調べてください。

ご使用の DB2 サーバーをアップグレードした後で、レジストリー変数と構
成パラメーターの値を、アップグレード前の値と比較して、アプリケーショ
ンの必要上変更すべき値があれば変更します。

クライアントの接続サポート

ご使用のアプリケーションは、DB2 バージョン 9.7 サーバーのデータベー
スにアクセスするために、バージョン 9.7 より前のクライアントを使用す
ることが可能です。ただし、アプリケーションはそのクライアントで使用可
能な機能に制限されます。クライアント接続についての詳細、およびサポー
トされる変更点の中で DB2 クライアントに影響を与える可能性のある変更
点を確認するには、 149ページの『第 14 章 クライアントのアップグレー
ドに関する重要事項』を参照してください。

Web Objects Runtime Framework (WORF)

DB2 バージョン 9.7 で、WORF は廃止されました。 WORF は、Document

Access Definition Extension (DADX) ファイルを書かずに Web サービスを
作成する、 IBM Data Studio 内の新しいフィーチャーと置き換えることが
できます。既存の Web アプリケーションのアップグレード方法の詳細につ
いては、 Web Object Runtime Framework (WORF) 用に開発した Web アプ
リケーションのアップグレードを参照してください。

DB2 Embedded Application Server (EAS)
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DB2 EAS は廃止されているため、 DB2WebServices アプリケーションは
DB2 バージョン 9.7 で使用できません。 Data Studio を使用して、 Web

サービスを再作成し、DB2 バージョン 9.7 にアップグレードしてから Web

サービスを再デプロイします。 WORF 用に開発された Web アプリケーシ
ョンがある場合、これらの Web アプリケーションをマイグレーションする
詳しい方法について直前のセクションを参照してください。

DB2 バージョン 9.5 以来、 DB2 管理ツールは推奨されなくなり、 DB2

Web ツールは廃止されています。代わりに、Data Studio をインストールし
て、データ・ソース・エクスプローラーを使用してデータベース管理タスク
を実行してください。詳しくは、データ・ソース・エクスプローラーからの
データベース管理を参照してください。さらに、製品の提供およびダウンロ
ードについて詳しくは、 http://www.ibm.com/software/data/studio/ で Data

Studio 製品のページを参照してください。

DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からのアプリケーションのア
ップグレード

DB2 バージョン 9.1 以前からアップグレードする場合は、上記以外にアプ
リケーションとスクリプトに影響を与える可能性のある、アプリケーショ
ン・ドライバーのサポート、 32 ビットおよび 64 ビット DB2 サーバーの
サポート、および廃止された機能に関する、バージョン 9.7 より前のリリ
ース同士の間での変更点について検討してください。

v アプリケーションに影響を与える可能性のある、 DB2 バージョン 9.5

と DB2 バージョン 9.1 との間の変更。

v アプリケーションに影響を与える、 DB2 バージョン 9.1 と DB2 UDB

バージョン 8 との間の変更。

DB2 API の変更点によるアップグレードへの影響
DB2 バージョン 9.7 の DB2 API における変更は、DB2 バージョン 9.7 へのアッ
プグレード後の既存のアプリケーションに影響を与える可能性があります。

DB2 API への変更には、新規のパラメーター、既存のパラメーターへの変更、推奨
されないか廃止された API への変更があります。以下の表には、既存のアプリケー
ションに影響を与える変更点がリストされています。

表 23. DB2 API の変更点

DB2 API アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2DatabaseUpgrade この API はバージョン 9.7 より前の DB2 データベースを現行リリ
ースにアップグレードします。これは、新しい
db2DatabaseUpgradeStruct 構造をパラメーターとして使用します。
sqlemgdb または sqlgmgdb API の代わりにこの API を使用してく
ださい。
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表 23. DB2 API の変更点 (続き)

DB2 API アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2Export、db2Import、
または db2Load

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれら
の API の実行を許可されなくなり、DBADM 権限はデータへのア
クセスを提供しなくなりました。新しい DATAACCESS 権限が、デ
ータへのアクセスを提供するようになりました。アップグレードへ
の影響がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは SYSADM

グループに DBADM 権限を付与し、DBADM 権限を保持している
ユーザー (SYSADM グループを含む) に DATAACCESS 権限を付
与します。ただし、これらの API については、許可におけるすべて
の変更を検討し、必要な許可をユーザーに付与する必要がありま
す。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらの API

を実行する必要のあるユーザーに、必要な許可を付与します。前の
リリースと同じ権限を維持するために、SYSADM グループに
DBADM 権限を付与し、DBADM 権限を保持しているユーザーに
DATAACCESS 権限を付与することができます。

IMPORT コマンドの CREATE および REPLACE_CREATE パラメ
ーターは推奨されていません。自分で作成した、あるいは db2look

コマンドで生成した DDL スクリプトを使用して表を作成してか
ら、サポートされる別のパラメーター
(INSERT、INSERT_UPDATE、または REPLACE など) をアクショ
ン・ストリングに指定して、db2Import API を呼び出してくださ
い。

db2GetDistMap 分散マップのサイズが 4 096 から 32 768 項目に増加したため、こ
の新規 API を使用して分散マップを読み取るようにしてください。
この API は、パラメーターとして新しい db2DistMapStruct 構造を
必要とします。詳細については、この表の sqlugtpi API についての
行を読んでください。

db2GetRowPartNum 分散マップのサイズが 4 096 から 32 768 項目に増加したため、こ
の新規 API を使用して行のデータベース・パーティション番号およ
びデータベース・パーティション・サーバー番号を読み取るように
してください。この API は、パラメーターとして新しい
db2RowPartNumStruct 構造を必要とします。詳細については、この
表の sqlugrpn API についての行を読んでください。
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表 23. DB2 API の変更点 (続き)

DB2 API アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2HistoryGetEntry ログ・シーケンス番号 (LSN) は、8 バイトを使用するようになりま
した。したがって、db2HistoryData 構造の SQLU_LSN データ・タ
イプのすべてのオカレンスは、新しい db2LSN データ・タイプに置
き換えられます。DB2 サーバーおよびクライアントをバージョン
9.7 にアップグレードした後、ご使用のアプリケーションでのこの
API の呼び出しは、LSN の値がバージョン 9.7 より前のリリースの
最大限度 6 バイトを超えるまで、引き続き機能します。LSN が 6

バイトの限度に達する場合、SQL2032N エラー・メッセージを受け
取ります。

LSN が最大限度に達する前に、変更された構造の新しい db2LSN デ
ータ・タイプを読み取るようアプリケーション・コードを変更し、
DB2 バージョン 9.7 ライブラリーを使用して、アプリケーションを
再構築します。詳細については、「管理 API リファレンス」の
『API およびアプリケーション動作に影響するログ・シーケンス番
号の変更点』を参照してください。

db2Prune db2PruneStruct 構造への変更はありませんが、この構造の piString

フィールドが LSN を表すストリングを指している状態でこの API

を呼び出す場合、LSN ストリングの長さは可変になり、NULL 終止
符を除く最大長は 16 文字になりました。前のリリースでは、LSN

ストリングは NULL 終止符を除いて必ず 12 文字のサイズでした。
アプリケーション・コードを変更して、LSN ストリングの最大長を
増やし、DB2 バージョン 9.7 ライブラリーを使用して、アプリケー
ションを再構築します。また、db2LSN 構造と LSN ストリング間の
変換に、新しい db2LsnToString API を使用します。

db2Runstats、sqlabndx、
sqlaprep、または
sqlarbnd

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれら
の API の実行を許可されなくなりました。アップグレードへの影響
がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM 権限を
SYSADM グループに付与します。ただし、これらの API について
は、許可におけるすべての変更を検討し、必要な許可をユーザーに
付与する必要があります。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらの API

を実行する必要のあるユーザーに、必要な許可を付与します。前の
リリースと同じ権限を維持するために、DBADM 権限を SYSADM

グループに付与することができます。
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表 23. DB2 API の変更点 (続き)

DB2 API アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2ReadLog および
db2ReadLogNoConn

LSN は 8 バイトを使用するようになりました。したがって、
db2ReadLogStruct、db2ReadLogInfoStruct、db2ReadLogNoConnStruct、
および db2ReadLogNoConnInfoStruct 構造の SQLU_LSN データ・タ
イプのすべてのオカレンスは、新規 db2LSN データ・タイプに置き
換えられます。ご使用のアプリケーションでこれらの API のいずれ
かを呼び出す場合、DB2 サーバーおよびクライアントをアップグレ
ードする前に、これらの変更された構造の新しい db2LSN データ・
タイプを読み取るようアプリケーション・コードを変更し、DB2 バ
ージョン 9.7 ライブラリーを使用して、アプリケーションを再構築
します。詳細については、「管理 API リファレンス」の『API およ
びアプリケーション動作に影響するログ・シーケンス番号の変更
点』を参照してください。

ご使用のアプリケーションで db2ReadLog API を呼び出すときに、
iFilterOption パラメーターを DB2READLOG_FILTER_ON に設定し
ている場合、アプリケーション・コードを変更して、ログ・レコー
ドに接頭部として付けられる、新しい db2ReadLogFilterData 構造を
読み取るようにします。iFilterOption パラメーターを
DB2READLOG_FILTER_OFF に設定している場合、ログ・レコード
には前のリリースのように LSN が接頭部として継続して付けられ
ていますが、アプリケーション・コードを変更して、新しい
db2LSN データ・タイプを読み取るようにしてください。

db2Runstats この API を呼び出して LOB 列のある表の統計を更新するとき、列
の平均の長さおよび列の NULL の数の統計が収集されるようになり
ました。

この API にも適用される追加の許可の変更については、db2Runstats

API の行を参照してください。

sqlbftpq、sqlbmtsq、お
よび sqlbstpq

SQLB_TBSPQRY_DATA 構造内の lifeLSN フィールドのデータ・タ
イプは、char[6] から sqluint64 に変更されました。DB2 サーバーお
よびクライアントをアップグレードした後、アプリケーションでの
この API の呼び出しは、LSN の値が 6 バイトの最大限度を超える
まで、引き続き機能します。この最大限度に達する前に、この変更
された構造の sqluint64 データ・タイプを読み取るようアプリケーシ
ョン・コードを変更し、DB2 バージョン 9.7 ライブラリーを使用し
てアプリケーションを再構築します。

sqlbstsc この API を使用して、表スペースの自動ストレージを使用可能にで
きるようになりました。すべての既存のコンテナーが再定義され
て、データベースで定義されたストレージ・パスが使用されます。
NumContainers パラメーターに値 0 を指定し、pContainerData パ
ラメーターに NULL 値を指定すると、表スペースで自動ストレージ
が使用可能になります。
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表 23. DB2 API の変更点 (続き)

DB2 API アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

sqlecrea DB2 バージョン 9.7 で作成された新しいデータベースでは、新しい
cur_commit 構成パラメーターが ON に設定されて、currently

committed セマンティクスがカーソル固定スキャンで使用可能になり
ます。カーソル固定分離レベルの設定下で作動する、戻された結果
セットは、前のリリースのものと異なる場合があります。currently

committed 動作が行われる方法の詳細については、「問題判別および
データベース・パフォーマンスのチューニング」の『currently

committed セマンティクスの並行性の改善』を参照してください。

sqlemgdb および
sqlgmgdb

これらの API は、使用すべきではありません。新しい
db2DatabaseUpgrade API を使用します。

sqluadau sqluadau API は、DB2 バージョン 9.7 で廃止されました。sqluadau

API が提供していた情報を取得するには、
AUTH_LIST_AUTHORITIES_FOR_AUTHID 表関数を使用してくださ
い。

sqlugtpi DB2 バージョン 9.7 で、この API は推奨されなくなりました。
DB2_PMAP_COMPATIBILITY レジストリー変数を OFF に設定し
てこの API を呼び出すと、SQL2768N エラー・メッセージを受け取
ります。これは、分散マップのサイズが 32 768 項目に増加したた
めです。新しい db2GetDistMap API を使用してください。

sqlurlog バージョン 9.7 データベースに接続しているバージョン 9.7 より前
のクライアントで実行しているアプリケーションから、この API を
呼び出す場合、SQL1198N エラー・メッセージを受け取ります。バ
ージョン 9.7 データベースに接続しているバージョン 9.7 のクライ
アントで実行しているアプリケーションからの sqlurlog API の呼び
出しは、LSN の値がバージョン 9.7 より前のリリースの最大限度 6

バイトを超えるまで、引き続き機能します。LSN がこの 6 バイト
の限度に達する場合、SQL2650N エラー・メッセージを受け取りま
す。

sqlugrpn DB2 バージョン 9.7 で、この API は推奨されなくなりました。
DB2_PMAP_COMPATIBILITY レジストリー変数を OFF に設定し
てこの API を呼び出すと、SQL2768N エラー・メッセージを受け取
ります。これは、分散マップのサイズが 32 768 項目に増加したた
めです。新しい db2GetRowPartNum API を使用して、行のデータベ
ース・パーティション番号およびデータベース・パーティション・
サーバー番号を読み取るようにしてください。詳細は、 35ページの
表 9 の DB2_PMAP_COMPATIBILITY を参照してください。

DB2 コマンドの変更点からのアップグレードの影響
DB2 バージョン 9.7 の DB2 コマンド行プロセッサー (CLP) およびシステム・コ
マンドにおける変更は、DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後の既存のアプリ
ケーションおよびスクリプトに影響を与える可能性があります。

コマンドへの変更には、新規のパラメーター、既存のパラメーターへの変更、推奨
されないか廃止されたパラメーター、およびコマンド出力への変更があります。以
下の表には、アプリケーションおよびスクリプトに影響を与える変更点がリストさ
れています。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2advis このコマンドは、XML 列を持つ標準の表のマルチディメンション・
クラスタリング (MDC) 表への変換、および索引での圧縮の使用を推
奨できるようになりました。

db2cat 非パーティション化索引の場合、表スペース ID を示す indexTbsp と
いう新しい列がコマンド出力に含まれるようになりました。パーティ
ション化索引の場合、表スペース ID を示す indexTbsp という新しい
列、および索引オブジェクト ID を示す indexObjId という新しい列
がコマンド出力に含まれます。

基本表では、従属 MQT 出力に MQT フラグと呼ばれる新規フィール
ドが含まれるようになりました。

db2ckmig このコマンドは推奨されておらず、将来のリリースで削除される予定
です。代わりに、db2ckupgrade コマンドを使用します。

db2ckupgrade db2ckmig コマンドは、このコマンドに置き換えられました。

このコマンドはタイプ 1 索引を検査し、REORG TABLE コマンドを
使用してスクリプト・ファイルを生成し、タイプ 1 索引をタイプ 2

索引に変換します。タイプ 1 索引は DB2 バージョン 9.7 ではサポ
ートされていません。詳しくは、 52ページの『タイプ 1 の索引から
タイプ 2 の索引への変換』を参照してください。

このコマンドでは、検証対象のデータベースを所有するインスタンス
が実行中であることが要件になりました。このコマンドを実行するた
めにインスタンスを停止する必要はなくなりました。インスタンスが
開始されていない場合、db2ckupgrade コマンドは SQL1032N エラ
ー・メッセージを戻します。

db2dart /DD パラメーターには、フォーマットされた表データの一部としてイ
ンライン長データが含まれるようになりました。

db2expln、
db2exmig、
db2jdbcbind、
db2sqljbind、
db2sqljcustomize お
よび
db2rbind

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
コマンドの実行を許可されなくなりました。アップグレードへの影響
がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM 権限を
SYSADM グループに付与します。ただし、これらのコマンドについ
ては、許可におけるすべての変更を検討し、何であれ必要な許可をユ
ーザーに付与する必要があります。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらのコマ
ンドを実行しなければならないユーザーに必要な許可を付与するか、
DBADM 権限を SYSADM グループへ付与することによって以前のリ
リースと同じ許可を維持するようにする必要があります。

db2gpmap このコマンドによって生成される出力は、分散マップ・サイズの増加
のために、大きくなります。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2icrt Linux および UNIX オペレーティング・システム上では、これらのコ
マンドは INSTHOME/sqllib/log/db2instance.log と呼ばれる新規ファイ
ルに書き込みを行うようになりました。ここで、INSTHOME はインス
タンス所有者のホーム・ディレクトリーです。このファイルは、作成
(db2icrt)、ドロップ (db2idrop)、更新 (db2iupdt) およびアップグレー
ド (db2iupgrade) などのインスタンスのアクティビティーを記録する
履歴ファイルとして機能し、DB2 サポートの使用のみを意図していま
す。

db2idrop パーティション・データベース環境では、任意のデータベース・パー
ティションから一度限り db2idrop コマンドを発行します。db2idrop

コマンドは、すべての選択可能なデータベース・パーティションのグ
ローバル・レジストリーを更新し、レジストリーからインスタンスを
除去します。データベース・パーティションが使用不可の場合、
DBI1165E エラー・メッセージおよび DBI1383I 警告メッセージを受
け取ります。

Linux および UNIX オペレーティング・システム上では、これらのコ
マンドは INSTHOME/sqllib/log/db2instance.log と呼ばれる新規ファイ
ルに書き込みを行うようになりました。ここで、INSTHOME はインス
タンス所有者のホーム・ディレクトリーです。このファイルは、作成
(db2icrt)、ドロップ (db2idrop)、更新 (db2iupdt) およびアップグレー
ド (db2iupgrade) などのインスタンスのアクティビティーを記録する
履歴ファイルとして機能し、DB2 サポートの使用のみを意図していま
す。

db2imigr このコマンドは推奨されておらず、将来のリリースで削除される予定
です。代わりに、db2iupgrade コマンドを使用します。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2iupgrade および
db2iupdt

db2imigr コマンドは db2iupgrade コマンドに置き換えられました。

-u パラメーターを指定して db2iupgrade または db2iupdt コマンドを
発行して、すでに定義された fenced ID と異なる fenced ID を示す場
合、この異なる fenced ID はすでに定義済みのものを上書きします。
前のリリースでは、-u パラメーターは無視されていました。

パーティション・データベース環境では、db2iupgrade および
db2iupdt コマンドは選択可能なすべてのデータベース・パーティショ
ンのグローバル・レジストリーを更新します。これは、インスタンス
が正常に更新またはアップグレードされる場合、コマンドはインスタ
ンスを実行していた DB2 コピー・ロケーションの下の DB2 レジス
トリーからインスタンスを除去し、コマンドを実行している DB2 コ
ピー・ロケーションの下にそれを追加することを意味します。データ
ベース・パーティションが使用不可の場合、DBI1165E エラー・メッ
セージおよび DBI1383I 警告メッセージを受け取ります。

Linux および UNIX オペレーティング・システム上では、これらのコ
マンドは INSTHOME/sqllib/log/db2instance.log と呼ばれる新規ファイ
ルに書き込みを行うようになりました。ここで、INSTHOME はインス
タンス所有者のホーム・ディレクトリーです。このファイルは、作成
(db2icrt)、ドロップ (db2idrop)、更新 (db2iupdt) およびアップグレー
ド (db2iupgrade) などのインスタンスのアクティビティーを記録する
履歴ファイルとして機能し、DB2 サポートの使用のみを意図していま
す。

db2look データ・サーバーをアップグレードする前に必要であったのと同じ許
可を使用してこのコマンドを実行することができますが、SECADM

権限、ACCESSCTRL 権限、DATAACCESS 権限、または場合によっ
てはそれらすべてを必要とすることがあります。-x パラメーターは、
すべての新規データベース権限に対して許可 DDL を生成するように
なりました。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

db2pd コマンド出力には、MDC 表での表およびブロック索引のスキャン・
シェアリングについての情報が含まれるようになりました。このコマ
ンドが戻す情報は、個々の共有スキャン、共有設定、または共有グル
ープとは異なります。

自動ストレージ表スペースの場合、-storagepaths パラメーター出力
は、新しい PathID および PathState 列を表示して、ストレージ・パ
ス ID および現在の状態を示します。また、-tablespaces パラメータ
ー出力は、新しい PathDropped および PathID 列を表示して、1 つ以
上のコンテナーがドロップされたストレージ・パスにあるかどうか、
およびコンテナーのストレージ・パス ID を示すようになりました。

一時表の場合、-tcbstats パラメーター出力は、3 つの新しい
SchemaNm、StoredBytes、および BytesSaved 列を表示するようになり
ました。また、-tablespaces パラメーター出力は、新規の Max HWM

列を表示して、インスタンスが開始されて以来の DMS 表スペースの
最大 HWM を示すようになりました。SMS 表スペースの場合、
HWM および Max HWM 列は値を表示しません。

パーティション表の場合、-tcbstats パラメーターの出力には、TCB

索引情報セクションおよび TCB 索引統計セクションの中のデータ・
パーティション ID を示す PartID という新しい列が表示されるよう
になりました。

db2secv82 db2secv82 コマンドは廃止されました。db2extsec コマンドを代わりに
使用して、ファイル、ディレクトリー、ネットワーク共有、レジスト
リー・キー、およびサービスなどの DB2 オブジェクトの許可を設定
します。

db2uiddl db2uiddl コマンドは廃止されました。このコマンドは CREATE

UNIQUE INDEX ステートメントを持つスクリプトを生成し、DB2

UDB バージョン 5 よりも前のデータベースで作成されたユニーク索
引を変換していました。バージョン 9.7 より前の DB2 リリースにデ
ータベースをアップグレードした後に db2uiddl コマンドを実行した
場合、データベースを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする前
にこのコマンドを再度実行する必要はありません。

タイプ 1 索引をタイプ 2 索引に変換する場合、DB2 UDB バージョ
ン 5 よりも前のデータベースで作成されたユニーク索引も変換する
ので、db2uiddl コマンドを実行する必要はありません。

db2_deinstall -F TEXT_SEARCH パラメーターを指定した場合、アンインストール
する DB2 コピー上に DB2 Text Search インスタンス・サービスとし
て構成された 1 つ以上のインスタンスがあると、このコマンドは
DBI1325E エラー・メッセージを戻します。

installFixPack 更新中の DB2 コピー上に DB2 Text Search インスタンス・サービス
として構成された 1 つ以上のインスタンスがある場合、このコマン
ドは各インスタンスが Text Search インスタンス・サービスを停止す
るように db2ts STOP FOR TEXT コマンドを発行します。Text

Search インスタンス・サービスの停止に失敗した場合、installFixPack

コマンドは DBI1325E エラー・メッセージを戻します。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

BIND、
DECOMPOSE XML

DOCUMENT、
DESCRIBE、
EXPORT、
IMPORT、
LOAD、
PRECOMPILE、
REBIND、
REGISTER

XMLSCHEMA、
REGISTER

XSROBJECT、
RUNSTATS、および
UPDATE

XMLSCHEMA

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
コマンドの実行を許可されなくなりました。さらに、DBADM 権限が
必要であったいくつかの場合に、DATAACCESS 権限で十分になりま
した。アップグレードへの影響がないように、UPGRADE

DATABASE コマンドは SYSADM グループに DBADM 権限を付与
し、DBADM 権限を保持しているユーザー (SYSADM グループを含
む) に DATAACCESS 権限を付与します。ただし、これらのコマンド
については、許可におけるすべての変更を検討し、何であれ必要な許
可をユーザーに付与する必要があります。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらのコマ
ンドを実行する必要のあるユーザーに、必要な許可を付与します。前
のリリースと同じ権限を維持するために、SYSADM グループに
DBADM 権限を付与し、DBADM 権限を保持しているユーザーに
DATAACCESS 権限を付与することができます。

CREATE

DATABASE

DB2 バージョン 9.7 で作成された新しいデータベースでは、新しい
cur_commit 構成パラメーターが ON に設定されているため、
currently committed 動作がカーソル固定スキャンで使用可能になって
います。カーソル固定分離レベルの設定下で作動する、戻された結果
セットは、前のリリースのものと異なる場合があります。currently

committed 動作が行われる方法の詳細については、「問題判別および
データベース・パフォーマンスのチューニング」の『currently

committed セマンティクスの並行性の改善』を参照してください。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成するとき、
DB2DETAILDEADLOCK イベント・モニターは推奨されていないの
で、作成されなくなりました。前のリリースでは、CREATE

DATABASE はこのイベント・モニターを作成し、デッドロック・イ
ベントの詳細情報を記録していました。将来のリリースで
DB2DETAILDEADLOCK イベント・モニターが廃止される前に、代
わりに新規ロック・イベント・モニターを使用します。詳細について
は、「データベースのモニタリング　ガイドおよびリファレンス」の
『データ・ロッキングのモニター』を参照してください。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

DECOMPOSE XML

DOCUMENTS

この新規コマンドをバージョン 9.7 クライアントから発行する場合、
バージョン 9.7 データベースに接続するときには、このコマンドは正
常に完了しますが、バージョン 9.7 より前のデータベースに接続する
ときには、SQL0440N エラー・メッセージを戻します。このコマンド
は、バージョン 9.7 で使用可能な
XDB_DECOMP_XML_FROM_QUERY システム定義プロシージャーを
呼び出します。バージョン 9.7 より前のデータベースには、このプロ
シージャーの正しいバージョンがなく、それが原因でこのコマンドが
失敗します。

バージョン 9.7 クライアントからバージョン 9.7 より前のデータベ
ースに接続するときには、DECOMPOSE XML DOCUMENT コマンド
を代わりに使用します。DECOMPOSE XML DOCUMENTS コマンド
はバイナリーまたは XML 列に保管されている XML 文書を分解する
のに対し、DECOMPOSE XML DOCUMENT コマンドはファイルに保
管されている XML 文書を分解します。

DESCRIBE INDEXES FOR TABLE パラメーターを指定した DESCRIBE コマン
ドは、リレーショナル索引に加えて、XML データに対する索引およ
びテキスト検索索引をリストするようになりました。出力は、追加の
列、パーティション化索引のリスト、および非パーティション化索引
のリストを表示します。追加の列について詳しくは、「コマンド・リ
ファレンス」を参照してください。

新規の RELATIONAL DATA INDEXES FOR TABLE パラメータ
ーを使用してリレーショナル索引のみをリストする場合、出力は前の
リリースと同じ列を表示します。

DESCRIBE INDEXES コマンドの出力には、パーティション化索引か
それとも非パーティション化索引かを示す INDEX PARTITIONING

という新しい列が表示されるようになりました。

SHOW DETAIL パラメーターを指定した DESCRIBE DATA

PARTITIONS コマンドによって、索引データが格納されている表スペ
ース ID を示す新しい IndexTblSpId 列が表示されるようになりまし
た。

DESCRIBE コマンドにも適用される追加の許可の変更については、
BIND コマンドの行を参照してください。

EXPORT ワークシート・ファイル・フォーマット (WSF) は推奨されなくなっ
ており、将来のリリースでサポートが除去される予定です。サポート
が除去される前に、WSF の代わりにサポートされているファイル・
フォーマットの使用を開始してください。

EXPORT コマンドにも適用される追加の許可の変更については、
BIND コマンドの行を参照してください。

GET

AUTHORIZATIONS

GET AUTHORIZATIONS コマンドは、DB2 バージョン 9.7 で廃止さ
れました。代わりに、AUTH_LIST_AUTHORITIES_FOR_AUTHID 表
関数を使用します。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

GET DBM CFG このコマンドは、Secure Sockets Layer (SSL) サポートを構成するた
めの新規パラメーターの値をリストするようになりました。詳しく
は、 37ページの表 11を参照してください。

GET SNAPSHOT TABLESPACES パラメーターの場合、このコマンドは DMS 表スペ
ースが再利用可能ストレージを使用しているかどうかを示すようにな
りました。

IMPORT および
LOAD

DB2 バージョン 9.7 でサポートされないユーザー定義およびシステ
ム定義データ・タイプを持つ列をエクスポートしなかった場合は、以
前のリリースでエクスポートされたファイルからインポートまたはロ
ードすることができます。予約済みのデータ・タイプおよびサポート
されないデータ・タイプのリストについては、 55ページの『データ
ベースがアップグレードできる状態にあることの確認』を参照してく
ださい。

以前のリリースでエクスポートしたファイルのインポートまたはロー
ドに影響を与える IMPORT および LOAD コマンドに対する変更の
管理も行う必要があります。 IMPORT および LOAD コマンドに対
する変更について詳しくは、「コマンド・リファレンス」を参照して
ください。

ワークシート・ファイル・フォーマット (WSF) は推奨されなくなっ
ており、将来のリリースでサポートが除去される予定です。サポート
が除去される前に、WSF の代わりにサポートされているファイル・
フォーマットの使用を開始してください。サポートされているファイ
ル・フォーマットを使用して表がエクスポートされた後、IMPORT お
よび LOAD コマンドを継続して使用して、表にデータを追加しま
す。

IMPORT コマンドの CREATE および REPLACE_CREATE モードは
推奨されていません。自分で作成した、あるいは db2look コマンドで
生成した DDL スクリプトを使用して表を作成してから、IMPORT コ
マンドを発行してください。

DESCRIBE コマンドにも適用される追加の許可の変更については、
BIND コマンドの行を参照してください。

バージョン 9.7 XML ストレージ・オブジェクトの XML データおよ
び行圧縮が使用可能な表で REPLACE モードおよび
RESETDICTIONARY キーワードを使用して LOAD コマンドを発行
する場合、このコマンドは表データのディクショナリーに加えて、
XML データのコンプレッション・ディクショナリーを作成するよう
になりました。XML データのコンプレッション・ディクショナリー
は XML ストレージ・オブジェクトに保管されます。コンプレッショ
ン・ディクショナリーの自動作成 (ADC) は、INSERT、INSERT モー
ドによる IMPORT、INSERT モードによる LOAD、および
REDISTRIBUTE DATABASE PARTITION GROUP の各コマンドによ
り実行される表データの追加操作の一部として、XML データのコン
プレッション・ディクショナリーを作成するようになりました。

MIGRATE

DATABASE

このコマンドは、使用すべきではありません。代わりに UPGRADE

DATABASE コマンドを使用します。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

REDISTRIBUTE

DATABASE

PARTITION GROUP

このコマンドを NOT ROLLFORWARD RECOVERABLE パラメー
ターを指定せずに発行する場合、行圧縮が使用可能であれば、このコ
マンドによって実行される表データの追加操作の一部として、ディク
ショナリーのないすべてのデータベース・パーティションで、ADC

はバージョン 9.7 XML ストレージ・オブジェクトの XML データの
コンプレッション・ディクショナリーを作成するようになりました。
コンプレッション・ディクショナリーが作成された後、XML データ
と表データが圧縮されます。このコマンドを NOT ROLLFORWARD

RECOVERABLE パラメーターを指定して発行する場合、このコマン
ドによって実行される表データ追加操作の一部として、ディクショナ
リーのない新規データベース・パーティションで、ADC はバージョ
ン 9.7 XML ストレージ・オブジェクトの XML データのコンプレッ
ション・ディクショナリーを作成するようになりました。ADC は新
規データを受け取る既存のデータベース・パーティションでは、コン
プレッション・ディクショナリーを作成しません。

REORG

INDEXES/TABLE

LONGLOBDATA キーワードは、LONG フィールドおよび LOB デー
タの再編成に加えて、既存の LOB データをインライン化された
LOB データに変換するようになりました。前のリリースでは、この
パラメーターは長いフィールドおよび LOB データの再編成に使用さ
れていました。インライン化された LOB データについての詳細は、
249ページの『第 28 章 データベース・アプリケーションおよびルー
チン内で新規 DB2 バージョン 9.7 機能を採用する』を参照してくだ
さい。

CONVERT キーワードは、タイプ 1 索引が廃止されたため、推奨さ
れていません。データ・サーバーをアップグレードする前に、タイプ
1 索引をタイプ 2 索引に変換する必要があります。詳しくは、 52ペ
ージの『タイプ 1 の索引からタイプ 2 の索引への変換』を参照して
ください。

INPLACE キーワードを NOTRUNCATE TABLE なしで指定する場
合、表の切り捨てフェーズ中に表でロックが保持されている時間が削
減されるため、停止期間ウィンドウを調整したい場合があります。表
の切り捨てフェーズは (特にデータがまばらに追加された表で)、前の
リリースより速くなりました。

バージョン 9.7 XML ストレージ・オブジェクトの XML データおよ
び行圧縮が使用可能な表で LONGLOBDATA キーワードおよび
KEEPDICTIONARY または RESETDICTIONARY キーワードを使用
して REORG TABLE コマンドを発行する場合、このコマンドは表デ
ータのディクショナリーに加えて、XML データのコンプレッショ
ン・ディクショナリーを作成するようになりました。XML データの
コンプレッション・ディクショナリーは XML ストレージ・オブジェ
クトに保管されます。

REORGCHK このコマンドの出力には、表統計および索引統計が含まれ、さらにパ
ーティション・レベルでの再編成が推奨される表または索引が含まれ
るようになりました。出力は、表ごとに 1 行を表示し、パーティシ
ョン表に対してのみデータ・パーティションごとに 1 行を表示しま
す。
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表 24. DB2 CLP とシステム・コマンドの変更点 (続き)

コマンド アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

RUNSTATS DB2 バージョン 9.7 は統計ビュー上の SYSTEM サンプリングをサ
ポートし、BERNOULLI サンプリングのパフォーマンス上の改善を提
供するようになりました。詳しくは、 129ページの『第 10 章 アッ
プグレードしたデータベースのバージョン 9.7 の新規機能の採用』を
参照してください。

このコマンドを LOB 列のある表で実行するとき、列の平均の長さお
よび列の NULL 値の数の統計を収集するようになりました。詳細に
ついては、「コマンド・リファレンス」を参照してください。

RUNSTATS コマンドにも適用される追加の許可の変更については、
BIND コマンドの行を参照してください。

SET WORKLOAD DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこのコマ
ンドの実行を許可されなくなりました。
ACCESSCTRL、DATAACCESS、WLMADM、SECADM、または
DBADM 権限がない場合には、このコマンドを実行するとき、エラー
を受け取ります。

Windows Vista オペレーティング・システムでは、ローカル管理者権限を必要とす
る管理者タスクを実行するには、完全な管理者特権を使用して、スクリプトを DB2

コマンド・プロンプトから実行する必要があります。「コマンド・ウィンドウ - 管
理者 (Command Window - Administrator)」ショートカットを起動して、完全な管
理者特権を持つ DB2 コマンド・プロンプトを獲得します。Windows Vista オペレ
ーティング・システムで拡張セキュリティーが使用可能な場合は、このショートカ
ットを起動するために、DB2ADMNS グループのメンバーであるユーザーを使用し
てシステムにログオンする必要もあります。

SQL ステートメントの変更点によるアップグレードへの影響
DB2 バージョン 9.7 で SQL ステートメントを変更すると、DB2 バージョン 9.7

にアップグレードした後で既存のアプリケーションとスクリプトが影響を受けるこ
とがあります。

SQL ステートメントへの変更には、新しいデフォルトの動作およびステートメント
の出力への変更が含まれます。さらに、廃止になったステートメントもあります。
以下の表には、アプリケーションおよびスクリプトに影響を与える変更点がリスト
されています。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

ALTER

FUNCTION、
ALTER

HISTOGRAM

TEMPLATE、
ALTER METHOD、
ALTER

NICKNAME、
ALTER

PROCEDURE、
ALTER

SEQUENCE、
ALTER SERVER、
ALTER TABLE、
ALTER TYPE (構造
化)、
ALTER USER

MAPPING、
ALTER VIEW、
ALTER

WRAPPER、および
ALTER

XSROBJECT

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
ステートメントの実行を許可されなくなりました。アップグレードへ
の影響がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM

権限を SYSADM グループに付与します。ただし、これらのステート
メントについては、許可におけるすべての変更を検討し、何であれ必
要な許可をユーザーに付与する必要があります。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらのステ
ートメントを実行しなければならないユーザーに必要な許可を付与す
るか、DBADM 権限を SYSADM グループへ明示的に付与することに
よって以前のリリースと同じ許可を維持するようにします。

DB2_DDL_SOFT_INVAL レジストリー変数が ON に設定されている
とき、ALTER FUNCTION および ALTER VIEW ステートメントで
ソフトな無効化がサポートされます。ソフトな無効化のセマンティク
スの詳細については、「データベース: 管理の概念および構成リファ
レンス」の『データベース・オブジェクトの自動無効化および再妥当
性検査』を参照してください。

ALTER SERVICE

CLASS、
ALTER

THRESHOLD、
ALTER WORK

ACTION SET、
ALTER WORK

CLASS SET、
ALTER

WORKLOAD、
CREATE

HISTOGRAM

TEMPLATE、
CREATE SERVICE

CLASS、
CREATE

THRESHOLD、
CREATE WORK

ACTION SET、
CREATE WORK

CLASS SET、およ
び CREATE

WORKLOAD

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
ステートメントの実行を許可されなくなりました。アップグレードへ
の影響がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM

権限を SYSADM グループに付与します。ただし、これらのステート
メントについては、許可におけるすべての変更を検討し、何であれ必
要な許可をユーザーに付与する必要があります。

ただし、DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これ
らのステートメントを実行しなければならないユーザーに必要な許可
を付与するか、DBADM または WLMADM 権限を SYSADM グルー
プへ明示的に付与することによって以前のリリースと同じ許可を維持
するようにします。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

ALTER DATABASE ADD STORAGE ON 節を ALTER DATABASE ステートメントとと
もに発行して、既存のデータベースで自動ストレージを使用可能にで
きるようになりました。前のリリースでは、SQL20317N エラー・メ
ッセージが戻されていました。このステートメントは自動ストレージ
の保守に必要な SQLSGF.1 および SQLSGF.2 ファイルを作成しま
す。自動ストレージを使用可能にする方法について詳しくは、 129ペ
ージの『第 10 章 アップグレードしたデータベースのバージョン 9.7

の新規機能の採用』を参照してください。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

ALTER TABLE COMPRESS 節により、表および XML ストレージ・オブジェクトの
データの圧縮が可能になりました。ALTER TABLE ステートメントを
ADD COLUMN 節とともに発行して XML 列を追加する場合、XML

データの圧縮が行われるかどうかは、データ行圧縮が表で可能かどう
かによって異なります。

バージョン 9.7 より前のリリースで作成された XML 列を持つ表で、
ALTER TABLE ステートメントを COMPRESS YES 節とともに発行
する場合、表データの圧縮のみがサポートされます。XML ストレー
ジ・オブジェクトを、XML データでの圧縮をサポートしている新規
のバージョン 9.7 フォーマットに変換するには、表を再作成します。
詳しくは、 124ページの『XML ストレージ・オブジェクトのバージ
ョン 9.7 形式への変換』を参照してください。

COMPRESS と DATA CAPTURE CHANGES 節を一緒に使用できる
ようになりました。SQL レプリケーションは、データ行圧縮が使用可
能な表を、ソースおよびターゲット表としてサポートするようになり
ました。このステートメントで両方の節を指定する場合に、エラーを
受け取らなくなります。

ALTER TABLE ステートメントに ATTACH PARTITION 節を指定し
た場合、パーティション表と、アタッチする表とで、構造化、XML、
または LOB データ・タイプで定義されている列の INLINE LENGTH

値が同じでなければならなくなりました。XML 列を持つ表でこのス
テートメントを発行する場合、ステートメント処理の一部としてすべ
ての XML 列パスの索引で保守が実行されます。

XML 列を持つ表で DETACH PARTITION 節とともに ALTER

TABLE ステートメントを発行する場合、ステートメント処理の一部
として、別個の表の XML 列パスの索引が作成されます。

XML 列がパーティション表でサポートされるようになりました。パ
ーティション表に XML 列を持つ表をアタッチまたはデタッチすると
き、または XML 列をパーティション表に追加するときに、ADD

COLUMN、ATTACH PARTITION、または DETACH PARTITION 節
を持つ ALTER TABLE ステートメントは、理由コード 2 とともに
SQL1242N エラー・メッセージを戻さなくなりました。

XML タイプを持つ列を MDC 表に追加できるようになりました。前
のリリースでは、理由コード 1 とともに SQL1242N エラー・メッセ
ージが戻されていました。

このコマンドにも適用される追加の許可の変更については、ALTER

FUNCTION ステートメントの行を参照してください。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

CALL、
CREATE ALIAS、
CREATE EVENT

MONITOR、
CREATE

FUNCTION、
CREATE INDEX、
CREATE INDEX

EXTENSION、
CREATE

METHOD、
CREATE

NICKNAME、
CREATE

PROCEDURE、
CREATE

SCHEMA、
CREATE

SEQUENCE、
CREATE

SERVER、
CREATE TABLE、
CREATE

TRANSFORM、
CREATE

TRIGGER、
CREATE TYPE、
CREATE TYPE

MAPPING、
CREATE

VARIABLE、
FLUSH EVENT

MONITOR、
FLUSH

OPTIMIZATION

PROFILE CACHE、
FLUSH PACKAGE

CACHE、
RENAME、
SET EVENT

MONITOR

STATE、および
SET INTEGRITY

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
ステートメントの実行を許可されなくなりました。アップグレードへ
の影響がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM

権限を SYSADM グループに付与します。ただし、これらのステート
メントについては、許可におけるすべての変更を検討し、何であれ必
要な許可をユーザーに付与する必要があります。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらのステ
ートメントを実行しなければならないユーザーに必要な許可を付与す
るか、DBADM 権限を SYSADM グループへ明示的に付与することに
よって以前のリリースと同じ許可を維持するようにします。

DB2_DDL_SOFT_INVAL レジストリー変数が ON に設定されている
とき、CREATE ALIAS、CREATE FUNCTION、CREATE

NICKNAME、CREATE PROCEDURE、CREATE TRIGGER、および
CREATE VARIABLE ステートメントでソフトな無効化がサポートさ
れています。ソフトな無効化のセマンティクスの詳細については、
「データベース: 管理の概念および構成リファレンス」の『データベ
ース・オブジェクトの自動無効化および再妥当性検査』を参照してく
ださい。

DB2 バージョン 9.7 にデータベースを作成する場合、再検証の据え
置きセマンティクスが使用可能になるように、auto_reval 構成パラメ
ーターがデフォルトで DEFERRED に設定されます。この設定によ
り、存在していない、または無効なオブジェクトを参照する場合で
も、ビュー、関数、ストアード・プロシージャー、トリガー、および
グローバル変数を作成できます。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

CREATE VIEW、
DECLARE

CURSOR、
DECLARE GLOBAL

TEMPORARY

TABLE、
DELETE、
INSERT、
MERGE、
REFRESH TABLE、
SELECT INTO、
SET 変数、および
UPDATE

DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
ステートメントの実行を許可されなくなり、ある場合には、DBADM

権限要件が DATAACCESS 権限に置き換えられるようになりました。
アップグレードへの影響がないように、UPGRADE DATABASE コマ
ンドは SYSADM グループに DBADM 権限を付与し、DBADM 権限
を保持しているユーザーに DATAACCESS 権限を付与します。ただ
し、これらのステートメントについては、許可におけるすべての変更
を検討し、何であれ必要な許可をユーザーに付与する必要がありま
す。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらのステ
ートメントを実行する必要のあるユーザーに、必要な許可を付与しま
す。前のリリースと同じ権限を維持するために、SYSADM グループ
に DBADM 権限を、DBADM 権限を保持しているユーザーに
DATAACCESS 権限を、またはその両方を明示的に付与することがで
きます。

DB2_DDL_SOFT_INVAL レジストリー変数が ON に設定されている
とき、CREATE VIEW ステートメントでソフトな無効化がサポートさ
れます。ソフトな無効化のセマンティクスの詳細については、「デー
タベース: 管理の概念および構成リファレンス」の『データベース・
オブジェクトの自動無効化および再妥当性検査』を参照してくださ
い。

CALL DEFAULT をパラメーターまたは変数名として指定した場合、
DEFAULT は DEFAULT キーワードに解決されるようになりまし
た。前のリリースでは、DEFAULT は DEFAULT と呼ばれる変数ま
たはパラメーターに解決されていました。以下の例に示されているよ
うに、DEFAULT と呼ばれる変数またはパラメーターに解決すると
き、大文字の語 DEFAULT を二重引用符で区切ります。

CALL (P1,"DEFAULT”);

このコマンドにも適用される追加の許可の変更については、CALL ス
テートメントの行を参照してください。

COMMENT DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこれらの
ステートメントの実行を許可されなくなりました。アップグレードへ
の影響がないように、UPGRADE DATABASE コマンドは DBADM

権限を SYSADM グループに付与します。ただし、これらのステート
メントについては、許可におけるすべての変更を検討し、何であれ必
要な許可をユーザーに付与する必要があります。また、ワークロード
管理オブジェクトについてコメントを付けるには WLMADM 権限が
必要です。

DB2 バージョン 9.7 でデータベースを作成する場合、これらのステ
ートメントを実行しなければならないユーザーに必要な許可を付与す
るか、DBADM 権限を SYSADM グループへ明示的に付与することに
よって以前のリリースと同じ許可を維持するようにします。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

CREATE INDEX データ行圧縮が使用可能な表に索引を作成するとき、索引はデフォル
トで圧縮を使用可能にします。データ行圧縮が使用不可の場合、索引
の圧縮は使用不可です。索引の圧縮を使用不可にする必要がある場合
は、COMPRESS NO 節を使用します。

索引を XML 列に作成するとき、オンライン索引の作成がサポートさ
れるようになりました。このサポートには、追加のログ・スペースお
よび索引表スペースが必要です。追加要件は、リレーショナル索引で
のオンライン索引の作成の場合と同じです。

パーティション表に索引を作成するとき、それらはデフォルトでパー
ティション化索引として作成されるようになりました。非パーティシ
ョン化索引を作成する必要がある場合には、NOT PARTITIONED 節
を使用します。パーティション化索引は、空間インデックスおよび
XML データに対する索引でサポートされないことに加えて、範囲パ
ーティション・キー列のスーパーセットではない索引キー列を持つユ
ニーク索引でもサポートされません。

このコマンドにも適用される追加の許可の変更については、CALL ス
テートメントの行を参照してください。

CREATE

PROCEDURE (SQL)

ステートメント

SQL プロシージャーで TRUE または FALSE と呼ばれる変数を宣言
する場合、このステートメントは SQL0408N エラー・メッセージを
戻し、プロシージャーの作成に失敗します。CREATE PROCEDURE

ステートメントを再発行する前に、プロシージャー・コードを変更
し、変数名を変更します。

SQL プロシージャーで XML データを XML タイプの入出力パラメ
ーターまたは XML タイプのローカル変数に割り当てた場合、XML

データの参照による受け渡しが行われるようになりました。前のリリ
ースでは、XML データの値による受け渡しが行われていました。そ
のため、XML データを使用する一部の操作は、前のリリースでの同
じ操作によって戻される結果とは異なる結果を返すことがあります。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

CREATE TABLE COMPRESS 節により、表および XML ストレージ・オブジェクトの
データの圧縮が可能になりました。ALTER TABLE ステートメントを
ADD COLUMN 節とともに発行して XML 列を追加する場合、XML

データの圧縮が行われるかどうかは、データ行圧縮が表で可能かどう
かによって異なります。

COMPRESS と DATA CAPTURE CHANGES 節を一緒に使用できる
ようになりました。SQL レプリケーションは、データ行圧縮が使用可
能な表を、ソースおよびターゲット表としてサポートするようになり
ました。このステートメントで両方の節を指定する場合に、エラーを
受け取らなくなります。

パーティション表を作成するときに、XML タイプを使用して列を指
定できるようになりました。前のリリースでは、理由コード 2 ととも
に SQL1242N エラー・メッセージが戻されていました。パーティシ
ョン表での XML データの配置は、長いデータの配置規則に従いま
す。XML ストレージ・オブジェクトおよび XML 領域の索引は、表
データと同じ方法でパーティション化されます。

CREATE TABLE ステートメントで、XML タイプを持つ列を指定
し、ORGANIZE BY 節を使用できるようになりました。XML タイプ
を持つ列を ORGANIZE BY 節で指定する場合、SQL0350N エラー・
メッセージを受け取ります。前のリリースでは、理由コード 1 ととも
に SQL1242N エラー・メッセージが戻されていました。

XML 列がパーティション表でサポートされるようになりました。同
じ表で分散キーと XML 列を定義するとき、CREATE TABLE ステー
トメントは理由コード 4 とともに SQL1242N エラー・メッセージを
戻さなくなりました。ただし、XML 列は分散キーを定義するために
は使用できません。

パーティション表を作成する場合、主キーおよびユニーク制約に対す
るシステム生成索引は、デフォルトで常にパーティション化されま
す。 XML 列を持つパーティション表を作成する場合、XML 領域の
索引は常にパーティション化され、XML 列パスの索引は常に非パー
ティション化になります。詳しくは「SQL リファレンス」を参照して
ください。

NOT LOGGED オプションは、インライン化されていない LOB デー
タにのみ適用されます。アップグレードされたデータベースでは、長
さが LOB 記述子サイズよりも小さいとき、LOB データは暗黙的にイ
ンライン化されます。この場合、NOT LOGGED オプションは暗黙的
にインライン化された LOB データには適用されません。

表に新規索引を作成するとき、COMPRESS YES 節によって、データ
行圧縮に加えて索引の圧縮が可能になりました。索引の圧縮を使用不
可にする必要がある場合は、COMPRESS NO 節とともに CREATE

INDEX ステートメントを使用します。

このコマンドにも適用される追加の許可の変更については、CALL ス
テートメントの行を参照してください。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

CREATE

TABLESPACE

新規 DMS 表スペースを作成するときには、データベースで自動スト
レージが使用可能かどうかに関わりなく、再利用可能ストレージがデ
フォルトです。再利用可能ストレージは、表スペースの最高水準点を
削減し、スペースを再利用できるようにする新機能です。アップグレ
ードされたデータベースでの再利用可能ストレージについての詳細
は、 129ページの『第 10 章 アップグレードしたデータベースのバー
ジョン 9.7 の新規機能の採用』を参照してください。

DECLARE GLOBAL

TEMPORARY

TABLE

データ行圧縮は、一時表でデフォルトで使用可能です。ただし、デー
タベース・マネージャーがパフォーマンスの向上があると判別したと
きにのみ、行を圧縮します。その結果、一時表に作成された索引でも
索引の圧縮が使用可能です。

PARTITIONING KEY 節は DISTRIBUTE BY 節に置き換えられまし
た。前のリリースとの互換性のために、PARTITIONING KEY 節をま
だ使用することができます。

このコマンドにも適用される追加の許可の変更については、CREATE

VIEW ステートメントの行を参照してください。

DROP DB2 許可モデルにおける変更のため、SYSADM グループはこのステ
ートメントの実行を許可されなくなりました。また、特定のオブジェ
クトをドロップするには、SECADM、SQLADM、または WLMADM

権限を保持していることが必要な場合があります。許可におけるすべ
ての変更についての詳細は、「SQL リファレンス」を参照してくださ
い。

DB2_DDL_SOFT_INVAL レジストリー変数が ON に設定されている
とき、DROP ALIAS、DROP FUNCTION、DROP TRIGGER、DROP

VARIABLE、および DROP VIEW ステートメントでソフトな無効化
がサポートされます。ソフトな無効化のセマンティクスの詳細につい
ては、「データベース: 管理の概念および構成リファレンス」の『デ
ータベース・オブジェクトの自動無効化および再妥当性検査』を参照
してください。

GRANT および
REVOKE

これらのステートメントを実行する許可が変更されました。
ACCESSCTRL、DATAACCESS、DBADM、または SECADM 権限を
付与するには、SECADM 権限を保持していることが必要になりまし
た。グローバル変数、索引、パッケージ、ルーチン、スキーマ、シー
ケンス、サーバー、表、ビュー、ニックネーム、ワークロード、およ
び XSR オブジェクトに関するその他の権限または特権を付与するに
は、ACCESSCTRL または SECADM 権限を保持していることが必要
になりました。同じ変更が REVOKE ステートメントに適用されま
す。

UPGRADE DATABASE コマンドは SYSADM グループに DBADM

権限を明示的に付与し、DBADM 権限を保持しているユーザーに
ACCESSCTRL および DATAACCESS 権限を明示的に付与します。ア
ップグレード後に、ACCESSCTRL、DATAACCESS、DBADM、また
は SECADM 権限を付与する必要のあるユーザーに、SECADM 権限
を付与してください。
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表 25. SQL ステートメントへの変更点 (続き)

SQL

ステートメント アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

接頭演算子 + (単項
加算) および接頭演
算子 - (単項減算)

オペランドとしての型なしパラメーター・マーカーを持つ接頭演算子
+ または接頭演算子 - の結果データ・タイプは、DECFLOAT(34) に
なりました。前のリリースでは、結果データ・タイプは DOUBLE で
した。

DOUBLE を予期しているアプリケーションは、SQL0440N エラー・
メッセージを受け取る可能性があります。DOUBLE スカラー関数を使
用して、オペランドとしての型なしパラメーター・マーカーを持つ接
頭演算子 +または接頭演算子 - の結果データ・タイプを明示的にキャ
ストします。

SET 変数 DEFAULT を変数に割り当てる値として指定した場合、DEFAULT は
DEFAULT キーワードに解決されるようになりました。DEFAULT キ
ーワードの使用が無効な場合、SQL0584N エラー・メッセージを戻す
ようになりました。前のリリースでは、値としての DEFAULT は
DEFAULT と呼ばれる変数またはパラメーターに解決されており、そ
の変数またはパラメーターが定義されていないときにのみ SQL0584N

を戻していました。以下の例に示されているように、DEFAULT と呼
ばれる変数またはパラメーターに解決するとき、大文字の語
DEFAULT を二重引用符で区切ります。

CREATE PROCEDURE FOO(IN DEFAULT INTEGER)
BEGIN

DECLARE V0 INTEGER DEFAULT 1;
SET V0 = "DEFAULT”;
RETURN V0;

END%

このコマンドにも適用される追加の許可の変更については、CREATE

VIEW ステートメントの行を参照してください。

式中の型なし NULL

キーワード
型なし NULL キーワードを式中の任意の場所に指定できるようにな
りました。SQL ステートメント内で、列名またはパラメーター名のよ
うに完全修飾されることも引用符で区切られることもない NULL と
いう ID を使用する場合、ID 指定は、ID 名ではなくキーワード
NULL として解決されることがあります。型なし NULL キーワード
との競合を避けるには、以下の例で示されているように、SQL ステー
トメント内で NULL という名前の列を完全修飾するか、または引用
符で区切ります。

SELECT MY_TAB.NULL FROM MY_TAB
SELECT “NULL” FROM MY_TAB

いずれかのステートメントについての詳細は、「SQL リファレンス 第 2 巻」ガイ
ドを参照してください。

システム・カタログの変更点によるアップグレードへの影響
DB2 バージョン 9.7 では、システム・カタログ・オブジェクトが変更されて、新し
い機能をサポートするようになりました。これらの変更点により、DB2 バージョン
9.7 にアップグレードした後で既存のアプリケーションとスクリプトが影響を受ける
ことがあります。
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システム・カタログ・ビュー

通常、既存のカタログ・ビューの変更とは、新しい列が加わったか、列のデータ・
タイプが変わったか、列の長さが長くなったということです。以下の表には、アプ
リケーションおよびスクリプトに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と DB2 バー
ジョン 9.5 間でのシステム・カタログ・ビューの変更点がリストされています。

表 26. システム・カタログ・ビューの変更点
ビュー名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

SYSCAT.ATTRIBUTES SCALE 列は TIMESTAMP データ・タイプの値を持ち、小数秒の桁
数を示すようになりました。

新規の ATTR_TYPEMODULENAME、
SOURCE_TYPEMODULENAME、
TARGET_TYPEMODULENAME、 TYPEMODULENAME 列が追加
されました。

SYSCAT.BUFFERPOOLS 新規の列である NUMBLOCKPAGES が追加されました。

SYSCAT.CONSTDEP、
SYSCAT.INDEXDEP、
SYSCAT.INDEXEXTENSIONDEP、
SYSCAT.PACKAGEDEP、
SYSCAT.TABDEP、
SYSCAT.TRIGDEP、
SYSCAT.XSROBJECTDEP

新規の列である BMODULEID と BMODULENAME が追加されま
した。

および
SYSSTAT.COLUMNS

新規の列である PCT_INLINED が追加されました。

統計が収集されなかったときにのみ、AVGCOLLEN 列の戻りに -1

の値があります。前のリリースのように、列のデータ・タイプが長
いフィールドまたは LOB であるときには、-1 を戻さなくなりま
す。

SCALE 列は TIMESTAMP データ・タイプの値を持ち、小数秒の桁
数を示すようになりました。

SYSCAT.COLUMNS の INLINE_LENGTH 列は、インライン長の
LOB の最大サイズを戻します。データベースのアップグレード中、
この列は最大 LOB 記述子サイズに設定されます。

SYSCAT.DATAPARTITIONS 新規の列である ACTIVE_BLOCKS、 INDEX_TBSPACEID、
AVGCOMPRESSEDROWSIZE、 AVGROWCOMPRESSIONRATIO、
AVGROWSIZE、 CARD、 FPAGES、 NPAGES、 OVERFLOW、
PCTPAGESSAVED、 PCTROWSCOMPRESSED、および
STATS_TIME が追加されました。

SYSCAT.DATATYPEDEP 新規の列である BMODULEID、 BMODULENAME、
TYPEMODULEID、および TYPEMODULENAME が追加されまし
た。

SYSCAT.DATATYPES SCALE 列は TIMESTAMP データ・タイプの値を持ち、小数秒の桁
数を示すようになりました。

新規の列である ARRAY_LENGTH、
ARRAYINDEXTYPESCHEMA、 ARRAYINDEXTYPENAME、
ARRAYINDEXTYPEID、 ARRAYINDEXTYPELENGTH、
PUBLISHED、 SOURCEMODULEID、 SOURCEMODULENAME、
TYPEMODULEID、 TYPEMODULENAME、および VALID が追加
されました。

第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレードに関する重要事項 209



表 26. システム・カタログ・ビューの変更点 (続き)

ビュー名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

SYSCAT.DBAUTH 新規の列である ACCESSCTRLAUTH、 DATAACCESSAUTH、
EXPLAINADMAUTH、 SQLADMAUTH、および WLMADMAUTH

が追加されました。

SYSCAT.HISTOGRAM

TEMPLATEUSE

新規の列である WORKLOADNAME が追加されました。

SYSCAT.INDEXEXTENSION

PARMS

SCALE 列は TIMESTAMP データ・タイプの値を持ち、小数秒の桁
数を示すようになりました。

SYSCAT.INDEXES、
SYSSTAT.INDEXES

新規の列である AVGLEAFKEYSIZE、
AVGNLEAFKEYSIZE、LASTUSED、 COMPRESSION、および
PCTPAGESSAVED が追加されました。

SYSCAT.PACKAGES 新規の列である ANONBLOCK、ALTER_TIME、APREUSE、
CONCURRENTACCESSRESOLUTION、EXTENDEDINDICATOR、
DBPARTITIONNUM、 PKGID、LASTUSED、および VALID が追
加されました。

PKG_CREATE_TIME 列は CREATE_TIME に名前変更されました。
PKG_CREATE_TIME 列は、前のリリースとの互換性を保つため、
引き続き使用可能です。

SYSCAT.PARTITIONMAPS SYSCAT.PARTITIONMAPS ビューの分散マップのサイズは、4 096

項目から 32 768 項目に増えました。データベースのアップグレー
ド中、分散マップのサイズは 32 768 項目に増えます。

新規の db2GetPmap API を使用して、分散マップを読み取ります。
詳しくは、 186ページの『DB2 API の変更点によるアップグレード
への影響』を参照してください。

SYSCAT.ROUTINEDEP 新規の列である BMODULEID、 BMODULENAME、
ROUTINEMODULEID、および ROUTINEMODULENAME が追加さ
れました。

SYSCAT.ROUTINEPARMS SCALE 列は TIMESTAMP データ・タイプの値を持ち、小数秒の桁
数を示すようになりました。

新規の列である DEFAULT、ROUTINEMODULEID、
ROUTINEMODULENAME、 TARGET_TYPEMODULENAME、およ
び TYPEMODULENAME が追加されました。

SYSCAT.ROUTINES、
SYSSTAT.ROUTINES

新規の列である
DIALECT、MODULEROUTINEIMPLEMENTED、PUBLISHED、
RETURN_TYPEMODULE、 ROUTINEMODULEID、および
ROUTINEMODULENAME が追加されました。

SYSCAT.SEQUENCES 新規の列である BASE_SEQNAME および BASE_SEQSCHEMA が
追加されました。このカタログ・ビューは、シーケンスを表す行に
加えて、シーケンスの別名を表す行を戻すようになりました。

SYSCAT.SERVICECLASSES 新規の列である
BUFFERPOOLPRIORITY、COLLECTACTMETRICS、および
COLLECTREQMETRICS が追加されました。

SYSCAT.TABDETACHEDDEP 新規の列である BMODULEID と TABMODULENAME が追加され
ました。

SYSCAT.TABLES 新規の列である LASTUSED、LOGGED、 ONCOMMIT、および
ONROLLBACK が追加されました。

SYSCAT.TABLESPACES 新規の列である DATAPRIORITY が追加されました。 DATATYPE

列の値 U は作成済み、または宣言済みの一時表を示すようになりま
した。前のリリースでは、U 値は宣言済み一時表のみを示していま
した。
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表 26. システム・カタログ・ビューの変更点 (続き)

ビュー名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

SYSCAT.THRESHOLDS 新規の列である CHECK_INTERVAL、 REMAPSCID、および
VIOLATIONRECORDLOGGED が追加されました。

SYSCAT.VARIABLEDEP 新規の BMODULEID、 VARMODULEID、 BMODULENAME、お
よび VARMODULENAME 列が追加されました。

SYSCAT.VARIABLES SCALE 列は TIMESTAMP データ・タイプの値を持ち、小数秒の桁
数を示すようになりました。

新規の列である PUBLISHED、 VARMODULEID、
VARMODULENAME、VALID、および READONLY が追加されま
した。

SYSCAT.WORKLOADS 新規の列である COLLECTACTMETRICS、COLLECTDEADLOCK、
COLLECTLOCKTIMEOUT、 COLLECTLOCKWAIT、および
LOCKWAITVALUE が追加されました。

システム定義の組み込みルーチン

システム定義の組み込みルーチンへの変更には、新しいルーチン、新しいパラメー
ター、および動作における変更が含まれます。以下の表には、アプリケーションお
よびスクリプトに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と DB2 バージョン 9.5 間で
の新規ルーチンおよび既存のルーチンへの変更点がリストされています。

表 27. システム定義の組み込みルーチンへの変更点

ルーチン名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

ADD_MONTHS、
EXTRACT、
LAST_DAY、
MONTHS_BETWEEN、
NEXT_DAY、および
TRUNC_TIMESTAMP

これらの新規組み込み関数と同じ名前のユーザー定義関数が
あって、照会の中で完全修飾されていない場合には、解決パ
スは、これらの新しい組み込み関数を呼び出すことになる場
合があります。ユーザー定義関数の呼び出しをスキーマ名で
完全修飾するか、代わりにこれらの新規組み込み関数の使用
を開始します。

ARRAY_DELETE、
ARRAY_FIRST、
ARRAY_LAST、
ARRAY_NEXT、
ARRAY_PRIOR、
CURSOR_ROWCOUNT

これらの新規組み込み関数と同じ名前のユーザー定義関数が
あって、照会の中で完全修飾されていない場合には、解決パ
スは、これらの新しい組み込み関数を呼び出すことになる場
合があります。ユーザー定義関数の呼び出しをスキーマ名で
完全修飾するか、代わりにこれらの新規組み込み関数の使用
を開始します。

DAYNAME、
DECFLOAT_FORMAT、
INITCAP、
INSTR、
LPAD、
LOCATE_IN_STRING、
MONTHNAME、
RPAD、
TO_CLOB、
TO_NUMBER、
TO_TIMESTAMP

これらの新規組み込み関数と同じ名前のユーザー定義関数が
あって、照会の中で完全修飾されていない場合には、解決パ
スは、これらの新しい組み込み関数を呼び出すことになる場
合があります。ユーザー定義関数の呼び出しをスキーマ名で
完全修飾するか、代わりにこれらの新規組み込み関数の使用
を開始します。
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表 27. システム定義の組み込みルーチンへの変更点 (続き)

ルーチン名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

CHAR (10 進数の式) dec_to_char_fmt データベース構成パラメーターが NEW に
設定されている場合、CHAR 関数は先行ゼロなしで 10 進数
の固定長文字ストリング表記を戻すようになりました。小数
部分がゼロのときは小数点もありません。

前のリリースでは、文字ストリングには先行ゼロが含まれて
おり、小数部分がゼロのときには小数点が含まれていまし
た。前のリリースと同じ結果を取得するには、
dec_to_char_fmt データベース構成パラメーターを V95 に
設定する必要があります。詳しくは、 39ページの表 13を参
照してください。

DOUBLE_PRECISION これらの新規組み込み関数と同じ名前のユーザー定義関数が
あって、照会の中で完全修飾されていない場合には、解決パ
スは、これらの新しい組み込み関数を呼び出すことになる場
合があります。ユーザー定義関数の呼び出しをスキーマ名で
完全修飾するか、代わりにこれらの新規組み込み関数の使用
を開始します。

SYSIBM.DOUBLE SYSIBM.DOUBLE 関数は、数値の倍精度浮動小数点表記ま
たは数値のストリング表記を戻します。

この関数を string-expression 引数を使用して呼び出すとき、
関数は引数のストリング式から前後の空白のみを除去するよ
うになりました。前のリリースでは、この関数は前後の空
白、タブ、復帰、および改行を除去していました。

SQL パスのデフォルト設定を使用している場合、DOUBLE

への関数呼び出しは、SYSFUN.DOUBLE ではなく
SYSIBM.DOUBLE に解決されます。SYSFUN.DOUBLE はま
だ使用可能です。この関数の前のリリースの動作に依存して
いる場合、SYSFUN.DOUBLE に対する参照を完全修飾しま
す。

LONG_VARGRAPHIC、
LONG_VARCHAR

LONG_VARGRAPHIC および LONG_VARCHAR スカラー
関数は推奨されていません。これらのスカラー関数の使用は
現行リリースではサポートされていますが、
CHAR、VARCHAR、および CLOB などの他のスカラー関
数の使用を考慮してください。LONG VARCHAR および
LONG VARGRAPHIC データ・タイプは推奨されておらず、
将来のリリースで削除される予定です。詳しくは、 43ペー
ジの表 15を参照してください。

システム定義管理ルーチンとビュー

システム定義管理ルーチンおよびビューへの変更点には、戻される新しい列と新し
いルーチンおよびビューがあります。さらに、SNAPSHOT で始まる名前のすべての
管理ルーチンは DB2 バージョン 9.1 以降、推奨されなくなりました。以下の表に
は、アプリケーションおよびスクリプトに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と
DB2 バージョン 9.5 間での管理ルーチンとビューの変更点がリストされています。
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表 28. システム定義管理ルーチンとビューへの変更点
ルーチンまたはビュー名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

ADMIN_GET_TAB_

COMPRESS_INFO および
ADMINTABCOMPRESSINFO

ADMIN_GET_TAB_ COMPRESS_INFO 表関数は推奨されていませ
ん。 ADMINTABCOMPRESSINFO ビューは、
ADMIN_GET_TAB_COMPRESS_INFO_V97 を呼び出し、新規追加
列を戻すようになりました。 新規列 OBJECT_TYPE を戻す、新規
の ADMIN_GET_TAB_COMPRESS_INFO_V97 関数または
ADMINTABCOMPRESSINFO ビューを使用してください。
EXPAND_DICT_SIZE 列の値には、現在のディクショナリー・サイ
ズと履歴のディクショナリー・サイズの合計が含まれるようになり
ました。

ADMIN_GET_TAB_COMPRESS_INFO_V97 と
ADMINTABCOMPRESSINFO の両方が、XML ストレージ・オブジ
ェクトに保管されている XML データのコンプレッション・ディ
クショナリーの情報のために追加の行を戻すことができるようにな
りました。

ADMIN_GET_TAB_INFO_V95 ADMIN_GET_TAB_INFO_V95 表関数は推奨されていません。
ADMINTABINFO ビューは ADMIN_GET_TAB_INFO_V97 を呼び
出し、新規追加列を戻すようになりました。新規列
RECLAIMABLE_SPACE、XML_DICTIONARY_SIZE、および
XML_RECORD_TYPE を戻す、新規の
ADMIN_GET_TAB_INFO_V97 関数または ADMINTABINFO ビュ
ーを使用してください。また、DICTIONARY_SIZE 列の記述は、
この列の値に現在のディクショナリー・サイズと履歴のディクショ
ナリー・サイズの合計が含まれるようになったことを示すように変
更されました。

ADMIN_EST_INLINE_LENGTH この新規関数は、XML、CLOB、BLOB および DBCLOB 列のイン
ライン長を見積もる方法を提供します。インライン長を見積もるた
めに新規統計が収集されるので、XML 列は、DB2 バージョン 9.7

で作成されたときにのみ、サポートされます。新規統計なしにはイ
ンライン長を見積もることができないので、この関数は、前のリリ
ースで作成された XML 列については値 -2 を戻します。

XML ストレージ・オブジェクトを、この関数をサポートしている
新規のバージョン 9.7 フォーマットに変換するには、表を再作成
します。新しい SYSPROC.ADMIN_MOVE_TABLE システム定義
プロシージャーを使用すると、データをオンラインかつアクセス可
能にしたまま、表を再作成できます。「データ移動ユーティリティ
ー ガイドおよびリファレンス」の『ADMIN_MOVE_TABLE プロ
シージャーを使用した表の移動』を参照してください。

AUDIT_ARCHIVE、
AUDIT_DELIM_EXTRACT、
AUDIT_LIST_LOGS

DB2 バージョン 9.7 では、UPGRADE DATABASE コマンドは、
監査ルーチン AUDIT_LIST_LOGS、AUDIT_DELIM_EXTRACT、
および AUDIT_ARCHIVE に対する EXECUTE 特権を PUBLIC か
ら取り消します。SECADM 権限を保持している許可 ID ごとに、
UPGRADE DATABASE コマンドは、SYSROLE_AUTH_SECADM

システム・ロールを付与することにより、監査ルーチンに対する
EXECUTE 特権を明示的に付与します。SECADM 権限を保持して
はいないものの、これらの監査ルーチンを呼び出す必要のある任意
のユーザーに、これらのルーチンの EXECUTE 特権を明示的に付
与する必要があります。

DBCFG、
GET_DB_CONFIG

DBMCFG ビューから選択する、または GET_DBM_CONFIG 表関
数を実行すると、 39ページの表 13 にリストされている新規デー
タベース構成マネージャー・パラメーターが戻されるようになりま
した。
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表 28. システム定義管理ルーチンとビューへの変更点 (続き)

ルーチンまたはビュー名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

DBMCFG、
GET_DBM_CONFIG

DBMCFG ビューから選択する、または GET_DBM_CONFIG 表関
数を実行すると、 37ページの表 11 にリストされている新規デー
タベース構成マネージャー・パラメーターが戻されるようになりま
した。

REBIND_ROUTINE_PACKAGE DB2 バージョン 9.7 では、VARCHAR(12) データ・タイプの
resolve パラメーターは VARCHAR(1024) データ・タイプの
options パラメーターに置き換えられました。前のリリースとの互
換性を保つため、‘ANY’および‘CONSERVATIVE’は options の有効
な値として受け入れられます。‘ANY’は‘RESOLVE ANY’の同義語
であり、‘CONSERVATIVE’は‘RESOLVE CONSERVATIVE’の同義
語です。このプロシージャーをアプリケーションから呼び出すとき
にパラメーター・マーカーまたはホスト変数を使用する場合、変数
の長さを調整します。

SNAP_GET_STORAGE _PATHS、
SNAPSTORAGE_PATHS

SNAP_GET_STORAGE_PATHS 関数は推奨されていません。
SNAP_GET_STORAGE_PATHS は新規の
SNAP_GET_STORAGE_PATHS_V97 関数に置き換えられました。
この関数は、新規の DB_STORAGE_PATH_WITH_DPE および
DB_STORAGE_PATH_STATE 列を戻します。
SNAPSTORAGE_PATHS ビューは
SNAP_GET_STORAGE_PATHS_V97 を呼び出し、新規追加列を戻
すようになりました。

SNAP_GET_TBSP_PART_V91、
SNAPTBSP_PART

SNAP_GET_TBSP_PART_V91 関数は推奨されていません。
SNAP_GET_TBSP_PART_V91 は新規の
SNAP_GET_TBSP_PART_V97 関数に置き換えられました。この関
数は、新規の TBSP_PATHS_DROPPED 列を戻します。
SNAPTBSP_PART ビューは SNAP_GET_TBSP_PART_V97 を呼び
出し、新規追加列を戻すようになりました。

XDB_DECOMP_XML_FROM_

QUERY

この新規プロシージャーは、バイナリーまたは XML 列に保管さ
れている複数の XML 文書を 1 つの呼び出しで処理することがで
き、XML 文書のシリアライゼーションを必要としません。新規の
DECOMPOSE XML DOCUMENTS コマンドは、この新規プロシー
ジャーを呼び出します。バージョン 9.7 より前のデータベースに
は、このプロシージャーの正しいバージョンがないので、このよう
なデータベースでは、このコマンドの実行は失敗します。この新規
プロシージャーを使用する方法の詳細は、 249ページの『第 28 章
データベース・アプリケーションおよびルーチン内で新規 DB2 バ
ージョン 9.7 機能を採用する』を参照してください。

WLM_GET_ACTIVITY_DETAILS この表関数は、使用すべきではありません。代わりに新規の
MON_GET_ACTIVITY_DETAILS表関数を使用します。
WLM_GET_ACTIVITY_DETAILS はこの新規関数に置き換えられ
ました。この関数は、追加列を戻して、新しい WLM 機能をサポ
ートします。

WLM_GET_SERVICE_CLASS_

AGENTS

この表関数は、使用すべきではありません。代わりに新規の
WLM_GET_SERVICE_CLASS_AGENTS_V97表関数を使用します。
WLM_GET_SERVICE_CLASS_AGENTS はこの新規関数に置き換え
られました。この関数は、新規列 EVENT_OBJECT_NAME を戻し
ます。

WLM_GET_SERVICE_CLASS_

WORKLOAD_OCCURRENCES

この表関数は、使用すべきではありません。代わりに新規の
WLM_GET_SERVICE_CLASS_WORKLOAD_OCCURRENCES_V97

表関数を使用します。WLM_GET_SERVICE_CLASS_AGENTS はこ
の新規関数に置き換えられました。この関数は、新規列 ADDRESS

を戻します。
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表 28. システム定義管理ルーチンとビューへの変更点 (続き)

ルーチンまたはビュー名 アップグレードへの影響を伴う変更点のまとめ

WLM_GET_SERVICE_SUBCLASS_

STATS

この表関数は、使用すべきではありません。代わりに新規の
WLM_GET_SERVICE_SUBCLASS_STATS_V97表関数を使用しま
す。WLM_GET_SERVICE_SUBCLASS_STATS はこの新規関数に置
き換えられました。この関数は、追加列を戻して、新しい WLM

機能をサポートします。

WLM_GET_WORKLOAD_STATS この表関数は、使用すべきではありません。代わりに新規の
WLM_GET_WORKLOAD_STATS_V97表関数を使用します。
WLM_GET_WORKLOAD_STATS はこの新規関数に置き換えられ
ました。この関数は、追加列を戻して、新しい WLM 機能をサポ
ートします。

WLM_GET_WORKLOAD_

OCCURRENCE_ACTIVITIES

この表関数は、使用すべきではありません。代わりに新規の
WLM_GET_WORKLOAD_OCCURRENCE_ACTIVITIES_V97表関数
を使用します。
WLM_GET_WORKLOAD_OCCURRENCE_ACTIVITIES はこの新規
関数に置き換えられました。この関数は、新規列
EXECUTABLE_ID を戻します。

「管理ルーチンおよびビュー」の『非推奨の SQL 管理ルーチンおよびその置換ル
ーチンまたはビュー』にある非推奨の管理ルーチンおよびそれらの代替ルーチンま
たはビューのリストを検討し、アプリケーションとスクリプトに影響を与える可能
性のあるその他の変更点について判断してください。

バージョン 9.7 より前のリリース間のシステム・カタログの変更点

DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からアップグレードする場
合、バージョン 9.7 より前のリリース間の以下のシステム・カタログの追加の変更
点も、アプリケーションおよびスクリプトに影響を与える可能性があります。

v DB2 バージョン 9.5 と DB2 バージョン 9.1 との間のシステム・カタログの変
更点。

v DB2 バージョン 9.1 と DB2 UDB バージョン 8 との間のシステム・カタロ
グ・ビューおよびシステム定義ルーチンの変更点。
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第 23 章 ルーチンのアップグレードに関する重要事項

アップグレードに関する重要事項として、ルーチンに影響を与える可能性のある、
アプリケーション開発サポートにおける変更点、新しい機能をサポートするための
変更点、サポートされない機能、非推奨の機能について説明します。

179ページの『第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレードに関す
る重要事項』で説明されている変更点も、ご使用のルーチンに影響を与える可能性
があります。

開発ソフトウェア・サポート
179ページの『第 22 章 データベース・アプリケーションのアップグレー
ドに関する重要事項』に記載されている開発ソフトウェア・サポートに関す
る情報が、外部ストアード・プロシージャーおよびユーザー定義関数 (UDF)

に適用されます。

暗黙的キャスト
関数呼び出しの後に、データベース・マネージャーは類似名関数のグループ
内でどの関数が「最適」かを決める必要があります。引数のデータ・タイプ
と、検討対象となる関数のパラメーターの定義済みデータ・タイプとの比較
が、この決定のための基礎を形成します。型なしパラメーター・マーカーま
たは型なし NULL 定数引数は、どのパラメーター・タイプでも最適なタイ
プとして受け入れます。

暗黙的キャストのサポートに対するこの変更は、変更されたシステム組み込
み関数およびこれらの引数を使用して作成された新しい関数を含む関数解決
に影響を与えます。

SQL ルーチンでは XML データの参照による受け渡しが行われる

SQL ルーチンで XML データを XML タイプの入出力パラメーターまたは
XML タイプのローカル変数に割り当てた場合、XML データの参照による
受け渡しが行われるようになりました。以前のリリースでは、SQL プロシ
ージャー内で、XML データの値による受け渡しが行われていました。その
ため、SQL プロシージャー内で XML データを使用する一部の操作は、以
前のリリースでの同じ操作とは異なる結果を返すことがあります。

この動作の違いに関して詳しくは、「DB2 バージョン 9.7 の新機能」の
『XML データはストアード・プロシージャー内で参照によって受け渡され
る』を参照してください。

SQL プロシージャー

DB2 UDB バージョン 8 の 32 ビット・インスタンスから DB2 バージョ
ン 9.7 の 32 ビット・インスタンスにアップグレードした場合、 DB2

UDB バージョン 8.1 で作成した SQL プロシージャーは、サポートされな
い機能を参照しないものであれば、 DB2 バージョン 9.7 で実行できます。
DB2 UDB バージョン 8 の 64 ビット・インスタンスから DB2バージョン
9.7 の 64 ビット・インスタンスにアップグレードした場合も、同じことが
言えます。一方、DB2 UDB バージョン 8.1 の 32 ビット・インスタンス
から DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタンスにアップグレードし
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た場合は、SQL プロシージャーを実行できなくなります。64 ビットの
DB2 エンジンがこれらのプロシージャーに関連する 32 ビット・ライブラ
リーをロードできないためです。それらの SQL プロシージャーをいったん
ドロップしてから再作成する必要があります。

DB2 UDB バージョン 8.2 以降で SQL プロシージャーを作成して、データ
ベースを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする場合、 SQL プロシー
ジャーはサポートされない機能を参照しないものであれば正常に機能しま
す。

unfenced 外部ルーチン

DB2 エンジン・ライブラリー (libdb2e.a または libdb2apie.a) に依存しない
すべての外部 unfenced ルーチンは、データベースを Linux および UNIX

オペレーティング・システムで DB2 バージョン 9.7 にアップグレード中に
FENCED および NOT THREADSAFE に変更され、新しいマルチスレッ
ド・データベース・マネージャーのもとでこれらのルーチンを安全に実行で
きるようになります。新しいマルチスレッド・データベース・マネージャー
で NOT FENCED および THREADSAFE として定義された、スレッド・セ
ーフではない外部ルーチンを実行すると、不正確な結果、データベースの破
壊、またはデータベース・マネージャーの異常終了を引き起こす可能性があ
ります。この変更点を管理する方法の詳細は、 236ページの『C、C++、お
よび COBOL ルーチンのアップグレード』を参照してください。

32 ビット外部ルーチン

LOB ロケーターのためのインプリメンテーションは、インストールされた
DB2 データベース製品によって異なります。また、unfenced ルーチンの中
でのみ、LOB ロケーターを使用できます。DB2 UDB バージョン 8 の 32

ビット・インスタンスから DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタン
スにアップグレードする場合は、LOB ロケーターを使用する 32 ビット外
部ルーチンを 64 ビット unfenced ルーチン・ライブラリーとして再ビルド
する必要があります。

DB2 バージョン 9.1 では、外部ルーチン・ライブラリーのデフォルトの関
数エントリー・ポイントのサポートは使用すべきではありません。 AIX ま
たは Windows オペレーティング・システム上の DB2 UDB バージョン 8

の 32 ビット・インスタンスからアップグレードした場合は、ルーチン・ラ
イブラリー用の明示的なエントリー・ポイントを指定する必要があります。

31 ビット外部ルーチン (zSeries 上の Linux)

32 ビット外部ルーチン用のすべてのアップグレード考慮事項が、zSeries 上
の Linux で稼働する DB2 データベース上で実行される 31 ビット外部ル
ーチンにも適用されます。

Java 外部ルーチン

Linux (x86) および Windows オペレーティング・システム上では、DB2 バ
ージョン 9.7 により、32 ビットの IBM Software Developer’s Kit (SDK)

for Java 6 がデフォルトでインストールされます (DB2 バージョン 9.7 の
32 ビット製品がインストールされるとき)。その他のサポートされるすべて
のオペレーティング・システムでは、DB2 バージョン 9.7 で 64 ビットの
SDK for Java 6 がインストールされます。
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インスタンスを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする場合、jdk_path
データベース・マネージャー構成パラメーターは、SDK for Java 6 のイン
ストール・パスに設定されます。次の表は、jdk_path の可能な値を示して
います。

表 29. jdk_path データベース・マネージャー構成パラメーターの設定値

DB2 バージョン 9.7 のイン
スタンス

オペレーティング・シス
テム jdk_path 値

32 ビット・インスタンス Linux INSTHOME/sqllib/java/jdk32

64 ビット・インスタンス Linux および UNIX INSTHOME/sqllib/java/jdk64

32 ビットまたは 64 ビッ
ト・インスタンス

Windows DB2PATH¥java¥jdk

DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタンスでは、Java 外部ルーチン
を正常に実行するには、jdk_path パラメーターが 64 ビットの SDK for

Java インストール・パスに設定されている必要があります。 DB2 バージョ
ン 9.7 の 64 ビット・インスタンスは 32 ビット JVM をロードできませ
ん。

IBM Software Developer’s Kit (SDK) for Java 1.4.2 は使用すべきでなく、
今後のリリースで廃止される可能性があります。

DB2 バージョン 9.5 から、JDBC ルーチンを実行するためのデフォルトの
JDBC ドライバーは IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ になりま
した。この変更点を管理する方法の詳細は、 238ページの『Java ルーチン
のアップグレード』を参照してください。

DB2 バージョン 9.1 または DB2 UDB バージョン 8 からのルーチンのアップグレ
ード

DB2 バージョン 9.1 以前からアップグレードする場合、上記以外にルーチ
ンに影響を与える可能性のある、ルーチン開発サポートにおける変更点、新
機能のサポートへの変更点、サポートされない機能、および非推奨の機能に
ついて検討してください。

v ルーチンに影響を与える可能性のある、 DB2 バージョン 9.5 と DB2 バ
ージョン 9.1 との間の変更。

v ルーチンに影響を与える、 DB2 バージョン 9.1 と DB2 UDB バージョ
ン 8 との間の変更。
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第 24 章 データベース・アプリケーションおよびルーチンに関す
るアップグレード前タスク

データベース・アプリケーションおよびルーチンをアップグレードする前に、アッ
プグレードを正常に行えるようにするための特定のタスクを実行する必要がありま
す。

以下のタスクを実行することにより、データベース・アプリケーションおよびルー
チンのアップグレードの準備をします。

1. データベース・アプリケーションのアップグレードに関する重要事項を検討し
て、どの変更点がデータベース・アプリケーションに影響する可能性があるかを
判別します。

2. ルーチンのアップグレードに関する重要事項を検討して、どの変更点がルーチン
に影響する可能性があるかを判別します。

3. アップグレード・ストラテジーを計画します。

4. オペレーティング・システムをサポートされているレベルにアップグレードしま
す (必要な場合)。

5. 開発ソフトウェアをサポートされているレベルにアップグレードします (必要な
場合)。

6. 実稼働環境でデータベース・アプリケーションおよびルーチンにベンチマーク・
テストを実行して、アップグレード後にベンチマーク・テスト結果と比較するた
めに、ベースライン結果を保存します。

7. オプション: クライアントのアップグレード、またはバージョン 9.7 アプリケー
ション・ドライバーのインストールを行います (アプリケーションが必要とする
場合)。DB2 バージョン 9.7 サーバーは以前のクライアントの接続サポートを提
供していますが、バージョン 9.7 クライアントを使用することにより、制限やリ
リース間の非互換性がなくなります。

8. DB2 バージョン 9.7 テスト環境でのデータベース・アプリケーションのテス
ト。テストが正常に終了した場合は、アプリケーションをアップグレードする必
要はありません。ただし、データベース・アプリケーションのアップグレードの
タスクを調べて、パフォーマンスの向上に役立つステップを実行することを検討
してください。

9. DB2 バージョン 9.7 テスト環境でのルーチンのテスト。テストが正常に終了し
た場合は、ルーチンをアップグレードする必要はありません。ただし、ルーチン
のアップグレードのタスクを調べて、パフォーマンスの向上に役立つステップを
実行することを検討してください。
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第 25 章 データベース・アプリケーションのアップグレード

既存のデータベース・アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレード
するには、これらのアプリケーションに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前
のリリースとの間の変更点に対処して、これらのアプリケーションが予期されると
おりに機能することを検証する必要があります。これらの変更点を処理するために
は、アプリケーション・コードの変更、およびアプリケーションの再ビルドが必要
になることがあります。

アプリケーション・コードの変更が必要になるのは、 DB2 バージョン 9.7 での変
更点のうちアプリケーションに影響を与えるものに対処する場合、 DB2 バージョ
ン 9.7 で非推奨になった機能または廃止された機能の使用を中止する場合、または
新機能を使用する場合のみです。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v 『DB2 データベース製品のインストール要件』を満たしていることを確
認してください。

v 開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサポートされているバー
ジョン・レベルであることを確認します。

v データベース・アプリケーションに関するアップグレード前タスクを実行
します。

制約事項

ここで示す手順は、C、
C++、COBOL、FORTRAN、Java、Perl、PHP、REXX、および .NET 言語で
プログラミングされたデータベース・アプリケーションにのみ適用されま
す。

手順

データベース・アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするに
は、次のようにします。

1. アプリケーションが影響を受ける DB2 コマンドの変更、SQL ステートメントの
変更、およびシステム・カタログ・ビューと組み込み関数の変更を確認した場合
は、アプリケーションのコードまたはスクリプトを編集し、以下の部分を変更し
ます。

v DB2 CLP およびシステム・コマンド構文

v SQL ステートメントの構文

v カタログ・ビューと SQL 管理ビューおよびルーチンを使用する SQL ステー
トメント

v 表書き込みイベント・モニター用のターゲット表を使用する SQL ステートメ
ント
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v スキーマ名込みの完全修飾名ではない、ユーザー定義ルーチン名

v DB2 API 呼び出し

v JDBC、ODBC および CLI などのアプリケーション・プログラミング・イン
ターフェース呼び出し

v アプリケーションやスクリプトがコマンド出力からの読み取りを行う場合は、
変更後の出力形式を読み取るように変更を加えます。

2. ご使用のアプリケーションに影響を与える開発環境に固有の変更点を識別した場
合は、これらの変更点をサポートするように変更を加えます。以下のものをアッ
プグレードします。

v 組み込み SQL アプリケーション

v CLI アプリケーション

v Java アプリケーションで、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJを使
用するもの、または DB2 JDBC Type 2 ドライバーを使用するもの

v ADO および .NET アプリケーション

v DB2 CLP コマンドおよび SQL ステートメントを使用するスクリプト

v 32 ビット・データベース・アプリケーションを 64 ビット・インスタンスで
実行

3. 適切な DB2 ビルド・ファイルを使用し、 184ページの表 21 に示されているよ
うに適切な DB2 共用ライブラリー・パスを指定して、
C/C++、COBOL、FORTRAN、および REXX でプログラミングされたすべての
変更済みのデータベース・アプリケーションを再ビルドします。

4. ご使用のデータベース・アプリケーションをテストして変更を検証し、DB2 バ
ージョン 9.7 を使用して期待どおりに実行することを確認します。

データベース・アプリケーションのアップグレード後に、推奨されているデータベ
ース・アプリケーションに関するアップグレード後タスク を実行して、アップグレ
ードが成功したことを確認します。

組み込み SQL アプリケーションのアップグレード
既存の組み込み SQL アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレード
するには、これらのアプリケーションに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前
のリリースとの間の変更点に対処して、これらのアプリケーションが予期されると
おりに機能することを検証する必要があります。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v C、C++、COBOL、FORTRAN、または REXX 開発ソフトウェアが、
DB2 データベース製品でサポートされているバージョン・レベルである
ことを確認します。

v データベース・アプリケーションのアップグレードのタスクのこれより前
のステップを実行します。

制約事項
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この手順は C、C++、COBOL、FORTRAN、および REXX でプログラミン
グされたデータベース・アプリケーションのみに適用されます。

手順

組み込み SQL アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするに
は、次のようにします。

1. ライブラリー・パス環境変数を変更した場合は、 184ページの表 22 に示されて
いるように、ご使用のアプリケーションにとって正しい DB2 共用ライブラリ
ー・パスがこれらの変数に組み込まれていることを確認します。この表にリスト
されている環境変数は、ご使用のアプリケーションが (ほとんどの場合) 実行時
に該当する DB2 共用ライブラリーを検索できるようにする追加のパスを指定し
ます。

Linux オペレーティング・システムの場合: RPATH リンク・オプションを使用
し RUNPATH リンク・オプションを指定せずにアプリケーションをリンクする
場合、アプリケーションの実行時に LD_LIBRARY_PATH 環境変数は無視さ
れ、そのためにアプリケーションが失敗する可能性があります。

2. DB2 バージョン 9.7 テスト環境で組み込み SQL アプリケーションをテストし
ます。テストが成功した場合は、追加のステップを実行する必要はありません。

3. BIND コマンドと BLOCKING ALL または BLOCKING UNAMBIGIOUS 節を
使用して組み込みアプリケーションをバインドし、LOB 列のカーソルのブロッ
クをバインドした場合は、instance_memory または database_memoryデータベ
ース構成パラメーターを AUTOMATIC に設定するか、数値を大きくしてメモリ
ー使用率の値を増やすようにしてください。これらのデータベース構成パラメー
ターの値を大きくできない場合は、以下のオプションがあります。

v BLOCKING NO を指定した BIND コマンドを使用して再バインドを行う
か、SQLRULES STD コマンド・パラメーターを指定した PRECOMPILE コ
マンドを使用してプリコンパイルを行います。BLOCKING NO 節は、アプリ
ケーション内のすべてのカーソルのブロッキングを無効にします。
SQLRULES STD コマンド・パラメーターは、カーソルのブロッキングの無
効化とは別の効果を持つことがあります。

v アプリケーションのソース・コードに変更を加え、FOR UPDATE 節を使用し
て、ブロッキングを無効にするようにカーソルを宣言します。

4. ご使用のアプリケーションにとって正しい DB2 共用ライブラリー・パスを明示
的に指定するには、以下のいずれかを行います。

v アプリケーションのソース・コードを使用できる場合は、アプリケーションを
再ビルドします。 184ページの表 21 に示されている必須の DB2 共用ライブ
ラリー・パスを指定します。これが最も望ましい選択肢です。

v ご使用のアプリケーションを実行するラッパー・スクリプトを作成します。ラ
ッパー・スクリプト中で、ライブラリー・パス環境変数を、 184ページの表
22 に示されている必須の DB2 共用ライブラリー・パスに明示的に設定しま
す。

v 元のソース・コードを使用できない場合は、db2chglibpath コマンドを実行し
て、ご使用のアプリケーションのバイナリー・コード中の組み込み実行時ライ
ブラリー・パスを更新します。このコマンドは現状のまま提供されているの
で、最後の手段と見なす必要があります。
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組み込み SQL アプリケーションのアップグレードの後、データベース・アプリケ
ーションのアップグレードのタスクの残りのステップを実行してください。

CLI アプリケーションのアップグレード
既存の CLI アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、
これらのアプリケーションに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前のリリース
との間の変更点に対処する必要があります。例えば、オペレーティング・システ
ム・サポートの変更点、開発ソフトウェア・サポートの変更点、アプリケーション
のビット幅、およびアプリケーションをデプロイする DB2 インスタンスのビット
幅などがあります。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v C および C++ 開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサポート
されているバージョンであることを確認します。

v 223ページの『第 25 章 データベース・アプリケーションのアップグレ
ード』のタスクのこれより前のステップを実行します。

制約事項

この手順は、CLI インターフェースを使用して C または C++ でプログラ
ミングされたデータベース・アプリケーションのみに適用されます。

手順

CLI アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、次のよ
うにします。

1. ライブラリー・パス環境変数を変更した場合は、 184ページの表 22 に示されて
いるように、ご使用のアプリケーションにとって正しい DB2 共用ライブラリ
ー・パスがこれらの変数に組み込まれていることを確認します。この表にリスト
されている環境変数を使用して、ご使用のアプリケーションが (ほとんどの場合)

実行時に該当する DB2 共用ライブラリーを検索できるようにする追加のパスを
指定します。

Linux オペレーティング・システムの場合のみ: RPATH リンク・オプションを
使用し RUNPATH リンク・オプションを指定せずにアプリケーションをリンク
する場合、アプリケーションの実行時に LD_LIBRARY_PATH 環境変数は無視
され、そのためにアプリケーションが失敗する可能性があります。

2. db2cli.ini ファイル内で CLISchema 構成キーワードを設定している場合は、
SysSchema 構成キーワードを代わりに設定してください。CLISchema 構成キー
ワードは、 DB2 バージョン 9.5 で廃止されました。

SysSchema = alternative schema

3. DB2 バージョン 9.7 テスト環境での CLI アプリケーションのテスト。テストが
成功した場合は、残りのステップを実行する必要はありません。

4. BlockLobs CLI 構成キーワードを 1 に設定した場合に、アプリケーションがエ
ラー・メッセージ SQL0973N を受け取ったら、以下のいずれかのアクションを
実行します。
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v database_memory 構成パラメーターを AUTOMATIC に設定します。これが
最も望ましい選択肢です。

v BlockLobs CLI 構成キーワードを 0 にリセットします。

v LOB ロケーターを使用する代わりに、直接 LOB 値をバッファーにバインド
します。

LOB データを受け取るには、クライアントに追加のメモリーが必要になりま
す。なぜなら、このカーソル・ブロッキングの設定に BlockLobs キーワードを
使用すると、行データの送信後にすべての LOB 値が即時にクライアントに送信
されるからです。

5. 「コール・レベル・インターフェース　ガイドおよびリファレンス 第 2 巻」の
『CLI と ODBC 関数のサマリー』 を確認し、ODBC 3.0 で推奨されない機能
を使用していないかどうかを調べ、もしあれば、その代わりとして置き換えられ
ている機能をアプリケーションが使用するように変更します。このバージョンの
DB2 CLI でも引き続きこれらの機能はサポートされますが、置き換えられた機
能を使用することで確実にアプリケーションを最新の規格に準拠させることがで
きます。

6. 以下のいずれかのアクションを実行して、ご使用のアプリケーションにとって正
しい DB2 共用ライブラリー・パスを明示的に指定します。

v アプリケーションのソース・コードを使用できる場合は、アプリケーションを
再構築します。 184ページの表 21 に示されている必須の DB2 共用ライブラ
リー・パスを指定します。これが最も望ましい選択肢です。

v ご使用のアプリケーションを実行するラッパー・スクリプトを作成します。ラ
ッパー・スクリプト中で、ライブラリー・パス環境変数を、 184ページの表
22 に示されている必須の DB2 共用ライブラリー・パスに明示的に設定しま
す。

v 元のソース・コードを使用できない場合は、db2chglibpath コマンドを実行し
て、ご使用のアプリケーションのバイナリー・コード中の組み込み実行時ライ
ブラリー・パスを更新します。このコマンドは現状のまま提供されているの
で、最後の手段と見なす必要があります。

CLI アプリケーションのアップグレードの後、 223ページの『第 25 章 データベー
ス・アプリケーションのアップグレード』のタスクの残りのステップを実行してく
ださい。

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用する Java アプリ
ケーションのアップグレード

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 4.7 またはバージョン
3.57 の以前のリリースを使用する Java アプリケーションをアップグレードするに
は、このドライバーの異なるリリース間の変更、およびこれらのアプリケーション
に影響を与える可能性のある DB2 バージョン 9.7 の変更を管理する必要がありま
す。

前提条件

v アプリケーションのアップグレードに関する重要事項を確認して、Java

データベース・アプリケーションに影響を与える可能性のある主要な変更
点を識別します。
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v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v Java アプリケーション開発ソフトウェアおよび IBM Data Server Driver

for JDBC and SQLJ が、DB2 データベース製品でサポートされているバ
ージョン・レベルであることを確認します。

v データベース・アプリケーションのアップグレードのタスクのこれより前
のステップを実行します。

制約事項

v IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 3.57 について
サポートされている最低の Java SDK は、Java SDK 1.4.2 です。

v IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 4.7 についてサ
ポートされている最低の Java SDK は、Java SDK 6 です。

v この手順は、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用する
Java アプリケーションのみに適用されます。

手順

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用する Java データベース・アプ
リケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のようにし
ます。

1. 次のようにして、します IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョ
ン 4.7 またはバージョン 3.57 をインストールします。

v アプリケーションで JDBC 4.0 あるいはそれ以前の仕様のメソッドを使用する
場合は、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 4.7 をイン
ストールします。

v アプリケーションで JDBC 3.0 あるいはそれ以前の仕様のメソッドを使用する
場合は、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 3.57 をイ
ンストールします。

2. バージョン 3.57 より前の IBM DB2 Driver for JDBC and SQLJ を使用するア
プリケーションをアップグレードする場合は、アプリケーションを更新して、こ
のドライバーと IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 4.7 ま
たはバージョン 3.57 との間の次のような違いに対処してください。

v IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 4.7 は、
ResultSetMetaData.getColumnName および
ResultSetMetaData.getColumnLabel メソッドについて、このドライバーの以
前のリリースとは異なる結果セットを戻すことにより、JDBC 4.0 標準に準拠
します。これらのメソッドが、バージョン 4.7 より前の IBM DB2 Driver for

JDBC and SQLJ で戻されたのと同じ結果セットを戻すようにする必要がある
場合は、 Connection または DataSource オブジェクト内で
useJDBC4ColumnNameAndLabelSemantics プロパティーを
DB2BaseDataSource.NO に設定することができます。

v IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用すると、接続が自動コミ
ット・モードである場合に commit () または rollback () メソッドを呼び出す
ことができ、アプリケーションがそれ以上例外を受け取らなくなります。
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v JNDI バインドまたは検索が失敗したために JNDI ストアが使用できない場
合、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ は、データ・ソースがクラ
イアント・リルートの 1 次および代替用の JNDI を使用するように構成され
ている場合であっても、データ・ソースの通常のサーバーおよびポート・プロ
パティーへの接続を試みます。ドライバーでは、これらの失敗を示す警告が、
例外の元のメッセージを付加した状態で累積されるようになりました。以前の
リリースでは、ドライバーはこの情報を使用せず、例外をスローしていまし
た。

3. バージョン 3.1 より前の IBM DB2 Driver for JDBC and SQLJ を使用するアプ
リケーションをアップグレードする場合は、アプリケーションを更新して、この
ドライバーと IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ バージョン 4.7 また
はバージョン 3.57 との間の次のような違いに対処してください。

v 動的データ・フォーマットとも呼ばれるプログレッシブ・ストリーミングをサ
ポートする DB2 サーバーにアプリケーションが接続する場合、IBM DB2

Driver for JDBC and SQLJ バージョン 3.2 以降では、プログレッシブ・スト
リーミングを使った LOB の検索がデフォルトで有効になっているので、Java

データベース・アプリケーションのパフォーマンスが向上します。アプリケー
ションに影響を与える可能性があるセマンティクス上の変更点があれば、それ
に対処する必要があります。詳細は、「Java アプリケーションの開発」の
『IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ の使用時の JDBC アプリケー
ションでの LOB』を参照してください。

v アプリケーションが、プログレッシブ・ストリーミングをサポートする DB2

サーバーに接続する場合に、プログレッシブ・ストリーミングを使用した
LOB 検索の代わりに LOB ロケーターを引き続き使用するには、Connection

または DataSource オブジェクトで progressiveStreaming プロパティーを
DB2BaseDataSource.NO に設定します。

v バージョン 3.0 においては、ドライバーにデータ・タイプの変換を行わせる
かどうかを指示するために、ユーザーが sendDataAsIs プロパティーを設定す
ることが必要です。入力パラメーター値のターゲット列データ・タイプへの変
換を保守するには (これは IBM DB2 Driver for JDBC and SQLJ Version 3.0

より前のデフォルトの動作でしたが)、 sendDataAsIs プロパティーを false

に設定します。 sendDataAsIs プロパティーを true に設定した場合、ドライ
バーは、Connection または DataSource オブジェクトの情報に関係なく、
setXXX メソッドで指示されたデータ・タイプへの変換を実行します。

v 複数行 FETCH をサポートしているデータベース・サーバーでデータを更新ま
たは削除するために JDBC 1.0 メソッドを使用していて、 1 行を更新または
削除しようとする場合には、ご使用のアプリケーションを修正して、「Java

アプリケーションの開発」の『JDBC アプリケーションでの ResultSet の更新
可能性、スクロール可能性、および保持可能性の指定』に説明されているメソ
ッドを使用して、複数行を更新または削除しないようにしてください。

4. ご使用の Java アプリケーションのソース・コードに変更を加えた場合は、ご使
用の Java アプリケーションを再ビルドします。再ビルドの方法に関する詳細
は、「Java アプリケーションの開発」の以下のいずれかのタスクを参照してく
ださい。

v JDBC アプリケーションの構築

v SQLJ アプリケーションの構築
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このタスクが完了すると、Java アプリケーションは DB2 バージョン 9.7 を使用し
て正常に実行するはずです。

Java アプリケーションのアップグレードの後、データベース・アプリケーションの
アップグレードのタスクの残りのステップを実行してください。

DB2 JDBC Type 2 ドライバーを使用する Java アプリケーションのアッ
プグレード

DB2 JDBC Type 2 ドライバーは推奨されていません。DB2 JDBC Type 2 ドライバ
ーを使用する Java アプリケーションが DB2 バージョン 9.7 で正常に機能して
も、これらのアプリケーションを IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ に
できる限り早期にアップグレードしておくと、将来のリリースでサポートがなくな
る事態を避けるために役立ちます。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v Java アプリケーション開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサ
ポートされているバージョン・レベルであることを確認します。

v データベース・アプリケーションのアップグレードのタスクのこれより前
のステップを実行します。

制約事項

v サポートされている最低の Java SDK は、Java SDK 1.4.2 です。

手順

Java データベース・アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードす
るには、以下のようにします。

1. IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ をインストールします。「Java ア
プリケーションの開発」の『 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ のイ
ンストール』を参照してください。

2. IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用するよう、Java アプリケー
ションを更新します。「Java アプリケーションの開発」の『DriverManager イン
ターフェースと IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ を使用したデー
タ・ソースへの接続』を参照してください。

3. 「Java アプリケーションの開発」の以下のトピック中の情報を確認して、Java

アプリケーションに影響を与える可能性のある、ドライバー間の動作の違いを識
別します。

v 『JDBC API でのドライバーのサポート』

v 『 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ と他の DB2 JDBC ドライバ
ーの間での JDBC の相違』

v 『 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ と他の DB2 JDBC ドライバ
ーの間での SQLJ の相違』

4. 上記のステップで識別した動作の違いによって作成される問題を解決するよう
に、Java アプリケーションを変更します。この種の変更には、既存のメソッド呼
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び出しの変更や、DB2 バージョン 9.7 でサポートされない機能を使用できない
ようにすることが含まれる可能性があります。

5. 上記のステップでご使用の Java アプリケーションのソース・コードに変更を加
えた場合は、ご使用の Java アプリケーションを再ビルドします。再ビルドの方
法に関する詳細は、「Java アプリケーションの開発」の以下のいずれかのタス
クを参照してください。

v 『JDBC アプリケーションの構築』

v 『SQLJ アプリケーションの構築』

Java アプリケーションのアップグレードの後、データベース・アプリケーションの
アップグレードのタスクの残りのステップを実行してください。

ADO.NET アプリケーションのアップグレード
既存の ADO.NET アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする
には、これらのアプリケーションに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前のリ
リースとの間の変更点に対処して、これらのアプリケーションが予期されるとおり
に機能することを検証する必要があります。

OLE DB .NET Data Provider や ODBC .NET Data Provider を使用する ADO.NET

アプリケーションは、DB2 バージョン 9.7 で実行するためにアップグレードする必
要はありません。しかし、これらのアプリケーションを Data Server Provider for

.NET にアップグレードすることには、以下の理由で利点があります。

v Data Server Provider for .NET は、OLE DB および ODBC .NET データ・プロバ
イダーよりはるかに広範の API セットがあります。

v Visual Studio と統合された DB2 データベース開発生産性向上ツールにアクセス
します。

v Data Server Provider for .NET を使用すると、大幅にパフォーマンスを改善でき
ます。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v サポートされるバージョンの Microsoft .NET Framework ソフトウェアが
DB2 データベース・クライアント・コンピューターにインストールされ
ていることを確認します。「ADO.NET および OLE DB アプリケーショ
ンの開発」の『サポートされる .NET 開発ソフトウェア』を参照してく
ださい。

v データベース・アプリケーションのアップグレードのタスクのこれより前
のステップを実行します。

手順

ADO.NET アプリケーションを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、
以下のようにします。
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1. Data Server Provider for .NET のサポートについて、および Data Server Provider

for .NET を使用するようにアプリケーションをプログラムする方法や、手持ち
の ADO.NET アプリケーションに必要な変更を判別する方法を確認します。

2. Data Server Provider for .NET を使用するように手持ちの ADO.NET アプリケー
ションを再ビルドします。

ADO.NET アプリケーションのアップグレードの後、データベース・アプリケーシ
ョンのアップグレードのタスクの残りのステップを実行してください。

スクリプトのアップグレード
DB2 コマンド行プロセッサー (CLP) コマンド、DB2 システム・コマンド、または
SQL ステートメントを使用する既存のスクリプトをアップグレードする際には、
SQL ステートメント、 DB2 CLP およびシステム・コマンド、SQL 管理ビューお
よびルーチン、組み込み関数、そしてカタログ・ビューに関連した DB2 バージョ
ン 9.7 と以前のリリースとの間の変更点に対処する必要があります。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。

v DB2 バージョン 9.7 クライアントがインストールされていることを確認
します。

v データベース・アプリケーションのアップグレードのタスクのこれより前
のステップを実行します。

制約事項

ここで示す手順は、DB2 CLP コマンド、DB2 システム・コマンドまたは
SQL ステートメントを使用するスクリプトにのみ適用されます。

手順

DB2 CLP コマンドを使用するスクリプトを DB2 バージョン 9.7 にアップグレー
ドするには、以下のようにします。

1. スクリプトを実行して、DB2 バージョン 9.7 との非互換性を検出します。スク
リプトが正常に実行された場合は、追加のステップを実行する必要はありませ
ん。しかし、DB2 バージョン 9.7 で推奨されない機能をそれが廃止される前に
除去したり、新しいコマンド機能を使用したりするには、残りのステップを実行
することを考慮してください。

2. 非推奨または廃止になったレジストリー変数や構成パラメーターの表示/更新を行
う DB2 CLP およびシステム・コマンドを除去します。

v 非推奨の、および廃止されたレジストリー変数

v 非推奨の、および廃止されたデータベース・マネージャー構成パラメータ
ー。

v 非推奨の、および廃止されたデータベース構成パラメーター。

3. スクリプトがスナップショットまたはイベントのモニターを実行する場合は、ス
クリプトに変更を加えて、廃止されたモニター・エレメントに対する参照を除去
するか、新しいモニター・エレメントに置き換わっている場合には新しい名前を
使用する必要があります。
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4. システム・カタログの変更によるアップグレードの影響を判別します。変更した
ビューとルーチンを使用するには、以下のようにする必要があります。

v 照会上のビュー名を変更します。

v ビューまたはルーチン中の名前変更されている列に関する照会中の列名を変更
します。

v ビューやルーチンの結果セットで使用できない列の列名を照会から除去しま
す。

v 変更したビューの結果セットに追加の列があるので、結果セットとして受け取
る特定の列名リストに関する照会中の * を置き換えます。

v ルーチン名とパラメーター名を変更し、新しい追加パラメーターを指示しま
す。

v 変更したルーチンを呼び出すときや追加の列を戻す変更されたビューを照会す
るときは、結果セット内の追加の列を処理するようにスクリプトを変更しま
す。

5. スクリプトをテストして、DB2 バージョン 9.7 を使用して期待どおりに実行さ
れていることを確認します。

スクリプトのアップグレードの後、データベース・アプリケーションのアップグレ
ードのタスクの残りのステップを実行してください。

32 ビット・データベース・アプリケーションを 64 ビット・インスタンス
で実行するようにアップグレードする

32 ビット・データベース・アプリケーションを DB2 バージョン 8 32 ビット・イ
ンスタンスから DB2 バージョン 9.7 64 ビット・インスタンスにアップグレードす
るためには、32 ビット・データベース・アプリケーションが正常に実行できるよう
に適切な共用ライブラリー・パスにリンクされている必要があります。

32 ビット・データベース・アプリケーションを $INSTHOME/sqllib/lib32 共用ライ
ブラリー・パス (Linux および UNIX) または DB2PATH¥lib¥Win32 共用ライブラ
リー・パス (Windows) にリンクしている場合は、このアプリケーションに変更を加
える必要はありません (INSTHOME はインスタンス・ホーム・ディレクトリー、
DB2PATH は DB2 コピーの場所)。

前提条件

v DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタンス (32 ビットの共用ライ
ブラリーを含む) にアップグレードした、 DB2 UDB バージョン 8 の
32 ビット・インスタンスへのアクセス権があることを確認します。

v 開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサポートされているバー
ジョン・レベルであることを確認します。

v データベース・アプリケーションのアップグレードのタスクのこれより前
のステップを実行します。

制約事項

v ここで示す手順は、C/C++、COBOL、FORTRAN、および REXX でプロ
グラミングされた 32 ビット・データベース・アプリケーションにのみ適
用されます。
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手順

32 ビット・データベース・アプリケーションを、DB2 バージョン 9.7 の 64 ビッ
ト・インスタンス上で実行するようにアップグレードするには、以下のようにしま
す。

1. 184ページの表 22 に示されているように、32 ビット・ライブラリーにとって正
しい DB2 共用ライブラリー・パスがライブラリー・パス環境変数に組み込まれ
ていることを確認し、実行時に正しいライブラリーをロードできるようにしま
す。

2. DB2 バージョン 9.7 テスト環境で 32 ビット・アプリケーションをテストしま
す。テストが成功した場合は、追加のステップを実行する必要はありません。し
かし、ステップ 4 または 5 をご使用のアプリケーションに適用して、正しいク
ライアントおよび共用ライブラリー・パスを使用することによりサポートを改善
する場合は、これらのステップの実行を考慮してください。

3. 以下のアップグレード・タスクの中で、使用しているアプリケーションに当ては
まるその他のステップをすべて実行してください。

v 組み込み SQL アプリケーション

v CLI アプリケーション

v Java アプリケーションで、 IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJを使
用するもの、または DB2 JDBC Type 2 ドライバーを使用するもの

v ADO および .NET アプリケーション

4. 184ページの表 21 に示されている、32 ビット・ライブラリーに関する DB2 共
用ライブラリー・パスを使用して 32 ビット・アプリケーションをリンクするか
再ビルドして、正しいライブラリー・パスを指定します。

5. オプション: ご使用のアプリケーションを再ビルドするソース・コードがなくな
った場合や、環境変数を使用できない場合は、ご使用のアプリケーションのバイ
ナリー・ファイルに組み込み実行時パスがあれば、db2chglibpath コマンドを実行
してこのファイル上で DB2 共用ライブラリー・パスを $INSTHOME/sqllib/lib32

に変更できます。組み込み実行時パスを、同じ長さ以下の新しいパスに変更でき
ます。

6. 32 ビット・アプリケーションをテストして、DB2 バージョン 9.7 を使用して期
待どおりに実行されていることを確認します。

32 ビット・データベース・アプリケーションのアップグレードの後、データベー
ス・アプリケーションのアップグレードのタスクの残りのステップを実行してくだ
さい。
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既存のルーチンを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、これらのルー
チンに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前のリリースとの間の変更点に対処
して、それらが予期されるとおりに機能することを検証する必要があります。これ
らの変更点を処理するためには、ルーチンのコードの変更、外部ルーチンの再ビル
ド、データベース内の外部ルーチンの再作成、および SQL ルーチンの再作成が必
要になることがあります。

DB2 バージョン 9.7 テスト環境でルーチンをテストします。正常に実行する場合
は、変更を加える必要はありません。ルーチンの変更が必要なのは、リリースの違
いによる変更点を処理する場合、DB2 バージョン 9.7 で非推奨または廃止になった
機能の使用を中止する場合、または新機能を使用する場合だけです。

前提条件

v ルーチンのアップグレードに関する重要事項を確認して、ルーチンに適用
される変更点をすべて識別します。

v DB2 バージョン 9.7 のアップグレード済みデータベースへのアクセス権
があることを確認します。これらのデータベースをテスト・データベース
にすることができます。

v DB2 データベース製品のインストール要件を満たしていることを確認し
てください。「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 データベー
ス製品のインストール要件』を参照してください。

v 開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサポートされているバー
ジョン・レベルであることを確認します。

v ルーチンに関するアップグレード前タスクを実行します。

v ALTER FUNCTION ステートメントまたは ALTER PROCEDURE ステー
トメントを使用する権限および特権を持っていることを確認します。許可
されている権限は「SQL リファレンス 第 2 巻」にリストされていま
す。

制約事項

ここで示す手順は、C/C++、COBOL (プロシージャーのみ)、Java、および
.NET 言語でプログラミングされた SQL ルーチンと外部ルーチンにのみ適
用されます。

手順

ルーチンを DB2 バージョン 9.7 データベースにアップグレードするには、以下の
ようにします。

1. ご使用のルーチンに影響のある DB2 バージョン 9.7 の変更点を識別した場合
は、ルーチン・コードを編集して、以下のものに変更を加えます。

v SQL ステートメント構文

v SQL 管理ビューとルーチン、組み込みルーチン、およびカタログ・ビューを
使用する SQL ステートメント
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v スキーマ名込みの完全修飾名ではない、ユーザー定義ルーチン名

v JDBC や CLI などのアプリケーション・プログラミング・インターフェース
呼び出し

2. ご使用のルーチンに影響を与える開発環境に固有の変更点を識別した場合は、こ
れらの変更点をサポートするように変更を加えます。以下のものをアップグレー
ドします。

v C、C++、および COBOL ルーチン

v Java ルーチン。

v .NET CLR ルーチン。

v SQL ストアード・プロシージャー (DB2 バージョン 8.1 で SQL プロシージ
ャーを作成し、それを 32 ビット DB2 バージョン 8 インスタンスから DB2

バージョン 9.7 64 ビット・インスタンスにアップグレードした場合)。

v 32 ビット外部ルーチンを 64 ビット・インスタンスで実行

3. オペレーティング・システムや開発ソフトウェアのアップグレードを実行した場
合、変更を加えた外部ルーチン・ライブラリーをすべて再ビルドします。

4. ご使用のルーチンをテストして、変更を検証し、ルーチンが DB2 バージョン
9.7 を使用して期待どおりに実行することを確認します。

ご使用のルーチンのアップグレード後に、推奨されているルーチンに関するアップ
グレード後タスクを実行します。

C、C++、および COBOL ルーチンのアップグレード
既存の C、C++、または COBOL ルーチンを DB2 バージョン 9.7 にアップグレー
ドするには、これらのルーチンに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前のリリ
ースとの間の変更点に対処して、それらが予期されるとおりに機能することを検証
する必要があります。

前提条件

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v 以下の要件を確認して、C、C++、または COBOL ルーチン開発ソフトウ
ェアが、DB2 データベース製品でサポートされているバージョン・レベ
ルであることを確認します。

– 「管理ルーチンおよびビュー」の『C での外部ルーチン開発のサポー
ト』

– 「管理ルーチンおよびビュー」の『C++ での外部ルーチン開発のサポ
ート』

– 「管理ルーチンおよびビュー」の『COBOL での外部プロシージャー
開発のサポート』

v ALTER FUNCTION ステートメントまたは ALTER PROCEDURE ステー
トメントを使用する権限および特権を持っていることを確認します。許可
されている権限は「SQL リファレンス 第 2 巻」にリストされていま
す。
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v ルーチンのアップグレードのタスクのこれより前のステップを実行しま
す。

制約事項

ここで示す手順は、C/C++ および COBOL (プロシージャーのみ) でプログ
ラミングされた外部ルーチンにのみ適用されます。

手順

C、C++、または COBOL ルーチンを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードする
には、以下のようにします。

1. DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタンスにアップグレードした場合
は、以下の表に従って、ルーチン・ライブラリーまたはルーチン定義に変更を加
えます。

表 30. C、C++、および COBOL ルーチンのバージョン 9.7 64 ビット・インスタンスへの
アップグレード

ルーチン定義 アクション

DB2 エンジン・ライ
ブラリーを使用する
unfenced の 32 ビッ
ト・ルーチン・ライ
ブラリー

DB2 バージョン 9.7 の bldrtn スクリプトを使用してルーチンのソー
ス・コードを 64 ビット・ライブラリー中に再ビルドし、このライブ
ラリーを DB2 サーバーに再デプロイします。ルーチン中で LOB ロ
ケーターが参照されている場合は、ルーチンを再ビルドする必要があ
ります。LOB ロケーターを参照するルーチンのほとんどは、以下の
照会を実行することによって判別できます。

SELECT DISTINCT a.routineschema, a.routinename,
a.specificname

FROM syscat.routines a, syscat.routineparms b
WHERE a.specifIcname = b.specificname

AND b.locator = 'Y' AND a.fenced = 'N'

この方法は 64 ビット・ライブラリーを使用するので、32 ビット・
ライブラリーを使用するよりルーチンの実行時パフォーマンスが向上
するという利点があります。

fenced の 32 ビッ
ト・ルーチン・ライ
ブラリー

v DB2 バージョン 9.7 の bldrtn スクリプトを使用してルーチンのソ
ース・コードを 64 ビット・ライブラリー中に再ビルドし、このラ
イブラリーを DB2 サーバーに再デプロイします。

v ルーチンを再ビルドできない場合は、NOT THREADSAFE 節を指
定して ALTER PROCEDURE または ALTER FUNCTION ステー
トメントを使用し、ルーチンを非スレッド・セーフとして定義しま
す。

バージョン 8 の 32

ビット・インスタン
スからのアップグレ
ード (AIX および
Windows)

ALTER PROCEDURE または ALTER FUNCTION ステートメントを
使用して、デフォルト・エントリー・ポイントに依存するすべてのル
ーチンのライブラリー・エントリー・ポイントを指定してください。
例えば、既存のプロシージャーのエントリー・ポイントを明示的に指
定するには、以下のステートメントを使用します。

ALTER SPECIFIC PROCEDURE schema-name.specific-name
EXTERNAL NAME 'library-name!function-name'

library-name はロードされるライブラリーです。function-name はルー
チンに関連した関数の明示エントリー・ポイントです。
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上記の状態のいずれも適用されない場合は、ルーチン・ライブラリーまたはルー
チン定義に変更を加える必要はありません。

2. カーソル・ブロッキングを使用している場合で、C、C++、または COBOL ルー
チンの動作に違いがあることに気が付いた場合は、 224ページの『組み込み
SQL アプリケーションのアップグレード』 タスクで、これらの違いを処理する
方法を確認してください。

3. 再ビルドせずに変更を加えたルーチンの場合、ターゲットの DB2 データベース
に、ルーチン・パッケージを再バインドします。

4. データベースのアップグレード中に変更された外部ルーチンや、DB2 エンジ
ン・ライブラリーを使用する外部ルーチンが NOT FENCED および
THREADSAFE として安全に実行されるかどうかを判別します。使用しているデ
ータベースに外部 unfenced ルーチンがある場合、UPGRADE DATABASE コマ
ンドは以下のアクションを実行します。

v SQL1349W 警告メッセージを戻して、 ADM4100W メッセージを管理通知ロ
グに書き込みます。

v DB2 エンジン・ライブラリーへの従属関係を持たないすべての外部 unfenced

ルーチンを FENCED および NOT THREADSAFE として再定義します。

v DIAGPATH データベース・マネージャー構成パラメーターで指定されたディ
レクトリーに alter_unfenced_dbname.db2 という名前の CLP スクリプトを作成
し、影響を受けたルーチンを NOT FENCED および THREADSAFE として再
定義します。

データベース・アップグレードによって変更された外部ルーチンを NOT

FENCED および THREADSAFE として安全に実行できる場合には、オリジナル
の CLP スクリプトを使用したり、再定義の必要な特定のルーチンにのみ変更を
加えたバージョンのスクリプトを使用したりして、それらの外部ルーチンを
NOT FENCED および THREADSAFE として再定義することができます。それ
らを FENCED および NOT THREADSAFE として実行することができ、生じる
性能低下が許容可能なものである場合、ルーチンを再定義する必要はありませ
ん。

C、C++、または COBOL ルーチンのアップグレードの後、ルーチンのアップグレ
ードのタスクの残りのステップを実行してください。

Java ルーチンのアップグレード
既存の Java ルーチンを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、これら
のルーチンに影響を与える DB2 バージョン 9.7 と以前のリリースとの間の変更点
に対処して、これらのルーチンが予期されるとおりに機能することを確認する必要
があります。

前提条件
このタスクを実行するには、以下の前提条件を満たしていなければなりませ
ん。

v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト・システム
にすることができます。
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v Java ルーチン開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサポートさ
れているバージョン・レベルであることを確認します。SQL および外部
ルーチンの開発の『サポートされる Java ルーチン開発ソフトウェア』を
参照してください。

v を使用していることを確認しますJDBC および SQLJ API 用にサポート
されている DB2 ドライバーを使用していることを確認します。 Java ア
プリケーションの開発の『JDBC および SQLJ のサポートされるドライ
バー』を参照してください。

v ALTER FUNCTION ステートメントまたは ALTER PROCEDURE ステー
トメントを使用する権限および特権を持っていることを確認します。許可
されている権限は「SQL リファレンス 第 2 巻」にリストされていま
す。

v ルーチンのアップグレードのタスクのこれより前のステップを実行しま
す。

手順

Java ルーチンをアップグレードするには、以下のようにします。

1. jdk_path データベース・マネージャー構成パラメーターが、DB2 サーバー上に
インストールされている IBM Software Developer’s Kit (SDK) for Java のインス
トール・パスを指定していることを確認してください。以下のコマンドを発行し
て、このパラメーターの現行値を判別します。

db2 GET DBM CFG

デフォルトでは、jdk_path データベース・マネージャー構成パラメーターの値
は、インスタンスのアップグレード時に、 219ページの表 29に示されている値に
設定されます。これは、SDK for Java 6 のインストール・パスです。

DB2 バージョン 9.7 コピーにインストールされているのではない SDK for Java

を使用する必要がある場合には、jdk_path パラメーターを更新して、この構成
パラメーターを、DB2 インスタンスと同じビット幅の SDK for Java のインス
トール・パスに設定します。

db2 UPDATE DBM CFG USING jdk_path <SDKforJava-path>

ただし、jdk_path パラメーターを、SDK for Java 1.4.2 のインストール・パス
に設定することは推奨されません。SDK for Java 1.4.2 は使用すべきでなく、今
後のリリースで廃止される可能性があるからです。

2. DB2_USE_DB2JCCT2_JROUTINE レジストリー変数を設定して、デフォルト
JDBC ドライバーが Java ルーチンを実行するように指示します。デフォルトで
は、このレジストリー変数は設定されていません。これは、デフォルト JDBC

ドライバーが IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ であることを意味し
ます。この設定により、このドライバーに特有の機能にアクセスし、XML パラ
メーターを使用することができるようになります。 -g パラメーターを指定して
db2set コマンドを使用し、同じ DB2 バージョン 9.7 コピーの下で実行されるす
べてのインスタンスのデフォルト JDBC ドライバーを設定します。
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デフォルト・ドライバー
デフォルト・ドライバーを設定するためのコ
マンド

IBM DB2 JDBC Type 2 ドライバー db2set -g DB2_USE_DB2JCCT2_JROUTINE=NO

IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ db2set -g DB2_USE_DB2JCCT2_JROUTINE=YES

特定のインスタンスにレジストリー変数の設定を適用する場合は、 -g パラメー
ターの代わりに -i パラメーターを使用します。

3. DB2 バージョン 9.7 データベースで、Java ルーチンをテストします。テストが
成功し、Java ルーチンが予期した通りに実行する場合は、追加のステップを実行
する必要はありません。

4. IBM Data Server Driver for JDBC and SQLJ の使用時に、 Java ルーチンの動
作に違いがある場合は、 227ページの『IBM Data Server Driver for JDBC and

SQLJ を使用する Java アプリケーションのアップグレード』を検討し、これら
の違いを管理する方法を参照します。

5. jdk_path パラメーターのアップグレード前の値が、SDK for Java 1.4.2 のイン
ストール・パスになっていた場合には、SDK for Java 1.4.2 と SDK for Java 6

との動作の相違を管理してください。

6. FENCED 節を指定して ALTER FUNCTION または ALTER PROCEDURE ステ
ートメントを使用し、Java ルーチンを fenced として明示的に定義します。すべ
ての Java ルーチンは定義内容にかかわらず fenced として実行しますが、Java

ルーチン定義を fenced として定義すると、ルーチンの管理の容易性と保守が改
善されます。

7. オプション: DB2 インスタンス中に特定の JAR ファイル ID を使用してインス
トールされている JAR ファイル中に Java ルーチン・クラスが組み込まれてい
る場合は、ルーチン定義の EXTERNAL NAME 節の一部として JAR ファイル
ID を指定することによって、DB2 データベース・マネージャーがより短い時間
で Java クラスを解決できるようにしてください。必要に応じて、ALTER

PROCEDURE または ALTER FUNCTION ステートメントを使用して、
EXTERNAL NAME 節を更新します。

8. デベロップメント・センターでプロジェクトを作成して Java ルーチンを開発し
た場合は、アップグレード・ウィザードを使用して既存のプロジェクトを Data

Studio にアップグレードします。

Java ルーチンのアップグレードの後、ルーチンのアップグレードのタスクの残りの
ステップを実行してください。

.NET CLR ルーチンのアップグレード
既存の .NET CLR ルーチンをアップグレードするには、これらのルーチンに影響を
与える DB2 バージョン 9.7 と以前のリリースとの間の変更点に対処して、それら
が予期されるとおりに機能することを検証する必要があります。

前提条件

v ルーチンのアップグレードに関する重要事項を確認して、.NET CLR ル
ーチンに適用される可能性のある主要な変更点を識別します。
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v インスタンスとデータベースを含む DB2 バージョン 9.7 サーバーへの
アクセス権があることを確認します。DB2 サーバーをテスト環境の一部
にすることができます。

v サポートされるバージョンの Microsoft .NET Framework ソフトウェアが
DB2 サーバーにインストールされていることを確認します。

v ルーチンのアップグレードのタスクのこれより前のステップを実行しま
す。

手順

.NET CLR ルーチンを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以下のよ
うにします。

1. .NET CLR ルーチンを定義した DB2 バージョン 9.7 データベースに接続しま
す。

2. .NET CLR ルーチンを実行制御モード UNSAFE で作成した場合、バージョン
9.7 より前の 32 ビット・インスタンスからバージョン 9.7 の 64 ビット・イン
スタンスにアップグレードするには、 .NET CLR ルーチンのビルド用の DB2

サンプル・スクリプトである bldrtn.bat に指定されているコンパイル・オプショ
ンとリンク・オプションを使用して、それらのソース・コードを再ビルドしま
す。

.NET Framework をアップグレードした場合、 .NET CLR ルーチンを再作成す
る必要もあります。

3. ルーチン定義中の EXTERNAL 節で指定されている場所にある DB2 サーバー
に、ルーチン・アセンブリーをデプロイします。ルーチンは正常に機能し、前の
リリースと DB2バージョン 9.7 の間に違いはないはずです。

.NET CLR ルーチンのアップグレードの後、 ルーチンのアップグレードのタスクの
残りのステップを実行します。

SQL プロシージャーのアップグレード
DB2 UDB バージョン 8.1 フィックスパック 6 以前を使用して作成した SQL プロ
シージャーは、 DB2 バージョン 9.7 に手動でアップグレードする必要がある場合
があります。 DB2 UDB バージョン 8.2 (バージョン 8.1 フィックスパック 7) 以
降を使用して作成した SQL プロシージャーは、アップグレードする必要がありま
せん。

同じビット・サイズで DB2 UDB バージョン 8 インスタンスから DB2 バージョ
ン 9.7 インスタンスへのアップグレードを行った場合、ルーチンは DB2 バージョ
ン 9.7 で正常に実行されます。しかし、 DB2 UDB バージョン 8.1 で SQL プロ
シージャーを作成して、 32 ビット・インスタンスから DB2 バージョン 9.7 の 64

ビット・インスタンスにアップグレードした場合、手動によるアップグレード・プ
ロセスの一部としてこれらの SQL プロシージャーをドロップして再作成しなけれ
ばなりません。

前提条件

v DB2 バージョン 9.7 のアップグレード済みデータベースへのアクセス権
があることを確認します。
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v CREATE PROCEDURE ステートメントと DROP PROCEDURE ステート
メントを使用する権限および特権を持っていることを確認します。必須の
権限と特権の完全なリストについては、「SQL リファレンス 第 2 巻」
を参照してください。

v ルーチンのアップグレードのタスクのこれより前のステップを実行しま
す。

制約事項

ここで示す手順は、フィックスパック 7 (バージョン 8.2 とも呼ばれる) よ
りも前の DB2 UDB バージョン 8.1 で作成された SQL プロシージャーに
のみ適用されます。

手順

SQL プロシージャーを手動で DB2 バージョン 9.7 にアップグレードするには、以
下のようにします。

1. アップグレード済みのデータベースに接続します。

2. 次の照会を実行して、再作成する必要のある SQL プロシージャーを識別しま
す。

SELECT procschema, specificname
FROM syscat.procedures
WHERE language = 'SQL' AND fenced = 'N' AND

substr(IMPLEMENTATION, 10,6) = 'pgsjmp'

この照会によって戻されるスキーマと固有名の値を書き留めてください。なぜな
ら、後続のステップでこの情報が必要となるからです。

3. db2look ツールを実行して、すべてのデータベース・オブジェクト用の DDL ス
クリプトを生成します。

db2look -d sample -e -o db2look.sql -a

ここで、sample はデータベース名を表します。-e オプションの指定により、デ
ータベース・オブジェクトの DDL ステートメントを生成します。-o db2look.sql

オプションは、DDL ステートメントが収容される出力ファイルを示します。そ
して -a オプションは、すべてのユーザーによって作成されたすべてのオブジェ
クトを示しています。

db2look.sql ファイルを編集し、ステップ 2 で識別した SQL プロシージャーを
作成するのに必要な DDL ステートメントだけを残します。

4. ステップ 2 で識別した SQL ストアード・プロシージャーごとに、スキーマ名
と固有名を指示する DROP PROCEDURE ステートメントを使用して、個々のプ
ロシージャーを一意的に識別します。

DROP SPECIFIC PROCEDURE <schema-name>.<specific-name>

または、SQL プロシージャーをドロップおよび再作成する DDL スクリプトが
ある場合には、このスクリプトをステップ 2 で識別した SQL プロシージャー
だけをドロップして再作成するように編集して実行します。実行後、ステップ
6 (243ページ) に進みます。
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5. CREATE PROCEDURE ステートメントを使用して、ステップ 2 (242ページ) で
識別した SQL プロシージャーを再作成します。または、独自の DDL スクリプ
トか、ステップ 3 (242ページ) で作成した db2look.sql ファイルを実行すること
もできます。

6. SQL プロシージャーをテストして、DB2 バージョン 9.7 で期待どおりに実行さ
れることを確認します。Data Studio またはコマンド行プロセッサー (CLP) イン
ターフェースを使用してテストできます。次の例は、CLP を使用して SQL プロ
シージャーを起動する方法を示しています。

CONNECT TO sample

Database Connection Information

Database server = DB2/AIX64 9.7.0
SQL authorization ID = TESTDB2
Local database alias = SAMPLE

CALL <schema-name>.<procedure-name> ( [<parameter-list>] )

7. デベロップメント・センターでプロジェクトを作成して SQL プロシージャーを
開発した場合は、アップグレード・ウィザードを使用して既存のプロジェクトを
Data Studio にアップグレードします。Developer Workbench で作成したプロジ
ェクトは、アップグレードせずに使用することができます。

SQL プロシージャーのアップグレードの後、 ルーチンのアップグレードのタスク
の残りのステップを実行します。

32 ビット外部ルーチンを 64 ビット・インスタンスで実行するようにアッ
プグレードする

既存の 32 ビット外部ルーチンを DB2 バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタン
スにアップグレードするには、これらのルーチンに影響を与える DB2 バージョン
9.7 と以前のリリースとの間の変更点に対処して、これらのルーチンが予期されると
おりに機能することを検証する必要があります。

前提条件

v 32 ビット共用ライブラリーが組み込まれている DB2 バージョン 9.7 64

ビット・インスタンスへのアクセス権があることを確認します。

v 開発ソフトウェアが、DB2 データベース製品でサポートされているバー
ジョン・レベルであることを確認します。

v ALTER FUNCTION ステートメントまたは ALTER PROCEDURE ステー
トメントを使用する権限および特権を持っていることを確認します。許可
されている権限は「SQL リファレンス 第 2 巻」にリストされていま
す。

v ルーチンのアップグレードのタスクのこれより前のステップを実行しま
す。

制約事項

v ここで示す手順は、C および COBOL でプログラミングされた 32 ビッ
トの外部ルーチンにのみ適用されます。
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v この手順では、32 ビット共用ライブラリーが組み込まれている 64 ビッ
ト・インスタンス上で 32 ビット外部ルーチンを実行するために必要な変
更のみが示されます。

手順

32 ビット外部ルーチンを、DB2 バージョン 9.7 64 ビット・インスタンス上で実行
するようにアップグレードするには、以下のようにします。

1. 184ページの表 22 に示されているように、32 ビット・ライブラリーにとって正
しい DB2 共用ライブラリー・パスがライブラリー・パス環境変数に組み込まれ
ていることを確認し、実行時に正しいライブラリーをロードできるようにしま
す。

2. DB2 バージョン 9.7 テスト環境でルーチンをテストします。テストが成功した
場合は、追加のステップを実行する必要はありません。ただし、このタスクの残
りのステップがご使用のルーチンに当てはまり、正しいライブラリー・パスと開
発ソフトウェアを使用することによってルーチンのサポートが改善される場合に
は、残りのステップも実行することを考慮してください。

3. 184ページの表 21 に示されている、32 ビット・ライブラリーに関する DB2 共
用ライブラリー・パスを使用して 32 ビットの外部ルーチンをリンクするか再ビ
ルドして、正しいライブラリー・パスを指定します。DB2 UDB バージョン 8

の 32 ビット・インスタンスから DB2バージョン 9.7 の 64 ビット・インスタ
ンスにアップグレードした場合は、LOB ロケーターを使用する 32 ビットの外
部ルーチンを 64 ビットのルーチン・ライブラリーとして再ビルドする必要があ
ります。

4. オプション: ルーチン・ライブラリーを再ビルドするソース・コードがなくなっ
た場合や、環境変数を使用できない場合は、ご使用のルーチンのバイナリー・フ
ァイルに組み込み実行時パスがあれば、 db2chglibpath コマンドを使用してこの
ファイル上で DB2 共用ライブラリー・パスを $INSTHOME/sqllib/lib32 に変更
してください。組み込み実行時パスを、同じ長さ以下の新しいパスに変更できま
す。

5. 236ページの『C、C++、および COBOL ルーチンのアップグレード』 のタス
クの中で、使用しているルーチンに当てはまるその他のステップをすべて実行し
てください。

6. データベースのアップグレード中に変更された外部ルーチンや、DB2 エンジ
ン・ライブラリーを使用する外部ルーチンが NOT FENCED および
THREADSAFE として安全に実行されるかどうかを判別します。使用しているデ
ータベースに外部 unfenced ルーチンがある場合、UPGRADE DATABASE コマ
ンドは以下のアクションを実行します。

v SQL1349W 警告メッセージを戻して、 ADM4100W メッセージを管理通知ロ
グに書き込みます。

v DB2 エンジン・ライブラリーへの従属関係を持たないすべての外部 unfenced

ルーチンを FENCED および NOT THREADSAFE として再定義します。

v DIAGPATH データベース・マネージャー構成パラメーターで指定されたディ
レクトリーに alter_unfenced_dbname.db2 という名前の CLP スクリプトを作成
し、影響を受けたルーチンを NOT FENCED および THREADSAFE として再
定義します。

244 DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード



データベース・アップグレードによって変更された外部ルーチンを NOT

FENCED および THREADSAFE として安全に実行できる場合には、オリジナル
の CLP スクリプトを使用したり、再定義の必要な特定のルーチンにのみ変更を
加えたバージョンのスクリプトを使用したりして、それらの外部ルーチンを
NOT FENCED および THREADSAFE として再定義することができます。それ
らを FENCED および NOT THREADSAFE として実行することができ、生じる
性能低下が許容可能なものである場合、ルーチンを再定義する必要はありませ
ん。

32 ビット外部ルーチンのアップグレードの後、ルーチンのアップグレードのタスク
の残りのステップを実行します。
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第 27 章 データベース・アプリケーションおよびルーチンに関す
るアップグレード後タスク

データベース・アプリケーションおよびルーチンをアップグレードした後に、デー
タベース・アプリケーションおよびルーチンを最適レベルで期待どおりに実行でき
るように、いくつかのアップグレード後タスクを実行する必要があります。

データベース・アプリケーションおよびルーチンに適用される以下のアップグレー
ド後タスクを実行します。

1. 実稼働環境でデータベース・アプリケーションおよびルーチンにベンチマーク・
テストを実行して、アップグレード前に保存したベースライン結果と比較しま
す。

2. データベース・アプリケーションを調整する。以下の項目に関連した重要なガイ
ドラインを参照してください。

v 文字変換

v 最適化クラス

v 分離レベル

v ロックおよび並行性

v アプリケーションの並列処理

v 照会の最適化

アプリケーションのパフォーマンスに影響する追加の要因についての情報は、関
連概念を参照してください。

3. ルーチンを調整する。以下の項目に関連した重要なガイドラインを参照してくだ
さい。

v ストアード・プロシージャー

v SQL プロシージャー

さらに、データベース・アプリケーションのパフォーマンスの向上に関するガイ
ドラインのうちルーチンにも適用されるもの (最適化クラス、ロック、並行性、
照会チューニングに関するガイドラインなど) を検討してください。

4. DB2 バージョン 9.7 で非推奨の機能が廃止される前に、データベース・アプリ
ケーションおよびルーチンでのそれらの機能への依存を除去します。

5. 該当する箇所で、データベース・アプリケーション中の新規 DB2 バージョン
9.7 機能を採用して、パフォーマンスを改善するか新しい機能を追加します。新
しい機能の作用を理解するには、サンプル・ファイルを確認してください。
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第 28 章 データベース・アプリケーションおよびルーチン内で新
規 DB2 バージョン 9.7 機能を採用する

DB2 バージョン 9.7 へのアップグレード後に、DB2 バージョン 9.7 の新規機能を
採用して、データベース・アプリケーションの機能を拡張しパフォーマンスを改善
してください。

前提条件
DB2 サーバーを DB2 バージョン 9.7 にアップグレードしなければなりま
せん。

アップグレードされたデータベースにアクセスするアプリケーションの場合、以下
のステップのいずれかを実行し、指定された DB2 バージョン 9.7 機能を採用しま
す。

v 最適化ガイドラインまたはビュー MQT を使用して、MQT マッチングを改善し
ます。ご使用の実稼働環境にインプリメントする前に、テスト環境でこの新規機
能を試行してください。

– 最適化ガイドラインの新しい MQTENFORCE エレメントを使用して、コスト
の見積もりにかかわりなく MQT を選択します。

– ビュー MQT を使用して、複雑な照会を含むビュー上に MQT を作成します。
複雑な照会を含むビュー上の任意の照会は、ビュー MQT にマッチングするこ
とができます。前のリリースでは、OUTER JOIN または UNION ALL などの
構文を持つビューの照会は、MQT にマッチングすることができませんでし
た。

v ステートメント・コンセントレーターを使用可能にして、類似している動的 SQL
ステートメントのパフォーマンスを改善します。これらのステートメントが同じ
アクセス・プランを共有するように、データベース・サーバーはそれらを変更し
ます。 「問題判別およびデータベース・パフォーマンスのチューニング」の『ス
テートメント・コンセントレーターのコンパイル・オーバーヘッドの削減』を参
照してください。

以下の例は、データ・サーバー・レベルでステートメント・コンセントレーター
を使用可能にする方法を示しています。

UPDATE DB CFG FOR dbname
USING stmt_conc LITERALS

ステートメント・コンセントレーターを使用可能にした後、以下のステートメン
トが同じアクセス・プランを共有します。

SELECT FIRSTNME,LASTNAME FROM EMPLOYEE WHERE EMPNO='000020'
および
SELECT FIRSTNME,LASTNAME FROM EMPLOYEE WHERE EMPNO='000070'

statementConcentrator Connection か DataSource プロパティーを使用して、または
JDBC で setDBStatementConcentrator メソッドを使用して、アプリケーション・レ
ベルでこの機能を使用可能にすることもできます。詳細については、「Java アプ
リケーションの開発」の『DB2Connection インターフェース』を参照してくださ
い。
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v pckcachesz データベース構成パラメーターの値が、64 ビット・オペレーティン
グ・システム上で稼働するバージョン 9.7 より前のリリースの上限に近い場合に
は、このパラメーターをチューニングするか、または AUTOMATIC に設定して
自己調整を使用可能にしてください。バージョン 9.7 では、このパラメーターの
上限は 2 147 483 646 に上げられています。

静的または動的な SQL または XQuery ステートメントのセクションをキャッシ
ュに入れるための十分なメモリーがあれば、特に、アプリケーションから同じス
テートメントを複数回発行する場合に、パフォーマンスが改善される可能性があ
ります。

v カーソル固定分離レベルの並行性を高める場合、または Oracle アプリケーショ
ンをマイグレーションしている場合、currently committed 動作を使用可能にしま
す。この動作をデータベース・レベルで使用可能にするには、以下のステップを
実行します。

1. 以下のステートメントを発行して、cur_commit 構成パラメーターを ON に設
定します。

UPDATE DB CFG FOR database-name
USING cur_commit ON

2. 以下のステートメントを発行して、locklist パラメーターをその値の 2 倍に増
やします。

UPDATE DB CFG FOR database-name
USING locklist pre-upgrade-value*2

3. 大量ボリュームのトランザクション処理をともなうアプリケーションの場合、
ログ・スペースまたはログ・バッファー・サイズを増やす必要がある場合があ
ります。

v セッションの終了後に定義済みのままとなる一時表がアプリケーションに必要な
場合、あるいは Oracle アプリケーションをマイグレーションする場合、作成済
み一時表 (CGTT) を使用します。これは、定義がシステム・カタログに保管さ
れ、複数の接続によって共有されるという点で宣言済み一時表 (DGTT) とは異な
ります。CGTT のインスタンスに保管されたデータは、それを挿入したセッショ
ンでのみ使用可能です。

CGTT の使用方法について詳しくは、「データベース: 管理の概念および構成リ
ファレンス」の『作成済み一時表の作成および接続』を参照してください。

v Oracle アプリケーションをマイグレーションしている場合、互換性のある新しい
スカラー関数 (
DAYNAME、DECFLOAT_FORMAT、INITCAP、INSTR、MONTHNAME、
LOCATE_IN_STRING、LPAD、RPAD、TO_CLOB、TO_NUMBER、または
TO_TIMESTAMP など) を使用して、マイグレーション・プロセスを簡単にしま
す。

v DECOMPOSE XML DOCUMENT コマンドを使用しているか、システム定義プロ
シージャーを呼び出して、XML 文書を分解している場合、新規の DECOMPOSE
XML DOCUMENTS コマンドを使用して、複数の XML 文書を 1 度の呼び出し
のみで分解します。このコマンドは、XML 文書のシリアライゼーションを必要
とせず、バイナリーまたは XML 列に保管された XML 文書を分解します。

DECOMPOSE XML DOCUMENTS コマンドの使用法について詳しくは、
「pureXML ガイド」の『複数の XML 文書の分解例』を参照してください。
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DB2 バージョン 9.1 以前からアップグレードした場合、データベース・アプリケー
ションおよびルーチンに、DB2 バージョン 9.5 で導入された機能を採用します。詳
しくは、「マイグレーション・ガイド (バージョン 9.5)」の 『データベース・アプ
リケーションおよびルーチン内で新規 DB2 バージョン 9.5 機能を使用可能にす
る』を参照してください。
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第 5 部 付録
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付録 A. 重要な参照資料

以下の参照資料のリストは、DB2 環境のアップグレードに役立ちます。

DB2 オペレーティング・システム要件に関する Web ページ

DB2 バージョン 9.7 インストールのオペレーティング・システム要件およ
びハードウェア要件が、「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 デ
ータベース製品のインストール要件』に記載されています。このトピックの
最新バージョンは、DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r7/topic/

com.ibm.db2.luw.qb.server.doc/doc/r0025127.html) から参照できます。

DB2 インフォメーション・センター

本書に含まれる情報が、オンライン DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r7/index.jsp) にあります。
『データベースの基本』セクションの『アップグレード』トピックを参照し
てください。最上位トピックのタイトルは、『DB2 バージョン 9.7 へのア
ップグレード』です。オンライン DB2 インフォメーション・センターに
は、DB2 データベース製品のインストールなど、アップグレード関連トピ
ックの情報も含まれています。本書で言及されている他の情報も載せられて
います。

DB2 バージョン 9.7 マニュアル (PDF 形式)

DB2 バージョン 9.7 マニュアル (PDF 形式) を、http://www.ibm.com/

support/docview.wss?rs=71&uid=swg27009474 から無料でダウンロードできま
す。

DB2 アップグレード・ポータル

DB2 アップグレード・ポータル (http://www.ibm.com/software/data/db2/

upgrade/portal) を使用すると、アップグレード・プロセスに関する最新情報
および追加リソースが入手可能になったときに、この 1 つの場所からそれ
らにアクセスできます。このポータルは、以前は DB2 マイグレーション・
ポータルと呼ばれていたものです。

DB2 データベース製品に関する教育

Information Management Training Web サイト (http://www.ibm.com/software/

data/education/) は、さまざまなトレーニング・オプションのほか、スキルに
関するリソースとコミュニティーのリストを提供します。これらは、自分に
適した教育リソースを見つけるのに役立ちます。 DB2 データベース製品に
関して自分のペースでスキルを構築できる無料独習コースのリスト
(http://www.ibm.com/software/data/education/selfstudy.html) を検討してくださ
い。

developerWorks Information Management Web サイト

developerWorks Information Management Web サイト (http://www.ibm.com/

developerworks/data) には、DB2 Information Management ソフトウェアのた
めの技術リソースが用意されています。具体的には、製品情報、ダウンロー
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ド、学習用リソース、サポート、フォーラム、ニュースレターなどがありま
す。この Web サイトでは、DB2 データベース製品の新しい機能や、アプ
リケーションでそれらの機能を使用する方法について学習するための記事や
チュートリアルが多数用意されています。

この Web サイトには、「New to DB2」、「Migrate to DB2」、「DBA

Central」など、学習リソースのポータルもあります。Microsoft SQL Server

や Oracle、Sybase などのデータベース・プラットフォームから DB2 デー
タベース製品にマイグレーションする際に役立つリソースにアクセスするに
は、「Migrate to DB2」リンクをたどってください。

DB2 フォーラム

DB2 フォーラムは、IBM DB2 製品コミュニティーの仲間とアイデアを交換
したりソリューションを共有したりするための場所です。さらに、
ibm.software.db2.udb および ibm.software.db2.udb.beta ニュースグループなど
の DB2 ニュースグループをミラーリングするフォーラムも DB2 フォーラ
ムにあります。 DB2 フォーラムは、developerWorks (http://www.ibm.com/

developerworks/forums/db2_forums.jsp) がホストになっています。
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付録 B. DB2 技術情報の概説

DB2 技術情報は、以下のツールと方法を介して利用できます。

v DB2 インフォメーション・センター

– トピック (タスク、概念、およびリファレンス・トピック)

– DB2 ツールのヘルプ

– サンプル・プログラム

– チュートリアル

v DB2 資料

– PDF ファイル (ダウンロード可能)

– PDF ファイル (DB2 PDF DVD に含まれる)

– 印刷資料

v コマンド行ヘルプ

– コマンド・ヘルプ

– メッセージ・ヘルプ

注: DB2 インフォメーション・センターのトピックは、PDF やハードコピー資料よ
りも頻繁に更新されます。最新の情報を入手するには、資料の更新が発行されたと
きにそれをインストールするか、ibm.com にある DB2 インフォメーション・セン
ターを参照してください。

技術資料、ホワイト・ペーパー、IBM Redbooks® 資料などのその他の DB2 技術情
報には、オンライン (ibm.com) でアクセスできます。 DB2 Information Management

ソフトウェア・ライブラリー・サイト (http://www.ibm.com/software/data/sw-library/)

にアクセスしてください。

資料についてのフィードバック

DB2 の資料についてのお客様からの貴重なご意見をお待ちしています。DB2 の資料
を改善するための提案については、db2docs@ca.ibm.com まで E メールを送信して
ください。DB2 の資料チームは、お客様からのフィードバックすべてに目を通しま
すが、直接お客様に返答することはありません。お客様が関心をお持ちの内容につ
いて、可能な限り具体的な例を提供してください。特定のトピックまたはヘルプ・
ファイルについてのフィードバックを提供する場合は、そのトピック・タイトルお
よび URL を含めてください。

DB2 お客様サポートに連絡する場合には、この E メール・アドレスを使用しない
でください。資料を参照しても、DB2 の技術的な問題が解決しない場合は、お近く
の IBM サービス・センターにお問い合わせください。

© Copyright IBM Corp. 2006, 2009 257

http://www.ibm.com/software/data/sw-library/


DB2 テクニカル・ライブラリー (ハードコピーまたは PDF 形式)

以下の表は、DB2 ライブラリーについて説明しています。DB2 ライブラリーに関す
る詳細な説明については、www.ibm.com/shop/publications/order にある IBM

Publications Center にアクセスしてください。英語および翻訳された DB2 バージョ
ン 9.7 のマニュアル (PDF 形式) は、 www.ibm.com/support/docview.wss?rs=71

&uid=swg2700947 からダウンロードできます。

この表には印刷資料が入手可能かどうかが示されていますが、国または地域によっ
ては入手できない場合があります。

資料番号は、資料が更新される度に大きくなります。資料を参照する際は、以下に
リストされている最新版であることを確認してください。

注: DB2 インフォメーション・センターは、PDF やハードコピー資料よりも頻繁に
更新されます。

表 31. DB2 の技術情報

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

管理 API リファレンス SC88-5883-00 入手可能 2009 年 8 月

管理ルーチンおよびビ
ュー

SC88-5880-00 入手不可 2009 年 8 月

コール・レベル・イン
ターフェース　ガイド
およびリファレンス 第
1 巻

SC88-5885-00 入手可能 2009 年 8 月

コール・レベル・イン
ターフェース　ガイド
およびリファレンス 第
2 巻

SC88-5886-00 入手可能 2009 年 8 月

コマンド・リファレン
ス

SC88-5884-00 入手可能 2009 年 8 月

データ移動ユーティリ
ティー ガイドおよびリ
ファレンス

SC88-5903-00 入手可能 2009 年 8 月

データ・リカバリーと
高可用性 ガイドおよび
リファレンス

SC88-5904-00 入手可能 2009 年 8 月

データベース: 管理の
概念および構成リファ
レンス

SC88-5870-00 入手可能 2009 年 8 月

データベースのモニタ
リング　ガイドおよび
リファレンス

SC88-5872-00 入手可能 2009 年 8 月

データベース・セキュ
リティー・ガイド

SC88-5905-00 入手可能 2009 年 8 月
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表 31. DB2 の技術情報 (続き)

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

DB2 Text Search ガイ
ド

SC88-5902-00 入手可能 2009 年 8 月

ADO.NET および OLE

DB アプリケーション
の開発

SC88-5874-00 入手可能 2009 年 8 月

組み込み SQL アプリ
ケーションの開発

SC88-5875-00 入手可能 2009 年 8 月

Java アプリケーション
の開発

SC88-5878-00 入手可能 2009 年 8 月

Perl、PHP、Python お
よび Ruby on Rails ア
プリケーションの開発

SC88-5879-00 入手不可 2009 年 8 月

SQL および外部ルーチ
ンの開発

SC88-5876-00 入手可能 2009 年 8 月

データベース・アプリ
ケーション開発の基礎

GI88-4201-00 入手可能 2009 年 8 月

DB2 インストールおよ
び管理 概説 (Linux お
よび Windows 版)

GI88-4202-00 入手可能 2009 年 8 月

グローバリゼーショ
ン・ガイド

SC88-5906-00 入手可能 2009 年 8 月

DB2 サーバー機能 イ
ンストール

GC88-5888-00 入手可能 2009 年 8 月

IBM データ・サーバ
ー・クライアント機能
インストール

GC88-5889-00 入手不可 2009 年 8 月

メッセージ・リファレ
ンス 第 1 巻

SC88-5897-00 入手不可 2009 年 8 月

メッセージ・リファレ
ンス 第 2 巻

SC88-5898-00 入手不可 2009 年 8 月

Net Search Extender 管
理およびユーザーズ・
ガイド

SC88-5901-00 入手不可 2009 年 8 月

パーティションおよび
クラスタリングのガイ
ド

SC88-5907-00 入手可能 2009 年 8 月

pureXML ガイド SC88-5895-00 入手可能 2009 年 8 月

Query Patroller 管理お
よびユーザーズ・ガイ
ド

SC88-5908-00 入手不可 2009 年 8 月
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表 31. DB2 の技術情報 (続き)

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

Spatial Extender および
Geodetic Data

Management Feature ユ
ーザーズ・ガイドおよ
びリファレンス

SC88-5900-00 入手不可 2009 年 8 月

SQL プロシージャー言
語: アプリケーション
のイネーブルメントお
よびサポート

SC88-5877-00 入手可能 2009 年 8 月

SQL リファレンス 第
1 巻

SC88-5881-00 入手可能 2009 年 8 月

SQL リファレンス 第
2 巻

SC88-5882-00 入手可能 2009 年 8 月

問題判別およびデータ
ベース・パフォーマン
スのチューニング

SC88-5871-00 入手可能 2009 年 8 月

DB2 バージョン 9.7 へ
のアップグレード

SC88-5887-00 入手可能 2009 年 8 月

Visual Explain チュー
トリアル

SC88-5899-00 入手不可 2009 年 8 月

DB2 バージョン 9.7 の
新機能

SC88-5893-00 入手可能 2009 年 8 月

ワークロード・マネー
ジャー ガイドおよびリ
ファレンス

SC88-5894-00 入手可能 2009 年 8 月

XQuery リファレンス SC88-5896-00 入手不可 2009 年 8 月

表 32. DB2 Connect 固有の技術情報

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

DB2 Connect Personal

Edition インストールお
よび構成

SC88-5891-00 入手可能 2009 年 8 月

DB2 Connect サーバー
機能 インストールおよ
び構成

SC88-5892-00 入手可能 2009 年 8 月

DB2 Connect ユーザー
ズ・ガイド

SC88-5890-00 入手可能 2009 年 8 月
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表 33. Information Integration の技術情報

資料名 資料番号
印刷資料が入手可能
かどうか 最終更新

Information Integration:

Administration Guide

for Federated Systems

SC19-1020-02 入手可能 2009 年 8 月

Information Integration:

ASNCLP Program

Reference for

Replication and Event

Publishing

SC19-1018-04 入手可能 2009 年 8 月

Information Integration:

Configuration Guide for

Federated Data Sources

SC19-1034-02 入手不可 2009 年 8 月

Information Integration:

SQL Replication Guide

and Reference

SC19-1030-02 入手可能 2009 年 8 月

Information Integration:

Introduction to

Replication and Event

Publishing

GC19-1028-02 入手可能 2009 年 8 月

DB2 の印刷資料の注文方法

DB2 の印刷資料が必要な場合、オンラインで購入することができますが、すべての
国および地域で購入できるわけではありません。 DB2 の印刷資料については、IBM

営業担当員にお問い合わせください。 DB2 PDF ドキュメンテーション DVD の一
部のソフトコピー・ブックは、印刷資料では入手できないことに留意してくださ
い。例えば、「DB2 メッセージ・リファレンス」はどちらの巻も印刷資料としては
入手できません。

DB2 PDF ドキュメンテーション DVD で利用できる DB2 の印刷資料の大半は、
IBM に有償で注文することができます。国または地域によっては、資料を IBM

Publications Center からオンラインで注文することもできます。お客様の国または地
域でオンライン注文が利用できない場合、DB2 の印刷資料については、IBM 営業担
当員にお問い合わせください。 DB2 PDF ドキュメンテーション DVD に収録され
ている資料の中には、印刷資料として提供されていないものもあります。

注: 最新で完全な DB2 資料は、DB2 インフォメーション・センター
(http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r7) で参照することができます。

DB2 の印刷資料は以下の方法で注文することができます。

v 日本 IBM 発行のマニュアルはインターネット経由でご購入いただけます。詳し
くは http://www.ibm.com/shop/publications/order をご覧ください。資料の注文情報
にアクセスするには、お客様の国、地域、または言語を選択してください。その
後、各ロケーションにおける注文についての指示に従ってください。

v DB2 の印刷資料を IBM 営業担当員に注文するには、以下のようにします。
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1. 以下の Web サイトのいずれかから、営業担当員の連絡先情報を見つけてくだ
さい。

– IBM Directory of world wide contacts (www.ibm.com/planetwide)

– IBM Publications Web サイト (http://www.ibm.com/shop/publications/order)。
国、地域、または言語を選択し、お客様の所在地に該当する Publications ホ
ーム・ページにアクセスしてください。このページから、「このサイトに
ついて」のリンクにアクセスしてください。

2. 電話をご利用の場合は、DB2 資料の注文であることをご指定ください。

3. 担当者に、注文する資料のタイトルと資料番号をお伝えください。タイトルと
資料番号は、 258ページの『DB2 テクニカル・ライブラリー (ハードコピー
または PDF 形式)』でご確認いただけます。

コマンド行プロセッサーから SQL 状態ヘルプを表示する
DB2 製品は、SQL ステートメントの結果の原因になったと考えられる条件の
SQLSTATE 値を戻します。 SQLSTATE ヘルプは、SQL 状態および SQL 状態クラ
ス・コードの意味を説明します。

SQL 状態ヘルプを開始するには、コマンド行プロセッサーを開いて以下のように入
力します。

? sqlstate or ? class code

ここで、sqlstate は有効な 5 桁の SQL 状態を、class code は SQL 状態の最初の 2

桁を表します。
例えば、? 08003 を指定すると SQL 状態 08003 のヘルプが表示され、 ? 08 を指
定するとクラス・コード 08 のヘルプが表示されます。

異なるバージョンの DB2 インフォメーション・センターへのアクセス

DB2 バージョン 9.7 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r7/です。

DB2 バージョン 9.5 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センター
の URL は、http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9r5/です。

DB2 バージョン 9 のトピックを扱っている DB2 インフォメーション・センターの
URL は http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v9/です。

DB2 バージョン 8 のトピックについては、バージョン 8 のインフォメーション・
センターの URL http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2luw/v8/にアクセスしてく
ださい。

DB2 インフォメーション・センターでの希望する言語でのトピックの表示

DB2 インフォメーション・センターでは、ブラウザーの設定で指定した言語でのト
ピックの表示が試みられます。トピックがその指定言語に翻訳されていない場合
は、 DB2 インフォメーション・センターでは英語でトピックが表示されます。
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v Internet Explorer Web ブラウザーで、指定どおりの言語でトピックを表示するに
は、以下のようにします。

1. Internet Explorer の「ツール」 -> 「インターネット オプション」 -> 「言語
...」ボタンをクリックします。「言語の優先順位」ウィンドウがオープンしま
す。

2. 該当する言語が、言語リストの先頭の項目に指定されていることを確認しま
す。

– リストに新しい言語を追加するには、「追加...」ボタンをクリックします。

注: 言語を追加しても、特定の言語でトピックを表示するのに必要なフォン
トがコンピューターに備えられているとはかぎりません。

– リストの先頭に新しい言語を移動するには、その言語を選択してから、そ
の言語が言語リストに先頭に行くまで「上に移動」ボタンをクリックしま
す。

3. ブラウザー・キャッシュを消去してから、ページを最新表示します。希望する
言語で DB2 インフォメーション・センターが表示されます。

v Firefox または Mozilla Web ブラウザーの場合に、希望する言語でトピックを表
示するには、以下のようにします。

1. 「ツール」 -> 「オプション」 -> 「詳細」 ダイアログの「言語」セクショ
ンにあるボタンを選択します。「設定」ウィンドウに「言語」パネルが表示さ
れます。

2. 該当する言語が、言語リストの先頭の項目に指定されていることを確認しま
す。

– リストに新しい言語を追加するには、「追加...」ボタンをクリックしてか
ら、「言語を追加」ウィンドウで言語を選択します。

– リストの先頭に新しい言語を移動するには、その言語を選択してから、そ
の言語が言語リストに先頭に行くまで「上に移動」ボタンをクリックしま
す。

3. ブラウザー・キャッシュを消去してから、ページを最新表示します。希望する
言語で DB2 インフォメーション・センターが表示されます。

ブラウザーとオペレーティング・システムの組み合わせによっては、オペレーティ
ング・システムの地域の設定も希望のロケールと言語に変更しなければなりませ
ん。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた
DB2 インフォメーション・センターの更新

ローカルにインストールされた DB2 インフォメーション・センターは、定期的に
更新する必要があります。

始める前に

DB2 バージョン 9.7 インフォメーション・センターが既にインストールされている
必要があります。詳しくは、「DB2 サーバー機能 インストール」の『DB2 セット
アップ・ウィザードによる DB2 インフォメーション・センターのインストール』
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のトピックを参照してください。インフォメーション・センターのインストールに
適用されるすべての前提条件と制約事項は、インフォメーション・センターの更新
にも適用されます。

このタスクについて

既存の DB2 インフォメーション・センターは、自動で更新することも。手動で更
新することもできます。

v 自動更新 - 既存のインフォメーション・センターのフィーチャーと言語を更新し
ます。自動更新を使用すると、更新中にインフォメーション・センターが使用で
きなくなる時間が最小限で済むというメリットもあります。さらに、自動更新
は、定期的に実行する他のバッチ・ジョブの一部として実行されるように設定す
ることができます。

v 手動更新 - 更新処理中にフィーチャーまたは言語を追加する場合に使用する必要
があります。例えば、ローカルのインフォメーション・センターが最初は英語と
フランス語でインストールされており、その後ドイツ語もインストールすること
にした場合、手動更新でドイツ語をインストールし、同時に、既存のインフォメ
ーション・センターのフィーチャーおよび言語を更新できます。しかし、手動更
新ではインフォメーション・センターを手動で停止、更新、再始動する必要があ
ります。更新処理の間はずっと、インフォメーション・センターは使用できなく
なります。

手順

このトピックでは、自動更新のプロセスを詳しく説明しています。手動更新の手順
については、『コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールさ
れた DB2 インフォメーション・センターの手動更新』のトピックを参照してくだ
さい。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされている DB2

インフォメーション・センターを自動で更新するには、次のようにします。

1. Linux オペレーティング・システムの場合、次のようにします。

a. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲート
します。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センター
は、/opt/ibm/db2ic/V9.7 ディレクトリーにインストールされています。

b. インストール・ディレクトリーから doc/bin ディレクトリーにナビゲートし
ます。

c. 次のように ic-update スクリプトを実行します。

ic-update

2. Windows オペレーティング・システムの場合、次のようにします。

a. コマンド・ウィンドウを開きます。

b. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲート
します。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センターは、<Program

Files>¥IBM¥DB2 Information Center¥Version 9.7 ディレクトリーにインストー
ルされています (<Program Files> は「Program Files」ディレクトリーのロケ
ーション)。
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c. インストール・ディレクトリーから doc¥bin ディレクトリーにナビゲートし
ます。

d. 次のように ic-update.bat ファイルを実行します。

ic-update.bat

結果

DB2 インフォメーション・センターが自動的に再始動します。更新が入手可能な場
合、インフォメーション・センターに、更新された新しいトピックが表示されま
す。インフォメーション・センターの更新が入手可能でなかった場合、メッセージ
がログに追加されます。ログ・ファイルは、doc¥eclipse¥configuration ディレクトリ
ーにあります。ログ・ファイル名はランダムに生成された名前です。例えば、
1239053440785.log のようになります。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストールされた
DB2 インフォメーション・センターの手動更新

DB2 インフォメーション・センターをローカルにインストールしている場合は、
IBM から資料の更新を入手してインストールすることができます。

ローカルにインストールされた DB2 インフォメーション・センターを手動で更新
するには、以下のことを行う必要があります。

1. コンピューター上の DB2 インフォメーション・センターを停止し、インフォメ
ーション・センターをスタンドアロン・モードで再始動します。インフォメーシ
ョン・センターをスタンドアロン・モードで実行すると、ネットワーク上の他の
ユーザーがそのインフォメーション・センターにアクセスできなくなります。こ
れで、更新を適用できるようになります。DB2 インフォメーション・センター
のワークステーション・バージョンは、常にスタンドアロン・モードで実行され
ます。を参照してください。

2. 「更新」機能を使用することにより、どんな更新が利用できるかを確認します。
インストールしなければならない更新がある場合は、「更新」機能を使用してそ
れを入手およびインストールできます。

注: ご使用の環境において、インターネットに接続されていないマシンに DB2

インフォメーション・センターの更新をインストールする必要がある場合、イン
ターネットに接続されていて DB2 インフォメーション・センターがインストー
ルされているマシンを使用して、更新サイトをローカル・ファイル・システムに
ミラーリングしてください。ネットワーク上の多数のユーザーが資料の更新をイ
ンストールする場合にも、更新サイトをローカルにミラーリングして、更新サイ
ト用のプロキシーを作成することにより、個々のユーザーが更新を実行するのに
要する時間を短縮できます。
更新パッケージが入手可能な場合、「更新」機能を使用してパッケージを入手し
ます。ただし、「更新」機能は、スタンドアロン・モードでのみ使用できます。

3. スタンドアロンのインフォメーション・センターを停止し、コンピューター上の
DB2 インフォメーション・センターを再開します。

注: Windows 2008、Windows Vista (およびそれ以上) では、このセクションの後の
部分でリストされているコマンドは管理者として実行する必要があります。完全な
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管理者特権でコマンド・プロンプトまたはグラフィカル・ツールを開くには、ショ
ートカットを右クリックしてから、 「管理者として実行」を選択します。

コンピューターまたはイントラネット・サーバーにインストール済みの DB2 イン
フォメーション・センターを更新するには、以下のようにします。

1. DB2 インフォメーション・センターを停止します。

v Windows では、「スタート」 → 「コントロール パネル」 → 「管理ツール」
→ 「サービス」をクリックします。次に、「DB2 インフォメーション・セン
ター」サービスを右クリックして「停止」を選択します。

v Linux では、以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/db2icdv97 stop

2. インフォメーション・センターをスタンドアロン・モードで開始します。

v Windows の場合:

a. コマンド・ウィンドウを開きます。

b. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲー
トします。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センターは、
<Program Files>¥IBM¥DB2 Information Center¥Version 9.7 ディレクトリー
にインストールされています (<Program Files> は「Program Files」ディ
レクトリーのロケーション)。

c. インストール・ディレクトリーから doc¥bin ディレクトリーにナビゲート
します。

d. 次のように help_start.bat ファイルを実行します。

help_start.bat

v Linux の場合:

a. インフォメーション・センターがインストールされているパスにナビゲー
トします。デフォルトでは、DB2 インフォメーション・センター
は、/opt/ibm/db2ic/V9.7 ディレクトリーにインストールされています。

b. インストール・ディレクトリーから doc/bin ディレクトリーにナビゲート
します。

c. 次のように help_start スクリプトを実行します。

help_start

システムのデフォルト Web ブラウザーが開き、スタンドアロンのインフォメー
ション・センターが表示されます。

3. 「更新」ボタン ( ) をクリックします。(ブラウザーで JavaScript™ が有効にな
っている必要があります。) インフォメーション・センターの右側のパネルで、
「更新の検索 (Find Updates)」をクリックします。 既存の文書に対する更新の
リストが表示されます。

4. インストール・プロセスを開始するには、インストールする更新をチェックして
選択し、「更新のインストール」をクリックします。

5. インストール・プロセスが完了したら、「完了」をクリックします。

6. 次のようにして、スタンドアロンのインフォメーション・センターを停止しま
す。
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v Windows の場合は、インストール・ディレクトリーの doc¥bin ディレクトリ
ーにナビゲートしてから、次のように help_end.bat ファイルを実行します。

help_end.bat

注: help_end バッチ・ファイルには、help_start バッチ・ファイルを使用して
開始したプロセスを安全に停止するのに必要なコマンドが含まれています。
help_start.bat は、Ctrl-C や他の方法を使用して停止しないでください。

v Linux の場合は、インストール・ディレクトリーの doc/bin ディレクトリーに
ナビゲートしてから、次のように help_end スクリプトを実行します。

help_end

注: help_end スクリプトには、help_start スクリプトを使用して開始したプロ
セスを安全に停止するのに必要なコマンドが含まれています。他の方法を使用
して、help_start スクリプトを停止しないでください。

7. DB2 インフォメーション・センターを再開します。

v Windows では、「スタート」 → 「コントロール パネル」 → 「管理ツール」
→ 「サービス」をクリックします。次に、「DB2 インフォメーション・セン
ター」サービスを右クリックして「開始」を選択します。

v Linux では、以下のコマンドを入力します。

/etc/init.d/db2icdv97 start

更新された DB2 インフォメーション・センターに、更新された新しいトピックが
表示されます。

DB2 チュートリアル
DB2 チュートリアルは、DB2 製品のさまざまな機能について学習するのを支援しま
す。この演習をとおして段階的に学習することができます。

はじめに

インフォメーション・センター (http://publib.boulder.ibm.com/infocenter/db2help/) か
ら、このチュートリアルの XHTML 版を表示できます。

演習の中で、サンプル・データまたはサンプル・コードを使用する場合がありま
す。個々のタスクの前提条件については、チュートリアルを参照してください。

DB2 チュートリアル

チュートリアルを表示するには、タイトルをクリックします。

「pureXML ガイド」の『pureXML』
XML データを保管し、ネイティブ XML データ・ストアに対して基本的な
操作を実行できるように、DB2 データベースをセットアップします。

「Visual Explain チュートリアル」の『Visual Explain』
Visual Explain を使用して、パフォーマンスを向上させるために SQL ステ
ートメントを分析し、最適化し、調整します。
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DB2 トラブルシューティング情報
DB2 データベース製品を使用する際に役立つ、トラブルシューティングおよび問題
判別に関する広範囲な情報を利用できます。

DB2 ドキュメンテーション
トラブルシューティング情報は、「DB2 問題判別ガイド」、またはDB2 イ
ンフォメーション・センターの『データベースの基本』セクションにありま
す。ここには、DB2 診断ツールおよびユーティリティーを使用して、問題
を切り分けて識別する方法、最も頻繁に起こる幾つかの問題に対するソリュ
ーションについての情報、および DB2 データベース製品を使用する際に発
生する可能性のある問題の解決方法についての他のアドバイスがあります。

DB2 Technical Support の Web サイト
現在問題が発生していて、考えられる原因とソリューションを検索したい場
合は、DB2 Technical Support の Web サイトを参照してください。
Technical Support サイトには、最新の DB2 資料、TechNotes、プログラム
診断依頼書 (APAR またはバグ修正)、フィックスパック、およびその他の
リソースへのリンクが用意されています。この知識ベースを活用して、問題
に対する有効なソリューションを探し出すことができます。

DB2 Technical Support の Web サイト (http://www.ibm.com/software/data/

db2/support/db2_9/) にアクセスしてください。

ご利用条件
これらの資料は、以下の条件に同意していただける場合に限りご使用いただけま
す。

個人使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていただ
くことを条件に、非商業的な個人による使用目的に限り複製することができます。
ただし、IBM の明示的な承諾をえずに、これらの資料またはその一部について、二
次的著作物を作成したり、配布 (頒布、送信を含む) または表示 (上映を含む) する
ことはできません。

商業的使用: これらの資料は、すべての著作権表示その他の所有権表示をしていた
だくことを条件に、お客様の企業内に限り、複製、配布、および表示することがで
きます。 ただし、IBM の明示的な承諾をえずにこれらの資料の二次的著作物を作
成したり、お客様の企業外で資料またはその一部を複製、配布、または表示するこ
とはできません。

ここで明示的に許可されているもの以外に、資料や資料内に含まれる情報、デー
タ、ソフトウェア、またはその他の知的所有権に対するいかなる許可、ライセン
ス、または権利を明示的にも黙示的にも付与するものではありません。

資料の使用が IBM の利益を損なうと判断された場合や、上記の条件が適切に守ら
れていないと判断された場合、IBM はいつでも自らの判断により、ここで与えた許
可を撤回できるものとさせていただきます。

お客様がこの情報をダウンロード、輸出、または再輸出する際には、米国のすべて
の輸出入関連法規を含む、すべての関連法規を遵守するものとします。
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IBM は、これらの資料の内容についていかなる保証もしません。これらの資料は、
特定物として現存するままの状態で提供され、商品性の保証、特定目的適合性の保
証および法律上の瑕疵担保責任を含むすべての明示もしくは黙示の保証責任なしで
提供されます。
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付録 C. 特記事項

本書は米国 IBM が提供する製品およびサービスについて作成したものです。IBM

以外の製品に関する情報は、本書の最初の発行時点で入手可能な情報に基づいてお
り、変更される場合があります。

本書に記載の製品、サービス、または機能が日本においては提供されていない場合
があります。日本で利用可能な製品、サービス、および機能については、日本 IBM

の営業担当員にお尋ねください。本書で IBM 製品、プログラム、またはサービス
に言及していても、その IBM 製品、プログラム、またはサービスのみが使用可能
であることを意味するものではありません。これらに代えて、IBM の知的所有権を
侵害することのない、機能的に同等の製品、プログラム、またはサービスを使用す
ることができます。ただし、IBM 以外の製品とプログラムの操作またはサービスの
評価および検証は、お客様の責任で行っていただきます。

IBM は、本書に記載されている内容に関して特許権 (特許出願中のものを含む) を
保有している場合があります。本書の提供は、お客様にこれらの特許権について実
施権を許諾することを意味するものではありません。実施権についてのお問い合わ
せは、書面にて下記宛先にお送りください。

〒106-8711

東京都港区六本木 3-2-12

日本アイ・ビー・エム株式会社
法務・知的財産
知的財産権ライセンス渉外

以下の保証は、国または地域の法律に沿わない場合は、適用されません。 IBM お
よびその直接または間接の子会社は、本書を特定物として現存するままの状態で提
供し、商品性の保証、特定目的適合性の保証および法律上の瑕疵担保責任を含むす
べての明示もしくは黙示の保証責任を負わないものとします。国または地域によっ
ては、法律の強行規定により、保証責任の制限が禁じられる場合、強行規定の制限
を受けるものとします。

この情報には、技術的に不適切な記述や誤植を含む場合があります。本書は定期的
に見直され、必要な変更は本書の次版に組み込まれます。 IBM は予告なしに、随
時、この文書に記載されている製品またはプログラムに対して、改良または変更を
行うことがあります。

本書において IBM 以外の Web サイトに言及している場合がありますが、便宜のた
め記載しただけであり、決してそれらの Web サイトを推奨するものではありませ
ん。それらの Web サイトにある資料は、この IBM 製品の資料の一部ではありませ
ん。それらの Web サイトは、お客様の責任でご使用ください。

IBM は、お客様が提供するいかなる情報も、お客様に対してなんら義務も負うこと
のない、自ら適切と信ずる方法で、使用もしくは配布することができるものとしま
す。
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本プログラムのライセンス保持者で、(i) 独自に作成したプログラムとその他のプロ
グラム (本プログラムを含む) との間での情報交換、および (ii) 交換された情報の
相互利用を可能にすることを目的として、本プログラムに関する情報を必要とする
方は、下記に連絡してください。

IBM Canada Limited

Office of the Lab Director

8200 Warden Avenue

Markham, Ontario

L6G 1C7

CANADA

本プログラムに関する上記の情報は、適切な使用条件の下で使用することができま
すが、有償の場合もあります。

本書で説明されているライセンス・プログラムまたはその他のライセンス資料は、
IBM 所定のプログラム契約の契約条項、IBM プログラムのご使用条件、またはそれ
と同等の条項に基づいて、IBM より提供されます。

この文書に含まれるいかなるパフォーマンス・データも、管理環境下で決定された
ものです。そのため、他の操作環境で得られた結果は、異なる可能性があります。
一部の測定が、開発レベルのシステムで行われた可能性がありますが、その測定値
が、一般に利用可能なシステムのものと同じである保証はありません。さらに、一
部の測定値が、推定値である可能性があります。実際の結果は、異なる可能性があ
ります。お客様は、お客様の特定の環境に適したデータを確かめる必要がありま
す。

IBM 以外の製品に関する情報は、その製品の供給者、出版物、もしくはその他の公
に利用可能なソースから入手したものです。 IBM は、それらの製品のテストは行
っておりません。したがって、他社製品に関する実行性、互換性、またはその他の
要求については確証できません。 IBM 以外の製品の性能に関する質問は、それら
の製品の供給者にお願いします。

IBM の将来の方向または意向に関する記述については、予告なしに変更または撤回
される場合があり、単に目標を示しているものです。

本書には、日常の業務処理で用いられるデータや報告書の例が含まれています。よ
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いては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml の「Copyright and trademark

information」をご覧ください。

以下は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

v Linux は、Linus Torvalds の米国およびその他の国における商標です。

v Java およびすべての Java 関連の商標およびロゴは、Sun Microsystems, Inc. の米
国およびその他の国における商標です。

v UNIX は、The Open Group の米国およびその他の国における登録商標です。

v Intel®、Intel ロゴ、Intel Inside®、 Intel Inside ロゴ、Intel® Centrino®、Intel

Centrino ロゴ、Celeron®、Intel® Xeon®、Intel SpeedStep®、Itanium®、Pentium®

は、Intel Corporation または子会社の米国およびその他の国における商標または登
録商標です。

v Microsoft、 Windows、 Windows NT®、および Windows ロゴは、Microsoft
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索引
日本語, 数字, 英字, 特殊文字の順に配列されてい
ます。なお, 濁音と半濁音は清音と同等に扱われて
います。
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DB2 API の変更点 186

DB2 CLI 226
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DB2 バージョン 9.7 3
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Java 227

SQL ステートメントの変更点 199

インスタンス 71, 82
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オートノミック・コンピューティング機能の使用可能化 26

クライアント 147

アップグレード後タスク 171

アップグレード前タスク 155

計画 8

テスト環境 156

DB2 バージョン 9.7 3

Linux および UNIX 165
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アプリケーション 9

クライアント 8

ルーチン 9

DB2 環境 5

DB2 サーバー 6

サポート
アプリケーション 179

クライアント 149

スクリプト 179

アップグレード (続き)

サポート (続き)

ルーチン 217

32 ビットおよび 64 ビット・インスタンス 21

DB2 サーバー 19

重要な参照資料 255

スクリプト 232

サポート 179

ツール・カタログ・データベース 74, 85

データベース 75, 86

データベース・アプリケーション 223

非 root インストール
Linux および UNIX 94

ルーチン 177

アップグレード後タスク 247

アップグレード前タスク 221

アップグレード・タスク 235

計画 9

サポート 217

32 ビット外部ルーチン 243

C、C++、および COBOL 236
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Java 238

SQL プロシージャー 241

32 ビットおよび 64 ビット・サポート 32

32 ビット・アプリケーション 233

C、C++、および COBOL アプリケーション 224

C、C++、および COBOL ルーチン 236

Data Links 108

Data Server Driver Package 169

DB2 Administration Server (DAS) 74, 85

DB2 Spatial Extender 26

DB2 Text Search 104

DB2 環境 3

DB2 サーバー 15

新しいサーバー 98

アップグレード後タスク 115

アップグレード前タスク 51

オンライン・データベース・バックアップを使用した
101

計画 6

構成パラメーター、レジストリー変数、および物理的特
性 119

構成パラメーターの変更 34

サーバーをオフラインにする 68

サポート 19

制約事項 21

代替フィックスパックのインストール 96

データベースの物理的特性の変更 34

テスト環境 66

テスト環境用にデータベースを重複して作成する 67
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廃止された機能 21

複雑な環境 91

複数の DB2 コピー 96

ベスト・プラクティス 26

レジストリー変数の変更 34

ログ・スペースおよび表スペースの要件 30
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Windows 69
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Data Server Client 159

Data Server Runtime Client 163
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アプリケーション
新規機能の採用 249

調整 247
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アップグレードの検証 173
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サーバーの変更点の管理 171
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サーバーの変更点の管理 171

ノードの再カタログ 171

アップグレード前タスク 155

アップグレードに関する重要事項の確認 155

構成のバックアップ 155

テスト環境でのアップグレード 156

DB2 サーバーのアップグレード 155

アップグレードに関するベスト・プラクティス 152

アップグレードの計画 8

クライアント (続き)

アップグレードのサポート 149

アップグレード・プロセス 147

更新
DB2 インフォメーション・センター 263, 265

構成のバックアップ
クライアント 155

DB2 サーバーのアップグレード前タスク 59

構成パラメーター
アップグレード 119

アップグレードへの影響 34

設定の保管
DB2 サーバーのアップグレード前タスク 59

コマンド
推奨されないか廃止された機能
アップグレードへの影響 46

dasmigr

DAS のアップグレード 74, 85

db2ckupgrade コマンド
DB2 サーバーのアップグレード前タスク 55

db2exmig

DB2 サーバーのアップグレード後タスク 123

db2IdentifyType1

タイプ 1 の索引からタイプ 2 の索引への変換 52

db2iupgrade

アクション 19

アップグレードのサポート 21

インスタンスのアップグレード 71, 82

db2tdbmgr

DAS のアップグレード 74, 85

UPGRADE DATABASE
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ストアード・プロシージャー
アップグレード 235

アップグレードのサポート 217

セキュリティー管理者権限 (SECADM)

データベース監査のセットアップ
DB2 サーバーのアップグレード後タスク 120

［タ行］
タイプ 1 索引
推奨されない機能
アップグレードへの影響 46

チュートリアル
トラブルシューティング 268
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